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四国横断自動車道は,高松～善通寺間が平成 4年 5月 に開通しました。これにより,瀬

戸大橋と香川県の高速道路が直結することになり,香川県は本格的な高速交通の時代を迎

えております。

香川県教育委員会では,四国横断自動車道 (高松～善通寺間)の建設に伴い,昭和63

年度から財団法人香川県埋蔵文化財調査センターに委託して,用地内の埋蔵文化財の発掘

調査を行つてまいりました。 3年 6か月の期間を要して28遺跡の発掘調査を実施し,平成

3年 9月 に発掘調査を終了いたしました。また,平成 3年度からは同センターにおきまし

て発掘調査の出土品の整理を順次行っているところであり,平成 4年度からは発掘調査報

告書の刊行をいたしております。

このたび「四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第二十六冊 川津一

ノ又遺跡 I」 として刊行いたしますのは,坂出市川津町一ノ又に所在する川津一ノ又遺

跡についてであります。この遺跡の調査では,弥生時代から中世にかけて多くの遺構 。遺

物が出土しておりますが,そのなかでも今回報告します弥生時代後期から中世にかけての

集落の変遷は,丸亀平野における集落遺跡の基準資料になるものと考えられます。

本報告書が,本県の歴史研究の資料として広く活用されるとともに,埋蔵文化財に対す

る理解と関心が一層深められる一助となれば幸いです。

最後になりましたが,発掘調査から出土品の整理・報告にいたるまでの間,日 本道路公

団及び関係機関並びに地元関係各位には多大の御協力と御指導をいただきました。ここに

深く感謝の意を表しますとともに,今後ともよろしく御支援賜りますようにお願い申し上

げます。

平成 9年 3月

香川県教育委員会

教育長  田 中 壮一郎



例

1.本報告書は,四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書の第二十六冊で
,

香川県坂出市川津町字一ノ又に所在する川津一ノ又遺跡 (かわついちのまたいせき)Ⅲ

区の報告を収録 した。

2.発掘調査は,香川県教育委員会が日本道路公団から委託され,香川県教育委員会が調

査主体,財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが調査担当者として実施 した。

3.発掘調査の期間及び担当は以下の通 りである。

予備調査 期間 平成 2年 2月 ,3月

担当 渡邊茂智,西岡達哉,大林修三,古野徳久,山下平重

本調査  期間 平成 2年 4月 12日 ～平成 3年 9月 27日

担当 廣瀬直樹,西村尋文,大西義則,岡敦憲,中野昇一,西岡達哉 ,

大谷伸一,真下拓也,片桐孝浩,森下友子,市村拓二,和田素子 ,

山下平重,森下英治,高橋佳緒里,自川悦代,石川ゆかり,尾形

ひとみ,松尾優美

4.調査にあたって,下記の関係諸機関の協力を得た。記 して謝意を表 したい。 (順不同,

敬称略)

香川県土本部横断道対策室,同坂出土木事務所横断道対策課,坂出市瀬戸大橋・横断

道対策室,坂出市教育委員会,坂出市川津公民館,四国横断自動車道建設坂出市川

津連合対策協議会,同西又地区対策協議会,地元自治会

5。 本報告書の作成は,財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが実施 した。

本報告書の執筆,編集は山下平重が担当した。

6.本報告書の作成にあたっては,下記の方に御教示を得た。記 して謝意を表 したい。

(順不同,敬称略)

愛知県陶磁資料館 浅田 員由

口



7.本報告書で用いる方位の北は,国土座標系第Ⅳ系の北であり,標高はT.P.を 基準

としている。

また,遺構は下記の略号により表示している。

SA 棚列    SB 掘立柱建物跡 SD 溝状遺構 SE 井戸

SH 竪穴住居跡 SK 土坑     SP 柱穴   ST 埋葬遺構

SX 不明遺構  SR 川跡

8.石器実測図中の網目は摩滅痕を,輪郭線の回りの点線は潰れ痕,実線は磨滅痕及び研

磨痕をそれぞれ表す。景J離面の風化の程度が違う場合,新 しい景J離面は黒丸で,古い剥

離面は自丸で表している。なお,現代の折損は剥離面を濃く黒で潰している。

9.挿図の一部に国土地理院地形図 丸亀 (1/25,000)及 び坂出市都市計画図を使用した。

10。 本遺跡の報告にあたっては,下記の機関に分析を委託した。

樹種同定  パリノ・サーヴェイ株式会社

プラント・オパール分析 株式会社古環境研究所

H.弥生時代終末期の時期表記については下記の文献によった。

香川県教育委員会,(財 )香川県埋蔵文化財調査センター,本州四国連絡橋公団

『瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告Ⅶ 下川津遺跡』1990

古代学協会四国支部『弥生後期の瀬戸内海』1996

12.遺物量の表記については,概ねコンテナは28リ ットル入りのもので表し,袋は20 cm

×30cmの袋で表している。

13土器観察表中の色調は,農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩

研究所 色票監修『新版標準土色帖1992年版』を使用して表す。また残存率は遺物の図

化部分に占める実物の割合であり,完形品に対する割合ではない。
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第 1章 調査の経緯

第 1節 調査にいたる経過

四国横断自動車道高松～善通寺間の建設は,同善通寺～豊浜間に引き続き,昭和57年 1

月 8日 に整備計画決定され,昭和59年 11月 30日 に建設大臣から日本道路公団総裁に対 して

施工命令が下された。

香川県教育委員会では,こ の間路線内の埋蔵文化財包蔵地の確認を目的に国庫補助事業

として分布調査
(1)を

実施 し,こ れをもとに調査対象面積を39万 m2余 りと判断 した。路線

内に所在する埋蔵文化財包蔵地の取 り扱いについては,日 本道路公団と文化庁の協議によ

り,基本的には記録保存で対応することが決定 した。

香川県教育委員会では,こ れを受けて香川県の担当課である土本部横断道対策室及び日

本道路公団高松建設局高松工事事務所と昭和62年度から調査体制等について協議を開始 し

た。

協議の結果,昭和63年度当初から2か年の予定で本調査を実施すること,整理報告は発

掘調査の終了後に実施すること等が決定 した(2)。 これを受けて香川県教育委員会では調査

体制の充実を図ることを目的に,昭和62年 11月 に財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

を設置すると同時に,専門職員の増員等の措置を実施 した。

平成元年には,坂出市川津町に所在する埋蔵文化財包蔵地の具体的な内容を把握するた

め, 日本道路公団と協議の上,用地買収の進捗にあわせて予備調査を実施 した。予備調査

の着手に当たっては,地元関係者,四国横断自動車道・南進自動車道対策協議会,同中塚

地区対策協議会,同西又地区対策協議会,坂出市都市開発部瀬戸大橋 。四国横断道対策室 ,

香川県坂出土木事務所横断道対策課等の多大な協力を得た。

予備調査の結果,川津一ノ又遺跡を始めとする集落跡を中心とした 6遺跡についての内

容を把握 し,同地区での本調査対象面積を111,750m2に 確定 した。

(1)香川県教育委員会『国道バイパス及び四国横断自動車道建設予定地内埋蔵文化財詳細分布・試掘調査概

報』1987

(2)最終的に,用 地買収。家屋退去等の関係で調査期間は3年 6か月を要し,本調査面積は,予備調査による

遺跡内容の確定を随時実施したことから,319,201m2に なった。

-1-



今回報告する川津一ノ又遺跡は,調査対象面積は36,510m2でぁる。本調査は都合上
,

調査区をI区からⅣ区に分けて行い,平成 2年 4月 12日 に着手し,平成 3年 9月 27日 に終

了した。

調査は,香川県教育委員会が日本道路公団高松建設局から委託を受け,財団法人香川県

埋蔵文化財調査センターが調査担当者として実施された。
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第 2節 調査の経過

1 調査の経過

川津一ノ又遺跡の発掘調査は,本調査区画を I区 からⅣ区に分けて実施 した。Ⅲ oⅣ区

部分については,平成 2年 3月 に予備調査を行い,本調査は平成 2年 4月 にⅢ区, 5月 に

Ⅳ区を着手 した。 I区 , Ⅱ区は予備調査を平成 2年 4月 に行い, I区 については予備調査

トレンチの成果から判断して,こ の区画については予備調査をもって調査を終了し,改め

て本調査は実施 しなかった。Ⅱ区については旧地形の復元を目的に,平成 2年 7月 5日 ～

17日 に本調査を行つた。 I・ Ⅱ区合わせて調査面積は14,550m2で ぁる。調査方式は直営

方式である。Ⅲ区は調査面積9,220m2で , 2か年に分けて調査を行つた。平成 2年度は調

査面積7,870m2で,調査期間は平成 2年 4月 12日 から平成 3年 3月 8日 までである。直営

方式で調査を行つた。平成 3年度は調査面積1,350m2で ,調査期間は平成 3年 7月 18日 か

ら,平成 3年 9月 27日 までである。Ⅳ区のみ工事請負方式で行い,調査面積12,740m2で

ある。平成 2年 5月 10日 に調査を開始 し,平成 3年 3月 28日 を終了した。発掘調査の概要

は平成 2年度と3年度の概報及び当センター年報
(1)で

報告 している。

整理作業は I区からⅢ区については,平成 7年 4月 1日 から開始 し, 1年 6か月の期間

をかけて平成 8年 9月 30日 に終了 した。整理作業の概要は平成 7年度及び 8年度の当セン

ター年報
(2)で

報告あるいは報告予定である。Ⅳ区については平成 8年度, 9年度の 2年間

で行う予定である。

(1)香川県教育委員会。
(財 )香川県埋蔵文化財調査センター。日本道路公団高松建設局『四国横断自動車道建

設に伴う埋蔵文化財発掘調査概報 平成2年度』1991

香川県教育委員会。(財 )香川県埋蔵文化財調査センター・日本道路公団高松建設局『四国横断自動車道建

設に伴う埋蔵文化財発掘調査概報 平成3年度』1992

財団法人香川県埋蔵文化財調査センター『財団法人香川県埋蔵文化財調査センター年報 平成2年度』1991

財団法人香川県埋蔵文化財調査センター『財団法人香川県埋蔵文化財調査センター年報 平成3年度』1992

(2)財団法人香川県埋蔵文化財調査センター『財団法人香川県埋蔵文化財調査センター年報 平成7年度』1996

財団法人香川県埋蔵文化財調査センター「財団法人香川県埋蔵文化財調査センター年報 平成8年度』1997

に報告予定。
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2 発掘調査及び整理作業の体制

第3表のとおり
香川県教育委員会 文化行政課

平成 2年度 平成 3年度 平成 7年度 平成 8年度

総括

総務

蔵

化

埋

文

財

長

佐

幹

鍮

主

課

課

副

大田 彰一

菅原 良弘

野網朝二郎

長

事

事

主任

係

主

主

宮内 憲生

横田 秀幸

水本久美子

(～ 5.31)

石川恵美子

(6。 1～ )

大山 真充

岩橋  孝

北山健一郎

主 事

長

師

師

技任

係

主

技

長

幹

佐補長

課

主

課

中村  仁

菅原 良弘

小原 克己

(6.1～ )

野網朝二郎

(～ 5.31)

宮内 憲生

横田 秀幸

(～ 5.31)

櫻木 新士

(6.1～ )

石川恵美子

藤好 史郎

岩橋  孝

北山健一郎

言
田 主 幹

長

事王ヽ任

係

主

主 事

事

長

師

師

技

技

任

任

主

係

主

主

課 高木  尚

(～ 10.23)

藤原 章夫

(10.24～ )

小原 克己

高木 一義

渡部 明夫

源田 和之

(～ 5.31)

山崎  隆

(6。 1～ )

星加 宏明

高倉 秀子

森下 英治

塩崎 誠司

課 長

幹

佐

幹

帥

主

主

課

副

係

係 長

査

事

師

師

技任

主

主

主

技

長

佐

佐

幹

帥

帥

主

課

課

課

副

藤原 章夫

高木 一義

Jヒ原  和禾J

渡部 明夫

長

査

事

係

主

主

山崎  隆

星加 宏明

國方 秀子

(～ 5.31)

打越 和美

(6.1～ )

木下 晴一

塩崎 誠司

主 事

文化財専門員

技   師

財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

総括

総務

調査

所   長

次   長

係長 (事務 )

主査 (土木 )

主   事

十川  泉

安藤 道雄

加藤 正司

山地  修

三宅 浩司

(～ 5,31)

斎藤 政好

(6.1～ )

事

参 事 見勢  護

渡部 明夫

藤好 史郎

真鍋 昌宏

廣瀬 直樹

西村 尋文

岡  敦憲

大西 義則

中野 昇一

大谷 伸一

片桐 孝浩

森下 友子

市村 拓二

和田 素子

山下 平重

高橋佳緒里

石川ゆかり

尾形ひとみ

松尾 優美

係 長

係 長

係   長

文化財専門員

主 任 技 師

主 任 技 師

主 任 技 師

主 任 技 師

技   師

技   師

技   師

技   師

技   師

技   師

調査技術員

調査技術員

調査技術員

調査技術員

所 長 十川  泉

安藤 道雄

加藤 正司

(～ 5.31)

土井 茂樹

(6.1～ )

山地  修

(～ 5.31)

今田  修

(6.1～ )

斎藤 政好

渡部 明夫

真鍋 昌宏

大西 義則

西岡 達哉

真下 拓也

森下 英治

白り|1 悦代

次   長

係長 (事務)

係長(事務)

主査 (土木)

係長(土木)

事

長

長

師

師

師

師

員

健　　麟麟は　鰤

主

係

係

主

主

主

技

調

所 長 大森 忠彦

真鍋 隆幸

前田 和也

大西 健司

(～ 5.31)

西川 大

(6.1～ )

次   長

係長(事務)

主査 (事務)

主 任 主 事

主任文化財専門員 廣瀬  常雄

主 任 技 師 山下 平重

長
長
期
蝉

鼠
任

所

次

係

主

大森 忠彦

小野 善範

前田 和也

西川  大

主任文化財専門員 廣瀬 常雄

文化財専門員 山下 平重

第 3表 発掘調査・整理調査体制
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調査補助員

現場整理作業員

現場事務員

普通作業員

調査に携わった方々は以下のとおりである。

軽作業員

福本正道

山地真理子,香川桂子,山本明美

大井由紀子

饗庭澄夫,東祐介,岡 田義昭,大西武,河西哲生,佐藤春夫,塩田浩一
,

進藤豊,杉原喬,瀬川皐月,高岸春雄,竹内近夫,谷数夫,奈良保男,

沼野正一,濱岡岩夫,引 田逸雄,藤井勝,松原忠俊,三村旺,六車肇 ,

森井和夫,山崎正直,山下和信,山下和博,横井等

浅尾静代,池田敬子,池田やよい,井下タツ子,浦野房子,大林チエ子 ,

岡崎愛子,小野春代,香川貞美,唐住和子,川北綾子,北村シヲリ,木

下シズ,黒川フジエ,小林クニコ,小林巳代子,佐藤文美,佐藤紀江,

下河ヒトミ,正嘉代子,杉崎春子,高木一江,塚原とし子,津川秀子,

中居シズエ,中村八重子,橋詰ヒサ子,林佐智子,平池真知子,深井豊

子,福家スエミ,藤井悦子,堀家千代子,前堀磯江,松井美智子,真室

静枝,水澤チエコ,山 ロハルミ,山崎美智子,山下千代子,山下初代 ,

山下ヒロ子,山地カズエ,山地フジ子,山地ミドリ,山本ユキエ,由佐

久子,横田八重子,吉井絢子,吉岡愛子

葛西薫

石川ゆかり,西山佳代子,自玖昇子,三谷和子

荒木美千子,小林里美,藤川裕子,赤熊久子,谷純子,磯崎泰子,大田

潤子,鈴木奈穂子

整理員

整理補助員

整理作業員
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第 2章 立地と環境

第 1節 地理的環境 (第 2～ 4図参貝1)

川津一ノ又遺跡は丸亀平野東部,飯野山北麓に位置する。現在の標高は 9m前後であ

る。調査前の土地利用は水田であつた。調査地周辺の地形については,木下晴一氏が詳 し

く述べている(1)の でそれを参照されたい。Ⅲ区 (北部)は ,大束川のすぐ西岸にあり,調

査区東端と調査区外は比高差 1.2m程度の段丘崖となっている。また調査区内の現地割に

は部分的に蛇行するところがあり,調査の結果,こ の蛇行部分は弥生時代の川跡で形成さ

れた低地部分が,現在でも完全には埋没 していないことに起因する事が判明した。

(1)木下晴―「第2章 遺跡の立地と環境」『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第十六冊

川津二代取遺跡』香川県教育委員会,財団法人香川県埋蔵文化財調査センター, 日本道路公団1995

理 。

Ｎ⑪

第 2図 遺跡位置図 (1)
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第 2節  歴史的環境 (第 4図参員1)

この地域の歴史的環境については,下川津遺跡と川津中塚遺跡の報告
(1)に

詳 しい記述が

あるので,こ こではそれ以後の調査成果の追加 して,歴史的環境の記載とする。また,各

遺跡の文献については一覧表 (第 4～ 6表)を参照されたい。

旧石器時代

依然として,遺構が検出された遺跡は現在のところない。石器が採集されているのみで

ある。

縄文時代

晩期の土器が,下川津遺跡,川津中塚遺跡及び川津下樋遺跡で出土 している。川津下樋

遺跡では,弥生時代前期の水田跡の水田土壌から出土 している。

弥生時代

弥生時代前期の遺跡としては,西又遺跡と川津元結木遺跡のほかに,川津下樋遺跡及び

川津二代取遺跡が追加された。川津二代取遺跡では,溝跡及び川跡が検出され,川津下樋

遺跡では,弥生時代前期の井堰を伴う川跡及び水田跡が検出されている。

弥生時代中期の遺跡は当遺跡で竪穴住居跡,溝跡等が検出されている。またこの時期の

高地性集落として,飯野山山頂遺跡が知られていたが,近年坂出市教育委員会の調査によ

り,常山遺跡が発見されている。竪穴住居跡及び磨製石器等が検出されている。

弥生時代後期の遺跡としては,川津中塚遺跡,川津二代取遺跡及び川津東山田遺跡等が

ある。また西又遺跡においても弥生時代後期の土器溜まりが検出されている。

(1)香 川県教育委員会,(財 )香川県埋蔵文化財調査センター,本州四国連絡橋公団『瀬戸大橋建設に伴う埋蔵

文化財発掘調査報告Ⅶ 下川津遺跡』1990

香川県教育委員会,財団法人香川県埋蔵文化財調査センター, 日本道路公団『四国横断自動車道建設に伴

う埋蔵文化財発掘調査報告第十四冊 川津中塚遺跡』1994
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古墳時代

古墳時代については,前期の遺構遺物は,上述の弥生時代後期の遺跡の大部分で検出さ

れている。古墳時代中期の遺跡については,追加資料はないようである。古墳時代後期の

遺跡には,川津中塚遺跡,川津川西遺跡及び川津元結木遺跡がある。いずれも集落跡が確

認されている。

奈良時代

下川津遺跡及び当遺跡で集落跡が検出されている。また,当遺跡の大束川河川改修工事

に伴う調査部分では,こ の時期の竃付きの竪穴住居跡が検出されている。川津川西遺跡で

大溝が検出されている。西又遺跡では,坂出市教育委員会が調査した部分で奈良時代から

平安時代頃の掘立柱建物跡が検出されている。

平安時代

この時期の集落跡は,川津元結木遺跡,川津中塚遺跡及び下川津遺跡で検出されている。

鎌倉時代

下川津遺跡,川津中塚遺跡及び川津二代取遺跡で集落跡が検出されている。

室町時代

下川津遺跡及び川津川西遺跡で集落跡が検出されている。

近世以降

この時期については新しい調査事例はないようである。

第4図の遺跡分布図の作成に当たっては,第 4～ 6表の文献の他に下記の文献を参照した。

文化庁『全国遺跡地図 37 香川県J1977

瀬戸内海歴史民俗資料館『瀬戸内海歴史民俗資料館だより第16号』1983

香川県教育委員会『昭和58年 度埋蔵文化財詳細分布調査概報』1984

飯山町教育委員会『城山古墳群発掘調査報告書』1992

丸亀市教育委員会『青ノ山南麓における埋蔵文化財調査概報』1980

宇多津町教育委員会『青ノ山宇多津 5号墳調査報告』1983
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1.岩屋古墳       2.岩 屋遺跡

5.笠山遺跡       6。 岡宮古墳

9.津之郷塚       10。 本村東遺跡

13.西又遺跡       14.西 又遺跡

17.川津下樋遺跡     18.川津二代取遺跡

21.川津東山田遺跡Ⅱ区  22.川津川西遺跡

25.岩倉遺跡       26.滝 古墳

29.お 四国池西古墳    30。 三ノ池西古墳

33.西 の宮古墳      34.絶 頂池 1・ 2号墳

37.小 山古墳       38.蓮 尺茶臼山古墳

41.常 山遺跡       42.常 山城跡

45.折居古墳       46.西 田1号墳

49.飯山一本松遺跡    50。 川津六反地遺跡

53.長者原遺跡

3.潮見場古墳

7.山田古墳

11.法楽寺跡

15.下川津遺跡

19.川津一ノ又過跡

23.天 日池古墳群

27.や かじ古墳

31.三 ノ池古墳

35.秋 常古墳群

39.ヒ コシ峠遺跡

43.長者原古墳

47.西田2号墳

51.井 手の上過跡

4.富士見町遺跡

8.下川津 1号墳

12.川津元結木遺跡

16.川津中塚遺跡

20.川津東山田遺跡 I区

24.喜 田荒神古墳

28.お 四国池西 2号墳

32.大 谷古墳

36.飯野山山頂遺跡

40。 金山古墳

44.峠石棺墓

48.向 山古墳

52.井手の上遺跡

第 4図 周辺の遺跡 (1/25,000)
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一

『樫

せ
ぼ
掻
辟
轟
せ
ｌ
ヽ
ヽ
や
畑
羅
故
ざ
メ
橿
劇
蝶
〓
撫
く
運
□
故
」

「お
興
Ｋ
埋
ば
」

緊
螺
故
ざ
メ
謳
卿
０
せ
里

（肛
糎
ポ
慈
′
蝶
賦
ヽ
世
）

き暑
露曇
度Jロ

(騨
■畑L羅

『樫
せ

∞
優
辟
聯
せ
―
ヽ
ヽ
や
畑
雁
故
ざ
メ
橿
劇
蝶
〓
畑
く
迅
□
厳
』

「お
噸
終
埋
ば
泄
〓
」

『燃
購
８
黒
習
群
せ
細
羅
故
ざ
枢
橿
劇
喋
ヨ
畑
」

「櫓
興
区
日

『
興
せ
ポ

侵
畔
轟

せ
椰

編
益
ざ
メ
腿

馴
蝶

〓
鰤

」

一
羮
錮

メ

ロ

一

畑
羅
暉
ポ
牟
世
里
椰
Ｈ
毯
泌
蜜
廻
緊
世
熟
＝
群
仰
興
蝶
―
群
軽
畑
冊
緊
螺
埜
興
ば
目_LI

「出
せ
一
昼
辟
轟
せ
畑
蘊
譲
ざ
枢
褒
卿
蝶
〓
畑
』

「誨
興
区
日
」

『抑
却
騨
陣
緊
樹
羅
治
興
ば
国
址
〓
　
轟
軽
畑
羅

緊
螺
さ
ざ
メ
橿
螂
０
せ
せ
跡
Ｈ
撫
製
黎
ポ
緊
鯉
択
民
担
枢
Ｓ
柾
憚
０
イ
基
Ｒ
艘
回
曰
」

「羮
筆
十
円
剛

椰
細
仰
匿

・
羮
興
泄
〓
卜

　

（冒
）
騨
軽
細
羅
厳
ざ
枢
橿
劇
０
せ
里
経
製
燿
Ｋ
Ｌ
疑
』

「墨
興
址
〓
卜

　

（冒
）
騨
牽
細
蘊
趨
ざ
メ
輝
卿
０
世
里
経
側
弊
К
Ｌ
疑
』

養
興
址
≡
卜
故
ざ
メ
橿
馴
●
セ
長

一
朧

『舶
旨
∃
騒
』

「ゼ
歯
Ｊ
ぶ
Ｃ
旨
ヨ
騒
織
０
線
冊
寸
根
壊
堅
曝
Ｎ
課
」

「ゼ
神

・
製
医

【
劉
虫
〓
榊
』

一
眠
冨
製
引
測
器
製

．―
振
＜
総
糾
＜
撼
」

『羮
興
址
〓
卜

　

（圏
）
轟
軽
畑
駆
故
ざ
メ
担
劇
０
せ
せ
謳
製
弊
К
Ｌ
疑
』

『出
せ
さ

黒
習
―
出
せ
３

黒
盟
群
辟
畑
雁
故
ざ
メ
掴
劇
蝶
〓
蜘
』

「櫓
興
址
〓
卜
」

『盤
↓
“
２
群
せ
―
ヽ
ヽ
や
畑
羅
苺
ざ
メ
樋
劇
蝶
夏
椰
く
瑯
□
議
」

「櫓
円
泄
夏
ト

『羮
廻
拠
〓
卜
　
冒
却
騨
細
羅
緊
響
議
ざ
メ
廻
馴

牟
章
せ
認
側
弊
К
Ｌ
疑

撻̈

せ
颯
掻
辟
騨
せ
―
ヽ
ヽ
や
畑
冊
厳
ざ
メ
橿
劇
虫
〓
撫
く
ヽ
日
厳
」

「お
興
世
〓
卜
」

『暉
刹
■

ゼ
担

・
報
懸

・
Ｋ
佃
　
【
駅
拒
鯉
ぺ
曝
紫
」

「倒
掻
Ｃ
機
構
ゼ
桓
転
＝
課
冊
ｏ
熙
」

『堅
せ
Ｎ
優
辟
　
群
緊

細
羅
暉
螺
凝
ギ
メ
橿
卿

０
世
里
継
製
壇
叫
櫂
皿
歯
塔
□
目
」

「凶

Ｈ
墨
理
鬱
■
泄
〓
」

畑
羅
暉
螺
故
ざ
メ
梃
劇

０
せ
里
経
製
剌
掛
薇
皿
歯
黎
□
目

凶 ¬

墨ミ
鬱怪
・

E― 辟
世
ミ騨L緊

『興
せ
い

軽
叶
群
せ
―
ヽ
ヽ
や
０
経
趨
翠
メ
梃
劇
醸
〓
畑
く
運
□
故
」

「凶

Ｈ
櫓
四
野
■
世
ミ
」

「樫
せ
ヽ

経
辟
轟
せ
―
ヽ
ヽ
や
畑
雁
厳
ざ
メ
橿
馴
蝶
〓
畑
く
運
□
凝
』

「凶
口
埜
錮
ぶ
■
泄
〓
」

Ｎ

湊

興

羮
四

∃
静

鄭
枷
仰
Ｅ

鄭
枷
仰
匿

櫓
興
嶽
お
終

羮

四
Ｋ

埋
ポ
艇

〓

治
興
終
業
ば
世
〓

櫓
興
終
埋
ば
址
〓

櫓
蠣
く
業
ぼ
世
〓

羮
興

Ⅸ
脚

重

鱈

ド
に

治
興
Ⅸ
脚

養
興
ば
日

養
興
区
日

湊
興
泄
〓
ト

羮
嶼
蠅

〓
ト

櫓
円
艇
〓
ト

墨
蠣
製

〓
ト

墨
錮
蠅

〓
ト

墨
興
址

〓
ト

養
噸
泄
〓
ト

羮

興
拠

〓
ト

墨

円
蠅

≡
ト

櫓
興
泄
〓
ト

櫓
興
世
〓
ト

治
興
鬱
■
世
〓

湊
錮
鯵
■
址
〓

櫓
錮
緊
■
泄
〓

埜
興
緊
■
泄
〓

中
申
墨
興
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（Ｓ
脳
楓
―
種
Ⅸ
繕
興
　
憮

Ю
服

せ

に

認
Ｎ
の
０
【

Ｎ
の
０
【

∞
Φ
Ｏ
Ｈ

∞
０
い
【

゛
の
０
【

゛
０
０
【

【
い
０
【

【
い
０
【

Ｎ
Φ
Ｏ
【

Ｎ
Φ
Ｏ
【

め
の
０
【

Ｏ
Φ
い
【

【
０
０
【

【
い
０
【

ヾ
い
０
日

崎
０
い
一

【
〇
〇
一

【
Ｏ
〇
一

【
い
０
一

【
０
一
】

［
０
０
】

【
０
一
Ｈ

榊

に

響

順

需

世

案

傾
□
０
議
壇
終
回
　

―^
ヽ
ヽ
や
畑
羅
故
ざ
メ
個
卿
蝶
〓
畑
（故
）

ぐ^
Щ
郎
撫
郷
峡
〓
畑

―
ヽ
ヽ
や
畑
羅
振
ざ
メ
掴
劇
蝶
〓
畑
く
ヽ
日
厳

―
ヽ
ヽ
や
細
雁
故
ざ
メ
掴
馴
蝶
〓
畑
く
ヽ
日
慈

―
ヽ
ヽ
や
畑
羅
故
ざ
メ
掴
瓢
蝶
〓
畑
く
逃
□
故

□
０
出
興
終
□

―^
ヽ
ヽ
や
細
雁
苺
ざ
メ
橿
劇
蝶
〓
畑
（議
）
．ぐ
Щ
郎
撫
郷
蝶
〓
榊

―
ヽ
ヽ
や
畑
雁
銀
ざ
メ
歴
馴
虫
〓
畑
く
運
□
凝

唄
網
型
魯

傾
□
ぐ
譴
壇
く
□

１ヽ
ヽ
ヽ
や
畑
羅
厳
ざ
メ
橿
到
よ
〓
憮
（故
）

ぐ^
Щ
怖
撫
郊
蝶
〓
畑

―
ヽ
ヽ
や
畑
羅
趨
ざ
メ
櫃
剥
蝶
〓
畑
く
運
□
凝

―
ヽ
ヽ
や
畑
服
銀
ざ
メ
樋
劇
蝶
〓
畑
く
運
田
凝

眠
継
製
Ｓ

傾
□
ぐ
壼
壇
終
田

―ヽ
ヽ
ヽ
や
畑
羅
故
ざ
メ
橿
刺
蝶
〓
憮
（数
）

ぐ^
Щ
郎
極
轟
蝶
〓
畑

―
ヽ
ヽ
や
畑
雁
搬
ざ
メ
橿
螂
蝶
〓
畑
く
爆
□
厳

□
０
出
理
終
回

―ヽ
ヽ
ヽ
や
細
羅
故
ざ
メ
廻
螂
些
〓
憮
（故
）

ぐヽ
Щ
部
撫
郷
蝶
〓
畑

嘔

瀧

世

史

柾
田
ぐ
壼
壇
終
国

―ヽ
ヽ
ヽ
や
０
羅
故
ざ
メ
梃
劇
蝶
〓
畑
（故
）
ぃ布
Щ
部
撫
郷
盛
〓
畑

―
ヽ
ヽ
学
細
羅
故
ざ
メ
掴
馴
蝶
〓
蜘
く
應
□
振

―
ヽ
ヽ
や
畑
雁
故
ざ
メ
橿
螂
蝶
〓
畑
く
ヽ
日
故

□
ぐ
幽
興
終
回
　
．―
ヽ
ヽ
や
畑
艦
餞
ざ
メ
樋
劇
蝶
〓
蜘
（故
）
．ぐ
Щ
郎
撫
郷
蝶
〓
榊

嘔
祀
劇
轟

傾
□
ぐ
幽
理
終
回
　

―^
ヽ
ヽ
や
細
羅
振
ざ
メ
橿
螂
蝶
〓
榊
（凝
）

ぐヽ
Щ
部
撫
郷
蝶
〓
榊

―
ヽ
ヽ
や
畑
羅
故
ざ
メ
橿
劇
蝶
〓
畑
く
ヽ
回
厳

―
ヽ
ヽ
や
畑
羅
故
ざ
メ
樋
卿
醸
〓
畑
く
ヽ
回
故

―
ヽ
ヽ
や
畑
服
故
ざ
メ
樋
螂
蝶
ミ
畑
く
逃
□
厳

唄
認
型
墾

柾
□
ぐ
議
興
終
回
　

―ヽ
ヽ
ヽ
や
細
雁
故
ざ
メ
樋
螂
峡
〓
蜘
（故
）
ぃぐ
Щ
郎
撫
轟
醸
〓
榊

旭
□
０
議
錮
終
回

―ヽ
ヽ
ヽ
や
畑
羅
故
ざ
メ
個
劇
蝶
〓
憮
（凝
）
ぃぐ
Щ
郎
撫
郷眠
蝶経

=製l10弊

櫻

経

・
ll

畑
羅
緊
猷
議
ざ
メ
橿
刹

０
世
せ
認
製
剌
掛
櫂
皿
歯
輝
□
□

凶 ¬

墨欅
興∞
緊掻
・
E― 辟
泄

=轟L軽

『燃
せ
∞

優
計
轟
せ
―
ヽ
ヽ
や
細
羅
厳
ざ
メ
橿
劇
蝶
〓
畑
く
世
□
凝
」

「凶
Ｈ
墨
製
野
■
世
〓
」

一
撻

＝

掻
眸
群
せ
ｌ
ヽ
ヽ
や
畑
艦
故
ざ
メ
橿
劇
些
〓
畑
く
巡
□
故
』

「凶
口
墨
興
緊
手
世
〓

「樫
せ
寸

掻
辟
聯
せ
―
ヽ
ヽ
や
畑
羅
故
ざ
メ
橿
馴
蝶
〓
畑
く
運
□
故
』

「凶
Ｈ
墨
興
ヽ
手
泄
〓
」

一垂
坪

鬱
■
泄
〓
　
申

〓

熙
中
群
畑
羅
緊
螺
振
ざ
メ
廻
螂

０
世
里
経
製
型
掛
翻
価
当
輝
回
目
』

掻
辟
群
せ
―
ヽ
ヽ
や
細
雁
故
ざ
メ
橿
劇
蝶
〓
畑
く
迷
□
凝

凶

櫓
興
摯
・E― ¬
泄燃

=↓

『樫
せ
ヽ
経
辟

群
軽
畑
羅
緊
螺
故
ざ
メ
橿
螂
０
せ
里
部
製
壇
掛
総
皿
歯
郭
回
目
』

「櫓
錮
翠
卜
址
〓
」

一
笹

せ
Ｎ
怪
肝
群
購
―
ヽ
ヽ
や
畑
羅
凝
ざ
メ
樋
螂
蝶
〓
怖
く
ヽ
日
搬
』

「墨
興
燿
卜
世
〓
」

一
セ

せ
∞
掻
辟
聯
↓
―
ヽ
ヽ
や
畑
羅
搬
ざ
メ
橿
螂
蝶
〓
畑
く
さ
□
故
』

「繁
四
鸞
ｒ
址
〓
」

『燃
せ
∞
掻
斗

聯
緊
畑
雁
緊
燎
故
ざ
メ
橿
馴
０
せ
里
経
製
興
掛
翻
硼
整
郷
回
目
』

「治
四
鸞
卜
世
〓
」 趣̈

＃

Φ
掻
辟
群
＃
―
ヽ
ヽ
や
畑
艦
厳
ざ
メ
橿
劇
蝶
〓
蜘
く
ヽ
日
厳
』

「お
蠣
響
卜
址
〓
」

『お
興
饗
ト

泄
〓
　
車
―
十
日
蝶
巾
群
畑
羅
緊
螺
銀
ざ
メ
輝
剥

０
世
里
継
製
廻
掛
儘
個
歯
郷
回
目
』

「興
計
Ｎ
怪
辟
　
騨

軽
畑
羅
暉
黙
厳
ざ
メ
廻
螂
０
せ
二
謳
製
興
掛
総
徊
歯
隼
□
目
」

「櫓
興
爵
ゼ
＝
世
〓
」

「製
暑

Ｎ
優
辟
群
せ
―
ヽ
ヽ
や
畑
羅
故
ざ
メ
謳
卿
鰈
〓
畑
く
瑯
□
趨
」

「養
興
群
ゼ
＝
泄
〓
」

一セ
せ

め
掻
辟
轟
せ
―
ヽ
ヽ
や
畑
羅
故
ざ
メ
橿
劇
蝶
〓
畑
く
涎
□
故
」

「櫓
興
爵
ゼ
ロ
址
〓
」

墨̈
理
螢
ゼ

＝
址
〓
　
申
＜
＋
態
や
群
細
雁
暉
螺
故
ざ
メ
掴
劇

０
せ
里
経
製
興
掛
翻
皿
歯
椰
□
目
』

雁
緊
螺
厳
ざ
枢
橿
螂
０
せ
里
経
製
錮
掛
薇
皿
当
郷
□
目

凶 _

島ミ
ば経
ヽ眸

|

世轟

=緊L樹

↓
―
ヽ
ヽ
や
畑
雁
故
ざ
メ
橿
剌
蝶
〓
畑
く
巡
□
故
」

『駆
せ
い
軽
辟
騨

「凶
目
・
Ｈ
湊
興
Ⅸ
ヽ
―
世
〓
」

『燃
せ
Ｎ
掻

絆
騨
せ
―
ヽ
ヽ
や
畑
雁
銀
ざ
メ
橿
螂
蝶
〓
椰
く
ヽ
日
故
」

「凶
日
櫓
噸
ば
ヽ
―
泄
夏
」

一
セ

せ

べ
七

辟
群
せ
―
ヽ
ヽ
や
畑
羅
故
ざ
メ
梃
剌
蝶
〓
畑
く
運
田
議
』

「凶
≧
櫓
廻
ば
ヽ
―
世
ミ
」

「樫
せ
Ｎ
怪
叶
　
騨
緊
豫

羅
暉
螺
故
ざ
メ
橿
劇
０
せ
せ
経
製
錮
掛
櫂
価
歯
輝
□
□
」

「凶
目
櫓
興
ば
ヽ
―
泄
〓
」

「樫
せ
Ｎ
怪
計

雁
暉
釈
故
ざ
メ
楢
馴

０
世
里
経
製
壇
＝
儘
皿
整
郷
回
□
」

「凶
Ｈ
養
四
Ⅸ
ヽ
―
泄騨

=緊L畑

は

繁

駆

櫓
円
鬱
■
世
〓

櫓
円
鬱
■
世
〓

墨
興
鬱
岳
泄
〓

墨
興
鬱
■
世
〓

櫓
興
鬱
■
世
〓

櫓
興
懸
■
泄
〓

櫓
興
塁
卜
址
〓

羮
興
燿
卜
世
〓

養
興
響
卜
世
〓

養
円
颯
卜
世
〓

墨
興
卑
卜
泄
〓

養
興
鼎
卜
泄
〓

湊
興
麟
ゼ
ロ
世
〓

櫓
興
誉
ゼ
＝
址
〓

養
興
麟
ゼ
Ｈ
址
〓

墨
四
麟
ゼ
＝
泄
夏

墨
興
ぼ
ヽ
―
泄
〓

墨
興
ば
ヽ
―
世
〓

櫓
四
ば
ヽ
―
世
ヨ

治
興
ば
ヽ
―
世
〓

繁
興
ば
ヽ
―
世
〓

櫓
興
ば
ヽ
―
泄
〓

中

中

埜

駆
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（３
誦
胴
―
軽
Ⅸ
ぬ
興
　
憮

０
鵬

せ

に

時
【
Φ
Ｏ
【

い
０
０
Ｈ

Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｈ

Ｎ
Ｏ
Ｏ
［

∞
０
０
【

∞
０
０
【

【い
０
［

［
い
０
【

Ｎ
い
０
【

Ｎ
０
０
【

【
い
０
【

【
Φ
一
【

【い
０
【

【０
０
【

卜
∞
Φ
【

卜
∞
Φ
【

∞
∞
０
【

∝
０
〇

一

Φ
∞
Φ
【

∞
∞
Φ
【

〇
〇
〇
【

０
０
０
【

∞
０
０
【

０
卜
い
Ｈ

榊

に

壽

嘔
瀧

爆

羹

延
□
ぐ
蜜
回
終
回
　

―ヽ
ヽ
ヽ
や
細
羅
故
ざ
メ
橿
劇
蝶
〓
蜘
（故
）

ぐヽ
Щ
部
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第 3章 調査の成果

第 1節 調査の方法

調査工程及び現在の地割に従い,調

査区を第 5図のように設定 した。また

調査地全体を覆うような形で,国土座

標第Ⅳ系に沿う20m四 方の小区画を第

5図 のように設定 した。遺構名付け及

び遺物の取 り上げにおいては,調査区

名と小区画名を使用 している。遺構平

面の測量はヘリコプターによる航空測

量で行い,一部の平面図及び断面図の

作成を手書きで行つた。

第 2節 土層序

l③及び20⑥調査区においては
,

耕作土直下で弥生時代以降の基盤層で

ある白黄色シル ト層が現れる。他の地

区においては,川跡部分については弥

生時代終末期あるいは古墳時代後期に

埋没が始まり,奈良時代には水平な低

地として水田とされている。その後さ

らに埋没が進み現在にいたるが,中世

にも水田とされたようである。また
,

川跡の弥生時代終末期頃の黒色土系遺

物包含層より下の砂礫層からは部分的

に弥生時代中期の土器が出土 している。 第 5図 調査区名図 (1/1,500)
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第 3節 遺構と遺物

1 旧石器時代 (第 6～ 19図 )

風化の進んだサヌカイトが出土しているが,出土位置は後世の遺構や包含層からであり,

すべての遺物は移動していると考えられるので,出土状態から遺物の時期を推定すること

は困難である。出土遺物のなかには,旧石器時代のものと考えられる遺物がある。風化の

進んだサヌカイト景J片 については,こ こでまとめて報告する。

出土点数は217点である。このうち,160点が 3調査区からまとまって出土しており,

ローリングによる磨滅を受けていないことから,こ の調査区には本来石器ブロックが存在

していたのではないかと考えられる。また接合関係はないものの同一母岩と考えられる景J

片がほぼ同じ場所からまとまって出土していることもこれを傍証する。また,剥片の出土

位置は正確には把握できていないが,大まかな精度で,図上に出土地点を記入したのが,

第 6・ 7図である。この

図から見れば,おそらく

3①調査区に石器ブロッ

クの存在していた可能性

が考えられる。またこれ

は,隣接するⅣ区のうち,

当調査区に近い部分から

石器が出土していること

からも傍証される。出土

した石器の内訳は,第 7

表のとおりである。この

うち113点 を図化した。

以下,図化した石器につ

いて報告する。

1～ 89は , 3調査区か

ら出土した風化した石器

である。 1～ 6は打面部

に二次加工あるいは打面 第 6図 石器分布図・Ⅲ・Ⅳ区 (1/1,500)
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山④

第 7図 石器分布図Ⅲ区 (1/400)
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3区

スクレイパー

楔形石器

石核

横長景」片石核

円盤状

交互剥離石核

その他

縦長剥片石核
細石刃石核 1

その他

横長剥片

翼状剥片 5

打面調整剥片

ブランティングチップ

盤状剥片 1

その他

縦長剥片

二次加工

使用痕

その他

計

全体

スクレイパー

楔形石器

石核

横長景1片石核

円盤状

交互剥離石核 1

その他

縦長剥片石核
細石刃石核 1

その他

横長剥片

翼状景J片

打面調整景J片

ブランテイングチップ

盤状剥片

その他

縦長剥片

二次加工

使用痕

その他

計

第7表 石器一覧表

縁調整が見られる景J片 である。 1は大型の翼状景J片 を素材にしているが,打面部への二次

加工あるいは打面縁調整は小さいものにとどまる。 2は折損ため確実ではないが,翼状剥

片を素材としていると考えられる。 3に は打面部に交互剥離の調整景J離が見られる。 4の

打面部には緩斜度調整の景J離が見られる。打面縁調整であろう。 6はあまり二次加工がさ

れていない。 7～ 18は スクレイパーである。 7は底面景J離方向が通常とは逆であるが,翼

状景J片 を素材にしている。打面部への二次加工は見られない。 8は翼状景J片 を素材にして

いるが,打面部への二次加工は見られない。 9は並列景l離剥片を素材にしている。10は 石

核を転用 したものであろう。18は 縦長景J片 を素材にしている。19～29は楔形石器とした。

30～ 33は ,二次加工ある剥片である。34～37は翼状景J片 の可能性がある剥片である。34と

35は折損のため確実ではないが,翼状剥片であろう。36も 打面部の調整が典型的ではない

が,翼状景J片 の可能性がある。37は底面が存在 していないが,翼状剥片景J離時のミスによ

るものである可能性がある。38～64は横長剥片である。そのうち38～45は 目的的剥片の可

能性があるものである。38は調整打面及び先行景J片剥離痕を持つが,打点位置はずれてい

る。主要景J離面端部は階段状をなす。42～ 45は調整打面を持たない。46～64は ,刃部に礫

面が存在 したり,刃縁が不整形であったり,主要求J離面と石理の方向が,大 きく食い違う

など,目 的剥片ではなく,調整剥片と考えられる。65～ 72は縦長景j片 である。65と 66は打
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図 石器実測図② (1/2)

-21-



― |

一

‐漏
渕
鱚
暉
冬

＝

川

＝

――

ソ

" "
0           5 cm



諭

昴

蜀

顆

％
騰
胤
朋
瘍
♭

第11図 石器実測図④ (1/2)

-23-



厠
Ⅷ
Ｎ
Ｗ

ゝ

‐
　

´
』
機
‐

^
５０

　

　

５６

β
Ч
ゃ

一

一

´
　

　

珍

一

4



|

１

／

／
ヽ

１

鵞

Ｆ

仰
ｗ

ｎ

肌

硼

△  
∞

  ハ  
∞

|



鵞
明
黎
鱚
ポ



限

り

第15図 石器実測図③ (1/2)
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0           5 cm

第19図 石器実測図⑫ (1/2)

面が山形をなしている。

73～ 85は石核とした。73～76は横長剥片石核である。77～ 81は多方向剥離の石核である。

82は 良質サヌカイトである。85は細石刃石核の作業面再生剥片と考えられる。86は使用に

よる小景J離痕のある石器である。87～ 89は敲打痕のある石器である。

90～ 113は 3調査区以外から出土した石器である。90～ 96は スクレイパーである。96は

縦長景J片石核を素材にしている。97と 98は楔形石器とした。99は二次加工ある石器である。

100は ナイフ形石器製作時のブランティングチップである。101と 102は翼状剥片である。

102は ローリングを受けている。103～ 108は横長最J片 である。108は 山形になった礫面を打

面としている。109～ 111は 縦長景j片 である。いずれも背面に先行景J片景J離痕を持つ。

110はややローリングを受けている。112と 113は縦長剥片石核である。

2 縄文時代 (第20図 )

遺構は検出されていない。後・晩期の土器が出土しているのみである。3②及びl②調

査区の川跡埋土から出土している。114と 115は縄文時代後期の土器である。114は後期前
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半の松ノ木式,115は 類例を知らな

いが後期中葉の永井I式頃のものと

考えられる。116と 117は縄文時代晩

期の凸帯文土器である。

3 弥生時代前期

遺構はなく遺物が出土している

のみである。

4 弥生時代中期

０

”

0                 10 cm

第20図  縄文土器実測図 (1/4)

溝跡及び川跡が検出されている。 2④⑤調査区の土坑には弥生時代中期に遡る可能性を

もつものがあるが,こ れについては弥生時代終末期の部分でまとめて報告する。

溝跡

3① {2)SD01(第 21～ 28図 )

B26・ B27区画に位置する。埋土下層からコンテナ約 2箱の弥生時代中期土器が出土し

ている。上層からは弥生時代終末期の土器が出土している。

土器,土製紡錘車及び多数のサヌカイト剥片を含む石器が出土している。サヌカイト剥

片には風化の進んだものがあり,それについては前に報告した。埋土は砂層である。土器

は118～ 120がⅢ期前半頃のものであろう。122は底部に2孔 1対の穿孔がある鉢である。

岡山県南方遺跡で, Ⅱ期後半の例が知られている(1)。 121は , I期 に遡るものであろう。

第22～ 28図 は,石器である。127～ 130は楔形石器とした。131は石匙である。風化が進ん

でおり,縄文時代の遺物の可能性がある。134は 石庖丁としたが,明瞭な快り及び二次加

工が見られず製品ではないかもしれない。139～ 159は スクレイパーとした。160～ 168は石

斧とした。169は石核とした。170及 び171は調整痕ある剥片である。172は ,二次加工ある

景1片 である。173は敲打痕ある石器である。背面中央部は摩滅している。174は大型蛤刃石

斧である。溝状の決 りが見られる。175は 砥石としたが,顕著な摩滅痕は見られない。

176は全体が摩滅している不明石器である。

(1)正岡睦夫「備前地域」『弥生土器の様式と編年一山陽・山陰編―』木耳社1992
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不明遺構

3② SX(第 29図 )

C27区画に位置する。平面図のみしか記録がないので,詳細は不明であるが,弥生時代

Ⅲ期の土器が出土している。出土遺物量は約 2袋である。

川跡 (第38～ 58図 )

1・ 2調査区において弥生時代終末期の土器が出土する川跡 (SR01)の黒色粘質土

の下層は流水による砂層の堆積 (SR02)が みられる。この砂層中から弥生時代中期の

L==9.80m~2 3
4   1   5

耕作土        υ

淡茶黄色粘質土

淡茶灰色粘質土

3.よ りやや淡い。 5.よ りやや濃い。

濁茶自色粘質土

濁白茶色粘質土

茶灰色粘質土 (1～ 2mm程度の砂粒を少量含む)

灰黒色粘質土

暗黒灰色粘質土

暗黒灰色砂質土

灰黒色砂混り粘質土 (0.5～ 4 mm程度の砂粒を多量含む)

黒灰色粘質土

暗黒灰色砂質土

朽 17¬

…

bカ ム

暗灰色粘質土

淡茶灰色砂質土

‐４

‐ ５

‐ ６

‐ ７

‐ ８

‐ ９

２０

２‐

２２

２３

―

(◎ )―

~124

｀
、
｀ヽ

121

第21図  3①(2)SD01断面図 (1/100)及 び出土土器 (1/4)

濁茶白色砂質土

濁茶褐白色砂 (φ O.5～ 2 mm程度の砂粒含む)

淡茶灰色砂質土

灰黒色粘質土 (少量砂粒を含む)

淡茶黄色砂 (φ l mm程度の砂粒含む)

暗褐自色砂 (φ O。 5～ 2mmの砂粒含む)

明灰色砂 (φ l mm以下の砂粒含む)

暗黒灰色砂質土 (明茶黄色砂質土をブロックで含む)

Jヒ

23

0         2m

※19層以下SD01

ダ躊
驀
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第22図

0           5 cm

3① (2)SD01出 土石器① (1/2)
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第23図  3① (2)SD01出 土石器② (1/2)
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第24図  3① (2)SD01出 土石器③ (1/2)
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第25図  3① (2)SD01出 土石器④ (1/2)
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第27図  3① (2)SD01出土石器⑥ (1/2,1/3)
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第28図  3① (2)SD01出 土石器⑦ (1/2)
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179

土器が出土している。中でもl①調

査区からはまとまって同一層からコ

ンテナ2箱の土器が出土している。

また l②調査区川跡の底部粗砂層か

らも,弥生時代終末期の土器が若干

混じるものの,少量の弥生時代中期

の土器が出土している。 2①調査区

においても,弥生時代中期の流路

(SR02)及 び弥生時代中期の土

器を出土する粗砂層があり,こ れは

l①調査区の弥生時代中期の粗砂層

(SR02)と 同一層であろう。こ

こからは約 3箱程度の土器が出土し

ている。なお弥生時代中期以前の川

跡 (SR02)の肩部が確認された

のは,調査時の下層確認が十分でな

かつたことから,調査区の一部分

(第31図 )にすぎないが,おおむね

第29図  3② SX出土土器 (1/4)

第30図  3
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0                1o cm

―――弥生時代中期
以前の流路

第30図  3調査区川跡 (1/800)



弥生時代終末期の低地部分

(SR01)と弥生時代中期

の流路 (SR02)は ほぼ一

致するものと考えられる。 3

調査区においても弥生時代終

末期の低地部の黒色粘質土の

下層には流水による砂層の堆

積が見られる。砂層中から弥

生時代中期の土器が出土する

ことから,弥生時代中期には

流水を伴う流路が存在してい

たといえる。流路の方向は東

西方向である。現在の地形か

ら考えれば東から西への流水

方向が考えられる。コンテナ

約 1箱の土器が出土している。

第41～43図 は,l① SR0

2か ら出土 した弥生時代中期

の土器である。この土器群は

弥生時代後期の土器が出土す

る黒色粘質土層の下の砂層

(9層 , SR02)中 から出

土 したものである。出土位置

は正確には把握できないが ,

出土 した土器は,凹線文及び

内面ヘラケズリの見られない

おおむね弥生時代Ⅲ期前半の

時期と考えることができる。

第44～47図 は石器である。255

～259は 石庖丁である。260～

Ｎ④

弥生時代中期以前の流路
|

弥生時代後期のみの流路

|

古墳時代のみの流路

第31図  1・ 2調査区川跡 (1/800)
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275は スクレイパーである。276は 石斧である。277は 使用痕と考えられる摩滅痕がある石

器である。278は サヌカイト原石である。279は勾玉状の石製品である。

第48図 は, l②調査区川跡底部粗砂層 (SR01)か ら出土した土器である。290は 底

部穿孔が貫通していない。弥生時代Ⅲ期前半の資料と考えられる。

第49～ 51図 は, 2①調査区SR01下層粗砂及びSR02か ら出土した土器である。こ

のうち,328～ 333は調査時には土坑とされていた部分から出土した土器であるが,埋土及

び形状からSR02の肩部分と判断できるので,こ こではSR02出土の遺物として報告

する。293～318は SR01下層粗砂層から出土した土器である。309は , I期 に遡るもの

かもしれない。302は 頸部に連続刺突があることからV期初頭の資料の可能性がある。他

は概ねⅢ期前半の資料であろう。319～ 327は , SR02か ら出土した土器である。319は

Ⅳ期の資料であろう。他はⅢ期前半とすることができよう。328～ 333は , SR02肩部か

ら出土した土器である。調査時に土坑としたように,ほぼ同じ地点から出土している。

330は I期末～Ⅱ期の資料であろう。328は Ⅱ期からⅢ期前半の資料である。他はⅢ期前半

の資料である。第51～ 53図 は, 2①調査区SR01下層粗砂層, SR02及 びSR02肩

部から出土した石器である。340～ 348は石庖丁である。349～ 353は スクレイパーである。

338は石槍である。355は縁辺に摩減痕のある景J片 である。

3②調査区では,弥生時代終末期頃の黒色粘質土より下の砂層から弥生時代中期の土器

が出土するが,遺物の出土状況にはやや混乱があるようで後世の遺物も混じつている。こ

こでは遺物量の多い流路 3の資料を図示するが,遺物の時期は弥生時代中期頃と終末期頃

に大きく分かれる。終末期頃の遺物は,上層の溜まりの資料とあわせて考慮する必要があ

る。356は Ⅱ期～Ⅲ期前半の土器であろう。357～ 363は Ⅲ期前半の土器であろう。364は矢

ノ塚遺跡
(1)で

類例がみられる。365は Ⅳ期前半の資料であろう。366に ついては上下及び時

期とも不明である。367～ 390は弥生時代終末期以降の土器である。377～ 389は線刻のある

土器である。上層の溜まり1の資料も含んでいるが同一個体かと思われる。390は 製塩土

器である。また391～ 394は ,弥生時代終末期の川跡埋土除去後,微高地部分や基盤層から

出土したもので,弥生時代中期以前に遡る可能性をもつものもある。第56～58図 は石器で

ある。395は ナイフ形石器としたが,石匙のつまみ部分が欠損したものかもしれない。

(1)香 川県教育委員会,日 本道路公団『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第三冊 矢ノ

塚遺跡』1987
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第48図  l② SRO 1出土土器 (1/4)

396～ 400は 石庖丁である。401は 石槍である。402は 石核である。403は 摩滅痕のある石器

である。408は ,部分的に面取 り加工のある木器である。

∠

lι

-59-



0                10 Cm

302



件伽咀、 -0-―
l-2

CI"6

出土土器② (1/4), 2① SR02出土土器 (1/4)

-61-

第50図  2① SR01



に

３３６

齢

ｏ

一

０
３３４
梵
３３５

纂
ｏ鑑
・

338       _

第51図 2① SR02肩部出土土器 (1/4)・ 石器

-62-



第52図  2① SR02出土石器② (1/2)
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5 弥生時代終末期

堅穴住居跡

竪穴住居跡は2④⑤調査区のみで検出した。

2④⑤ SH01(第 59図 )

B21区画に位置する。耕作土直下で検出した。一部分のみが調査区内に位置する。埋土は

基盤層土粒を含む土であり,埋め戻されたものであろう。北東隅の主柱穴 1つ を確認した。

基盤層に類似した土を盛土したベッド状遺構を持つ。遺物は,コ ンテナ約1/2箱出土した。

409は ベッド状遺構から出土したことから,築造時期の上限を示す資料と言える。下川

津Ⅳ式頃であろう。またこの土器の破片は, SH03埋土からも出土している。410～

413は埋土から出土した土器である。413は 弥生時代中期の土器であるので,埋没年代は

410～412の 小型鉢及び小型台付壺が示しており,下川津V式頃であろう。412は 下川津B

類土器である。414～ 418は予備 トレンチ掘削時に出土した遺物である。419～423は 石器で

ある。422は石錐である。423は背面に礫面を持つ横長剥片である。

2④⑤SH02(第 60～ 62図 )

C21区画に位置する。耕作土直下で検出した。南西部に張り出しを持つ方形竪穴住居跡

である。壁溝は幅広く,は っきりと検出できた。ベッド状遺構を持つ。中央やや南よりに

小型長方形の炉を持つ。床面検出時にSD08か ら続くと考えられる溝跡を検出したが,

この溝の埋土は基盤層類似の土であり,竪穴住居跡が機能していたときには埋められてい

たと考えられる。 SD08の 最終埋土は黒褐色土であり,最終埋土はSH02の 少 し手前

までしか広がつておらず, SH02に はつながっていない。おそらくSH02と SD08

が全 く無関係と考えることはできないであろうから, SH02掘 削に関連 した溝跡であろ

う。遺物はコンテナ約 2箱出土 した。

424～428は 床面で出土した土器である。425は 床面で 3か所に離れた地点から出土 し,さ

らにSH01埋 土から出土した破片とも接合した。424は 中期の土器であるが,他は下川津

Ⅱ・Ⅲ式期頃であろう。429～ 440は埋土から出土 した土器である。43604390440は 下川津

V式頃であろう。437は 内面に赤色顔料が付着している。441～454は 石器である。441と 451は

壁溝から出土 した。448は 石槍である。449は 石錐とした。4500451は スクレイパーである。

452は横長剥片である。453は 大型蛤刃石斧の破片である。454は 敲打痕のある石器である。
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第62図 2④⑤SH02出土石器② (1/2,1/3)

2④⑤SH04(第 63～67図 )

C20区画に位置する。耕作土直下で検出した。北東隅の柱穴がややずれているが, 4つ

の主柱穴であろう。基盤層盛土によるベッド状遺構を伴うが,調査時には十分ベッド状遺

構を認識しないまま掘り下げてしまったので,ベ ッド状遺構の平面形は断面図及び遺構検

出時の写真からの推定である。南西部にはベッド状遺構が存在しなかったと考えられる。

中央やや南よりに炉跡がある。また,床面から台石状の石が出土している。住居跡埋土断

面図から中央部が土器片や炭を多く含む落ち込み状の堆積であり,竪穴住居跡廃絶後,ゴ

ミの廃棄所として利用されていることがわかる。遺物はコンテナ約 7箱出土している。

455～ 461は 床面出土土器である。462～ 505は 埋土から出土 した土器である。462～ 500は

埋土下層 (2層以下)か ら出土 した土器である。484は SH03出 土の破片と接合できた。

501～ 503は埋土上層 (1層 )か ら出土 した土器である。504と 505は ,出土層位不明である。

506～ 529は 石器である。517～ 519は石庖丁である。520～ 526は スクレイパーとした。

527と 528は 石斧とした。529は 一部に摩滅痕があることから,石皿であろう。

2④⑤SH05(第 68～ 69図 )

C20区 画に位置する。北側を川跡の埋没に伴う基盤層の流出で削られているので全形は

不明であるが,張 り出し付きの円形竪穴住居跡である。埋土は,上層が土器片を多く含む茶

黒色シルト層で,下層が基盤層土粒を含む淡茶色シルトであることから,床面近くについて

は埋め戻されたものと考えることができる。また張り出し部分周辺には下層埋土の直上に
,
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第67図 2④⑤SH04出土石器② (1/2,1/3)

炭や焼土を大量に含む層が存在 した。張 り出し部分の南端の壁は熱で赤変していた。また

埋± 2層 中の壁際からはミニチュアの壺と鉢が並んで出土 している。炉跡は中央やや南よ

りにあり,炉底中央部は赤変 していた。壁溝は 1条 であるが,壁際からは部分的に離れて

いる。これを床面の拡張によるものと考えれば,主柱穴の配置も考えやす くなる。つまり,

柱穴 1-2-3-4-5の 組合せと1-2-3-6-7-8の 組合せである。両組合せと

も柱間距離は約275cmで 等 しい。つまり,住居の拡張に伴い柱数を 1本増やして対応 し,

その時既存の柱のうち3本はそのままで使つたのであろう。遺物はコンテナ約 5箱出土 し

ている。

-79-



‐ｏ（〔い）‐
※スクリーンは焼けて

いる部分
‥
Ｌ

ｉｒ
＝
＝
＝

∞

Ｅ

ｏ
め
．ｏL〓

9.50 rn

L=2 6
9.40m

L=
9。 40m

C__D― Ev FttG、
ビー

8

L=      L=
9.40 rn        9.40m

LT Mf

L=      L=       L=
9.40 rn         9.40m          9.40m

L=          L=
9.40m           9。 40 rn

L=         L=
9.40m          9。 40 rn

H可 l¬

「

」
U K¬百

L=       L=       L=
9.40m         9.40m          9.40m

N―
マ7 

° ｀ 7 P｀ 7

1.茶黒色シル ト1土器片多し

2.淡茶色シル ト,基盤層土 (白 黄色シル ト)粒混炭を含む

3.焼土,基盤層土 (白 黄色シル ト)ブロック,炭を大量に含む,淡茶色シル ト

4.茶色シル ト (SD07)
5.焼土,炭,基盤層土 (白 黄色シル ト)ブロックを含む1淡茶色シル ト層 (炉跡)

6.基礎層土 (白 黄色シル ト)プロックを含む,灰茶色シル ト (壁溝)

0         2m

7.基盤層土混灰色シル ト

8.炭層

5

眈 m

(1/100)及 び出土土器① (1/4)

533 11

5平 0断面図

////1r

第68図  2(Э⑥SHO

-80-



.          542

六木―h―仄―蒻礼
-  547  -  548 _   549

_m_鰊

 

―

ト

ー

眈  _木

_/

⌒     551      _      552      _      553

―
,一卜
_       550

∩
Ⅵ
Ｖ

05出土土器② (1/4)・ 石器 (1/2)

-81-

:

口  
“

5

o  1      5 Cm

鼈
Ⅶ
Ｎ
Ｗ



530～ 541は ,埋土下層から出土 した土器である。530と 535は 壁際で出土 したミニチュア

土器である。542～545は 上層出土土器である。546は 出土層位不明である。547～565は 石

器である。565は柱状片刃石斧の刃部に近い部分の破片を加工 したものであろう。

2④⑤SH06, SH07(第 70～ 71図 )

D20区画に位置する。調査時に2つ の住居跡の壁溝が重なっているものとして考え,西

側をSH06,東 側をSH07と した。しかしながら,遺構の残存している深さが約5～

10cmと 浅いことの影響もあり,壁溝の新旧関係や住居跡に伴う柱穴も明確ではない。こ

こでは, 2つの住居跡が重なっているものか,あ るいは1つの住居跡でベット状遺構があ

るものかは,判断できない。確実にこの住居跡に伴う遺構は,壁溝,ビ ット7及 び炉跡で

あろう。P16は床面出土の土器と重なることから,竪穴住居跡廃絶時以前の遺構であり,

竪穴住居跡に伴う遺構である可能性がある。P18及 びP19は炉跡完掘後に検出されている

ので,こ れも竪穴住居跡に関連する可能性がある。なお図面には,西側壁溝は記録されて

いないが,床面検出時の写真には壁溝状のものが写つているので,こ れを西側の壁溝とし

て報告しておく。コンテナ2箱の遺物が出土している。570は , SH05埋土下層から出

土した破片と接合したもので,炉跡,床面及びP7か ら出土している。567は 壁溝埋土か

ら出土した。572は炉跡,壁溝,床面から出土したものが接合した。568は P7から出土し

た。577は石庖丁である。578は スクレイパーとした。

2④⑤SH08(第 72～74図 )

B20。 C20区画に位置する。中央部分はSD12に より,破壊されている。埋土は,基

盤層土を多量に含んでいる。床面は2回 にわたり検出作業を行った。上面で検出した状況

が,第 73図 aである。この時点でも複数の壁溝及び柱穴を検出し,建物の拡張等が想定で

きた。上面調査後,部分的に断面で下位の遺構が確認されたので,上位床面をさらに掘り

下げていつたところ,第73図 bの ように遺構が検出できた。なお上位部分から掘り下げた

ところは主に上位床面のベット状遺構と考えられる周囲の高い部分である。このことから,

当初方形に壁溝が巡る住居跡が存在し,以後住居跡を拡張して最終的に張り出し付きの円

形住居跡に変化したものと考えられる。柱穴及び壁溝の層位的な関係から柱穴の組合せの

変遷を復元したのが,第 73図 c～ fである。当初は4本の主柱穴で,後のこのうちの 3主

柱穴を利用したうえで2主柱穴を追加した5主柱穴,そ して最終的に6主柱穴へ変化した
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第71図  2④⑤SH06, SH07出 土土器② (1/4)・ 石器 (1/2)

と考えられる。おそらく5主柱穴の段階で平面形は円形へと変化 したのであろう。なお,

最終的な平面形の柱穴の組合せの復元においては, SP04と SP06が 張 り出し部分と

関連すると考えて,柱穴の配置を復元 した。炉跡中央部にはピットが存在する。コンテナ

2箱の遺物が出土 している。なおSD15は , SH08に 関連する溝かもしれない。

579～ 582は床面から出土 した土器であり,579と 580は 張 り出し部分から出土 した。また
,

581は壁際からつぶれた状態で出土 した。582も 壁際から出土 した。これらはいずれも最終

床面廃絶時の遺物と考えられる。下川津Ⅲ式頃であろう。583は炉跡から出土 した。584～

586は埋土から出土 した。587～ 592は 石器である。

2④⑤SH10(第 75図 )

E19。 E20区画に位置する。後世の削平により残存状況は悪く,平面形は明確につかめなかっ

た。中央に炭を多量に含む炉跡のほかに,炭を少量含む浅い土坑がある。これも炉跡と考える

と,住居跡の立て替えが想定され,こ れが平面形の不明瞭さの一因であるとすることもで

きる。主柱穴については,後世の掘立柱建物跡の柱穴が同じような位置にあることから明

確にはわからないが,埋土 。深さ等から4主柱穴と考えたい。遺物は,コ ンテナ 1箱出土

している。
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第72図  2④⑤SHO
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593は ,炉跡か ら出土 した。

594は ,炉跡及びその周囲から出

土 した。598は砥石である。

2④⑤SK20(第 76図 )

D20区画に位置する。削平によ

り,壁 は消失 し,炉跡のみが残

存 した竪穴住居跡であろう。炉

跡部分をSK20と して調査を

行つた。炉跡は一部分がピット

状にくぼむものである。主柱穴

◎ 少
◎

L=9.50m
A―……一==、

フ
こ

「

~

L=9.50 m l   _

B―

―

1.焼土及び炭を多

量に含む灰色シ
ル ト層

2m

◎
♂

Q
第76図  2④⑤SK 20平・断面図 (1/100)

は,出土遺物及び規模等から4つであろう。約 1袋の遺物が出土しているが,図化できる

遺物はない。

2④⑤SB05(第 77図 )

C21区画に位置する。埋土から須恵器を出土しないこと及びSD03に 沿うような方向

であることから弥生時代終末期の掘立柱建物跡とした。主軸方位は,N2° Eである。柱

間距離は約3.1～ 3.5mと やや大きい。埋土はいずれも基盤層土を多く含む。いずれの柱

穴からも弥生土器が出土した。599と 600は C21SP373か ら出土した小型の壺である。

601は C21SP414か ら出土した石鏃である。

土坑

2④⑤SK22(第 78図 )

C20区画に位置する。SH04よ り新しい。埋土は少量の炭及び焼土が混じる。出土遺

物には中世の瓦器椀が 1点あるが,埋土から考えて混入品であろう。他はすべて弥生土器

であることから弥生時代終末期頃の遺構としておくが,602は 弥生時代中期の土器である。

2④⑤SK24(第 80図 )

C20区 画に位置する。弥生土器約50片が出土した。浅い土坑で,埋土には少量の炭や焼

土を含む。弥生時代中期に遡る可能性がある。604は 弥生時代Ⅲ期前半頃の壺であろう。
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Ｎ⑪

1.淡灰茶色シル ト,若干の焼土炭を含む

2.淡灰茶色シル ト1基盤層土 (白 黄色シ

ル ト)ブロック含む

0          1m 0                10 Cm

0            5cm

第80図  2④⑥SK24平・断面図 (1/50)及び出土土器 (1/4)・ 石器 (1/2)
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606は 石庖丁である。607は大型蛤刃石斧である。

2④⑤SK26(第 79図 )

B200C20区画に位置する。出土遺物が少ないため,時期は

やや疑間が残るが,弥生土器のみ出土していること,後世の

掘立柱建物跡より古いことから当時期とする。603は扁平片刃

石斧である。

1.

2④⑤SK27(第 81図 )

D19区画に位置する。浅い土坑である。出土遺物はわずか
第81図

の弥生土器にすぎないため,詳細な時期は不明であるが, S

D18よ り古いことから当時期として報告する。

3② SK01, SK02, SK03, SK04(第 83図 )

不明遺構

2④⑤SX01(第 82図 )

C20区画に位置する。SD12に 破壊されてい

る。基盤層に挟まれたように焼土を検出した。十

分な検討を行わないまま調査を終えてしまい,性

格はつかめなかった。おそらく基盤層土で埋めら

れた焼失家屋ではなかったかと考えられる。弥生

土器が 2片出土している。

C28区画に位置する。弥生時代終末期の包含層除去後に検出された遺構である。埋土は

砂及びシルトあるいは両者のラミナ状堆積であることから,流水により形成された窪地で

あろう。したがって,弥生時代終末期の溜まりの遺物として報告した方が適当であろうが
,

ここで報告しておく。SK02か ら弥生時代終末期の土器が2袋程度出土したが,他から

は数片のみの出土である。608～610は , SK02出 土土器である。611は SK04出 土土

器である。612は SK02か ら出土した二次加工ある景J片である。613は SK01か ら出土

した扁平片刃石斧の破片である。          ″

L==9.40m

淡茶灰色シル ト,自黄色
シル ト(基盤層土)含 む

0         1m

2④⑤SK27
平・断面図 (1/50)

1.基盤層土ブロック層

(白 黄色シル ト)

2.焼土ブロック層

3.基盤層土 (白 黄色シル ト)

ブロック混茶色シル ト

L〓 9.50m

′
V      IL「rrT十一―一二Lm
第82図  2(X)SX01

平・断面図 (1/50)

N

―④
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溝跡

2④⑤SD03(第 84～91図 )

C20。 C21区画の東端に位置する。北側は川跡に流れ込んでいる。埋土は大きく3層 に

分かれ,上層は黒茶色シルト層であり,多量の土器片を含む。中層は茶灰色シルト層であ

り,大量の土器片を含む。下層は基盤層土を中心とする堆積である。なお溝の南部分では

上層土の堆積は見られない。土層断面から判断すれば,上層及び中層は再掘削された溝の

埋土と判断される。コンテナ約20箱の弥生時代終末期の土器が出土している。なお出土し

た土器には完形のものも多い。

出土土器については,層 を越えて接合した遺物については下の層出土の遺物として掲載

している。614～650は 上層出土土器である。651～703は 中層出土土器である。651は 弥生

時代中期の土器である。704～ 722は 下層出土土器である。723～ 726は 出土層位不明の土器

である。726は弥生時代中期の高杯である。741は縄文時代草創期の有舌尖頭器である。

745は 刃部が 2つ ある石錐か。751～ 753は スクレイパーとした。754と 755は楔形石器とし

た。756は横長景J片である。757は 石錘である。758は熱を受けている。759は敲打痕ある石

器である。

2④⑤SD08(第 92図 )

C21区画に位置する。SH02の ところでも報告したが, SD03か ら分岐してSH0

2に とりつくようにのびている。最終埋没土はSH02に はのびていないが,初期の掘削

時にはSH02ま でのびていたようである。埋土は大きく2層 に分かれ,上層は茶灰色シ

ルト層で, SD03の 中層に対応する。下層は基盤層を中心とする土層で, SD03の下

層に対応する。コンテナ2箱の遺物が出土している。

7600761は上層出土土器である。762～ 766は 下層出土土器である。767～ 770は 出土層位

不明である。770は SD08に重なる後世の掘立柱建物跡の柱穴から出土したと記録されて

いるが,おそらくSD08起源のものと考え,こ こで掲載しておく。771は楔形石器である。

2④⑤SD12(第 93～ 95図 )

C20区画に位置する。SH01と SH04か らのびる溝跡が合流し,最終的に川跡に流

れ込むものである。SH04と SD12の関係はSH02と SD08の関係と同様で,最

終埋没土はつながらないものの,掘削時には溝跡と住居跡がつながっていたと考えられる。
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第87図  2④⑤SD03出土土器④ (1/4)
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第88図  2④⑤SD03出土土器⑤ (1/4)
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第91図 2④⑤SD03出土石器② (1/2)

埋土は大きく3層 に分かれる。上層は茶黒色シルト層で,土器片を多量に含み,北部のS

H08付近のみに広がる。中層は灰茶色シルトである。下層は基盤層土を中心とする埋土

である。層序はSD03に類似する。コンテナ7箱の遺物が出土している。

772～ 795は 上層出土土器である。壺 。甕は,日縁端部が水平に折れ曲がるものが日に付

く。796～806は ,中層出土土器である。796は 弥生時代中期の土器である。807～810は 出

土層位不明である。815は側辺部に敲打痕.が見られることから,石庖丁とした。816～

818は スクレイパーとしたが,818は 刃部が不整形であり,石核の可能性もある。819は 石

斧とした。820は楔形石器とした。

3① {2)SD01(第 96。 97図 )

B26・ B27区画に位置する。先に報告したように,下層は弥生時代中期の遺物を包含する。

弥生時代終末期の遺物が出土するのは,黒色系の粘質土からである。遺物はコンテナ約 9

箱出土している。

821は弥生時代中期の土器である。844は石庖丁である。845～ 847は スクレイパーとした。
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0         1m

茶灰色シル ト層,灰色シル ト+Mn沈着多量

基盤層土ブロック (白 黄色粘土)混茶灰色
シル ト層

白黄色粘土層 (基盤層土ブロック)

0              1o cm

1  ,

ノ '′

it rcg

第92図  2④⑥SD08断面図 (1/50)及び出土土器 (1/4)・ 石器 (1/2)

848は 縦長剥片である。849～851は弥生時代後期の落ちとして取り上げられた遺物である。

おそらく3①(2)SD01あるいは3① (2)SD02の遺物であろうと考えられるので,こ

こで掲載する。

3① (2)SD02(第 100～ 103図 )

B27区画に位置する。約コンテナ20箱 の弥生時代終末期の土器がまとまって出土した。

埋土は黒色系の粘質土である。

3① SD03, 04(第 98図 )

B27区画に位置する。いずれもSD02と つながる溝跡であるが,底面標高からはSD

02へ流れ込むのか, SD02か ら川跡の方へ流れていたのかはわからない。埋土は黒色

系の粘質土である。出土遺物は少量である。SD04か ら弥生土器の鉢が出土している。

剋

駆

拶
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L=9.50m 断面①

1.淡茶灰色シル ト,炭,基盤層土粒を含む (中層)

2.淡茶灰色シル ト,基盤層土ブロックを多く含む。

上面に炭多し (下層)

3.灰茶色シル ト,若干の基盤層土 (白 黄色シル ト)

ブロックを含む (中層)

4.灰茶色シル ト,多量の基盤層土 (自 黄色シル ト)

ブロックを含む (下層)

5.暗灰色シル ト,焼土・炭を含む (下層)

6.淡灰茶色シル ト1基盤層土ブロック含む (中層)

7.淡灰茶色シル ト,基盤層土ブロックを多量に含む (下層)

8.淡茶灰色シル ト1基盤層土プロックを微量に含む (下層)

L==9.50 rn 断面②

東

L=9.50m断 面⑤
西

l0 cm

第93図  2④⑤SD12断面図 (1/50)及 び出土土器① (1/4)
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第95図  2④⑤SD12出土土器③ (1/4)・ 石器 (1/2)
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3① (2)SD01出土土器 (1/4)

0                10 Cm

第96図
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第 97図



川跡

弥生時代終末期には,どの調査区の川跡の底にも

黒色系粘質土の堆積が見られ,川跡が流水を停止し

埋まり始めたことがわかる。この黒色系粘質土から

多量の土器が出土した。以下各調査区ごとに,出土

遺物を報告していく。
0              10 cm

第98図 3① SD04出土土器 (1/4)

l②調査区 (第 104～ H6図 )

弥生時代終末期に埋没し始めた川跡は古墳時代後期に一度流水の痕跡を残している。そ

のため層位ごとに取り上げた遺物でも両時代のものが混在し,十分な一括性を認めること

は困難であるので,こ こでは弥生時代終末期の出土遺物のみを報告する。 l①調査区のS

D04は この川跡の痕跡と考えることができる。

915～ 1018は , l②調査区出土の土器である。このうち915～960は ,わずかに須恵器を

含むが取り上げ時に同時性が高いと考えた一群である。961～ 1018は 須恵器と混じって出

土したものである。このうち961～970は 弥生時代中期の土器である。971～ 1018は 弥生時

代後期から終末期の土器である。1013と 1014は 同一個体の可能性がある。1013に は赤色顔

料が見られる。1018は支脚である。1019～ 1059は石器である。1022～ 1025は石槍とした。

1026～ 1028は石錐とした。1029～ 1040は石庖丁である。1041は石鎌である。1042～ 1049は

スクレイパーとした。105001051は 石斧とした。1052～ 1054は楔形石器とした。1055は側

面に使用痕と考えられる敲打痕のある石器である。1056は石錘とした。1057～ 1059は摩減

痕のある石器である。

l③調査区 (第99,117～ 126図 )

この調査区では,川跡の西岸からま

とまって,廃棄されたと考えられる状

況で多量の土器が出土した。若干古墳

時代後期の土器が混入しているが,弥

生時代終末期の一括出土資料と考える

ことができる。1060～ 1126は黒色系粘

質土から出土した土器である。1073は

1.白灰色シル ト

2.白灰色シル ト層,Fe  7.淡 灰茶色シル ト,基盤層土

プロックを含む3.淡茶灰色シル ト,Mn
4.灰白色シル ト      8.白 灰色シル ト

5。 淡灰茶色シル ト     9・ 白灰色シル ト

6.茶黒色シル ト      10.淡 茶灰色シル ト層

第99図  l③調査区川跡断面図 (1/100)
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1.灰黒色粘質±  3.暗灰色砂質土

2.黒灰色砂質±  4.灰 色砂質土

第100図  3① (2)SD02断面図 (1/50)及 び出土土器① (1/4)
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第101図  3① (2)SD02出土土器② (1/4)
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第103図  3① (2)SD02出土土器④ (1/4)
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第104図  l② SR01出土土器① (1/4)
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第105図  l② SR01出土土器② (1/4)
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第 106図  l② S

弥生時代中期の甕である。1106は 小型の甑であ

る。1126は 製塩土器である。1128～ 1176は ,調

査時に黒色系粘質土の下層の砂層として取 り上

げたものであるが,黒色系粘質土が部分的に砂

とのラミナ状を呈することから,層位的に明確

に上層と区別はできない。1159は 鉢としたが
,

日縁部に孔があり,形態 も2③調査区川跡出土

く
=]]r 

ぅ 960 1182は土錘である。1183～ 1190は l③調査区出

土石器である。1183は 石槍である。摩減が見ら

R01出土土器③ (1/4)れる。1184は 石匙である。1187は スクレイパー

としたが,明瞭な調整刃部はない。背部につぶれがある。1188は楔形石器である。1189は

摩滅痕のある石器である。1190は砥石とした。

2①調査区 (第 127～ 131図 )

l①調査区から続く川跡である。弥生時代終末期に埋没し始めたが, l②③調査区同様

古墳時代後期に再び流水が存在したため,川跡からは2時期の遺物が混在して出土した。

ここでは弥生時代の遺物のみを報告する。またトレンチ掘削時及び上部の包含層出土の土

器もここであわせて報告する。1191は弥生時代前期に遡る可能性がある。1192～ 1195は弥

生時代中期の土器である。1196～ 1201は壺であるが,丸底になっているものが多い。

1202は長胴で薄い平底という特異な器形である。1208～ 1230は石器である。ここでは一部

2③ SR01出土の石器も同時に掲載している。1208～ 1210は石槍とした。1222は石鎌と

した。1223～ 1226は スクレイパーとした。1226は 刃部に摩滅痕がある。1224は調整刃部で

はないので,別 に分類すべきかもしれない。1227と 1228は石斧とした。1229は背面に多方

向からの大きな剥離痕をもつ横長景J片である。1230は摩減痕ある石器である。

2②③調査区 (第 132～ 167図 )

この調査区で,弥生時代終末期頃に埋没を始めた流路と,古墳時代後期の流路が分かれ

-115-



愧

屁
″‰

llllll

涅
｀

乙
馘
粒
饒 0              10cm
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第109図  l② SR01出土土器⑥ (1/4)
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第110図  l② SR01出土土器⑦ (1/4)
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第112図  l② SR01出土石器② (1/2)
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第113図  l③ SR01出土石器③ (1/2)
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SR01出土石器④ (1/2)
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第115図  l② SR01出土石器⑤ (1/2)
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第116図  l② SR01出土石器⑥ (1/2)
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第117図  l③ SR01出土土器① (1/4)
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第119図  l③ SR01出土土器③ (1/4)
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l③ SR01出土土器④ (1/4)
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第121図  l③ SR01出土土器⑤ (1/4)
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l③ SR01出土土器⑥ (1/4)
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第123図  l③ SR01出土土器⑦ (1/4)
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第124図  l③ SR01出土土器③ (1/4)
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第126図  l③ SR01出土石器② (1/2)
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第127図  2① SR01出土土器① (1/4)
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第128図  2① SR01出土土器② (1/4)・ 石器① (1/2)
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L=8.50m

Jヒ

断面① (C19)

9   12

・

―

‐

―

…
一

一 一 一

‐

¬

断面② (C19)

７
、

木

断面③ (C18)

断面④
L==8.50m

20

―
21

1.茶色シル ト1基盤層±  7.灰 色粗砂～細礫層

プロック含む      8.淡 緑灰色細砂層

2.茶灰色シル ト      9.淡 灰色シル ト

3.・ 茶色シル ト       lo.白 黄色シル トと灰色シル ト:

4.黒色シル ト         ブロック状の堆積

5.灰自色シル ト (Mn多 ) 11.黒灰色シル ト

6.赤褐色シル ト      12.灰 黒色シル ト層

__ピ__一 一
‐

13    16

1   東

13.灰色中砂～細礫層

14.灰 白色粗砂層～細礫層

15.淡茶色細礫～粗砂層

16.黄掲色粗砂層

17.淡茶灰色粗砂層

18.黒色粘土層

19.淡灰黒色粘土 (上層)

20.灰 黒色粘土 (下層)

21.暗灰色粘土 (底部は粗砂との

ラミナ状堆積)(下層)

22.灰 白色シル ト

23.淡灰色粗砂

24.黄土色シル ト

25.白黄色シル ト

26.淡灰色シル ト

27.礫

第132図  2③ SR02断面図 (1/100)

る。弥生時代の流路はC18区 画から東に屈曲しその後南に屈曲し,さ らに西に屈曲すると

いう複雑な方向をとる。この流路の南端の輪郭線は,現在の水田の地割線とほぼ一致する。

一方,古墳時代後期の流路は2①調査区からまっすぐ南西方向に伸び,おそらく調査区外

で西に屈曲するものと考えられる。遺物はC19区 画から最も多量に出土している。ここで

は各区画ごとに報告する。

1231～ 1250は ,C18区画から出土した土器である。1231は トレンチ中から出土した弥生

時代中期の土器である。1232は弥生時代の流路 (SR02)の トレンチから出土した土器

である。1233は SR02の上層埋土から出土したものである。1234～ 1240は SR02の下

層埋土から出土したものである。1241～ 1250は 古墳時代後期と弥生時代後期の流路が重

なっている部分 (SR01)か ら出土した土器である。1249は弥生時代中期の土器である。

-141-



欝ヽ ト

ピ2

一
■
〒
■

ご

ど

／

0                   10

第133図  2②③SR02・ SR01出土土器① (1/4)
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第135図  2②③SR02出土土器① (1/4)
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0               10 cm

第137図  2②③SR02出土土器③ (1/4)
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2②③SR02出土土器④ (1/4)
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第140図  2②③SR02出土土器⑥ (1/4)
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第141図  2②③SR02出土土器⑦ (1/4)
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第142図  2②③SR02出土土器③ (1/4)
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第143図  2②③SR02出土土器⑨ (1/4)
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第144図  2②③SR02出土土器⑩ (1/4)
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第147図  2②③SR02出土土器⑬ (1/4)
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第148図  2②③SR02出土土器⑭ (1/4)
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第149図  2②③SR02出土土器⑮ (1/4)
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第150図  2②③SR02出土土器⑬ (1/4)
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第151図 2②③SR02出土土器⑫ (1/4)

-160-



"
澁
埒

瀑

0                  11

第152図  2②③SR02出土土器⑬ (1/4)

、ヽ製
‐
　
　
　
　
ヽ
Ｋ
、
こ
＼

覇
抑
バ

　ヽ
―
‐

-161-



ぎ

４７４

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

４７５

0               10 cm

僣

ン
―

ヽ

′

ノ
″
／
　
　

７９

第153図  2②③SR02出土土器⑩ (1/4)
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第154図  2②③SR02出土土器⑩ (1/4)
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第155図  2②③SR02出土土器④ (1/4)
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第156図  2②③SR02出土土器⑫ (1/4)
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第157図  2②③SR02出土土器④ (1/4)
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第162図  2②③SR02出土土器④ (1/4)・ 石器① (1/2)
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第165図  2②③SR02出土石器④ (1/2)
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652 0          5 cm

第167図  2②③SR02出土石器⑥ (1/2)・ 鉄器 (1/2)

1250は 口縁端部が巻き込むような形態であり,朝鮮系無文土器かと考えられる。

1251～ 1262は ,D18区画から出土 した土器である。1251は トレンチから出土 したミニ

チュアの土器である。1252は弥生時代前期のものであろう。1253～ 1262は 川底に近い黒色

系シル ト層から出土 したものである。

1263～ 1302は ,D19区 画から出土 した土器である。D18区画同様川底に近い黒色系シル

ト層から出土 した。1302は 製塩土器である。

1303～ 1598は ,C19区 画から出土 した土器である。このうち1303～ 1319は トレンチ掘削

時に出土 したもので,正確な出土位置は不明である。1320～ 1598は 流路埋土から出土 した

ものである。埋土は 4層 に分けて遺物を取 り上げているが,ほ とんどの土器が最下層の 4

層から出土 した。 4層 からの土器の出土状況は,か なり密集 した一括出土であつた。

1320～ 1342は ,流路上層の 1～ 3層 と,流路埋土出土であるが出土層位不明の土器である。

1341と 1342は 製塩土器である。1343～ 1595は , 4層 出土土器である。1377は受け口状の口
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縁を持つ。1388は底部に焼成後穿孔がある。1389と 1401は線刻がある。1493は下川津B類

の甕のような形態と考えられる。1495は 二重回縁の甕である。1496は ,底部が尖る特異な

形態である。1497は底部に焼成後の穿孔がある。1500は 口縁部に穿孔があることから甑と

した。1546は下川津B類土器の器形であるが,胎土に雲母あるいは角閃石を含んでいない。

1556は小型丸底壺である。1557～ 1560は 製塩土器である。1561～ 1595は胎土に雲母あるい

は角閃石を含む土器である。1596～ 1598は 4層 より下位の層と考えられる 5・ 6層出土土

器である。1597は網目状の痕跡が残る。

1599～ 1651は , 2②③調査区出土の石器である。1599～ 1630は ,弥生時代流路埋土から

出土した。1605～ 1607は石槍とした。1623～ 1625は スクレイパーとした。1626は石斧とし

た。1627は敲打痕のある石器である。1628も 敲打痕があるが,石核の可能性もある。

1629は敲き石である。1630は石錘である。1631～ 1651は 2②③調査区の流路以外から出土

した石器である。1633～ 1635は石槍とした。164801649は 摩滅痕ある石器である。1650は

紡錘車である。1651は石錘である。1652は C19区 画流路埋± 1層から出土した鉄鎌である。

3②調査区 (第 168～ 174図 )

弥生時代終末期の土器は,川跡の底面の溜まりになった窪地部分 (以下,溜 まりとす

る)の埋土からまとまって出土した。溜まりは大きく2つ ありそれぞれ溜まり1,溜 まり

2と する。1653～ 1670は ,溜 まり1か ら出土した。1653～ 1655は ,弥生時代中期の土器で

ある。1668は鉢であろうか。1671～ 1679は ,溜まり2か ら出土した。1680～ 1686は ,その

他の川跡埋土出土の土器である。1680～ 1682は ,弥生時代中期の土器である。1684は ,大

型の二重回縁壺である。1687～ 1698は 流路埋土直上の層から出土した土器である。1687は

弥生時代前期末頃の土器である。1688は弥生時代中期の土器である。1699と 1700は 出土位

置不明の土器である。1701～ 1710は 石器である。1706～ 1708は ,ス クレイパーとした。

1708は大きな板状素材を利用しており,刃部の調整は連続小景J離であるが,こ の小景J離が

調整景J離かどうかは疑間が残る。1709と 1710は石斧とした。1711～ 1713は ,木器である。

いずれも流路埋土から出土した。1711は先端を尖らせている。1712は鍬先である。1713は

性格不明であるが,板状素材に4つ の方形孔を穿ち,その方形孔同士を断面方形の溝で連

結している。木器については樹種同定を行った (第 4章第3節 )。
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3② SR01出土土器①
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第174図  3② SR01出土石器③ (1/2)・ 木器 (1/6)

6 古墳時代後期～平安時代

竪穴住居跡

2④⑤SH03,SD13(第 175。 176図 )

B20。 C20区画に位置する。周溝SD13を もつ長方形の竪穴住居跡である。SH03

の残存状況はきわめて悪く,深 さ数cmしか埋土は残存していない。埋土は基盤層土を多

く含む茶灰色シルトである。主柱穴は2つである。炉跡及び竃跡は検出していない。SD

0 5cm

-

10 cm

|′ ウヽリ
多`́

/1/務
＼
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13の埋土は灰茶色シル トであり,深 さは10～ 20 cm程 度である。遺物はコンテナ 1箱程

度である。1714～ 1716は ,竪穴住居跡部分から出土 した土器であり,いずれも弥生土器で

ある。1717～ 1720は いずれもSD13か ら出土 した土器であり,こ れらが本竪穴住居跡の

時期を示 していると思われる。長胴甕及び甑が出土 している。1721～ 1724は 石器である。

L==9。 60 m     l                        ____

A

L=       L=        L=
9.50m          9.50m           9.50m

C=17FF茶

進F]T「詈1層fMい
2.灰茶色シル ト,基盤層土 (自 黄色シル ト)

L==9.60 m   l                 ____

B――～====豊 ===ミ ===コ ーー

L=
9.50m

F==～〕三
=

2

プロックを多量に含む,Mn含 む

ブロックを若干含む  0       2m

第175図  2④⑤SH030SD13平・断面図 (1/100)
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o           5cm

第176図  2④⑤SH030S D13出 土土器 (1/4)・ 石器 (1/2)

2④⑤SH09(第 177図 )

B20区画に位置する。方形の竪穴住居跡である。壁溝が存在する。埋土は基盤層土を含む茶

色シルトである。東壁には内側へ突出した部分がある。この付近の埋土には焼土粒を含む

ことから,こ の突出部が竃である可能性があるが,調査時にはそういう認識はなく,十分

な検討を行つていない。埋土からはコンテナ 1箱の遺物が出土している。1726と 1727は

TK209段 階の資料であろう。1728は SH09付近を遺構検出していた時に出土したもので
,

SH09か後述するB20SX02に 伴うものであろう。1729～ 1731は 製塩土器である。
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L=10,Om

1.耕作土

2.白灰色シル ト (Fe)

3.白灰色シル ト

4.基盤層土 (白 黄色シル ト)ブロック混茶色シル ト

5.茶色シル ト

第177図  2④⑤SHO

掘立柱建物跡

2④⑤ SB01(第 178図 )

B20。 C20区画に位置する。 SB14

と同様 1間 ×2間 の掘立柱建物跡であ

る。主軸方位は,N15° Wである。 SD

13よ り新 しい。出土遺物は細片で少

量であり,詳細な時期は不明であるが ,

7世紀頃の須恵器が出土 している。
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6.焼土粒混暗茶色シル ト

7.基盤層土 (白 黄色シル ト)ブロック混茶黒色シル ト

8.灰茶色シル ト1基盤層土プロック少量混入

9.灰茶色シル ト,基盤層土ブロック少量混入,焼土粒微量混入
10.灰茶色シル ト
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4.黄白色シル ト～細砂層

第178図  2④⑤SB01平・断面図 (1/100)
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2④⑤SB02(第 179図 )

B21・ C21区画に位置する。平面規模2間 ×4間で,主軸方位はN29° Wである。SB0

8及びSB13と 柱間距離及び方位がほぼ同じである。柱穴柱痕からは平安時代の遺物が

出土している。B21SP12か ら1735の 石庖丁が出土している。もともとSH01に伴う

ものかもしれない。

1右

SP12

-◎―一⑤

1

1.淡茶灰色シル ト

2.1+白黄色シル ト

(基盤層土ブロック)

2よ り基盤層土プロック多し

黄白色シル ト

灰色シル ト

2 cm

0         2m

1                        1735

第179図  2④⑤SBO

0                 10 cm

(1/100)及 び出土土器 (1/4)・ 石器 (1/2)

円

2平・断面図
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2④⑤ SB03(第 180図 )

C21区画に位置する。 2間

×3間 の総柱建物跡である。

主軸方位は,N32° Wである。

SB08と 重なる。中世の遺

物が出土する柱穴より古 く,

SH02及 びSD08よ り新

しい。

出土遺物はいずれも細片で
,

詳細な時期は不明であるが ,

奈良時代頃の須恵器の杯蓋が

出土 している。1736は SP2

77から出土 した鉄器である。

錆が進み,詳細は不明である。

2④⑤SB04(第 181図 )

C20。 C21区画に位置する。

平面規模 2間 ×3間で,主軸

方位は,N71° Eで ある。中

世の遺物を出土する柱穴より

古く,SD08よ り新しい。

出土遺物は細片の土器が少量

のみであり,詳細な時期は不

明である。

==ゴ

`,2L―

――_1)1_―――」口
,ミ

1__――ノ
⊆

1)=:き .6Z         Z

i

l・州レーーー¬←一ぺ″=A´
1

0        2ml.茶灰色シル ト

2.1と 基盤層土 (白 黄色シル ト)プロック

3.2に 比べて基盤層土ブロックの量が多い

4.灰色シル ト

第180図  2COSB03平・断面図 (1/100)

及び出土鉄器 (1/2)

３６

　

ｍ

Ｍ＝＝導Ｈ̈
ｏ２ｃ］中

黒茶色シル ト層 0        2m

曇量層童[;量葉詈ζ劣娼橿至薯菫争翼ぅ
第181図  2④⑤SB04平・断面図 (1/100)
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2④⑤SB06(第 182図 )

C21・ C22区画に位置する。

平面規模 2間 ×4間 で,主軸

方位は,N58° Eである。SB

03と ほぼ同じ方向である。

中世の土坑SK01及 び溝跡

SD01よ り古い。

出土遺物は細片少量で,詳

細な時期は不明である。

2④⑤SB08(第 183図 )

C21区画に位置する。平面

規模 2間 ×3間 で,主軸方位

はN29° Wである。柱間距離

及び方向ともSB02と ほぼ

同じである。SH02及 びS

D08よ り新しく,中世のS

K02よ り古い。

1.灰茶色シル ト

2.1+基盤層土 (白 黄色シル ト)ブロック

3.基盤層土プロック

第182図  2④⑤SB06平・断面図

L=
9.50m
=1

淡茶灰色シル ト

淡茶灰色シル トと基盤層土 (白 黄色シル ト)の
混じったもので基盤層土ブロックの方が多い

1+基盤層土ブロック

(基盤層土ブロックの方が少ない)

第183図  2④⑤SB08平 0断面図
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2④⑤SB09(第 184図 )

C20区 画に位置する。平面規模は

2間 ×3間以上である。主軸方位

は, N15° Wで, SB14と ほぽ同

じである。北側は川跡の埋没に伴

い,川 跡肩部が崩壊 し,川跡肩部

に存在 していた当掘立柱建物跡は

部分的に削平されている。柱穴は

ほぼ同じ場所で数回の掘削を受け,

柱穴平面形は不整形である。SH

05よ り新 しく, SD02よ り古

い。

Ш 09・ 6==¬

一◎一o「餅

≧Q

魃婆一―(〕一―Q
L==9.50m

Ｅ

ｏ
ｎ
．ｏ
＝
＝
Ｊ

一
″ V~「 ‐

「

0         2m

第184図  2④⑤SB09平・断面図 (1/100)

2④⑤SB10(第 185図 )

B21・ C20・ C21区 画に位置する。平面規模は,一部調査区外に存在すると考えて, 2間

×2間以上である。主軸方位はN85° Eである。C21SP005か らは中世の瓦器1737が

出土しているが,平面形態からは古代の掘立柱建物跡である可能性が高いことから, SP

005は 中世の柱穴と重複しているものと考えられ,他の柱穴から出土している須恵器の

高杯等がこの掘立柱建物跡の年代を示しているものと考えられる。

2④⑤SBll(第 186図 )

D20区画に位置する。平面規模は, 1間 ×1間 である。主軸方位は,N56° Eである。

SP256か ら土師器の杯蓋1738が出土している。SK07と 位置がほぼ重なる。

2④⑤SB12(第 187図 )

C20。 C21区 画に位置する。平面規模は, 3間 ×3間である。主軸方位は,N36° Wであ

る。北側柱と南側柱に同じ位置に柱穴が重複して存在し,どちらからも特に時期の違う遺
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::震葉雹ζ彬に,ゃ… 腱珈、  m
3.1+基盤層土 (白 黄色シル ト)ブロック少

4.2+基盤層土 (白 黄色シル ト)プロック多

5。 黄白色シル ト層 (基盤層土が変化したものか)

97■37ヒ~J晰
第185図  2④⑤SB1 0平・断面図 (1/100)及 び出土土器 (1/4)

」
汁
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卜
９．５〇一

L=9.50m

0 2m

第186図  2④⑤SBl l平・断面図

1.淡茶灰色砂質土

2.1+基盤層土 (白 黄色シル ト)

0                 10 cm

(1/100)及 び出土土器 (1/4)
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Ｆ
＝

ド

旧

ョ

“
　

Ｎ

1.灰茶色シル ト

2.灰茶色シル ト,基盤層土まじる

3.淡灰茶色シル ト

4.淡灰茶色シル ト,基盤層土まじる

5。 茶灰色シル ト

6.白 黄色シル ト,基盤層土まじる,焼土粒少量

7.灰茶色シル ト,焼土粒まじる

8.灰茶色シル ト,焼土粒少量あり

9.淡灰茶色シル ト,焼土粒まじる

10.淡灰茶色シル ト,焼土粒少量あり

11.淡灰茶色シル ト,焼土粒まじる

12.淡灰茶色シル ト1焼土粒少量あり

0         2m

!

ｍ０ ２

］‖ざ
Φ 1739

9

石 1

第187図  2④⑤SB12平・断面図 (1/100)及 び出土石器 (1/2)

物が出土 していないことから,同 じ建物の立て替えの可能性がある。 SP22あ るいは S

P23か ら石庖丁1739が出土 している。

2④⑤SB13(第 188図 )

B20・ B21・ C20。 C21区 画に位置する。一部調査区外に存在し,平面規模は不明である

が, 2間以上×3間以上である。主軸方位は,N31° Wである。主軸方位及び柱間距離は

SB02と ほぼ同じであり,平面位置もSB02と 同時併存していたことを示唆する。出

土遺物は須恵器,土師器が少量出土している。B21SP005か らは弥生土器1740が出土

しているが,こ の柱穴はSH01と 重なる位置にあることから,こ の遺物はSH01に伴

う可能性が高い。
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2④⑤SB14(第 189図 )

C20区画に位置する。平面規模は, 1間 ×2間 である。主軸方位は,N78° Eである。

SH05よ り新しく, SD07よ り古い。柱穴③から弥生土器1741が出土しているが,こ

の柱穴はSH05と 重なることから,こ の遺物はSH05に伴う可能性が高い。

2④⑤SB15(第 190図 )

E19・ E20区画に位置する。平面規模は2間 ×2間 である。柱穴 1穴 は調査区外に存在

する。主軸方位は,N74° Wである。SH10よ り新しい。

L=
9.50 m l

濯
L

Lu o9・ 6==¬

1

灰茶色シル ト

灰茶色シル ト,

基盤層土ましり

淡灰茶色シル ト,

基盤層土まじり

2m

D              10 cm

第188図  2④⑤SB13平・断面図 (1/100)

及び出土土器 (1/4)

1.茶 黒 色 シル |

2.↓
方言予写古」;5色  l,T_十一一一Lm

3.1+基盤層土 (白 黄色

シル ト)プロック多

`
卜
‐

2

0                10 cm

第189図  2④⑤SB14平・断面図

及び出土土器 (1/4)
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2④⑤SB16(第 191図 )

D19・ D20区画に位置する。平面規模

は, 2間 ×3間 である。主軸方位は
,

N30° Eである。柱穴埋土から奈良時代

頃の遺物が出土 している。1742は ,

D19SP019か ら出土した須恵器の杯

蓋である。1743は D19SP017か ら

出土した須恵器高杯である。

――― ι

L=
9.50m23   ?

1.淡茶灰色シル ト,基盤層土ましり

2.茶黒色シル ト          0

ど
―
静
■
「

ｒ
＝
＝
０
・
い
〇
ヨ

2m

・

`『
'ZIli:瞥

人
'理団壼層発生まじり,

4.茶黒色シル ト1炭・焼土粒混入

5.茶黒色シル ト,基盤層土ましり

第190図  2④⑤SB15平・断面図 (1/100)
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L==9.50m

淡茶灰色シル ト

基盤層土ブロック (白 黄色シル ト)混入,焼土粒少量

灰白色シル ト

第191図  2④⑤SB16平・断面図 (1/100)

0                10 cm

及び出土土器 (1/4)

4`2更會 判 3
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土坑

l①調査区では,弥生時代終末期から古墳時代終末期と考えられる遺構面で土坑及び不

明遺構を検出したが,出土遺物に土師器及び須恵器を含むものがあることから古墳時代終

末期の遺構と考え,こ こで報告する。

l① SK01(第 192図 )

D15。 D16区画に位置する。遺物は出土していない。

l① SK02(第 193図 )

D16区画に位置する。埋土に炭及び焼土プロックを含み,土坑底には炭化物層の堆積が

見られる。SK01よ り新しい。出土遺物は弥生土器 1片である。

l① SK03(第 194図 )

D16区画に位置する。浅い土坑である。埋土に炭化物及び焼土ブロックを含み,底面に

は熱を受けている痕跡がある。出土遺物は,弥生土器及び土師器の破片がそれぞれ 1片出

土している。

l① SK04(第 195図 )

D16区画に位置する。浅い土坑である。出土遺物は無い。

L〓=8.20m

1

l.濁黄灰色砂質シル ト

(褐色土ブロック含 )

0          1m

第192図

l① SK01
平 0断面図 (1/50)

つ
―

(〔
:][〕

)一

L=8:20m l    _

1.暗灰黄色粘質シル ト

(炭焼土プロック混)

2.明灰色砂質シル ト

(焼土ブロック混)

3.黒色炭化物層

第193図
1(DSK02
平・断面図 (1/50)

焼土

被熱部分

炭化物

C

1.暗灰黄色粘質シル ト

0          1m

第194図

1(DSK03
平・断面図 (1/50)

L=8.20m  l  _

1.暗褐色粘質土 (黄色土

プロックを多くまじえる)

0         1m

第195図

1(DSK04
平 0断面図 (1/50)

Ａ

Ｂ

Ｃ″④

Ｑ
″④

．
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S SXOl

SK01

1.淡灰茶色シル ト層

2.耕作土

3.白灰色シル ト層

SK01

′一一一一一一一一‐． ‐‐一一一一′′／′′「‐′̈〕〕〕一̈

／
１

″

2② SK01(第 196図 )

D18区画に位置する。 ト

レンチにより壊され詳細は

不明であるが,方形平面を

なす。埋土は単層である。

奈良時代頃の遺物が出土し

ている。

L==8.90m

4.灰黄色シル ト層

5。 自灰色シル ト層

0         1m

1748

0                10 cm

第196図  2② SK010SX01平 断面図 (1/50)及 びSK01出 土土器 (1/4)
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2③ SK01(第 197,226図 )

C18区画に位置する。遺物は出土していないの

で詳細な時期は不明であるが,古墳時代終末期

の流路埋土より上層の奈良時代の遺物の包含層

からの掘 り込みが見られことから,奈良時代前

後であろう。埋土には底部付近に炭層を含む。

2④⑤ SK06(第 198図 )

C21区画に位置する。SH02よ り新しい。床

面は凹凸が見られる。

④  l.淡灰色力中蝶混
_/「

=ミ

1〕 _::li首
:|1焼

土粒混
L=8.30m         (下 部は自灰色を呈す)

2  3

第197図  2③ SK0

|

0         1m

l平 0断面図 (1/50)

2④⑤SK07(第 199図 )

D20区画に位置する。SBllと 位

置が重なる。浅いものであり,遺構か

どうかは疑間が残る。埋土からは奈良

時代頃の遺物が若干出土 している。

1749と 1750は いずれも土師器の杯蓋で

ある。

不明遺構

l① SX01(第 200図 )

L==9.50m

l.灰茶色シル ト層,Mn含       0

‐

Ｋ

ＩＩ

＝

Ｈ
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＝

コ

lm

第198図  2④⑤SK06平・断面図 (1/50)

D15区画に位置する。不整形なピットを伴う遺構である。遺物は弥生土器片 1と 須恵器

片 1である。

1(Э SX02(第 201図 )

C15。 C16・ D15。 D16区画に位置する。平面形は不整形で,深 さも浅いものである。弥

生土器,土師器,須恵器及び石器がわずかの量出土している。1751は 石槍である。
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L=9.50 m          l

l.灰色砂質土,Mn含む
             0

第199図  2④⑤SK07平・断面図 (1/50)及 び出土土器 (1/4)

L==8.20m
l                    

―

3

1:震唱昌椒冒すノ編
色シル小加

"測
  m

3.灰白色細砂

第200図  l① SX01平・断面図 (1/50)

lm

SS°
0つ
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2② SX01(第 196図 )

D18区画に位置する。2② SK01よ り

古いが,埋土に須恵器片をわずかではある

が含むことから,奈良時代前後であろう。

調査区東壁断面では,中央部がやや盛り上

がった畦畔状の遺構である。西はSK01

断面図作成位置までは,確認できるが, 2

②調査区西壁断面図作成位置では確認でき

ない。埋土は堅く,Mn斑が多量にみられ

る。

2④⑤SX02(第 202図 )

B20区画に位置する。調査区の境界付近

で検出したもので,遺構のほとんどは調査

区外に存在するものと考えられる。浅い土

坑状の遺構であり,須恵器の杯1752と 高杯

1753が 2個 ほぼ完形で出土している。土坑

墓の遺物である可能性も考えられる。

0         1m

‐  

閣

国

輛

第201図  l① SX02平・断面図 (1/50)

及び出土石器 (1/2)

暗掲色粘土

灰白色細砂

L==8.20m
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OZ

▼P雙ン
L==9。 40m

、ノ~

1.灰茶色シル ト     o         50 cm      0         1o cm

第202図  2④⑤Sx02平・断面図 (1/20)及 び出土土器 (1/4)

溝跡

2④⑤SD07(第 204図 )

C20。 C21・ D21区画に位置する。途中2か所が途切れているが,残存状況はよくないた

め,本来途切れていたのどうかは不明である。sHo5と 重なる部分は幅深さとも大きく

なっている。1759及 び1760は 土師器の甕で

ある。1761は 内面に暗文のある土師器の皿

であろう。1762～ 1768は 須恵器である。

1764は 杯の可能性がある。1769～ 1771は 石

器である。1772は ,ガ ラス小玉である。 S

H05と 重なる部分から出土 した。重量は

0。 7gである。

2④⑤SD10(第 203図 )

C20区画に位置する。SD07及 びSD

llよ り古い。しかし出土遺物を見るとほ

とんど時期差は無いものと考えられる。

1754は土師器である。1755と 1756は須恵器

である。1757は飯蛤壺である。1758は 石庖

丁である。

1754

1755

Cm

第203図  2④⑤SD10出土土器 (1/4)

・石器 (1/2)

1ん6

′
/z``||:iilliiilキミ) (、

ト

0
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-     1770           i

第204図 2④⑤SD07断面図 (1/50)及 び出土土器

L=
9.50m断面③

西 L十 ノ 東

0         1m

フ
“

ヒ___10Cmき

①
〇

1772

0

(1/4)0石器 (1/2)・ ガラス玉 (1/2)

L=
9.50m断面①

西 ｀ り 東

L=
9.50m断面④

L=
9.50m断面②

LY東

1.灰茶色粘土層

2.灰色シル ト

(Mn多 く含む)

Ａ
Ｈ
Ｖ 5 cm

2④⑤SDll(第 205図 1)

C20区画に位置する。SDl

め,同時期の可能性があろう。

3及びSH03よ り新 しい。 SD07と 方向が類似するた

また,SDll南 端部は若干東に曲がるように見え,ま た
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SD07は SH04と 重なる部分で途切れるが,

その部分で南からのびてきた溝跡が西に曲がる

ように見えることから, SDllと SD07が

ここでそれぞれ直角に向きを変えてつながる可

育旨性もある。

L=9.50m断
面①

l  _

1.灰茶色シル ト1基盤層土
ブロックを若干含む

2.茶灰色シル ト,基盤層土

(白黄色シル ト)ブロック

を多量に含む,Mn含む

(SH03)

第205図  2④⑤SD

L= 断面②
9.50m l   _

0         1m

11断面図 (1/50)

2②・ 2④⑤SD18(第 206図 )

D19。 E19・ E20区画に位置する。SB16と ほぼ同じ

方向である。須恵質の平瓦が出土している。

川跡及び水田跡 (第207図 )

l①調査区 (第32,208～ 213図 )

川跡は6・ 7層 の斜行堆積後, 5層 では水平堆積が見

られる。5層 において水田跡が検出された (第 208図 )。

平面的に検出できたのは部分的にとどまる。調査区西半

の川跡部分であり,東半分は,水田を覆う洪水砂により

削平されたものと考えられる。畦畔の高さは調査区壁断

ど.己m断面①    :.己m断面②
西     東    西    東

W

:.Lm断面③
西  1  東

V

淡茶灰色シルト

第206図  2④⑤SD18断面図
(1/50)

面によれば10cm程度である。また水田耕作土層 と考えられた部分の土壌 (5c層 )の プ

ラント・オパール分析を行つたところ,プラント・オパールを多量に検出できた (第 4章

第 1節分析結果)。

川跡の最終埋没土 (6。 7層 )か ら,古墳時代後期から奈良時代までの土器が多量に出

土 している。この後川跡は水田として使用された。 したがって水田の上限年代は奈良時代

である。1773～ 1802は 土師器である。1775は 把手の景J落痕がある。把手は一つである。

1803～ 1828は須恵器である。1829は 弥生土器である。1830は紡錘車である。1831～ 1833は
,

遺構検出時に出土 したものである。1831は 弥生土器である。1833は薬壺の蓋である。

また,こ こで 6・ 7層 以上の層から出土 した石器及びこの調査区の出土位置不明の石器

をまとめて掲載 しておく。1834は 石鏃である。1835は石槍である。1836～ 1842は 石錐であ

る。1843～ 1848は 石庖丁である。1849は 石鎌とした。1850～ 1852は スクレイパーとした。

1853は大型蛤刃石斧である。1854は 扁平片刃石斧である。

1855は 5aあ るいは 5b層 から出土 した鉄鎌とみられる鉄器である。
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プラント

ォパール

採取位置

0                           10m

第208図  l①調査区下層水田跡平面図 (1/200)

また, 7層 からは獣骨が出土しており,奈良国立文化財研究所の松井章氏鑑定によれば,

鹿角,イ ノシシあるいは豚,牛馬,タ イ,フ グ,ネズミ,蛇等がみられるという。

l②③調査区 (第214～ 218図 )

この調査区においても,弥生時代終末期の黒色土系の川底堆積層が,古墳時代後期頃に

再び水流により掘削されている。このため,弥生時代終末期の遺物とほとんど同じ標高で
,

埋土の最下層から古墳時代終末期頃の遺物が多量に出土している。1856～ 1866は土師器で

ある。1858と 1859は 同一個体であろう。1867～ 1934は須恵器である。1916は底部穿孔であ

る。1930は横瓶である。1935～ 1937は飯蛤壷である。1938は土錘である。1939は不明土製

品である。中空の三角柱状の脚の一部分かと思われる。1940～ 1947は 木器である。このう

ち一部については樹種鑑定を行つている。1940は鉄斧の柄である。1941は横槌である。一

部に焦げた痕跡がある。1943は竪杵である。大半の部分が焦げている。1944は杭である。

麒
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l① SR01出土土器① (1/4)
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第210図  l① SR01出土土器② (1/4)
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第214図  l②③SR01出土土器① (1/4)
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第215図  l②③SR01出土土器② (1/4)
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第217図  l②③SR01出土土器④ (1/4,1/6)
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1945は性格不明である。1946及 び1947は部分的に加工痕が見られるにすぎない。1948は袋

状鉄斧である。1949～ 1953は トレンチ出土遺物及び出土層位不明遺物である。後世の遺物

も含むがここで報告しておく。1952は灰釉陶器である。1953は 中国産白磁椀である。

また,こ の調査区においても獣骨が出土している。松井章氏の鑑定によれば,馬の骨が

多いようである。

2①調査区 (第34,219～ 225図 )

この調査区の川跡の埋土の状況は l①

調査区とほぼ同じである。この調査区に

おいては,第 1面は中世の遺構検出面で
,

以下 4つの遺構検出面があり,最下層の

第 5面が川跡検出面である。C17区画第

4面において奈良時代の水田跡が検出さ

れており,こ れは l①調査区から連続す

る同時期の水田跡である。畦畔の高さは

5cm程度である。畦畔には部分的に途

切れた部分がある。またSD05は ,水

田への取水溝と考えられる。第3面にお

いては,鋤溝が検出されている。

1954～ 2021は ,川跡埋土の出土遺物で

ある。古墳時代後期から奈良時代の遺物

である。1954～ 1966は ,土師器である。

1956は 赤彩が残る。1967～ 2020は 須恵器

である。1968は 杯身の可能性がある。

2000と 2002は 二方透かしの高杯である。

2009と 2010は 甑である。2021は 製塩土器

第219図  2①調査区第3面遺構平面図 (1/400)

である。2022は ,鉄鏃状の鉄器である。202302024は ,木器である。2023は 穿孔がある。

2024は 一部に加工痕が残るに過ぎない。

またここで,川跡埋土より上層の遺物及び トレンチ等出土の出土層位不明の遺物につい

ても報告 しておく。2025～ 2030は 第 1面検出時に出土 した遺物である。2025は 土師器の杯
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である。2026は 須恵器であるが,焼成時に胎土内の空気が膨張して,器壁が所々で大きく

膨れている。2027と 2028は 緑釉陶器である。2029と 2030は 中国産白磁椀である。2031は 第

2面検出時に出土した土錘である。2032と 2033は 第3面検出時に出土した緑釉陶器である。

2034は 第3面 と第4面の間の層から出土した褐釉陶器である。2035～ 2041は , トレンチ出

土の遺物である。2035は 須恵器の蓋であろうか。内面にヘラミガキ調整が見られる。

2036は 須恵器鉢であるが,内面に刺突孔がある。2037は 緑釉陶器である。2038～ 2040は 灰

OZ

聯 跡 ]

第220図  2①調査区第4面水田跡平面図 (1/200)

-217-



1954

フ
/イ

↓̀
7′ク

第221図  2① SR01出土土器① (1/4)

ダ ピ
~1二

三二「LEIEE三二「
~|

葛 /´

ヾ一 一  一一

,、′夕″′_

-218-

｀
主じ

ク



７
υ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
／

卜
（）ハ

入ヽ
っ

1972

0                10 cm

2① SR01出土土器② (1/4)

-219-

第222図



1剛

ξ ヽ
´
ヽ

ヽ
ヽリ

∩、1ヘ

1/))>)
)ケ 1/

し/

第223図  2① SR01出土土器③ (1/4)

抒
夕
に
主

-220-



~  2022

0    2 cm

: 円

◎ 2024

一硼

―又

0         10 cm

―

Ч m・ ■8 ・■32ヒ上流 22国

第224図  2① SR01出土土器④ (1/4)・ 木器 (1/6)・ 鉄器 (1/2)
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0                10 cm

0           5 cm

第225図  2① SR01出土土器⑤ (1/4)・ 石器 (1/2)

釉陶器である。2040に ついては口径がやや確実でない。2041は 褐釉陶器の水注である。耳

の数は不明である。また2042は SD05出土の石庖丁である。

2②③調査区 (第35,226～ 228図 )

この調査区においては,弥生時代の流路と古墳時代の流路の位置が部分的にずれている。

古墳時代の流路は2①調査区からまっすぐ南西方向へと上る。またここにおいても2①調

査区から連続する奈良時代の水田跡 (10層 )を検出した。部分的に畦畔が途切れる部分が

ある。畦畔の高さは5 cm程度である。

ここでは流路埋土より上の層から出土した遺物を報告する。遺物の出土層名はこの調査

区中央の東西断面図 (第 35図 )の番号を用いる。2043は ,D19区画川跡 1・ 2層 (16・

17層 )か ら出土した土器である。2044は 同じく川跡 1層 (16層 )か ら出土した土器である。

把手上面に2つの穿孔がある。2046～ 2048は 10層 出土の遺物である。2048は 舟形土製品の

一部であろうか。2049は 鉄鏃であろう。2050～2052は 9層あるいは10層 出土土器である。

2053～ 2056は ,水田跡を覆う洪水砂層である8層あるいは9層 出土の遺物である。2055は

棒状土錘である。2056は 土馬の足であろう。須恵質である。2057は 鉄製鋤先である。

2058～ 2060は 6層 あるいは7層 出土の土錘である。2061～2066は 6層 出土遺物である。

2061は 須恵器である。2062と 2063は 中国産白磁である。2064は 中国産青白磁である。
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第226図  2③調査区水田跡平面図 (1/200)
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2065は 土錘である。2066は 土馬である。2067～ 2081は 5層 出土の遺物である。2067は 灰釉

陶器である。2068は 褐釉陶器である。2069～2074は 中国産青磁である。2075～2079は 中国

産白磁である。2080と 2081は 土錘である。2082は 不明鉄器である。2083は 初鋳年1408年 の

「永楽通費」である。2084は 5層 より上の層から出土した緑釉陶器である。2085～ 2089は

トレンチ及び出土位置不明の遺物である。2085は 緑釉陶器である。2086は 灰釉陶器である。

2087は 褐釉陶器である。2088と 2089は 中国産白磁椀である。

3①②調査区 (第229～ 233図 )

この調査区においては,古墳時代の明確な流路は見られない。弥生時代終末期の溜まり

は,徐々に埋没し,奈良時代にはほぼ水平になり水田化されている。水田には大畦畔を伴

う。調査区断面図 (第37図 )では,Ⅲ①層でほぼ水平になっており,大畦畔はこの層の直

上に作られている。調査時には,こ のⅢ①層とその直上のⅡ⑦層を水田耕作土と認識して

いたが,それぞれの層から採集した土壌資料を分析した結果,Ⅲ①層ではプラント。オ

パールが全く検出されず,その上層のⅡ⑦層から多量に検出されることから,耕作土はⅡ

⑦層のみであることが判明した (分析結果は,第 4章第1節 )。 なおⅡ⑦層は調査区西壁

面と北壁面の西半では,明瞭には観察されない。

大畦畔は,木樋の部分で一部途切れるが, 3① (3)調査区まで伸びている。調査区壁面

の断面図によれば,底幅約4。 8m,高 さ約0.3mで ある。3① (3)調査区では南端部断面 (第

230図 )にわずかに大畦畔の延長が観察できるが,それより北では平面でも,断面でも大

畦畔は観察されない。大畦畔上部は後世に削平されているので,北側ではおそらく削平に

より残存 していないのであろう。また,こ の大畦畔が観察されなくなる部分から,基盤層

の上がりが観察されることから,元々これより北側が比較的高燥な部分であったため,大

畦畔そのものも高いものではなかったことも考えられる。また3①(3)SD01は 大畦畔

東端の延長線上にあることから,こ れが大畦畔に関連する溝であることは確実である。ま

た, 3②調査区北壁断面で大畦畔対応層 (第40図 18。 19層 )を調査区北壁沿い (大畦畔よ

り東部分)に観察できたことから;大畦畔は3① (3)調査区と3②調査区の間に東西方向

にも存在していた可能性がある。

大畦畔を途中で横切るような形で木樋を検出した。針葉樹 (第 4章第3節分析結果)の

丸太を今Jり 抜いて作られている。杭で止めていることや木樋埋土から考えて開渠である。

木樋底の標高は東から西へ低くなっており,東から西へ流水していたことが考えられる。
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4.暗灰掲色粘質土 (3 mm大 の砂粒若干含む)

5.濁明灰褐色砂質土

南   北

0               1

畦畔 3

L=9.00 m ①       L=9.00m ②

1.暗茶褐色粘質土 (Fe多量に含む)

2.暗灰褐色粘質土

第230図  3調査区畦畔及び溝跡断面図 (1/100,1/50)

丁 L_==皇 拳 長 共 墨 ゴ
|

L〓 9。 10 m ②

1.混明黄茶掲色粘質土

2.濁暗灰黒掲色粘質土

3.濁暗灰黒掲色粘質土

4.濁暗灰黒褐色粘質土

5。 濁暗灰黒褐色粘質土

(粗砂含む)

(茶 が強い)

(粗砂及び基盤層土の土を含む)

(4よ りやや粘質)
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0         1m

L==9.20m

B         l ♀百  ,1

L==9。 20m
141'9

10岩

3②木樋平・断面図 (

-229-

1.明灰褐色砂混シル ト (Fe)

2.1よ り砂粒が細かい

3.黒褐色シル ト～粘質土 (べ

―スの湿地形成層)

明灰色細砂

Fe斑混灰色粘質土

明灰色細砂混灰色粘質土 (ラ ミナ)

灰色シル ト

明灰色シル ト混明灰色細砂 (樋内)

灰色粘質土

灰色細砂

明灰掲色粗砂混粘質土 (少量の土

器片を含む)

暗褐灰色粘質土 (Fe含 む)

暗褐灰色粘質土 (Fe多量に含む)

1と 類似 (1よ り砂粒が粗い)

褐灰色シル ト (Fe多量に含む)

掲灰色砂混粘質土 (Fe多量含む)

黒褐色粘土

12.

13.

14.

15.

16.

17.

1/50)第231図
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日
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第232図  3②調査区出土土器 (1/4)
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0 l0 cm

-

第233図  3②調査区出土石器 (1/2)・ 木器 (1/6)・ 青銅器 (1/2)

木樋より下層には,砂 と粘質土のラミナ状堆積が見られることから,素掘り溝の状態で

通水していた時期もあった。また3②調査区北壁断面図で木樋西端のすぐ北側部分には溝

跡が記録されており,溝底の標高は木樋西端より若干低い。おそらく大畦畔西側に沿って

北側に続いているものと考えられるが, 3① (3)と 3②調査区の間は未調査であるので
,

詳細は不明である。

水田畦畔は,大畦畔のほかに 1条検出した。畦畔 2は底幅約1.0～ 1.3m,高 さ約0。 1～ 0。 2m

である。畦畔 3は帯状に検出された鉄分沈着層の欠損部で,幅約0。 4mである。その他,調

査区東壁面と南壁面 (第 36・ 38図 )で Ⅱ⑦層が途切れる部分も,水田畦畔の可能性がある。

2090～ 2092は 水田より下層から出土した遺物である。2090は 外底にタタキメが見られる。

2092は 墨書状の痕跡がある土師器である。2093～ 2096は 3①調査区から出土した水田より

下層に対応する包含層から出土した土器である。2097～2101は 水田耕作土から出土した。

2097及び2098は 墨書のある須恵器である。2098は 杯底部破片で,タ タキメが存在する。こ

れらより水田が奈良時代のものであることが考えられる。2102～ 2105は 木樋と関連して出

土 した土器である。2106と 2107は 水田面よりやや上から出土した遺物である。2108～

2113は , 3①調査区において大畦畔より上層の包含層から出土した土器である。2112は 平

瓶把手である。2113は ふいごの羽口である。図の上部は溶融している。2114～ 2119は 出土

層位不明の遺物である。2114は 須恵器の高台付杯である。線刻がみられる。2115は 須恵器

|
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の甕で,肩部にボタン状浮文がある。2116と 2117は 中国産白磁である。2118は 中国産青磁

である。2119は ふいごの羽口である。外面表面付近は還元状態を呈しているが,内面は酸

化状態である。2120と 2121は 奈良時代以降の包含層から出土した石器である。2122～2124

は水田耕作土直下の層から出土した木器である。いずれも一部の加工痕が残るに過ぎない。

2125は SD01か ら出土した銅製帯金具巡方の表金具である。重さは12。 lgである。この

帯金具の出土位置から約40m離 れたⅣ区の掘立柱建物跡の柱穴から,巡方の裏金具が出土

している。この2つ留め具の突起と穴の部分の位置が一致することから本来はセットで使

用されていた可能性がある。

7 中世

掘立柱建物跡 (第234図 )

l③調査区において,中世の集落跡の一部を検出したが,建物跡の復元はできなかった。

2126は , l③ SP025か ら出土した土師器杯である。

2④⑤調査区においては,柱穴の密度が高いため建物跡の復元は残念ながらできなかっ

た。古代の掘立柱建物跡以外の柱穴のほとんどは平安時代末以降の中世の時期と考えられ

る。ここでは柱穴出土の遺物を掲載するにとどめたい。2127は 弥生時代前期土器である。

2128は 弥生時代中期の土器である。2129は 土製紡錘車である。2130は 土師器の不である。

2144は 瓦器椀である。2145は 刻印花文のある土師器である。2147は 石庖丁である。2148は

大型蛤刃石斧である。2149は 不明鉄器である。

土坑

l③ SK03(第 235図 )

E19区画に位置する。調査区外に伸びる。

師器・須恵器・黒色土器 。西村産瓦質土器・

ら考えれば,室町時代のものであろう。

コンテナ1/2程度の遺物が出土 している。土

瓦器・亀山焼等が出土 している。出土土器か

l③ SK04(第 236図 )

E19区画に位置する。遺構の大部分は調査区外にあるものと考えられる。遺構南端部は

溝の末端の形状をなす。調査面積の割には出土遺物は多く,コ ンテナ1/2箱程度出土して

いる。土師器 。須恵器・西村産瓦質土器及び瓦器等が出土している。出土遺物からは鎌倉

-232-



時代後半頃の時期が考えられる。

7釜 7

~2131

~2i32

で
=正

壼 4133

134

くて:III三二II三二二Ξ[]7:i35

―
S―徳

40

6                          141

曰 D‖嘱晰
10 cm

｀
   ‖4

2149

第234図  2④⑤調査区柱穴出土土器 (1/4)・ 石器 (1/2)・ 鉄器 (1/2)
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2150

ヴ

L=9。 10m

白灰色シル ト～細砂,Fe,
自灰色シル ト

0         1m

-0-

⑤創57

2④⑤SK01(第 238図 )

C21区画に位置する。平面形は不整形であり,

出土遺物はコンテナ1/3箱程度である。土師器

ミミ
2151

1: 2153

床面も凹凸が多い。埋土は砂質土である。

須恵器・黒色土器・瓦器 。備前焼及び中

鰤ヽ
一

・ヽｍ

第235図  l③ SK03平・断面図 (1/50)及 び出土土器 (1/4)
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劉58

L==9.20m

白灰色シル ト層,Mn,Feを 含む,基盤層土

(白 黄色シル ト)ブロック含む

白灰色シル ト

0         1m

10cm

第236図  l③ SK04平・断面図 (1/50)

‖四
“

及び出土土器 (1/4)

国産白磁が出土している。2168は 須恵質椀である。2173は 中国産白磁である。土師器鉢,

甕及び足釜などから考えれば,15世紀前半頃であろう。

2④⑤SK02(第 237図 )

C21区 画に位置する。SH02及 びSB08よ り新

しい。土師器及び須恵器が若干出土している。鎌倉時

代頃か。

2④⑤SK03(第 239図 )

C21・ D20・ D21区画に位置する。平面形は不整形で
,

床面も凹凸が多い。コンテナ1/2箱程度の遺物が出土

している。土師器・須恵器及び備前焼橘鉢が出土して

いる。2182及 び2183か ら15世紀前後の時期が考えられ

よう。

L==9.50 m      l

ヽ

1.淡灰色シル ト層1

lm
若干 の   O

Mn。

炭化物を含む

第237図  2④⑤SK02平
・断面図 (1/50)
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1.淡灰色細砂層

2.黄灰色中砂～淡灰色細砂層

3.灰色シル ト層,Mn含む

1“

' 2169

4.淡灰色細砂層

5.黄灰色中砂～淡灰色細砂層

6.黄灰色中砂～淡灰色細砂層

2171

0                10 cm

第238図  2④⑤SK01平・断面図 (1/50)及 び出土土器 (1/4)
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買
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τ174 75

6    77

L==9.50m
1

1.淡茶灰色細砂,Mn含1下部に灰層  0

:                 li

3平・断面図 (1/50)及 び出土土器

0                10 Cm

2183

(1/4)第239図  2④⑤SK0

2④⑤SK04(第 240図 )

C21・ D21区画に位置する。平面形は不整形で,底面も凹凸が多い。土師器・須恵器・

瓦器及びいぶし焼きの平瓦が出土している。埋土は焼土及び炭を含む。出土遺物からSK

03と 同じ時期が考えられる。
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2④⑤SK05(第 241図 )

C21区画に位置する。非常に

浅いので,遺構かどうかも疑

間がある。遺物は弥生土器が

少量出土 しているが,埋土か

ら中世と判断した。

2④⑤SKll(第 242図 )

D21区画に位置する。非常に

浅くやや長い遺構であること

から,溝の肩の一部かもしれ

ない。土師器の皿が出土 して

いる。2184は 鉄錐状の鉄器で

ある。

|

L==9150m

L=9.50m

l.灰色シル ト,焼土,炭,基盤層土
を含む 0 2m

|

E

上]|

Ｉ
Ｌ

鳳

―――

ハ

Ⅳ

リ

ー

Ｅ

ｏ
Ю

ぷ

＝

・Ｊ

　

　

一

灰白色中～細砂層
Mn含
白黄色シル ト混

灰自色中～細砂層

0         1m

1 _

1.淡茶灰色シル ト

0 lm

第241図  2④⑤SK05平・断面図
(1/50)

2④⑤SKll平・断面図
(1/50)及 び出土鉄器 (1/2)

2.灰茶色粘土ブロックを多量に含む

灰色シル ト

第240図  2④⑤SK04平・断面図 (1/50)

纂Ｍ判ｉ・ドレ駐、、、‐̈
‐一　榊
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2④⑤SK15(第 243図 )

D21区 画に位置する。浅い遺構である。土師器片少量と鉄刀が出土 している。鉄刀

2185は ,木質部がわずかに残存している。土坑墓に伴う副葬品かもしれない。

2④⑤SK16(第 244図 )

C21区 画に位置する。弥生土器及び須恵器の破片が少量出土している。埋土及び形態が

SK17に類似することから土坑墓の可能性もある。

2④⑤SK17(第 245図 )

C21区画に位置する。人骨が出土したことにより,土坑墓であることが判明した。深さ

は浅く,人骨の遺存状況から見るとかなり削平されていたようである。頭蓋骨及び顎の周

辺特に歯の残存状況は比較的良好である。埋土から平安時代の須恵器の小破片が出土して

いることや,埋土土質から考えて中世の所産であろう。

OZ
一

(賃
)一

L==9.60m

l 鉄器

2

1.基盤層土 (白 黄色

シル ト)

2.灰色粘土層 (基盤

層土含む)

0         1m

|

E

TI

L==9.60m

1

l.淡茶灰色シル ト   o lm

第244図  2④⑤SK16平・断面図
(1/50)
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朝
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鯰
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ロ
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|

第243図  2④⑤SKl

※スクリーンは本質遺存部

5平・断面図 (1/50)及 び出土鉄器 (1/2)
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Ｎ④2④⑤C20S P 0 5 7(第 246図 )

調査時にビットとして番号をつけているが,

土坑として報告する。伏せられた土師器鍋の中

に土師器の杯が 2つ置かれていた。杯のうち一

つは回縁を上にして,一つは回縁を下にして置

かれていた。土坑掘り方は,土師器鍋より少し

大きい程度である。埋土からは弥生土器2186が

出土しているが,お そらくこれは本来SH04

埋土中のものであろう。

≧9

L=〓 9.30m

L=9.50 m  l

E

EI

1.基盤層土 (白 黄色シル ト)粒含む灰
色シル ト

0         1m

第245図  2④⑤SK17平・断面図 (1/50)

ハ

盗
」、

S /

σ9◎
2188     2187

鍋除去後

第246図  2④⑤C20S P 0 5 7平・断面図 (1/20)0出土土器 (1/4)
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溝跡

l① SD01 ・02003(第 247図 )

調査区北端で,川跡北側に沿うように検出された溝跡である。埋土から鎌倉時代頃の遺

物が出土している。このうちSD03については,中世の水田跡を覆う洪水砂層 3b層

(第 247図 1層 )で埋まっていることや,水田畦畔に沿っていることから,水田に水を供

給する溝跡であつたことがわかる。2190～ 2193は SD03か ら出土 した土器である。

2190と 2191は 土師器である。2190は 蓋であろうか。2192は 黒色土器A類椀である。2193は

陶器灰釉皿である。後世の遺物の混入であろう。

①L=9。 lo m

南   sD03 SD02 北

3

1.淡黄灰色砂質シル ト (洪水砂 3b層 )

2.淡灰褐色粘質シル ト (茶褐色土ブロック含む)

3.灰色粗砂

4.淡灰褐色粘質土

5。 暗灰色砂質シル ト (黄色砂ブロック含む)

8

6.灰褐色粘質土

7.灰褐色砂質土

8.灰褐色砂質土 (白 黄色シル トプロック含む)

9.黄灰色中～粗砂 (基盤層土)

SD02 SD01

0         1m

四 :   1釧
｀

 :1"薦 1"   m

第247図  l① SD01・ 02・ 03平面図 (1/200)・ 断面図 (1/50)及 び出土土器 (1/4)

l②・ 2① SD01(第 248～ 250図 )

V字形断面の大溝である。調査範囲が狭いため,底面標高では流水方向を決定すること

はできないが,現在の土地の標高及び遺構検出面の標高は,東側の方が高いことから流水

方向も東から西であろう。おそらく大束川からの取水溝であろう。埋土には鉄分沈着層が

みられる。最終埋没土層 (第248図 14層 )下面からは長さ4.5mの杭が出土した。遺物は,

弥生土器 。土師器・須恵器 。黒色土器 。瓦器 。緑釉陶器・灰釉陶器 。中国産白磁・平瓦等

が出土している。出土遺物は鎌倉時代頃までのものである。2194は 弥生土器である。

2195～ 2197は 土師器である。2197は 把手である。2198～ 2201は 須恵器である。2202は 黒色

~`´ ~■
■・ヽ、、.、ヽ

L==9,00 rn

南
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子♀
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54

3334J53637,5 3036釧 16
55

1.耕作±            15。 灰色小礫 (φ ～0.5 cm)混 じり粗砂  35。 茶褐色粗砂混じり小礫

2.赤橙色細礫混じり       16.灰 青色シル ト            36.淡 黄色シル ト混じり粗砂

(φ ～0.5 cm)粘 質シル ト   17.掲 灰色シル ト            37.茶 褐色小礫 (φ ～0.7 cm)

3.灰色細礫混じり        18.掲 灰色粘質シル ト          38.黄 掲色シル ト混じり小礫 (φ ～0.7 cm)

(φ ～0.5 cm)粘 質シル ト   19.黄灰色シル ト            39.淡 青灰色小礫

4.灰橙色細砂          20.灰 青色粘質シル ト

 灰色粘質シル ト  11:段 言雁魯91卜 }洪
水堆積物

5.灰橙色粘質シル ト       21.責 色シル ト混じり褐

6.灰色シル ト          22.黄 灰色シル ト            42.灰 色小礫 (φ ～0。 7 cm)混 じり粗砂

7.橙色シル ト          23.淡 黄色～淡青灰色シル ト       43.濁 黄色シル ト

8.灰色シル ト          24.灰 青色粘±            44.灰 色小礫 (φ ～0.7 cm)混じり粗砂

9.橙色シル ト          25.黄 掲色細砂            45。 掲灰色細砂

10。 灰色シル ト          26.淡 黄色シル ト            46.掲 灰色粗砂混じり小礫 (φ ～0.5cm)

11.橙色シル ト          27.淡 青灰色シル ト           47.淡 灰色粗砂

12.灰色シル ト          28.淡 青灰色細砂           48.濁 淡灰褐色シル ト

13.淡灰褐色シル ト        29.淡 黄灰色シル ト           49.褐 灰色粗砂混じり小礫 (φ ～0.7 cm)

14.褐色粘土 (ブ ロック状)    30。 青灰色粘質シル ト          50。 茶掲色粘土

(黄色粘

昂こ翼翼島 
色小礫を

  :|:|][:li            :|:i:言 [i:il[]色

粘土

55.灰 色細砂

56.褐灰色小礫 (φ ～0.5 cm)混 じり粗砂

茶色及び黄褐色粘土ブロックを含む白灰色シル ト層

青灰色シル トと灰白中～細砂のラミナ状堆積

灰白色シル トと灰自中～細砂のラミナ状堆積 ―――鉄分沈着層

第248図  l② 。2① SD01断面図 (1/50)
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・石器① (1/2)第249図  2① SD01平面図 (1/50)及 び出土土器 (1/4)
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土器A類椀である。2203と 2204は瓦器椀である。2205と 2206は 緑釉陶器である。2207と

2208は 灰釉陶器である。2209は 中国産白磁である。2210は 土錘である。2211～ 2218は 石器

である。2211と 2212は 石槍で,同一個体の可能性がある。2216は 横長剥片である。2217は

扁平片刃石斧あるいは柱状片刃石斧の破片である。2218は 摩滅痕ある石器である。2219は

鉄鏃である。

1.灰白色シル ト～細砂

E18区画に位置する。浅い溝である。埋土及び出土遺物から
0         1m

鎌倉時代頃の時期が考えられる。                降¬デト_J

第251図  l② SD02
断面図 (1/50)

2④⑤SD01(第 252図 )

l② SD02(第 251図 )

Ｌ〓
９
．
５０ｍ
一北

常
２２２２面

7》
Λ
緻

Z｀

0                10 cm

警          T
断面 2 0         1m

7

1.耕作土

2.白灰色シル ト・
呈する

3。 自灰色シル ト,

4.灰茶色シル ト

5.白灰色シル ト

θ

・石器 (1/2)

鉄分の影響で褐色を

Mn含 む

(ビ ット)

2221

 `｀    2226

2 cm  鰹

~鶉

0

円
 02228

断面図 (1/50)及 び出土土器 (1/4)第252図  2④⑤SD01
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2④⑤調査区南端に沿う溝跡であ

る。調査区南西隅で北側へ曲がる。

調査区内には一部分しか存在しない

ため,規模は不明である。土師器・

須恵器・須恵質平瓦が出土している。

2220～2226は 土師器である。15世紀

前後の遺物と考えられる。2227は 中

国産青磁椀である。2228と 2229は 石

錐である。

2④⑤ SD02・ 14(第 253図 )

C20区画に位置する。SD02と

2④⑤SD06(第 256図 )

C21区 画に位置する。浅く短い溝

跡である。埋土から弥生土器 。土師

器・瓦器椀及び焼土が出土している。

2④⑤SD17(第 257図 )

E20区 画に位置する。浅い溝跡で

ある。弥生土器・土師器・須恵器の

小片が出土している。

1.灰 白色シル ト
1.白灰色シル ト層,Mn含

2230

SD14は本来は一続きの溝跡であろう。弥生土器・土師器及び須恵器が出土している。

2230は 弥生土器である。もとは弥生時代終末期のSD12埋土中の遺物であろう。2231が

この溝の埋没時期を示す資料であろう。

第253図  2④⑤SD02断面図 (1/50)

及び出土土器 (1/4)

Ocm

1.自灰色シル ト層,Mn,
Fe

0         1m

第254図  2④⑤SD
04断面図
(1/50)

L=9.50 m l _

1.灰色細砂混シル
ト層,Mn

0         1m

第256図  2④⑤SD
06断面図

(1/50)

2④⑤SD04005(第 254。 255図 )

D20区画に位置する。本来は一続きの溝跡であろう。遺物は

わずかに土師器片 2及び須恵器甕片 1のみであり,詳細な時期

は不明である。埋土から考えて中世の時期であろう。

L==9.50m

1.白灰色シル ト層,Fe,
Mn

0          1m

第255図  2COSD
05断面図

(1/50)
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水田跡等

l①調査区 (第247図 )

3b層 で埋没した水田跡を検出した。先述したよう

にSDo3が この水田の取水溝であり, SD03沿い

には部分的に畦畔が存在する。水口を lヶ 所確認して

いる。 3b層 からは瓦器椀, 3c層 からは土師器の椀

が出土していることから,鎌倉時代ころの水田であろ

う。この水田土壌層もプラント・オパール分析を行っ

ている (第 4章第 1節 )。 その結果, 3c層 をピークにして,上層の3b層 と下層の4a

層でも高い個体数のプラント・オパールを確認し,水田跡であることが確実となった。

第258図  l② 02①調査区ビット群平面図 (1/400)

断面①       断面②
L=〓 9.50 m           L==9.50m

l.淡茶灰色シル

Mi臨Jm
第257図  2④⑤SD17

断面図 (1/50)

♀  1  ,  1  1 :fm

及び出土石器 (1/2)

`

Ｇ

２２３３

日
間
Ｕ

‐［日］口日］け」‥‐

-247-



l② 02①調査区 (第258図 )

SD01検出面で,多数のビット検出した。この面は2①調査区では第1面に当たる。

これらのビットは列をなすものの,形は不整で,深 さも浅いものである。このため柱穴で

はなく,畑作に伴う作物の抜き取り痕の可能性等が考えられる。また, 2①調査区で畦畔

跡としたのは,鉄分沈着層の欠落部分である。

2232は 2①調査区ピットから出土した石庖丁である。2233は 2①調査区第1面遺構検出

時に出土した石帯である。サヌカイト製である。

8 近世以降

明確に遺物で時期決定できないものの,他の遺跡でよく見られる水溜状の土坑を近世以

降の遺構として,報告しておく。

2④⑤SK08009010(第 259図 )

D21区画に位置する。新旧関係の見られる遺構である。SK09。 10は基盤層土ブ

ロックを含む埋土であり,埋め戻されたものと考えられる。SK10は調査区外に伸びて

おり,全体の規模は不明である。SK08か らは須恵質の平瓦が出土した。SK09から

は弥生土器が出土している。SK10か らは弥生土器・土師器 。須恵器がわずかに出土し

ている。

Ｎ④
L==9.60m

N   08

L==9.60m

S

09

1.自灰色シル ト混基盤層土 (白 黄色粘土)ブロック層

2.白灰色シル ト層

3.灰茶色粘土層

4.基盤層土ブロック混淡灰色シル ト

第259図  2④⑤SK08009・ 10平 0断面図 (1/50)

L==9.60m

W   o9    E
L==9.60m

N     s

彊
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2④⑤SK12(第 260図 )

E20区画に位置する。調査区内には一部し

か存在 しないため,規模は不明である。埋

土に基盤層土ブロックを含むことから,埋

め戻されていることがわかる。土師器片及

び備前焼甕の破片が出土している。

2④⑤SK13(第 261図 )

D21区 画に位置する。埋土に基盤層土ブ

ロックを含むことから,埋め戻されている

ことがわかる。土師器,近世陶器及び中国

産白磁2234が出土している。

2④⑤SK18(第 262図 )

C20区 画に位置する。埋土に基盤層土プロ

がわかる。弥生土器 。土師器 。須恵器が出土

¬ ― T、
、

_

L==9。 50m

:::7:`|||ブ

ロツク混白灰
[r_「H____lm

第260図  2④⑤SK12平・断面図 (1/50)

Ｊ

Ｎ

ックを含むことから,埋め戻されていること

している。2235は 中世の土師器甕である。

2④⑤SK21(第 263図 )

C20区画に位置する。土師器・須恵器が出土している。

Ｅ

ｏ
ｏ
．ｏ

＝
＝
コ

L==9.60 rn

1.白黄色粘土ブロッ
クを含む自灰色シ
ル ト層

0         1m

3平 0断面図 (1/50)

0                1o cm

及び出土土器 (1/4)第261図  2④⑤SKl
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0         1m

第262図  2④⑤SKl

1.白灰色シル ト～細砂層1基盤層土 (白 黄色シル ト)含む

0                10 cm

8平 0断面図 (1/50)及 び出土土器 (1/4)

Ｅ

ｏ
∽
．０
＝
＝
ヨ

L==9.50m

9 出土位置不明の遺物

最後に,出土位置不明の遺物を報告する。

2236～ 2243は 2④⑤調査区で,主に遺構

検出時に出土 した遺物である。2236と

2237は 弥生土器である。2238は 須恵器であ

る。 2239～ 2243は 中国産青磁である。

2242は 香炉であろうか。2244～ 2249は 石器

である。2245は 石槍である。2250と 2251は

出土位置不明の遺物である。

|

L==9.50m

E

]
1. 白灰色シル ト

め

一

~~ヽ

こIIIIIラ
ア
11日亜趨面蔓」

m

第263図  2④⑤SK21平 0断面図 (1/50)
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第4章 自然科学調査の成果

第 1節 香川県,川津一ノ又遺跡Ⅲ区におけるプラント。オパール分析

株式会社 古環境研究所

1.は じめに

植物珪酸体は,ガ ラスの主成分である珪酸 (Si0 2)が植物の細胞内に蓄積したもので

あり,植物が枯死した後も微化石 (プ ラント・オパール)と なって土壌中に半永久的に

残っている。プラント・オパール (植物珪酸体)分析は,こ の微化石を遺跡土壌などから

検出し,その組成や量を明らかにする方法であり,イ ネをはじめとするイネ科栽培植物の

同定および古植生 。古環境の推定などに応用されている。

川津一ノ又遺跡北部地区の発掘調査では,中世とされる土層から水路と水口を伴う水田

遺構が,さ らに,奈良時代とされる土層からも水田遺構が検出された。そこで,こ れらの

遺構における稲作の検証ならびにその他の層における稲作跡の探査を目的にプラント・オ

パール分析を行うことになった。

2.試料

調査地点は, 1-①調査区西壁の北端より6m地点と3-②調査区南壁の東端より

41m地点の2地点である。

試料は, 1-①調査区では上位より淡灰褐色粘質土 (3b層 ,試料①),灰褐色粘質土

(3c層 ,試料②),橙灰色砂質土 (4a層 ,試料③),灰黄色砂質シルト (4c層 ,試料

④),洪水砂 (5b層 ,試料⑤),淡茶褐色粘土 (5c層 ,試料⑥,⑦)の 7′点, 3-②調

査区では上位より粗砂が多量に混じる暗灰色砂質土 (Ⅱ ③層,試料③),粗砂混じり灰色粘

土 (Ⅱ ⑦層,試料⑨),粗砂混じり淡黒灰色粘土 (Ⅲ①層,試料⑩)の 3`点の計10点である。

このうち,中世の水田遺構が検出されていたのは3c層 ,奈良時代の水田遺構は5c層 およ

びⅢ①層である。また,試料はいずれも遺跡の調査担当者によって採取されたものである。

3.分析法

プラント・オパールの抽出と定量は,「 プラント・オパール定量分析法 (藤原 ,
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1976)」 をもとに,次の手順で行つた。

1)試料土の絶乾 (105℃ ・24時間)

2)試料土約 lgを杵量,ガラスビーズ添加 (直径約40μ m,約 0。 02g)

※電子分析天杵により1万分の lgの精度で杵量

3)電気炉灰化法による脱有機物処理

4)超音波による分散 (300W。 42KHz。 10分間)

5)沈底法による微粒子 (20μ m以下)除去,乾燥

6)封入剤 (オ イキット)中 に分散,プ レパラート作成

7)検鏡 。計数

検鏡は,お もにイネ科植物の機動細胞に由来するプラント・オパール (以下,プラント・

オパールと略す)を同定の対象とし,400倍の偏光顕微鏡下で行つた。計数は,ガラスビー

ズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート1枚分の精査に相当する。

検鏡結果は,計数値を試料 lg中 のプラント・オパール個数 (試料 lgあ たりのガラス

ビーズ個数に,計数されたプラント・オパールとガラスビーズの個数の比率を乗じて求め

る)に換算して示した。また,お もな分類群については,こ の値に試料の仮比重 (1.0と

仮定)と 各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あたりの植物体乾重,単位 :10~5g)を

乗じて,単位面積で層厚 l cmあ たりの植物体生産量を算出し図示した。換算係数は,イ

ネは赤米,キ ビ族はヒエ, ヨシ属はヨシ,ウ シクサ族はススキ,タ ケ亜科については数種

の平均値を用いた。その値は,そ れぞれ2.94(種実重は1.03),8.40,6。 31,1.24,

0。 48で ある (杉山・藤原,1987)。

4.分析結果

採取された試料すべてについて分析を行った結果,イ ネ, ヨシ属,シバ属,ウ シクサ族 ,

タケ亜科の各分類群のプラント・オパールが検出された。これらの分類群について定量を

行い,その結果を第 8表 と第265図 ,第266図 に示した。以下,各地点ごとに検出状況を

記す。

1)1-①区

本地′点では,試料①～試料⑦について分析を行った。イネは試料⑤を除く各試料より検

出された。試料①,②,③では比較的高い密度である。ヨシ属は試料④,⑤,⑦より検出
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されたが,いずれも低い密度である。シバ属は試料①より検出されたが低い密度である。

ウシクサ族は試料②,③,⑤,⑥,⑦より検出されたが,いずれも低い密度である。タケ

亜科はすべての試料より検出された。試料①以外はいずれも高い密度である。

2)3-②区

本地
`点
では,試料③～⑩について分析を行った。イネは試料③と⑨より検出された。試

料⑨ではやや高い密度である。ヨシ属は試料③と⑩より検出されたがこれも低い密度であ

る。ウシクサ族はすべての試料より検出された。試料⑩では比較的高い密度である。タケ

亜科はすべての試料より高い密度で検出された。

5。 考察

(1)稲作の可能性について

稲作跡 (水田跡)の検証や探査を行う場合,通常,イ ネのプラント・オパールが試料 lg

あたりおよそ5,000イ固以上の密度で検出された場合に,そ こで稲作が行われていた可能性

が高いと判断している。また,プラント・オパール密度にピークが認められれば,上層か

ら後代のものが混入した危険性は考えにくく,密度はそれほど高くなくても稲作が行われ

第 8表 川津―ノ又遺跡のプラン ト・オパール分析結果

検出密度 (単位 :× 100個 /8)

分 類 群 ＼ 試 料

1-①区 3-②区

① ⑦⑥⑤④③② ⑩⑨③

イネ

キビ族 (ヒ エ属など)

ヨシ属

シバ属

ウシクサ族 (ス スキ属など)

タケ亜科 (お もにネザサ節 )

7

15

8

10     9            7    15    15

85   157   205   175   365   580   479

15

15     7    39

162   133   397

推定生産量 (単位 :kg/m2.cm)

イネ

(イ ネ籾)

キビ族 (ヒ エ属など)

ヨシ属

ウシクサ族 (ス スキ属など)1   0.12 0.11    0.09 0。 18 0。 19

タケ亜科 (お もにネザサ節)10。 41 0。 75 0。 98 0.84 1.75 2.78 2.30

1.14  1。 44  1.26  0。 45        0.66  0.22

0。 40  0.51  0。 44  0。 16        0。 23  0.08

0.48  0。 46        0.94

0.22  0.83

0.08  0.29

0。 93        0。 41

0.18  0.09  0.48

0。 78  0.64  1.94
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ていた可能性は高いと考えられる。以上のことを基準として,各地点について考察を行う。

1)1-①区

ここでは,試料①,②,③,④,⑥,⑦よリイネのプラント。オパールが検出された。

したがって,こ れらの試料が採取された層準において稲作が行われていた可能性が考えら

れる。このうち,試料②ではプラント・オパール密度がおよそ5,000個 /gと 高い値であり,

ピークが認められる。また,試料①と③でも密度が4,000個 /g前後と比較的高い値である。

さらに,試料⑥では密度は2,200個 /gと やや低いものの,直上の試料⑤からはまったく検

出されていないことから,上層からの混入の危険性は考えにくい。以上のことから,試料

①,②,③,⑥が採取された各層準については稲作跡である可能性が高いと考えられる。

なお,発掘調査では試料②と⑥の層準より水田跡が検出されており,分析結果はこれを裏

付けるものである。

2)3-②区

ここでは,試料③と⑨よリイネのプラント・オパールが検出された。したがって,こ れ

らの試料が採取された層準において稲作が行われていた可能性が考えられる。なお,発掘

調査で水田耕土とされていた試料⑩の層準からはイネのプラント・オパールは検出されて

おらず,矛盾する結果となった。これについては,直上の試料⑨の層準が比較的高い密度

であることから,あ るいは大畦畔に伴う水田は試料⑨の層準であるのかも知れない。

(2)プ ラント・オパール分析からみた植生・環境

一般に,ヨ シ属は湿地等の湿つたところに生育し,ウ シクサ族 (ス スキ属など)や タケ亜科

は比較的乾いた環境のところに生育することが知られている。このことから,こ れらのオ直物の

出現状況を検討することによって,堆積当時の環境 (乾燥・湿潤)を推定することができる。

本遺跡では,全体にタケ亜科が優勢でヨシ属はごく少量である。とくに,試料⑤,⑥ ,

⑦および⑩の層準ではタケ亜科が卓越している。したがって,本遺跡一帯は古代より概ね

乾いた環境で推移してきたと推定される。

また,上記のことと,土層断面に鉄分の集積やマンガン粒の沈積が認められることなど

から,本遺跡で検出されたかあるいは包蔵が予想される水田跡の形態は,地下水位の低い

乾田型であったと推定される。
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6。 まとめ

川津一ノ又遺跡においてプラント・オパール分析を行い,検出された水田跡における稲

作の検証ならびにその他の層における稲作跡の探査を試みた。その結果,水田遺構が検出

されていた層準より採取された試料②と⑥からはイネのプラント・オパールが高い密度で

検出されたことから,こ れらの層が稲作跡であることが分析的に確認された。また,その

他では試料①,③,⑨の層準についても稲作跡である可能性が高いと判断された。

(引用文献)     、

杉山真二・藤原宏志 (1987)||1国市赤山陣屋跡遺跡におけるプラント・オパール分析.赤山一古環境編―.川

口市遺跡調査会報告,10,281-298.

藤原宏志 (1976)プ ラント・オパール分析法の基礎的研究(1)一 数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量分析法

―,考古学と自然科学, 9:15-29.

藤原宏志 (1979)プ ラント・オパール分析法の基礎的研究 (3)一 福岡・板付遺跡 (夜臼式)水田および群馬 。日

高遺跡 (弥生時代)水田におけるイネ (o sativa L)生 産総量の推定―,考古学と自然科学,12:29-41.

藤原宏志 。杉山真二 (1984)プラント・オパール分析法の基礎的研究(5)― プラント・オパール分析による水田

址の探査―,考古学と自然科学, 17:73-85.

第 2節 川津一ノ又遺跡から出土した木製品の樹種

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

川津一ノ又遺跡周辺では,こ れまでにも下川津遺跡,川津下樋遺跡,川津中塚遺跡で
,

出土 した木製品などの樹種同定から過去の用材選択が明らかにされている (島地 。林 ,

1990;能城・鈴木,1990;パ リノ・サーヴェイ株式会社,1996;パ リノ・サーヴェイ株式

会社,1995;パ リノ・サーヴェイ株式会社,1995)。 これらの調査結果を見ると,合計で

53種類 (針葉樹 9種類,広葉樹44種類)の木材が確認されており,様々な種類の木材が利

用されていたことがうかがえる。確認された主な樹種は,下川津遺跡の花粉分析結果 (パ

リノ・サーヴェイ株式会社,1990)や川津下樋遺跡の植物遺体 (種子 。葉)の同定結果

(パ リノ・サーヴェイ株式会社,1996)で も認められている。このことから,遺跡周辺に

生育 していた樹木を利用 した可能性が指摘されている。

本報告では,川津一ノ又遺跡から出土した木製品の樹種を明らかにし,当該期の用材選択
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について検討する。

1,試料

試料は,出土した古墳時代の木製品 5点 (試料番号 1～ 5)である。各木製品の詳細に

ついては,樹種同定結果と共に第 9表に記した。

2.方法

剃刀の刃を用いて,試料の木口 (横断面)。 柾目 (放射断面)。 板目 (接線断面)の 3

断面の徒手切片を作製する。切片は,ガム・クロラール (抱水クロラール・アラビアゴム

粉末・グリセリン。蒸留水の混合液)で封入し,プ レパラートとした。プレパラートは
,

生物顕微鏡で木材組織の特徴を観察し,種類を同定する。

3.結果

樹種同定結果を第 9表に示す。試料はいずれも広葉樹で, 5種類 (コ ナラ属コナラ亜属

クヌギ節・コナラ属コナラ亜属コナラ節・コナラ属コナラ亜属・コナラ属アカガシ亜属・

シキミ)に 同定された。各種類の解剖学的特徴などを以下に記す。

・コナラ属コナラ亜属クヌギ節 (2″θκνs subgen.Zυ〃οbα′α4"ssect O″″おsp.) ブナ科

環孔材で孔圏部は 1～ 3列 ,孔圏外で急激に管径を減 じたのち,漸減 しながら放射状に

配列する。道管は単穿孔を有 し,壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性,単列, 1～

20細胞高のものと複合放射組織とがある。

第 9表 木製品の樹種同定結果

料

号

試

番 出土位置 用途 時代 時期 樹  種
書
号

生
回
帰

報
遺

1 Ⅲ区l②北東Gr.最下層 斧柄
古墳時代
(6世紀後半～ 7世紀)

コナラ属コナラ亜属

Ⅲ区l② SR02g層 横槌
古墳時代
(6世紀後半～7世紀)

コナラ属コナラ亜属
クヌギ節

Ⅲ区l② SR02g層 横 槌
古墳時代
(6世紀後半～ 7世紀 )

属亜

属

シ

ラ
ガ

ナ

カ
コ
ア

Ⅲ区l② SR02g層 竪杵
古墳時代
(6世紀後半～7世紀)

シキ ミ

Ⅲ区l② SR02g層 不明
古墳時代
(6世紀後半～ 7世紀)

コナラ属コナラ亜属
コナラ節
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1.コナラ属コナラ亜属クヌギ節 (試料番号2)

2.コ ナラ属コナラ亜属コナラ節 (試料番号5)

3.コ ナラ属アカガシ亜属 (試料番号3)

a:木口,b:柾目,c:板 目
］］

200 μ m:a
200 μ m:b, c

木材の顕微鏡写真 (1)
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-     20o μ m:a
■■■■■■■ 200 μ m:b, c

第268図 木材の顕微鏡写真 (2)

。コナラ属コナラ亜属コナラ節 (0夕θκ
“
s subgen.ιυjあわα′α″夕s sect.Pr′″

“
s sp.) ブナ科

環孔材で孔圏部は 1～ 2列 ,孔圏外で急激に管径を減じたのち,漸減 しながら火炎状に

配列する。道管は単穿孔を有 し,壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性,単列, 1～

20細胞高のものと複合放射組織とがある。

・コナラ属コナラ亜属 (2露θ″ε
“
s subgen.二υJあ bα′α′ッs sp.)          ブナ科

環孔材で,孔圏部は 1～ 2列である。孔圏外小道管は,保存が良好ではないために観察

できない。道管は単穿孔を有 し,壁孔は交互状に配列する。放射組織は単列組織と複合放

射組織とがある。以上の特徴からコナラ亜属と判断できるが,小道管の配列が不明なため

にクヌギ節かコナラ節かの同定には至らなかった。

・コナラ属アカガシ亜属 (2クθκッs subgen.のθ′οbα′α′

"sお

sp) ブナ科

放射孔材で,管壁厚は中庸～厚く,横断面では楕円形,単独で放射方向に配列する。道

管は単穿孔を有し,壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性,単列, 1～ 15細胞高のも

のと複合放射組織とがある。

・シキミ (fJJJσル″α′おα′″″L.)                 シキミ科シキミ属

散孔材で管壁厚は中庸～薄く,横断面では多角形,単独または2～ 4個が複合する。道
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管は階段穿孔を有し,壁孔は階段状～対列状に配列する。道管内壁にはらせん肥厚が認め

られる。放射組織は異性Ⅱ～ I型, 1～ 2細胞幅, 1～ 20細胞高。

4.考察

斧柄にはコナラ亜属,横槌にはクヌギ節およびアカガシ亜属,堅杵にはシキミがそれぞ

れ確認された。斧柄や横槌の結果は,本遺跡の北方約1.5～ 2 kmに位置する下川津遺跡

で得られた結果 (島地・林,1990;能城・鈴木,1990)と も調和的である。同様の結果は
,

香川県以外にも全国各地でみることができる (島地 。伊東,1988;伊東,1990)。 コナラ

属の木材は堅く高い強度を有している。また,下川津遺跡や川津下樋遺跡で推定されてい

る古植生 (パ リノ・サーヴェイ株式会社,1990,1996)か ら,コ ナラ亜属 (ク ヌギ節を含

む)やアカガシ亜属は周辺で普通に.見 られた樹種と考えられる。これらのことが本地域で

斧柄や横槌に多数利用された背景として考えられる。

堅杵については,下川津遺跡でヒサカキが 1点確認されているが,他には県内で樹種を

明らかにした例は知られていない。そのため,本地域における用材選択の傾向は明らかで

はない。しかし,東大阪市鬼虎川遺跡でシキミの堅杵が確認されていることを考慮すれば,

本地域においても堅杵の用材として適材と考えられていた可能性がある。シキミは,下川

津遺跡 。川津下樋遺跡 。川津中塚遺跡の調査では 1点 も確認されていない。しかし,シ キ

ミはカシ林やモミ。ツガ林の林床に普通に見られる樹種であり,こ れまでの調査で推定さ

れている古植生から遺跡周辺で生育していたことが推定される。堅杵についても,他の用

途と製品に周辺で入手可能な木材の中から適材を選択・利用していたことが推定される。

(引用文献〉

伊東隆夫(1990)日 本の遺跡から出土した木材の樹種とその用途Ⅱ.木材研究・資料,26,p.91-189.

パリノ・サーヴェイ株式会社 (1990)下 川津遺跡における花粉・珪藻分析委託報告.「瀬戸大橋建設に伴う埋蔵

文化財発掘調査報告Ⅷ 下川津遺跡 一第 2分冊一」,p.479-518,香川県教育委員会 。(財 )香川県埋蔵文

化財調査センター 。本州四国連絡橋公団.

パリノ・サーヴェイ株式会社(1995)川 津中塚遺跡出土の木製品の樹種「四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化

財発掘調査報告 第十五冊 龍川四条遺跡」,p.198-203,香川県教育委員会 。(財 )香川県埋蔵文化財調査

センター 。日本道路公団。

パリノ・サーヴェイ株式会社(1996)川 津下樋遺跡における植物性遺物の同定。「四国横断自動車道建設に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告 第二十一冊 川津下樋遺跡」,p.174-185,香 川県教育委員会 。(財 )香川県埋蔵

文化財調査センター 。日本道路公団.
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島地 謙・林 昭三(1990)昭 和61年度調査の分析委託結果.「瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告Ⅶ

下川津遺跡 ―第2分冊一」,p.520-532,香 川県教育委員会 。(財 )香川県埋蔵文化財調査センター・

本州四国連絡橋公団.

島地 謙 。伊東 隆夫編(1988)日 本の遺跡出土木製品総覧。p.296,雄 山閣。

能城修一 。鈴木三男(1990)昭 和63年度調査の分析委託結果。「瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告Ⅶ

下川津遺跡 ―第2分冊―」,p.533-567,香 川県教育委員会・(財 )香川県埋蔵文化財調査センター 。本

州四国連絡橋公団.

第 3節 川津一ノ又遺跡から出土した木材の樹種

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

川津一ノ又遺跡では,こ れまでにも古墳時代の斧柄・横槌・堅杵・用途不明木製品につ

いて樹種同定が行われ,コ ナラ亜属クヌギ節・アカガシ亜属 。シキミ等が確認されている

(前節資料)。 同様の結果は,本遺跡に比較的近い下川津遺跡から出土した木製品の樹種

同定結果 (島地・林,1990;能 城 。鈴木1990)で も確認されている。これらの樹種は,下

川津遺跡や川津下樋遺跡で推定されている古植生 (パ リノ・サーヴェイ株式会社,1990,

1996)と も調和的である。

本報告では,弥生時代中期～終末期および奈良 。平安時代の遺構から出土した木製品の

樹種を明らかにし,｀用材選択に関する資料を得る。

1.試料

試料は,弥生時代中期～終末期の自然河川跡 (SR01, 02)か ら出土した木製品3

点と,奈良 。平安時代の大畦畔を横切るような形で設置されていた木樋 1点である。各試

料の詳細については,樹種同定結果と共に第10表に記した。

2.方法

剃刀の刃を用いて木口 (横断面)。 柾目 (放射断面)。 板目 (接線断面)の 3断面の徒

手切片を作製 し,ガム・クロラール (抱水クロラール,ア ラビアゴム粉末,グ リセリン
,

蒸留水の混合液)で封入し,プ レパラー トを作製する。作製 したプレパラー トは,生物顕
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微鏡で観察 。同定する。

3.結果

樹種同定結果を第10表に示す。試料番号 3は ,仮道管を主とし道管が認められないこと

から針葉樹であることは確認できたが,木材組織の保存状態が良好ではないために樹種の

同定には至らなかった。他の試料は,針葉樹 1種類 (ヒ ノキ属)と 広葉樹 2種類 (コ ナラ

属アカガシ亜属・ケヤキ)に 同定された。各種類の主な解剖学的特徴を以下に記す。

・ヒノキ属 (C力α″αθαραrお Sp.) ヒノキ科

早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急で,晩材部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部

に限って認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され,柔細胞壁は滑らか,分野壁孔は

ヒノキ型で1～ 4個。放射組織は単列, 1～ 15細胞高。

・コナラ属アカガシ亜属 (2γθrc“s subgen.のσノοbαル″″sお sp.) ブナ科

放射孔材で,管壁厚は中庸～厚く,横断面では楕円形,単独で放射方向に配列する。道

管は単穿孔を有し,壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性,単列, 1～ 15細胞高のも

のと複合放射組織とがある。

' f I + (Zelkoua serrata (Thunb. ) tvtakino ) ニレ科ケヤキ属

環孔材で孔圏部は1～ 2列 ,孔圏外で急激に管径を減じたのち漸滅,塊状に複合し接線

・斜方向の紋様をなす。道管は単穿孔を有し,壁孔は交互状に配列,小道管内壁にはらせ

ん肥厚が認められる。放射組織は異性Ⅲ型, 1～ 10細胞幅, 1～ 50細胞高で,上限の縁辺

部を中心に結晶細胞が顕著に認められる。柔組織は周囲状。

第 10表 樹種同定結果
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料
号

試
番

出土位置 用 途 時代 。時期 樹 種
報 告 書
遺物番号

1 3②区SR01 不 明
弥生時代
中期～終末期

ヒノキ属

3②区SR02 鍬
弥生時代
中期～終末期 属亜

属

シ

ラ
ガ

ナ

カ
コ
ア

1712

3 3②区大畦 木樋 奈良 。平安時代 針葉樹 挿図第 213

3②区SR01 不 明
弥生時代
中期～終末期

ケヤキ



1.ヒ ノキ属 (試料番号 1)

2.コ ナラ属アカガジ亜属 (試料番号2)

3.ケヤキ (試料番号4)

a:木口・ b:柾 目,c:板 目
・一

200 μ m:a
200μ m ibi c

木材の顕微鏡写真 (3)
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4.考察

出土した木製品は,鍬 1点 ,木樋 1点,用途不明 2点である。鍬はアカガシ亜属,木樋

は針葉樹,用途不明はヒノキ属とケヤキにそれぞれ同定された。

鍬の樹種については,西 日本を中心に多くの遺跡で調査されており,時代 。時期に関わ

らずアカガシ亜属が多いことが明らかとなっている (島地 。伊東,1988;伊東,1991)。

香川県においても,下川津遺跡,林・坊城遺跡,龍川五条遺跡,鴨部 。川田遺跡で鍬 。鋤

の樹種同定が行われている (島地 。林,1990;鈴木 。能城,1990;パ リノ・サーヴェイ

株式会社,1993a;未公表資料)。 その結果でもアカガシ亜属が多数確認されており,ア

カガシ亜属を中心とした用材選択が行われていたことが推定される。今回の結果もその一

例といえる。

木樋は針葉樹であった。木樋については,郡家一里屋遺跡で 8世紀後半の試料がニレ科

に同定された例が知られている (パ リノ・サーヴェイ株式会社,1993b)。 しかし,県内

で他に奈良 。平安時代の木樋の樹種を明らかにした例は知られていない。奈良 。平安時代

の木樋については,全国的にも用材を明らかにした例が少なく,当該期の用材選択の詳細

は不明である。近世の江戸では,多数の木樋について樹種同定が行われており, ヒノキ属

を中′亡ヽとした針葉樹が多いことが明らかとなっている (パ リノ・サーヴェイ株式会社 ,

1988,1996;高橋・橋本,1995な ど)。 香川県では,高松市内から出土した近世の木樋が

複維管東亜属 (いわゆるニヨウマツ類)と いう報告例がある (市原 。宮田,1984)。

針葉樹は一般に加工が容易で,近世の木樋に多いヒノキ属は耐水性に優れた材質を有し

ている。そのため,木樋以外にも曲物などに多数確認されている (島地・伊東,1988;伊

東,1991)。 香川県でも東山崎 。水田遺跡,大田下・須川遺跡,鳴部 。川田遺跡などで曲

物にヒノキ属が確認された例が知られている (パ リノ・サーヴェイ株式会社,1992;未 公

表資料)。 この結果から,香川県においても古くからヒノキ属が耐水性を必要とする用途

に利用されていたことが推定される。ヒノキ属は,今回調査を行った用途不明木製品 (試

料番号 1)に確認されており,本遺跡で古くから利用されていた可能性がある。これらの

ことを考慮すれば,奈良 。平安時代の木樋にヒノキ属などの針葉樹が利用されていたこと

は充分考えられる。今回は樹種を明らかにすることができなかったが,今後類例を増やし

て確認したい。

用途不明木製品はヒノキ属とケヤキであった。両種とも,こ れまでにも県内の遺跡で確

認されており (島 地・林,1990;能 城 。鈴木,1990;パ リノ・サーヴェイ株式会社 ,
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1992,1993aな ど),それぞれの材質を生かした用材選択が行われていたと考えられる。

本遺跡でも用途に合わせた樹種の使い分けが行われていた可能性がある。今後さらに資料

を蓄積することで,よ り詳細な用材選択の実態が明らかにできよう。
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第 5章 まとめ

第 1節 遺構の変遷 (第270～ 275図 )

弥生時代中期以前の遺構は検出されていないが,遺物は旧石器,縄文土器及び弥生前期

の土器が検出されている。

弥生時代中期

Ⅲ区においては住居跡は検出されていないものの,川跡から多量の土器が出土している。

弥生時代中期の土器が砂層中から出土することから,こ の時期の川跡は流水が存在してい

たことがわかる。また確実に弥生時代中期と考えられるのは3① (2)SD01である。

弥生時代終末期

この時期が遺構・遺物とも一番多い。弥生時代中期に流水の存在した川跡は,埋土の黒

色系の粘質土から弥生時代終末頃の遺物が大量に出土することから,こ の時期には流水が

なく埋没を始めたものと考えられる。ここで建物遺構及び溝跡の変遷をまとめておく。

遺構の前後関係が明らかなのは, SD03が SH06・ 07よ り新しいこと及びSDl

2が SH08よ り新しいことである。遺構の配置状況からは, SD08と SH02, SD

12と SH08。 SH01がそれぞれ密接な関係があることがわかる。また主軸方位から

はSH01, SH02, SH04, SB05及 びSD03が ほぼ同じ方位であることから,

同じ時期の可能性がある。これらから, SH01, SH02, SH04, SB05, SD
03,SD08及 びSD12が同時期で,こ れに先行するものとしてSH06・ 07及び

SH08が考えられる。SH01,SH02及 びSH04は いずれも埋土から下川津V式

の土器が出土していることから,同時期と考えることができる。SD03と SD08は連

続する溝であり,埋土からは下川津Ⅳ～V式の遺物が出土している。SD12は埋土から

下川津V式の土器が出土している。以上から, SB05を 除き出土遺物からも同時性を考

えることは可能であろう。またSH06・ 07及びSH08か らは下川津Ⅲ～Ⅳ式頃の遺

物が出土しており,遺構の前後関係と矛盾はない。SH05は円形竪穴住居跡であり, S

H04と 近接していることから, SH04と 同時期ではなく,やや古い可能性を考えてい
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たが,埋土からは下川津V～Ⅵ式の遺物が出土しており, SH04と併存していたかやや

後出する可能性がある。SH10は炉跡から下川津V式頃の土器が出土しているので, S

H04他 と同じ時期であろう。

古墳時代後期から平安時代 (第270～ 272図 )

まず,掘立柱建物跡と竪穴住居跡の変遷についてまとめておく。確実な遺構の新旧関係

は以下のとおりである。

古

SH03

SH03(SD13)

SH03(SD13)

SB14

新

SDll

SB01

SB12

SD07

重複で同時存在 しないものは, SB10と SB02, SB10と SB13, SB10と S

B12, SB12と SB08, SB08と SB03で ある。また同時存在の可能性が高いも

のは, SB02, SB08及 びSB13で ,こ れらは主軸方位及び柱間距離がきわめて類似

している。このほか,主軸方向の類似性を根拠に同時性が考えられる組み合わせは, SB0

1, SB04 , SB09及 びSB14,並 びにSB03及 びSB06,並 びにSBll及

びSB16で ある。これらの時期については, SB02・ SB08。 SB13の 群は, SB

02柱穴から平安時代前半 (9世紀後半頃)の土器が出土したことから,おおむね平安時代

前半 と考 えられよう。 SD07と SDllは 平面形及び出土遺物から 7世紀中葉頃

(■217)の 同時期の遺構であると考えられるので,こ れより古いSB14・ SB01・ S

B04。 SB09の 群は 7世紀中葉以前であろう。またSH09は TK209～ TK217型式の須

恵器を出土 し, SB14他の群とほぼ同じ主軸方向であることから,同時期と考え,こ のこ

とからSB14群 も7世紀前葉頃と考えられる。また, SB03。 SB06は SD07と 方

向が一致することから同時期と考えて 7世紀中葉頃であろう。SBll及 びSB16は ,主

軸方向はSB02群 と同じであるが,柱穴出土遺物及びこの群に関連を持つであろうSDl

8出土遺物からは奈良時代の時期が考えられる。このことは逆にSB02群 が奈良時代遡る

ことを示唆するものかもしれないが,こ こでは出土遺物から平安時代としておく。SB10,

SB12及 びSB15に ついては,年代決定の根拠はない。SH03は SB14群 より古い

ことから7世紀前葉以前であるが,周溝 SD13か ら土師器の甑が出土 していることと,
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第270図  古墳時代～平安時代建物変遷図(1)(1/500)
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第271図  古墳時代～平安時代建物変遷図(2)(1/500)
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第272図 古墳時代～平安時代建物変遷図(3)(1/500)

下川津遺跡の調査成果
(1)で は 6世紀後葉に真北に近い方位を持つ住居跡が存在することか

ら, 6世紀後葉頃としておく。以上まとめると,第270～ 272図 のようになる。

川跡部分は,弥生時代終末期に埋没を開始 したものの, 7世紀以前に一時期水流が存在

したようで,川底部分から7世紀頃の遺物が出土する。 しかしながら奈良時代には,川跡

はほぼ埋没 し水田化されたようである。水田耕作土及びそれを覆う洪水砂層からは平安時

代に下る遺物は出土していない。また, 3②調査区では奈良時代の水田畦畔とともに畦道

状の大畦畔を検出している。

中世

柱穴は多数検出したので,建物跡が存在 したことは確実であるが,建物そのものは復元

できていない。出土遺物は,中国産陶磁器や瓦器椀あるいは土師質の鍋 。釜から平安時代

末から16世紀前後にわたるので,集落の存続時期も同じであろう。また, 2④⑤調査区南

端には,方形区画溝と考えられる溝が存在する。また土坑墓も検出している。低湿地部分

(1)西村尋文「第V章第4節下川津遺跡における6～ 8世紀の集落構造と動向」『瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文

化財発掘調査報告Ⅶ 下川津遺跡』香川県教育委員会,(財 )香川県埋蔵文化財調査センター,本州四国連

絡橋公団 1990
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第273図  遺構変遷図(1)(1/1,250)
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第275図  遺構変遷図 (3)(1/1.250)
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は引き続き水田が作られていたようで,一部で水田畦

畔跡が検出される他,土層断面には何層もの鉄分沈着

層が見られる。

近世

わずかに水溜状の遺構が存在するのみである。

第 2節 弥生時代の石器について

川津一ノ又遺跡Ⅲ区からは,約 1万8000点 の石器景J

片が出土しているが,こ のうちほとんどがサヌカイト

製である。これらの種類ごとの内訳は第H表のとおり

である。いわゆる製品に限っても多数にのぼるため
,

実測作業は以下のように遺物の選択を行って実施した。

1 石鏃は,弥生時代の時期の限られる遺構から出

土したものを中心とした。

2 石庖丁,石錐,石槍及び磨製石器は原則全点とし,

遺構で残存状況の良いものとした。

3 剥片類 (使用痕,二次加工等のあるもの)は ,

限られる遺構のみとした。

4 その他,特に掲載すべ きと判断 したもの。

また,剥片を含めたサヌカイト製石器の総重量一覧

が第12表である。

第 3節 灰釉陶器について

川津一ノ又遺跡では,10点 の小破片の灰釉陶器椀及

び皿が出土している。いずれも猿投窯編年で黒笹90号

窯式から折戸53号窯式のものである。現在の所,公表

されている資料を見る限りにおいては,県内出土資料

第11表 弥生時代石器

その他の石器は時期の限られる

弥生時代中期の遺構を中心に時期の

器  種 重 量 (負 )

石鏃

石槍

石錐

石庖丁 4,471

石鎌

スクレイパー 21,824

石 斧 10,591

楔形石器

原石・盤状剥片 14,195

調整痕 67,410

砕片 61,426

その他 2.370

計 184,382

器 種 点 数

打

製

石

器

石 鏃

石槍

石 錐

石庖丁

石鎌

スクレイパー

石斧 144

楔形石器

原石・盤状剥片

調整痕 4938

砕片 12546

その他

計 18889

磨

製

石

器

大型蛤刃石斧

柱状片刃石斧 1

扁平片刃石斧

砥石

紡錘車 1

石錘

台 石

計

-276-
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は少ない。緑釉陶器が平安期の遺跡では,量 を問わな

ければほとんどの遺跡で出土するようであるのとは
,

対照的である (川 津一ノ又遺跡では緑釉陶器は11点 出

土 している)。 現時点では,灰釉陶器の出土状況につ

いて評価できる段階とは考えられないため,こ こでは

一覧表 (第 13表 )と 資料の実測図 (第276図 )を掲載す

るにとどめたい。なお資料の実測図は今回実測したも

のであり, 4は 中世の山茶碗である。また,讃岐国分

寺及び讃岐国府跡からはおそらく多量の資料が出土し

ているものと思われるが,実態を把握していないので
,

ここでは掲載していない。

第 4節 帯飾りについて 第 13表 香川県内出土の灰釉陶器

川津一ノ又遺跡ではⅢ区部分か

ら銅製帯金具巡方 (表)が出土し,

Ⅳ区からは同一個体と考えられる

巡方 (裏)が出土している。現在

のところ,県内出土資料は少ない。

ここでは,過去の集成表
(1)に一部

追加・修正を加えるに留める。

また,石帯も川津一ノ又遺跡か

ら出土しているので,一覧表を掲

載する。

(1)(財 )香川県埋蔵文化財調査センター「川津一ノ又遺跡Ⅲ区」 F四 国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発

掘調査概報平成 3年度J香川県教育委員会 。(財 )香川県埋蔵文化財調査センター 。日本道路公団高松建設

局 1992

遺跡名 器 種 数量

買田岡下遺跡 高台

中村遺跡 高台

石田遺跡 椀

郡家田代遺跡 高台

郡家田代遺跡 一霊

龍川四条遺跡 段皿

龍川四条遺跡 高台

郡家一里屋遺跡 椀

郡家一里屋遺跡 皿

郡家一里屋遺跡 一霊

郡家一里屋遺跡 高 台

下川津遺跡 椀

下川津遺跡 十霊

下川津遺跡 山茶碗

讃岐国分尼寺跡 椀

川津一ノ又遺跡 椀

川津一ノ又遺跡 皿

川津一ノ又遺跡 口縁

六条・上所遺跡 十霊

ヽ

下川障遺跡 V  10Cm

第 276図  灰釉陶器・ 山茶碗 (1/4)
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遺 跡 名 種 類 縦 (mm) 横(mm) 材 質 文 献

帯

金

具

中村遺跡 巡方 (表 ) 銅
四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化
財発掘調査報告 第一冊

羽佐島遺跡 巡方 (表 ) 銅
瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財発掘調
査報告 Ⅲ

大浦浜遺跡 丸輌 (表 ) 銅
瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財発掘調
査報告 V

大浦浜遺跡 九輌 (表 , 裏 )

瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財発掘調
査報告 V

大浦浜遺跡 鉄具 銅,渡金あり
瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財発掘調
査報告 V

川津一ノ又遺跡 巡方 (表 ) 銅
本報告,四国横断自動車道建設に伴う
埋蔵文化財発掘調査概報平成3年度

前田東・中村遺跡 巡方 (表 ) 銅
高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘
調査報告 第3冊

前田東 。中村遺跡 巡方 (表 ) 銅
高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘
調査報告 第3冊

川津一ノ又遺跡 巡方 (裏 ) 銅
未報告

買田岡下遺跡 丸輌 (環状構造)

国道バイパス建設に伴う埋蔵文化財発
掘調査概報 平成 4年度

買田岡下遺跡 巡方 (表 )

国道バイパス建設に伴う埋蔵文化財発
掘調杏概報 平成 4年度

石

帯

下川津遺跡 丸輌 水晶
瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財発掘調
査報告Ⅶ 下川津遺跡

川津一ノ又遺跡 巡方 サヌカイト 本報告

川津東山田遺跡 巡方
四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化
財発掘調査概報 平成 2年度

国分寺下日名代遺跡 巡方
四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化
財発掘調査概報 平成元年度

郡家一里屋遺跡 丸輌 サヌカイ ト
四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化
財発掘調査報告第十二冊

第14表 香川県内出土の帯飾り
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番号 挿図 図版 種 類 器 種 遺 構 名 残存率 胎 土 色 調 内面調整 外面調整 備考

縄文土器 深鉢
Ю２８

⑨３②
渤

細礫多量 2.5Y7/3i支 聟皐lL 不明 不明

縄文土器 深鉢
l②北東Gr.

入力7層 粗砂多量 2.5Y6/2灰 黄色 不明 不明

縄文土器 深鉢
3② 3Tr.西壁
か
゛
カキー括

長石・石英粗
砂多量

2.5Y5/2暗灰黄
色

不 明 条痕

縄文土器 深鉢
3②第3微高地
縄文 細礫多量

2.5Y6/3に ぶい

艶 ～7.5YR2/3

極暗褐色
不 明

上半ヨコナデ,下
半条痕

弥生土器 一亜
3① (2)SD01
弥生中期の溝

長石・石英粗
砂多量

7.5YR6/2灰褐
色

弥生土器 一亜
3① (2)SD01
弥生中期の溝

長石・石英中
砂多量

10YR4/1褐 灰色 ヨヨナテ
゛

弥生土器 士亜
3① (2)SD01
弥生中期の溝

長石・石英粗
砂少量

7.5YR5/3に ′ぶ
い褐色

弥生土器 一亜
3① (2)SD01
弥生中期の溝

長石・石英粗
砂含

10YR2/2黒 褐色
～ 2.5Y7/2灰
黄色

不明 不明

弥生土器 鉢
3① (2)SD01
弥生中期の溝

・
量

石
多

長
砂

石英中
2.5Y7/2灰 黄色 底に 4

穴

弥生土器 甕
300)SD01
弥生中期の溝

・
量

石
多

長
砂

石英粗 7.5YR4/1褐灰
色

不 明 ヘラミがキ

紡錘車
3① (2)SD01
弥生中期の溝 粗砂多量 2.5Y7/3i曳 寮皐1色 不明 不明

弥生土 器 一霊 3② SX 細礫少量 2.5Y7/2灰 黄色
口縁ヨヨナテ・,頸
ハケメ

口縁ヨコナテ・, 勇頁
ハケメ

弥生土器 一亜 3② SX
長石・石英粗
砂含

2.5Y4/2暗灰黄
色

ヨヨナテ
゛

ヨコナテ・

弥生土器 一亜 3② SX
長石・石英粗
砂合,雲母細
砂含

10YR3/1黒 褐色 ヘラミがキ ヨコナテ・

弥生土器 一亜 3② SX
長石・石英粗
砂少量

2.5Y8/1灰白色 ヨコナテ
゛ ハケメ後口縁ヨヨナ

弥生土器 一亜 3② SX
長石・石英粗
砂含

2.5Y2/1黒 色 不 明

弥生土器 一亜 3(2)SX
石
含

長
砂

石英粗 2.5Y4/3オ リーフ
褐色

ナテ
゛
後櫛描文

弥生土器 〓霊 3② SX
長石・石英粗
砂多量

10YR5/3に
'ド

い

黄褐色
不明 ′サメ後ナデ

弥生土器 甕 3② SX
長石・石英粗
砂多量

10YR6/2灰 黄褐
色 不明

弥生土器 一亜
l① SR02
西壁トレンチ9d

長石・石英粗
砂多量

2.5Y3/2黒 褐色 ハケメ 不明

弥生土器 一亜 l ①C16SR02 9
長石・石英細
礫多量

2.5Ⅶ6/8橙色 口縁ヨコナテ・
上半′サメ後口縁
ヨヨナテ

゛
,下半ヘラ

ミカ
゛
キ

弥生土器 一亜 l ①SR02 9 長石・石英粗
砂多量

5YR5/4に ″繁V

赤褐色
不 明 ヨヨナテ

゛

弥生土器 一亜
l ①SR02

西壁トレンチ9d
長石・石英粗
砂多量

10YR7/6明 黄褐
色

不明 ヨヨナテ
゛

弥生土器 一亜
l ①SR02

弥生中期流路9

長石・石英粗
砂含

7.5YR8/4浅黄
橙色

口縁ヨコナデ,頸
ヘラミカ

゛
キ

弥生土器 一霊 l ①SR02 9
石
含

長
砂

石英粗 2.5Y6/4に ぶい
黄色

ヘラミがキ ヨコナテ
゛

弥生土器 士亜 l ①SR02 9 長石・石英中
砂多量

7.5YR6/41こ ぶ
い橙色

不 明 ヨコナテ・

弥生土器 一亜
l ①SR02
西壁トレンチ9d

長石・石英粗
砂含

10YR6/4に ぶし

黄橙色
ヨヨナテ・ ヨコナテ・

第 15表 土器観察表 (1)
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番号 挿図 図版 種  類 器 種 遺 構 名 残存率 胎  土 色 調 内面調整 外面調整 備考

弥生土器 士亜
l ①SR02
西壁トレンチ9b

長石・石英中
砂少量

2.5Y7/2灰 黄色 ヨヨナテ・ ヨヨナテ
゛

弥生土器 議亜 l ①SR02 9
長石・石英粗
砂含

2.5Y7/2灰黄色
口縁ヨコナデ,頸
ヘラミカ

゛
キ

口縁ハケメ後ヨヨナ
テ
゛
, 1同ハケメ毛免ヘラ

ミカ
゛
キ

弥生土器 ）亜 l ①SR02 9
石
含

長
砂

石英粗 7.5YR7/41こ ″ぶ
い橙色

口縁ヨコナデ
口縁ヨコナデ,1同
ハケメ

弥生土器 一亜
l ①SR02
弥生中期流路9

長石・石英粗
砂含

10YR5/2灰 黄褐
色

ヨコナテ
゛ ハケメ後口縁ヨヨナ

弥生土器 士亜 l ①SR02 9
長石・石英粗
砂含

7.5YR4/1ネ局,戻

色
口縁ヨヨナテ・

ハケメ後口縁ヨコナ

弥生土器 一亜
l ①SR02

弥生中期流路9

長石・石英粗
砂多量

7.5YR7/4に ぶ
い橙色

ヨコナテ
゛ ハケメ後口縁ヨヨナ

弥生土器 士亜
l ①SR02
西壁トレンチ9b

長石・石英粗
砂少量

2.5Y7/2灰 黄色
ハケメ後口縁ヨヨナ′サメ後ヨヨナテ・

弥生土器 一亜
l ①SR02
弥生中期流路9

長石・石英中
砂多量

2.5Y6/31こ
'ド

い

黄色

ハケメ後端部ヨヨナ

弥生土器 一亜
l ①SR02
西壁トレンチ9d

長石・石英粗
砂多量

7.5YR6/4に ′ぶ
い橙色

口縁 ヨコナテ
・

不 明

弥生土器 一亜
l① SR02
西壁トレンチ9d

長石・石英粗
砂含

5YR7/2明 褐灰
色

ヘラミがキ,日 縁ヨ
ヨナテ

゛

弥生土器 〓里
l① SR02

弥生中期流路9
・
量

石
多

長
砂

石英細 10YR6/3に ぶい

黄橙色
不明

弥生土器 一亜
l① SR02

弥生中期流路9

石
含

長
砂

石英粗 5YR6/4に メミし

橙色
不 明 l\, j

弥生土器 一亜
l ①SR02
西壁トレンチ9d

長石・石英粗
砂多量

10YR5/1褐 灰色
～5YR5/3に ぶ
い赤褐色

不明 不 明

弥生土器 士亜 l① SR02 9
長石・石英粗
砂少量

10YR6/6明 黄褐
色

ヘラカキ

弥生土器 甕
l① SR02
西壁トレンチ9d

長石・石英粗
砂多量

7.5YR8/2灰 白
色

不明 ヨヨナテ
゛

弥生土器 甕 l ①SR02 9
長石・石英粗
砂含

7.5YR4/2灰褐
色

ハケメ後ナテ・,日
縁ヨヨナテ・

ハケメ後口縁ヨコナ

弥生土器 甕
l ①SR02
西壁トレンチ9d

長石・石英粗
砂少量

2.5YR3/2暗赤
褐色～2.511R5/4

にぶい赤褐色

口縁ヨヨナテ
゛
,1同

′サメ後ヘラミがキ

ハケメ後口縁ヨヨナ

弥生土器 甕
l ①SR02
西壁トレンチ9d

長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/8橙 色 不 明 口縁ヨヨナテ・

弥生土器 甕
l ①SR02
西壁トレンチ9b

長石・石英粗
砂多量

7.5YR6/3に ″ぶ
い褐色

不明 ヨヨナテ

弥生土器 甕 l ①SR02 9
長石・石英粗
砂少量

2.5Y7/4浅黄色 口縁ヨヨナテ・
口縁ヨヨナテ・,頸
ハケメ

弥生土器 甕
l① SR02

西壁トレンチ9d

・

，量

石
含
少

長
砂
砂

石英粗
雲母中

10YR7/41こ メドい

黄橙色
口縁ヨコナテ・, 胴
ヘラミがキ

ハケメ後口縁ヨコナ

弥生土器 甕
l ① SR02
西壁トレンチ9b

長石・石英粗
砂含

5YR6/6橙色
口縁ヨヨナテ・,月同
′サメ後ヘラミがキ

ハケメ後口縁ヨヨナ

弥生土器 甕
l① SR02
西壁トレンチ9d

長石・石英粗
砂少量

7.5YR4/2灰褐
色

1同 ハケメ,日縁ヨコ

ナテ
゛

ハケメ後口縁ヨコナ

弥生土器 甕 l① C16SR02 9
長石・石英中
砂含

10YR5/2灰 黄褐
色

頸ヘラミがキ 口縁ヨヨナテ・

弥生土器 甕
l ① SR02
西壁トレンチ9d

・
量

石
多

長
砂

石英粗 2.5YR5/6明 赤
褐色

不 明 ヨコナテ・

弥生土器 甕 l① SR02 9
長石・石英粗
砂多量

5YR5/2灰 褐色 ヨヨナテ
゛

弥生土器 甕 l ①SR02 9
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/3,支 聟ilL
ハケメ後口縁ヨヨナ

弥生土器 高杯 l ①SR02 9
長石・石英粗
砂少量

10YR5/2灰 黄褐
色～ 2.5Y7/4
浅黄色

′サメ後ヘラミがキ ヘラミがキ

第 16表 土器観察表 (2)
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番号 挿図 図版 種 類 器 種 遺 構 名 残存率 胎 土 色 調 内面調整 外面調整 備考

弥生土器 高杯
l ①SR02

弥生中期流路9

長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/6明 赤
褐色

ヘラミがキ 口縁端部ヨヨナテ

弥生土器 高杯 l① SR02 9
長石・石英粗
砂含

10R6/8赤 橙色 不明 ラミカ・キ

弥生土器 高杯 10SR02 e
長石・石英細
礫含

7.5YR4/1褐灰
色

不 明 不 明

弥生土器 高杯
l ①SR02
西壁トレンチ9c

長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/31こ ンドい

黄色

杯部ヘラミがキ,

脚板ナテ
゛

(タ ス・リ
イ犬)

ヘラミがキ

弥生土器 高杯 l① SR02 9
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/31支 奏i〈L
上部ナテ

゛
,下部

ハケメ後端部ヨコナ
テ
゛

ヘラミがキ

弥生土器 高郊
‐①ＳＲ０２
西壁トレンチ

長石・石英粗
砂少量

10R4/6赤 色 不明 不明

弥生土器 高杯 l ①SR02 9
長石・石英粗
砂含

2.5Y7/2灰 黄色 端部ヨヨナテ
゛ ヘラミがキ,端部ヨ

ヨナテ
゛

弥生土器 士亜
‐①ＳＲ０２
西壁トレンチ

長石・石英細
礫多量

7.5YR5/6明 褐
色

ヘラミがキ

弥生土器 底部
l ①SR02

弥生中期流路9

長石・石英粗
砂多量

10R5/8赤 色

弥生土器 底部 l① SR02 9
長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/4に ンドい

黄色
不 明 ヘラミがキ

弥生土器 底部
l ①SR02
弥生中期流路9

長石・石英粗
砂多量

10YR5/31こ
'ド

い

黄褐色
ミカ・キ

'大

ナテ・ ヘラミがキ

232 弥生 土器 甕
l ①SR02
西壁 トレンチ 9b

長石・石英粗
砂含

10YR7/31こ ぶい
黄橙色

ヘラミカ
‐
キ

弥生土器 底部
l① SR02

西壁トレンチ9d
長石・石英粗
砂少量

10R5/8赤 色 不明

弥生土器 底部
l ①SR02

弥生中期流路9

長石・石英粗
砂多量

10YR4/2灰 黄褐
色

ヘラミがキ ヘラミがキ

弥生土器 底部
l ①SR02
西壁トレンチ9d

長石・石英粗
砂少量

2.5Y6/3に
'ド

し
黄色

不 明 ヘラミカ

弥生土器 底部 l ①SR02 9
長石・石英粗
砂少量

10YR5/2灰 黄褐
色

不明

弥生土器 一亜 l ①SR02 9 ・
量

石
多

長
砂

石英粗 5YR6/4に ぶし

橙色
ハケメ ヘラミカ

弥生土器 一霊
l ①SR02
西壁トレンチ9d

長石・石英粗
砂少量

10YR5/31こ ノドい

黄褐色
不 明 不 明

弥生土器 底部 l① SR02 9
石
含

長
砂

石英粗
2.5Y7/4浅黄色 不 明 ヘラミがキ

弥生土器 底部
l ①SR02

西壁トレンチ9b
石
含

長
砂

石英粗
5YR4/1褐灰色 ヘラカキ後ナテ

゛
ヘラミがキ

弥生土器 底部
l ①SR02
弥生中期流路9

長石・石英粗
砂多量

2.5YR4/2,反 うト
色 ～ 2.5Y7/3
浅黄色

不 明

242 弥生土器 底部
l ①SR02
西壁トレンチ9b

長石・石英粗
砂合,雲母細
砂少量

10YR7/2に ぶい

黄橙色～7.5YR
3/2黒褐色

ヘラミカ
゛
キ

弥生土器 底部
l ①SR02
弥生中期流路9

石
含

長
砂

石英粗
2.5YR6/6橙 色 ヘラミがキ

弥生土器 底部
l ①SR02
西壁トレンチ9c

長石・石英粗
砂多量

10YR7/1灰 自色 不 明 ヘラミがキ

弥生土器 底部
l ①SR02

弥生中期流路9

長石・石英細
礫多量

10YR4/2灰 黄褐
色 ～ 5Y7/1灰
白色

け後ナデ ヘラミがキ

弥生土器 底部
l ①SR02
弥生中期流路9

・
量

石
多

長
砂

石英粗
2.5Y8/3淡 黄色 ヨヨナテ

゛

弥生土器 底部 l ①SR02 9
石
含

長
砂

・石英粗
2.5YR6/6橙 色 利更ナテ・ ラミカ・キ

弥生土器 底部
l ①SR02
弥生中期流路9

・
量

石
多

長
砂

石英粗
10YR4/2灰 黄褐
色～10R5/6赤
色

ラミカ
゛
キ
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弥生土器 士亜
l① SR02
西壁トレンチ9b

長石・石英粗
砂多量

10R5/4赤 褐色 不 明 不明
焼成後
穿孔

弥生土器 甑
l ①SR02
西壁トレンチ9c

長石・石英粗
砂多量

2.5YR7/3淡赤
橙色

不 明 不 明
焼成後
穿7し

紡錘車 l ①SR02 9
長石・石英粗
砂含

7.5YR7/3に ″ぶ
い橙色

片
用

器
利

土
再

弥生土器 一亜
l ②SR02
川底粗砂

長石 。石英粗
砂多量

10YR6/3に ぶい

黄橙色
ハケメ

弥生土器 一亜
l ②SR02

川底粗砂
長石・石英粗
砂含

10YR5/2灰 黄褐
色

′サメ後ヘラミがキ 胴下半ヘラミがキ

弥生土器 一笠
l ②SR02
川底粗砂

長石・石英粗
砂含

10YR5/3に ぶい

黄褐色
ヘラミがキ ヘラミカ

弥生土器 底部
l ②SR02

川底粗砂
長石・石英粗
砂多量

10YR4/2灰 黄褐
色 ～ 2.5Y7/3
浅黄色

ヘラミがキ

弥生土器 底部
l② SR02
川底粗砂

長石・石英
細砂含

2.5Y7/3i支 聟iイL 板ナテ
゛
,′サメ ヘラミカ

゛
キ

弥生土器 底部
l② SR02
川底粗砂

長石・石英細
礫少量

10YR6/2灰 黄褐
色～5YR7/4に
ぶい橙色

ヘラミカ
゛
キ ヘラミカ

弥生土器 底部
l② SR02
川底粗砂

長石 。石英粗
砂多量

10YR6/1褐 灰色 ヘラミがキ

弥生土器 底部
l ②SR02
川底粗砂

長石・石英粗
砂含

2.5Y8/3淡黄色
～ 10YR5/2灰
黄褐色

ヘラカキ ヘラミカ
゛
キ

弥生土器 甑
l ②SR02
川底粗砂

長石・石英中
砂多量

2.5Y6/31こ ンドい

黄色
不 明 不 明

焼成後
穿孔

弥生土器 甑
l ②SR02
川底粗砂

長石・石英粗
砂少量

2.5Y8/2灰白色
～10R5/8赤 色

ヘラカキ ヘラミがキ
焼成後
穿孔

弥生土器 底部
l ②SR02
川底粗砂

長石・石英粗
砂少量

7.5YR5/1褐灰
色～10R6/6赤
橙色

不 明 ヘラミがキ
底部穿
7し 中途
終了

弥生土器 鉢
l ②SR02
川底粗砂

長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/3に ンドい

黄色
指ナテ・ 板ナテ・

弥生土器 高杯
l ②SR02
川底粗砂

長石・石英粗
砂多量

10YR5/4に ぶい

黄褐色
ナテ・後脚端ヨコナヘラミがキ,脚端ヨ

コナテ
゛

弥生土器 一里

2① C17第 5面
SR01確 認Tr.

砂層

石
含

長
砂

石英粗 2.5YR4/4に ぶ
い赤褐色

ハケメ後口縁ヨヨナハケメ後口縁ヨコナ

弥生土器 一亜

2① C17第 5面
SR01南区 粗砂
層(手掘り)

長石・石英粗
砂多量,雲母
中砂多量

10YR4/31こ ンドい

黄褐色
不明 口縁ヨヨナテ・

弥生土器 一亜

2① C17第 5面
SR01南区 粗砂
層

石
含

長
砂

石英粗 5YR6/31こ ンドい
橙色

ヨコ汗
゛

ヨヨナテ・

弥生土器 一亜

2① C17第 5面
SR01中区 粗砂
層

長石・石英中
砂多量,雲母
中砂含

2.5Y5/2暗灰黄
色

ヨヨナテ・
口縁ヨヨナデ,頸
ハケメ

弥生土器 士亜

2① C17第 5面
SR01中区 底面
付近粗砂層

長石・石英粗
砂多量

10YR7/3に ぶい

黄橙色

ハケメ後口縁ヨヨナ
ヨコナテ

゛

弥生土器 士霊

2① C17第 5面
SR01中 区 底面
付近粗砂層

石
含

長
砂

・石英粗 5YR7/31こ ′ぶし

橙色
ヨヨナテ

゛
ヨ]ナテ

゛

弥生土器 一亜

2① C17第 5面
SR01南区 粗砂
層

長石・石英中
砂含,雲母中
砂少量

7.5YR8/3浅黄
橙色

ヨコナテ
゛ ′サメ後ヨコナテ・

弥生土器 一亜

2① C17第 5面
SR01中区 粗砂
層

石
含

長
砂

石英粗 2.5YR5/6明 赤
褐色

指頭痕 不 明

弥生土器 一亜

2① C17第 5面
SR01中区 粗砂
層

長石・石英粗
砂含

10YR8/2灰 白色 ヘラミがキ

第 18表 土器観察表 (4)

-284-



番号 挿図 図版 種 類 器 種 遺 構 名 残存率 胎  土 色 調 内面調整 外面調整 備考

弥生土器 一笠

2 ① C17第 5面
SR01南区 粗砂
層(手掘り)

長石・石英粗
砂多量,雲母
粗砂多量

10YR5/3に
'ド

い

黄褐色
頸ヨヨナデ 頸ヨコナデ

弥生土器 一亜

2① C17第 5面
SR01中区 粗砂
層

石
含

長
砂

・石英粗
2.5Y7/2灰 黄色 不明

弥生土器 一亜

2① C17第 5面
SR01中区 粗砂
層

長石・石英中
砂含

2.5Y8/1灰 白色 ヘラミがキ

弥生土器 一亜

2① C17第 5面
SR01南区 粗砂
層

長石・石英粗
砂含

10YR4/2灰 黄褐
色

ナテ・後ヘラミがキ

弥生土器 一亜

2① C17第 5面
SR01南区 粗砂
層(手掘り)

長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/2灰 黄色 ヘラミがキ

弥生土器 一亜

2① C17第 5面
SR01中区 粗砂
層

長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/3に ンドい

黄色～2.5Y7/1

灰白色

下半ヘラミがキ,

上半板ナテ・

弥生土器 士亜

2① C17第 5面
SR01中 区 底面
付近粗砂層

石
含

長
砂

石英粗
2.5Y7/2灰黄色
～ 10YR4/1褐
灰色

けメ後ヘラミがキ 不 明

弥生土器 甕

2① C17第 5面
SR01中区 粗砂
層(手掘り)

長石・石英粗
砂含

2.5Y5/2暗灰黄
色

ヘラミがキ ヘラミがキ

弥生土器 甕

2① C17第 5面
SR01中区 粗砂
層

石
含

長
砂

石英粗 7.5YR8/3浅黄
橙色

口縁ヨコナテ
゛ 口縁ヨヨナテ

゛
,胴

ハケメ

弥生土器 甕

2① C17 SR02
中央Tr.東 側
粗砂中

石
含

長
砂

石英粗 2.5YR5/6明 赤
褐色

口縁ヨコナテ
゛
,胴

ヘラミカ・キ
口縁ヨコナデ,1同
ハケメ

弥生土器 甕

2① C17第 5面
SR01中 区 底面
付近粗砂層

長石
量

石英少
2.5Y7/3i支 聟:(L

口縁′サメ,胴ヘラ
ミカ・キ

口縁ヨコナデ,1同
ハケメ

弥生土器 甕

2① C17第 5面
SR01中区 底面
付近粗砂層

長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/2灰 黄色
摩減により不
明

頸ヨヨナデ

弥生土器 甕

2① C17第 5面
SR01中区 粗砂
層

長石・石英粗
砂多量

7.5YR8/4,表 デ責
橙色

ヘラミカ
゛
キ ヘラミカ

゛
キ

弥生土器 鉢

2 ① C17第 5面
SR01中区 底面
付近粗砂層

長石・石英粗
砂多量

10YR4/2灰 黄褐
色

ヨヨナテ
゛ ′サメ後ヘラミがキ

弥生土器 高杯
2① C17 SR01

南Tr.粗砂層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/2灰 黄色 t\trJlh1lli' ヘラミがキ

弥生土器 高杯

2① C17第 5面
SR01中 区 底面
付近粗砂層

長石・石英粗
砂多量

10YR6/2灰 黄褐
色

ハケメ後脚端ヨヨナ′サメ後ヨヨナデ

紡錘車
2 ① C16第 5面
SR01北 区 39層

長石・石英細
砂含

2.5Y7/2灰 黄色 ラミカ・キ ラミカ
゛
キ

土器片
転用

弥生土器 ）亜
2① C17 SR02
濁黄色シルト

石
含

長
砂

石英粗 7.5YR6/31こ ′ド
い褐色

ヨコナテ・ ヨヨナテ
゛

弥生土器 一霊

2① C17 SR02
南側側溝 褐灰
色シルト

長石・石英細
礫多量

10YR3/2黒 褐色 不 明 不 明

弥生土器 一亜
2① SR02

濁黄色細砂
長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/6明 赤
褐色

ハケメ,日 縁ヘラミ
カ
゛
キ

ヘラミがキ,日縁ヨ
ヨナテ・

322 弥生土器 甕
2① SR02

濁黄色細砂
石
含

長
砂

・石英粗 5YR3/2日音うトネ局
色

口縁ヨヨナデ ,月同
ヘラミがキ

口縁ヨヨナデ,月同
′サメ後ヘラミがキ

弥生土器 甕
2① SR02
濁黄色細砂

長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/6橙 色
口縁ヨコナデ ,1同
下半ヘラミがキ

弥生土器 甕
2① C17 SR02

濁黄色シルト
長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/8明 赤
褐色

口縁ヨヨナテ 口縁ヨコナテ
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325 弥生土器 甕
2① SR02

濁黄色細砂
長石・石英粗
砂多量

5YR3/2日音うトネ局
色

不 明 ラミカ
゛
キ

紡錘車

2① B17,C17
西側 Tr.(第 1

遺構面より75
～120cm)SR02

粗砂多量
10YR8/3浅 黄橙
色

不明 不明

土錘

2① B17,C17
西側 Tr。 (第 1

遺構面から0～
75cm)SR02

細砂含
7.5YR8/3浅黄
橙色

不明 不明

弥生土器 一亜
2① B17 SK02

茶褐色粘土
長石 `石英粗
砂含

2.5YR4/4に ぶ
い赤褐色

板ナデ
上半′サメ,下半
ヘラミがキ

弥生土器 士亜
2① B16 SK02

濁黄色粘土
長石・石英粗
砂少量

2.5YR3/2日音ラト
褐色～5YR8/3
淡橙色 "メ

後ナテ・
上半′サメ,下半
ヘラミカ・キ

弥生土器 甕
2① C16西倶1

Tr.(SK02)
石
含

長
砂

石英粗 10YR6/3に ぶい

黄橙色
ヘラミがキ

口縁ヨヨナデ ,月同
ヘラミがキ

弥生土器 甕
2① B16 SK02

濁黄色粘土
長石・石英粗
砂少量

2.5Y8/2灰白色 ヘラミがキ
口縁ヨヨナテ・,胴
ハケメ

弥生土器 甕
2① C16西側
Tr.(SK02)

2/8 ・
量

石
多

長
砂

石英粗 7.5YR7/4に ぶ
い橙色

口縁ヨコナテ
口縁ヨコナテ・,胴
ハケメ

弥生土器 甕
2① B17 SK02

茶褐色粘土
長石・石英細
礫少量

2.5YR6/4に ンぶ
い橙色～2.5YR
3/1暗赤灰色

ヘラミがキ ヘラミがキ

356 弥生土器 一亜 3② SR02流路3
石
含

長
砂

・石英粗 10YR4/2灰 黄褐
色

板ナテ・
′サメ後胴下半ヘラ
ミがキ

弥生土器 一亜
3② C28 SR02

流路3

長石・石英細
礫多量

5Y8/2灰白色 不 明 口縁ヨヨナデ

弥生土器 一亜
3② C28 SR02
流路3

・
量

石
多

長
礫

石英細 2.5Y8/2灰白色 不 明 不 明

359 弥生土器 一亜
3② C28 SR02
流路3

長石・石英粗
砂多量

2.5Y8/2灰白色 不 明 不明

弥生土器 〓亜

3②B28,C28
SR02流 路3⑩
粗砂混じり暗
灰褐色シルト

長石・石英細
礫多量

2.5Y7/3i支 聟そ4色 不 明

弥生土器 鉢

3② C28 SR02

流路3⑨砂混
じり淡黒色シルト

長石・石英粗
砂多量

10R5/6赤 色 ′サメ後ヘラミがキ ′サメ後ヘラミがキ

362 弥生土器 高杯

3② C28 SR02
流路3⑨砂混
じり淡黒色シルト

長石・石英粗
砂多量

10YR8/2灰 白色 不 明 不 明

弥生土器 高杯
3② C28 SR02

流路3⑩
・
量

石
少

長
砂

石英粗
2.5Y7/2灰 黄色

ハケメ後脚端ヨヨナ′サメ後ヘラミがキ 透孔 3

穴

364 弥生土 器 脚
８Ｓ
⑪３②Ｃ２磁

8/8 長石・石英細
砂含

5Y8/2灰 白色 ヘラミカ
‐
キ

365 弥生土器 鉢

3② C28 SR02
流路 3砂混 じ
り淡黒色シルト

。
日璽

石
多

長
砂

石英粗
2.5Y6/2灰 黄色 ヨヨナテ

゛

弥生土器 不 明

3②B28,C28
SR02流 路 3機
械掘削

・
量

石
多

長
砂

石英粗
5Y7/1灰 白色 指頭痕 不 明

弥生土器 一亜
８Ｓ
⑪３②Ｃ２磁

長石・石英粗
砂多量,角 閃
石粗砂多量

5YR6/8橙色
口縁ヘラミがキ
頸′サメ 頸′サメ

弥生土器 士亜
８Ｓ
⑪３②Ｃ２敵

長石・石英粗
砂多量,雲母
中砂多量

7.5YR6/41こ ンド
い橙色

′サメ後ヨヨナデ
口縁ヨコナデ,頸
ハケメ

弥生土器 一亜

3② C28 SR02
流路3⑨砂混
じり淡黒色シルト

長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/2灰黄色 ヨヨナテ
゛

ヨヨナテ
゛
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番号 挿図 図版 種 類 器 種 遺 構 名 残存率 胎 土 色 調 内面調整 外面調整 備考

弥生土器 一亜

3②B28,C28
SR02流 路3⑩
粗砂混じり暗
灰褐色シルト

石
含

長
砂

石英粗 7.5YR7/3に ′ぶ
い橙色

弥生土器 甕 3② SR02流路3
長石・石英細
礫多量

5Y6/2灰オリーフ
゛

色
口縁′サメ,1同ヘラ
ケス・リ 不明

弥生土器 甕
Ю８Ｓ

⑩３②Ｃ２耐
長石・石英粗
砂含

2.5Y6/31こ
'ド

い

黄色
ヨヨナテ

゛
ヨコナテ・

弥生土器 甕 3② SR02流路3 ・
量

石
多

長
礫

石英細 10YR6/4に ぶい

黄橙色
1同 上半指頭痕 ,

胴下半ヘラタス・リ 不明

弥生土器 鉢

3② B28,C28
SR02流 路3⑩
粗砂混じり暗
灰褐色シルト

・
量

石
多

長
砂

石英粗 2.5Y7/2灰黄色
口縁ヨコナテ・,頸
′サメ,胴′サメ後ヘ

ラミカ
゛
キ

口頸ヨヨナテ・,胴
タタキメ後′サメ

375 弥生土器 高杯
Ю８Ｓ

⑪３②Ｃ２鵬
長石・石英粗
砂少量

10YR8/4浅 黄橙
色

ヨコナテ
゛
後ヘラミがキ

口縁ヨヨナデ,底
ヘラミがキ

弥生土器 高杯

3② C28 SR02
流路3⑨砂混
じり淡黒色シルト

・
量

石
多

長
砂

石英粗 2.5Y6/3に ンドい

黄色
タタキメ後′サメ 透子L3

土師器 〓亜

3② B28 SR01

溜りl⑨砂混
じり淡黒色シルト

粗砂含
2.5Y6/31こ ンドい

黄色
不明 タタキメ後′サメ

土師器 一亜

Ｃ２８
３⑩
嘲
外

３②Ｂ２８，動̈̈
粗砂多量

10YR6/3に ぶい

黄橙色
不 明 不明

土師器 士亜

3② B28 SR01

溜りl⑨砂混
じり淡黒色シルト

粗砂多量
7.5YR6/4に ぶ
い橙色

不明

土師器 一亜

3② B28 SR01
溜りl⑨砂混
じり淡黒色シルト

粗砂多量
10YR6/4に ぶい

黄橙色
指頭痕 タタキメ後ハケメ

土師器 一亜

3② B28,C28
SR02流 路3機
械掘削

粗砂含 5Y7/2灰白色 不 明 タタキメ後′サメ

土師器 士里

3② B28 SR01
溜りl⑨砂混
じり淡黒色シルト

粗砂多量
2.5Y6/31こ

'ド

い

黄色
不 明 タタキメ

土師器 甕

3② B28 SR01
溜りl⑨砂混
じり淡黒色シルト

粗砂多量 2.5Y7/3,支 課iイL 不 明 タタキメ後′サメ

土師器 一亜

3② B28 SR01

溜りl⑨砂混
じり淡黒色シルト

粗砂含 2.5Y7/3浅黄色 不 明

385 土師器 一亜
3② C28 SR02
流路3⑪ 粗砂多量 2.5Y7/2灰 黄色 頸′サメ,胴ナテ

゛
タタキメ後′サメ

土師器 一亜
3② C28 SR02
流路3⑪ 粗砂多量 2.5Y7/3,支 聟ilL 指頭痕 タタキメ後ハケメ

土師器 一霊

3② B28 SR01

溜りl Ⅶ l

(4Tr.)
粗砂多量 2.5Y7/3i曳 群:イL 指頭痕 タタキメ後′サメ

土師器 〓亜

3② B28,C28
SR02流 路 3機
械掘削

粗砂多量 2.5Y7/3i支 奏i〈五指頭痕

土師器 一亜

3② B28 SR01

溜りl⑨砂混
じり淡黒色ジルト

粗砂含
10YR6/3に ぶい

黄橙色
指頭痕 タタキメ後′サメ

製塩土器
3②B28,C28
SR02流 路3機
械掘削

7/8 粗砂多量 2.5Y8/2灰 白色 指ナデ

弥生土器 士霊
3② C28 SR02
流路3-括

石
含

長
砂

石英粗
2.5Y6/2灰 黄色 不明

口縁内
面櫛描
垂線
13ケ 所
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番号 挿図 図版 種 類 器 種 遺 構 名 残存率 胎  土 色 調 内面調整 外面調整 備考

弥生土器 一亜

3② B28第 2微
高地 暗灰黒色
砂質土

長石・石英粗
砂多量

5YR5/3に ′ドし

赤褐色
不明

弥生土器 一亜 3②第3微高地 8/8
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/3,支 課iイL 指ナテ・ 不明

弥生土器 甕 3② B29地山上 長石・石英粗
砂多量

7.5YR8/4浅黄
橙色

胴板ナテ 口縁ノサメ

弥生土器 一霊 2④⑥SH03③
長石・石英粗
砂多量

2.5YR7/8橙 色 t\l)lk11ti ヨヨナテ
゛

弥生土器 鉢
2④⑤SH01②
l層

石
含

長
砂

石英中 2.5YR5/8明 赤
褐色

′サメ後ヘラミがキ

弥生土器 鉢 2④⑤SH01
長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/8橙色 板ナテ・ 不 明

弥生土器 一亜
2∞ SH01 ①
l層

長石・石英粗
砂多量,角 閃
石粗砂多量

5YR5/6明 赤褐
色

ヘラケス 不明

弥生土器 甕
2④③SH01②
l層

石
含

長
砂

・石英中 5YR6/3に ″ぶし

橙色
板ナテ・ ヘラミカ

゛
キ 焼成後

穿孔

弥生土器 鉢
2④ЭSH01Tr.

Jヒ

長石・石英粗
砂多量

10YR6/3に ぶい

黄橙色
ヨヨナテ・

弥生土器 高杯
2④ЭSH01Tr.

南
石
含

長
砂

・石英粗
5YR4/2灰褐色 不明 ヘラミがキ

弥生土器 士霊
2∞ SH01Tr.

Jヒ

粗英石・
日亘

石
多

長
砂 2.5Y7/1灰 白色 ヨコナテ

゛
不明

弥生土器 一霊
2④⑥SH01Tr.

南
・
量

石
多

長
砂

石英粗 10YR7/3に
'ド

い

黄橙色
′サメ後指ナテ・ ハケメ

弥生土器 高杯
2④⑤ SH01Tr.

南
長石・石英細
砂含

5YR6/6橙色 不 明 ″メ後ヘラミがキ

弥生土器 甕
2④⑤SH02
床面がリカケ

石
含

長
砂

石英粗
5YR7/6橙色

口縁ヨコナテ
゛
,胴

ヘラミがキ
口縁ヨヨナテ

゛
, 胴

'ヽ
ケメ

弥生土器 甕
2④⑤ SH01

1ヒ 1層
長石・石英粗
砂多量

10YR7/3に ンドし

黄橙色
口縁′サメ,胴′サ
メ

口縁ヨヨナテ
゛
,月同

'ヽ
ケメ

弥生土器 鉢
2∞ SH02
No.6(床 直)

長石・石英細
礫少量

2.5YR5/6明 赤
褐色

板ナテ
゛

板ナテ・後ナテ・

弥生土器 甕
2∞ SH02
No.9(床 直)

長石・石英粗
砂含

7.5YR5/6明 褐
色

板ナテ・

弥生土器 一亜
2④⑤SH02④
壁溝2つ分混

長石・石英細
礫多量

10YR8/4浅黄橙
色

ヘラケス・リ ′サメ後ヘラミがキ

弥生土器 甕
2∞ SH02
No.1(第 1層 )

長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/8橙色 ヘラケス
゛
り後′サメ タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
2④ЭSH02③
l層灰シルト

石
含

長
砂

石英粗 7.5YR7/4に ぶ
い橙色

ハタメ

弥生土器 甕
2④ЭSH02②
l層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/8明 赤
褐色 不明 口編ヨコナテ・

弥生土器 甕
2④⑥SH02①
層

長石・石英粗
砂含

5YR3/3暗赤褐
色～2.5YR5/6
明赤褐色

口縁ヨコナテ
゛
,胴

′サメ後指ナデ
口頸ヨヨナテ

゛
,胴

ハケメ

弥生土器 鉢
2④⑥SH02
No.4第 2層

長石・石英粗
砂多量

7.5YR8/3浅黄
橙色

月同ヘラケス
・り, 垣〔ハ

ケメ

弥生土器 鉢
2④ЭSH02②
中央落

長石・石英粗
砂多量

2.5Y8/3淡黄色 板ナデ 不明

弥生土器 鉢
2④ЭSH02③
2層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/8橙色 不 明

弥生土器 一亜 2④⑥SH02に )

石
含

長
砂

石英粗 2.5YR4/3に ′ド
い赤褐色

指頭痕

弥生土器 鉢 2④⑥SH02に ) 粗砂含
10YR6/31こ ンドい

黄橙色
不 明

‥
顔

回
色

片
赤
料

弥生土器 壺ミニチュア 2④ЭSH02に )

長石・石英粗
砂含,雲母細
砂含

5YR3/3日音ういネ易
色

引旨ナテ
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弥生土器 一亜 2④⑤SH02“ )

長石・石英粗
砂合,雲母細
砂含

5YR5/6明 赤褐
色

ヨコナテ・
口縁ヨヨナテ

゛
,頸

ハケメ
櫛描 4

条

弥生土器 一亜 2④⑤SH02に )
長石・石英粗
砂含

10YR8/3浅 黄橙
色

口縁ヨコナデ,頸
ヘラミがキ

ヨヨナテ
゛

弥生土器 一亜
2④ЭSH04
No.14(床直)

長石・石英粗
砂多量

5YR5/8明 赤褐
色

口縁ヨコナテ・,頸
ハケメ

口縁ヨヨナテ
゛
,頸

′サメ後ヨコナテ・

弥生土器 甕
2④⑥SH04
No.10(床直)

長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/8橙色
口縁ヨコナテ

゛
,1同

上半板ナテ
゛ 板ナテ・

弥生土器 甕
2④ЭSH04
No.13(床 直)

長石・石英粗
砂少量

5YR7/6橙色
口縁ヨヨナテ

゛
,胴

ヘラケス・り後ヘラミカ・

キ

口頸ヨコナデ,胴
ハケメ,底部ハケメ

後ナテ
゛

弥生土器 甕
2④ЭSH04
No.14(床直)

長石・石英粗
砂多量

2.5釈6/6橙色 gr7/,"rllftttll タタキメ後′サメ

弥生土器 鉢
2④⑥SH04
No.15(床 直)

長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/8明 赤
褐色

板ナデ ′サメ後ヘラミがキ

弥生土器 鉢
2④ЭSH04
NIo3の 下(床直)

長石・石英粗
砂含

2.5YR7/6橙 色 指頭痕

弥生土器 鉢

2④ЭSH04①
SD10と の切 り
合い部分

長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/8明 赤
褐色

ヨヨナテ・
口縁ヨヨナテ

゛
,胴

ヘラケス・リ

弥生土器 一亜
2(D()SH04
No.8第 2層

2/8
長石・石英粗
砂多量

7.5YR7/41こ ンド
い橙色

ヨコナテ・ ヨコナテ
゛

弥生土器 一亜
2④ЭSH04
畦3②層

長石・石英粗
砂多量

5YR6/6橙色 ヨコナテ
゛

弥生土器 士亜
2④ЭSH04

No.8第 2層
長石・石英粗
砂多量

10R6/8赤 橙色 ヨヨナテ
゛ 口縁ハケメ後ヨコナ

弥生土器 一亜
2④ЭSH04④
2層 茶灰土

石
含

長
砂

石英粗
5YR7/6橙色～
10YR8/4浅黄橙
色

口縁ヨコナテ
゛
,頸

ハケメ
口縁ヨヨナデ,頸
ハケメ

弥生土器 一亜
2④⑤SH04③
2層

長石・石英粗
砂多量

5YR7/6橙色 ヨコナテ
゛ 口縁ヨコナテ',頸

ハケメ

弥生土器 一亜
2④⑤ SH04

No.30第 2層
長石・石英粗
砂多量

5YR6/6湘含(生 ヨヨナテ
゛
後ヘラミがキ′サメ後ヨコナテ

弥生土器 一亜
2④⑥SH04
No.09第 2層

長石・石英粗
砂多量

5YR7/6橙色
口頸ヨヨナデ,胴
指ナデ

口頸ヨコナテ
゛
,胴

上半ヘラミがキ,

下半タタキメ後′サメ

弥生土器 一亜
2④⑥SH04③
2層 茶灰土

長石・石英粗
砂多量

5YR7/6橙色 不明 ヨコナテ
゛

弥生土器 一亜
2④⑥SH04
No.07第 2層

長石・石英粗
砂多量

5YR8/4淡 橙色
口頸ヨヨナデ,胴
ハケメ後下半ヘラケ
ス
゛
リ

口縁ハケメ後ヨコナ
テ・,胴上半′サメ

`

下半タタキメ後ヘラミ
カ
゛
キ

弥生土器 一亜
2④ЭSH04
No.02第 2層

長石・石英粗
砂多量

5YR6/6橙色 指頭痕

弥生土器 一霊
2④ЭSH04
No.30第 2層

長石・石英粗
砂含,雲母中
砂多量,角閃
石粗砂多量

7.5YR5/4に ンド
い褐色

指頭痕 ′サメ後ヨヨナテ
゛

弥生土器 甕
2∞ SH04
No.31第 2層

長石・石英粗
砂含

2.5Y5/2日音灰黄
色

口縁 ヨヨナテ
゛ 口橋たヨコナデ , 1同

ハケメ

弥生土器 甕

2④ЭSH04
畦4 ③④層(断

面図)

長石・石英粗
砂合,雲母中
砂合,角閃石
粗砂多量

5YR6/6橙色 ヘラケス・リ
口紡kヨコナデ , 月同
ハケメ

弥生土器 甕

2④ЭSH04

畦2⑦層(断面
図)

2/8
長石・石英粗
砂多量

2.5YR4/41こ ンド
い赤褐色

弥生土器 甕
2④⑥SH04
No.16第 2層

長石・石英粗
砂含

7.5YR4/2灰褐
色

口縁ヨヨナテ
゛
,胴

′サメ,底板ナデ
口縁ヨヨナテ・

弥生土器 甕

2④ЭSH04
畦l②層(断面
図)

長石・石英粗
砂多量

7.5YR6/6橙 色
口縁ヨコナデ ,月同
指頭痕

′サメ後ヨヨナテ・
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弥生土器 甕
2④⑤SH04④
3層

・
量

石
多

長
砂

石英粗 2.5YR5/6明 赤
褐色

ハケメ

弥生土器 甕
2④ЭSH04
No.03第 2層

石
含

長
砂

石英粗
5YR6/8橙色

口縁ハケメ,胴′サ
メ後ヘラケス

゛
リ

口縁ヨコナテ
゛
,胴

タタキメ後けメ

弥生土器 甕
2④ЭSH04
No.31第 2層

長石・石英粗
砂含

10YR8/4浅黄橙
色

口縁ヨヨナデ
口縁ヨヨナテ・,1同
ハケメ

弥生土器 甕
2④⑤ SH04

No.34第 2層
長石・石英中
砂多量

2.5YR6/8橙色
日縁′サメ,胴ノサ
メ後ヘラケス・リ

口縁ヨヨナテ・,胴
タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
2∞ SH04
No.30第 2層

長石・石英粗
砂多量

5YR7/6橙色
口縁′サメ,胴指
頭痕

胴タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
2④ЭSH04
No.30第 2層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/6明 赤
褐色

口縁ヨコナテ・ 指頭痕

弥生土器 甕
2④ЭSH04
No.5第 2層

長石・石英粗
砂多量

10R5/8赤 色 月同ヘラケス
゛
リ

口頸ヨヨナテ
゛
,胴

タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
2④⑥SH04③
l層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/6明 赤
褐色

口～胴上半′サメ
`

胴下半ヘラケス・リ
後′サメ

口頸ヨコナテ・,胴
ハケメ

弥生土器 鉢
2④⑥SH04
No.27第 2層

・
量

石
多

長
砂

石英粗
5YR6/6橙色 ヨヨナテ・

弥生土器 鉢
2④ЭSH04④
2層 茶灰土

石
含

長
礫

・石英細
10R5/6赤 色 ヘラミがキ ′サメ後ヘラミがキ 焼成前

穿孔 1

弥生土器 鉢
2④⑤SH04
No.30第 2層

長石・石英粗
砂含

2.5YR6/6橙色
口縁ヨヨナテ・,1同
ハケメ

口縁ヨヨナデ

弥生土器 鉢
2④⑥SH04
No.01第 2層

・
量

石
多

長
砂

石英粗
2.5Y7/4i支 奏i(L ′サメ後ナテ・ 口縁ヨヨナテ・

弥生土器 鉢
2④⑥SH04
No.03第 2層

・
量

石
多

長
砂

石英粗 10YR7/4に ぶい

黄橙色
口縁ヨコナテ 下半ヘラケス・リ

弥生土器 鉢
2④⑥SH04④
3層

長石・石英細
礫多量

5YR3/4暗赤褐
色

不 明 口縁ヨコナテ・

弥生土器 鉢
2④⑤ SH04

No.8第 2層
長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/8明 赤
褐色

不 明

弥生土器 鉢
2④⑥SH04
No.H(第 2層 )

長石・石英粗
砂多量

10R5/8赤 色 板ナテ
゛

不 明

弥生土器 鉢
2④⑥SH04
No.27第 2層

・
量

石
多

長
砂

石英粗 7.5YR6/4に ′ド
い橙色

板ナテ・

弥生土器 鉢
2∞ SH04

No.27第 2層
長石・石英粗
砂含

2.5YR5/8明 赤
褐色

′サメ後板ナテ タタキメ後′サメ

弥生土器 鉢
2④ЭSH04④
No.283層

長石・石英粗
砂多量

5YR7/6橙色 ′サメ後ヘラミがキ

弥生土器 高杯
2④⑥SH04④
No.273層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/6橙 色 ″メ後ヘラミがキ 底ヘラケス
゛
リ

弥生土器 鉢 2④⑥SH04② 長石・石英粗
砂含

2.5YR5/41こ ′ぶ
い赤褐色

口縁ヨヨナテ・,底
ヘラミがキ

口縁ヨヨナデ,底
ヘラケス・リ

弥生土器 一亜
2④ЭSH04 ④
2層 茶灰土

長 石 ・石 英 粗

砂多量
2.5YR5/6り 弓ラト
褐色

指頭痕

弥生土器 一亜
2④ЭSH04
No.8第 2層

長石・石英粗
砂含,雲母粗
砂含,角 閃石
粗砂多量

5YR6/6橙色
杯ヨコナテ

゛
,脚ヘラ

ケス・リ
杯ヨヨナテ・,脚ヘラ
ミカ・キ

弥生土器 一亜
2④⑥SH04④
第1層

長石・石英粗
砂多量,雲母
細砂含

10YR6/3に ぶい

黄橙色
ヨヨナテ

゛ t\l )lh11ti'

502 弥生土器 一亜
2④⑥SH04

畦4①層
長石・石英粗
砂多量

10R6/8赤 橙色 不明 ヨヨナテ・

503 弥生土器 鉢
2④ЭSH04

No.18第 1層
石
含

長
砂

・石英粗 5YR6/6橙色 ヘラミカ
゛
キ r\)r I

弥生土器 一亜
2∞ SH04

Tr.1
長石・石英粗
砂多量

7.5YR8/4浅黄
橙色

口縁ヨヨナテ・,頸
ハケメ

505 弥生土器 甕 2④⑥SH04Tr.
石
含

長
砂

石英中
5YR6/8橙色

口縁ヨヨナテ・,1同
ハケメ

口縁ヨヨナデ ,月同
ハケメ
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弥生土器 一亜
2④⑥SH05④
2層

・
量

石
多

長
砂

石英粗 2.5YR5/6明 赤
褐色

不 明 1同 タタキメ

弥生土器 甕
2④⑤SH05

(炉上部)第 2層
石
含

長
砂

石英粗 2.5YR6/6橙色
口縁ヨヨナデ ,月同
板ナテ

゛ 口縁ヨヨナテ・,1同
ハケメ

弥生土器 甕
2④ЭSH05
畦2②層

石
含

長
砂

石英粗
7.5YR7/6橙 色 胴板ナテ t\f J

弥生土器 〓亜
2④⑥SH05④
壁際土器 2層

長石・石英粗
砂多量

5YR6/8橙色 1同ヘラケス・リ 月同ヘラミカ
・キ

弥生土器 鉢
2④ЭSH05④
壁際土器 2層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR4/3に ぶ
い赤褐色

t\l I

弥生土器 鉢
2④ЭSH05④
2層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/61月 う林
褐色

弥生土器 鉢
2④⑥SH05③
②層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/6明 赤
褐色

弥生土器 鉢
2④⑥SH05③
2層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR4/6赤褐
色

指頭痕

弥生土器 鉢
2④⑥SH05④
壁際土器 2層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/8明 赤
褐色

口縁指頭痕 ,

底板ナテ
゛ 指頭痕

弥生土器 蓋
2④ЭSH05③
2層

長石・石英粗
砂含

2.5YR4/6赤褐
色

指頭痕

弥生土器 一亜
2④ЭSH05

(炉上部)第 2層
長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/8橙 色 杯′サメ後ヨヨナテ・ 不 明

弥生土器 奮霊
2④⑥SH05③
2層

長石・石英細
砂含

5YR7/4に 男ドし

橙色
指頭痕 ヘラミがキ

弥生土器 甕
2④⑤SH05③
l層黒色土

長石・石英粗
砂合,雲母細
砂合,角 閃石
粗砂多量

7.5YR5/6明 褐
色

指頭痕 不明

弥生土器 甕
2∞ SH05③
l層黒色土

石
含

長
砂

石英粗
7.5YR6/6橙 色 1同ヘラケス・リ 口柄ヨコナテ・

544 弥生土器 甑
2④⑤SH05④
l層黒色土

石
含

長
砂

石英粗 5YR6/6橙色 板ナテ

弥生土器 一霊
2④ЭSH05③
l層黒色土

雲母粗砂多量
角閃石粗砂多
量

5YR6/6橙色 不 明 頸′サメ

弥生土器 甕
2(D()SH05Tr.
(東西,北 )

長石・石英中
砂多量

2.5YR3/2暗赤
褐色

ハケメ

弥生土器 士霊
2∞ SH06 or
SH07

石
含

長
砂

石英粗
2.5YR6/6橙色
～2.5YR3/21音

赤褐色

′サメ後ナデ ハケメ

弥生土器 甕
2④⑥SH06
Ⅲ区壁溝内

長石・石英粗
砂多量

5YR4/2灰 褐色
胴上半′サメ,下
半板ナテ

゛
後ヘラケ

ス・リ

弥生土器 甕
2④⑤SP007
埋土

長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/8橙 色
口縁ヨコナデ ,1同
板ナテ

゛ 口縁ヨコナテ・,1同
板ナテ・

弥生土器 甕
2④ЭSH06
Ⅳ区

長石・石英粗
砂多量

7.5YR6/31こ ″ぶ
い褐色

口縁ヨヨナデ , 月同
ヘラミがキ

口縁 ヨコナテ
・

弥生土器 鉢
2④ЭSH06
1 tt No.5

石
含

長
砂

石英粗 2.5Y8/3淡黄色 不明

弥生土器 鉢 2④ЭSH06 ・
量

石
多

長
砂

石英粗 7.5YR6/4に ぶ
い橙色

口縁ヨコナデ
口縁ヨヨナテ・,胴
板ナデ

572 弥生土器 鉢
2④ЭSP007
埋土

石
含

長
砂

石英粗
5YR6/6橙色

口縁ヨヨナテ
゛
,胴

ハケメ後ヘラミがキ
口頸ヨコナテ

弥生土器 甕
2④⑤SH08
No.5

長石・石英粗
砂多量

7.5YR7/4に ′ド
い橙色～7.5YR
4/1褐灰色

口縁ヨコナテ
゛
,胴

ハケメ1大ヘラケス・リ
口縁ヨヨナデ,胴
ハケメ

弥生土器 鉢
2④⑥SH08
No.6

長石・石英粗
砂多量

5YR7/6橙色 不明

弥生土器 甕
2④⑥SH08
No.2

長石・石英粗
砂多量,雲母
中砂多量,角
閃石粗砂多量

5YR3/1黒褐色
～ 5YR6/3に ぶ
い橙色

口頸ヨヨナテ
゛
,胴

上半指頭痕

口頸ヨコナテ
゛
,胴

上半′サメ後胴下
半ヘラミがキ
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582 弥生土器 甕
2④⑤SH08
No.4

長石・石英粗
砂多量,雲母
中砂合,角閃
石 粗 砂 多量
(B類土器)

5YR6/6橙色
回縁ヨコナテ・,胴
上半指頭痕 ,

下半ヘラケス・リ

口頸ヨヨナデ,1同
ハケメ後下半ヘラミ
カ・キ

弥生土器 鉢
2④ЭSH08
炉跡

石
含

長
砂

石英粗 5YR7/6橙色 ヘラミがキ t\r J

弥生土器 鉢 2④⑤SH08③
長石・石英粗
砂多量,雲母
粗砂含

10YR6/4に リドい

黄橙色

弥生土器 鉢 2④⑤SH08③
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/1灰 白色 板ナデ 底板ナテ・

弥生土器 鉢
2∞ SH08
No.3

・
量

石
多

長
砂

石英粗 2.5Y8/3淡黄色 不明
底部籾
痕

弥生土器 鉢
2∞ SH10

炉址①
長石・石英粗
砂多量

10YR6/4に
'ド

い

黄橙色

弥生土器 鉢
2④⑤SH10

炉②
石
含

長
砂

石英粗 10YR6/4に ンドυヽ

黄橙色
口縁ヨヨナテ・,内
面けメ

弥生土器 一亜
2④⑤SB05⑤
C21 SP373

細
細

英
母

石
雲

石
含
含

長
砂
砂

7.5YR7/4に ぶ
い橙色

不 明 不明

弥生土器 一亜
2④⑥SB05⑤
C21 SP373

長石・石英粗
砂多量

2.5YR4/3に ″ぶ
い赤褐色

指頭痕 リ

弥生土器 裂 2④⑥SK22
長石・石英粗
砂多量

10YR8/3浅 黄橙
色

不 明 ハケメ

弥生土器 一里 2∞ SK24
石
含

長
砂

・石英粗
10YR8/2灰 白色 ヨコナテ

゛
不明

605 弥生土器 甕
2(D()SH03
南 土坑状

長石・石英粗
砂多量

10YR3/3暗 褐色 不 明 ヘラミカ・キ

608 弥生土器 甕 3② SK02
長石・石英粗
砂多量

5YR6/41こ ′ぶし

橙色
月同ハケメ

口頸ヨコナテ・,胴
タタキメ後ハケメ

弥生土器 甕 3② SK02
長石・石英粗
砂含

2.5Y7/3,表 聟そ4L
口縁′サメ,胴ヘラ
ケス・リ

弥生土器 鉢 3② SK02
長石・石英粗
砂多量

10YR6/4に ぶい

黄橙色
口縁ヨコナテ

゛
,胴

′サメ後ナテ・ 不 明

弥生土器 甕 3(2)SK04
長石・石英粗
砂多量

10YR7/3に ぶい

黄橙色
ラケス・り後′サメ

弥生土器 一亜
2④ЭSD03①
南 第1層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR7/6橙色 不 明 t\'r Jlhlxti'

弥生土器 〓亜

2④⑥SD03②
南部分 第1層

(ヒ

゜
ットのまわり

の畦部分)

長石・石英粗
砂多量

5YR7/41こ おミυ

橙色
口縁ヨコナデ,頸
ハケメ

口縁ヨヨナテ
゛
,頸

ハケメ

弥生土器
2④⑥SD03②
中央 第 1層 砂粒含まず

5YR7/4に 発:し
橙色

不 明 頸′サメ

617 弥生土器 士里
2④⑥SD03②
第1層

石
含

長
砂

石英粗 2.5YR5/6明赤
褐色

胴指ナテ・ ハケメイ炎月同ヘラミカ
゛
キ

弥生土器 一亜
2④⑥SD03
第1層 P6

7/8
長石・石英粗
砂含

5YR6/6橙色 不 明
口縁ヨコナテ

゛
, 月同

ハケメ

84 弥生土器 〓亜
2∞ SD03
第 1層 P8

長石・石英粗
砂多量

10YR8/4浅黄橙
色

底指頭痕 ヘラミがキ

弥生土器 士亜
2④⑥SD03

③北側 1層
長石・石英粗
砂含

5YR6/8橙色 ,\f jlk1lli'

弥生土器 一亜
2④⑥SD03

第1層 P10
・
量

石
多

長
砂

石英粗 2.5YR5/61月 う林
褐色

口縁ヨヨナテ・,頸
ハケメ

弥生土器 甕
2④⑥SD03

②北 第1層
・
量

石
多

長
砂

石英粗
7.5YR6/41こ ″繁
い橙色～10YR

5/2灰黄褐色

口縁ハケメ, 月同ヘラ
ケス・り後指ナテ・

タタキメ後′サメ

623 弥生土器 甕
2④⑥SD03
第1層 Pl

長石・石英粗
砂多量,雲母
中砂含

5YR4/2灰褐色
口縁ハケメ,胴上
半指頭痕,下
半ヘラケス・リ

タタキメ後ハケメ後ヘラ
ナテ・
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弥生土器 甕
2④ЭSD03

②北 第1層
長石・石英粗
砂含

7i5YR6/4に ぶ
い橙色

月同ハケメ 口頸ヨコナデ

弥生土器 甕

2④ЭSD03②
中央(②中央南
半分)第 1層

長石・石英粗
砂多量

5YR6/8橙色 不 明 口縁ヨヨナテ・

弥生土器 甕
2④⑥SD03①
第1層

長石・石英粗
砂多量

10YR4/2灰 黄褐
色

月同ヘラケス・リ

弥生土器 甕
2∞ SD03

畦1 1層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y8/3淡黄色
口縁ハケメ後ヨヨナ
テ
゛
, 1同 ヘラケス・リ

後板ナデ

口縁タタキメ後ヨヨナ
テ
゛
,胴 タタキメ後

板ナデ

弥生土器 甕
2∞ SD03
1層

石
含

長
礫

石英細 2.5YR5/81月 う林
褐色

胴指頭痕 タタキメ

弥生土器 甕
2④⑤SD03②
中央 第1層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/8橙 色 1同ヘラケス
゛
リ タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
2④ЭSD03②
中央 第1層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR7/6橙 色 ヘラケス・り後′サメ タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
2④⑥SD03②
中央 第1層

3/8
石
含

長
砂

石英粗
10R4/6赤 色 口縁ヨヨナデ

口縁ヨヨナテ
゛
,1同

ハケメ

弥生土器 甕
2④⑤SD03②
南①層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/6明 赤
褐色

胴下半ヘラケス・リ
口頸ヨヨナテ

゛
,胴

ハケメ

弥生土器 甕
2∞ SD03②
南①層

長石・石英細
礫多量

2.5YR7/8橙色 月同ヘラケス・リ タタキメ後ハケメ

弥生土器 甕
2④ЭSD03②
中央 第1層

長石・石英粗
砂多量

5YR5/4に あ
=し

赤褐色
月同ハケメ 不明

弥生土 器 甑
2④⑥SD03①
層P5

長石・石英粗
砂含

2.5YR4/6赤褐
色

ハケメ タタキメ後′サメ

弥生土器 鉢

2④⑤SD03②
中央(②中央南
半分)第 1層

長石・石英粗
砂多量

5YR5/6明 赤褐
色

不明
口縁ヨヨナデ,胴
タタキメ後ハケメ

弥生土器 ニチュア,本
2④ЭSD03②
中央 第1層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/6橙 色 不 明 不明

弥生土器 鉢
2∞ SD03
第 1層 P9

長石・石英粗
砂少量

5YR6/6橙色 板ナデ 不明

弥生土器 鉢
2④③SD03②
北 第1層

長石・石英粗
砂多量

10R5/6赤 色 不 明 不 明

弥生土器 鉢
2④ЭSD03②
北 第1層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/6明 赤
褐色

不 明 不明

弥生土器 鉢
2④⑥SD03①
南 第1層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/6明 赤
褐色

口縁ヨヨナテ・,底
ヘラタス・り後′サメ

弥生土器 鉢
2④ЭSD03②
南①層

長石・石英粗
砂含

2.5YR5/6明 赤
褐色

口縁ヨコナデ

弥生土器 鉢
2④⑤SD03①
南 第1層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/8明 赤
褐色

弥生土器 鉢
2④⑥SD03
1層

石
含

長
砂

石英粗 2.5YR6/8橙 色 ハケメ 不 明

弥生土器 鉢
2④⑥SD03
第1層 P2

長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/8明 赤
褐色

弥生土器 鉢
2④ЭSD03②
南①層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/6明 赤
褐色

′サメ後ヘラミがキ
口頸タタキメ後ヨコナ
テ
゛
,胴タタキメ後ナ

テ・後ヘラミがキ

弥生土器 高杯
2④ЭSD03②
北 第1層

長石・石英粗
砂多量

5YR7/6橙色 不 明

弥生土器 高杯
2④⑥SD03②
北 第1層

長石・石英粗
砂多量

7.5YR7/6橙 色 不明 t\l I

弥生土器 高杯
2④⑥SD03②
中央 第1層

長石・石英粗
砂多量

10YR7/41こ メドい

黄橙色
不明

底ヘラミがキ,脚ハ
ケメ

650 弥生土器 一霊
2④⑥SD03②
中央 第1層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/8橙 色
口縁ヨヨナデ,頸
′サメ,底指頭痕

口縁ヨコナデ

弥生土器 一亜
2④⑥SD03①
Jヒ ②層

長石・石英中
砂少量

10YR7/21こ
'ド

い

黄橙色
不明

口縁ヨヨナデ,頸
ハケメ
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弥生土器 士霊
３②
⑩

ＤＯ

層櫛蒔
長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/6明赤
褐色

口頸ハケメ,胴上
半指頭痕,下
半板ナテ・

口頸ヨコナテ・,胴
′サメ後ヘラミがキ

弥生土器 一亜
2④⑥SD03①
北②層

長石・石英粗
砂多量

5YR5/6明赤褐
色

口縁ハケメ後ヨヨナ
デ,頸ハケメ

ハケメ後口縁ヨヨナ

弥生土器 士霊

2④⑥SD03③
と④の間 第
2層

長石・石英粗
砂多量

7.5YR8/4,支 黄
橙色

ヨコナテ・ ヨコナテ・

655 弥生土器 〓亜
2④⑥SD03③
②層

長石・石英粗
砂多量

10YR7/4に ぶい

黄橙色
ヨコナテ・ t\lt1k17li'

弥生土器 〓亜
2④⑥SD03④
②層

長石・石英粗
砂多量,雲母
細砂多量

5YR5/41こ ″ぶい

赤褐色
口縁ヨコナデ,頸
ハケメ

弥生土器 〓亜
2④⑥SD03①
北②層

長石・石英粗
砂含,雲母粗
砂多量

5YR4/6赤褐色 ヨコナテ・

弥生土器 士亜
2④⑤SD03②
南側 第2層

長石・石英粗
砂多量

7.5YR7/4に ぶ
い橙色

胴板ナテ
゛

タタキメ後′サメ

659 弥生土器 〓亜
2④⑥SD03②
層

長石・石英粗
砂多量,雲母
中砂多量,角
閃石粗砂多量
(B類土器)

5YR6/6橙色
口縁ヨヨナデ,頸
指頭痕

t\'r llk1jti'

弥生土器 一亜
2④⑥SD03

畦12層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y8/4淡黄色
頸ヨコナデ,胴ハケ
メ

弥生土器 一里
2④⑥SD03④
②層

長石・石英粗
砂多量,雲母
細砂含

10YR6/4に ぶい

黄橙色
ラケス・り後′サメ ノサメ後ヘラミがキ

弥生土器 甕
2④⑥SD03③
②層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/6明 赤
褐色

′サメ後胴下半ヘラ
ケス・リ

タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
2④⑥SD03②
南 2層⑥

長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/8“ 議(L
～2.5YR4/4に
ぶい赤褐色

口縁ヨヨナテ
゛
,1同

ヘラケス・リ
口縁ヨコナテ・,1同
ハケメ

弥生土器 甕
2④⑥SD03②
南 第2層⑬

・
量

石
多

長
砂

石英粗
2.5YR6/6橙 色

口縁ヨコナテ
゛
,胴

ヘラケス・リ
口頸ヨコナテ・,胴
タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
2④⑤SD03②
北 第1層

石
含

長
砂

・石英粗 2.5YR6/8橙色
口縁ヨコナテ・,胴
ヘラケス・リ

口縁ヨヨナテ・,月同
タタキメ

弥生土器 甕

2④⑤SD03③
と④の間 第2

層

長石・石英粗
砂多量

5YR6/6橙色
口縁ヨヨナデ ,月同
ハケメ

口縁ヨコナテ・,1同
ハケメ

667 弥生土器 甕
2④ЭSD03③
②層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/8橙色 胴板ナテ 口縁ヨヨナテ・

668 弥生土器 甕
2④ЭSD03②
中央 第2層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/6橙色 口縁ヨヨナデ
口縁ヨヨナテ・,1同
タタキメ

669 弥生土 器 甕
2④ЭSD03①
南 第2層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/61月 う林
褐色

口桐ココナテ
゛
, 月同

ヘラケス・リ

弥生土器 甕
2④ЭSD03①
南 第2層

長石・石英粗
砂多量

5YR5/6明 赤褐
色

口縁ヨコナテ・,1同
指ナデ

口縁ヨコナテ・,胴
タタキメ

弥生土器 甕
３②
⑭

ＤＯ

層櫛韓
石
含

長
砂

石英粗
2.5YR6/8橙色

口縁ヨコナテ
゛
,板

ナテ
゛
, 1同ヘラケス・リ

口縁ヨヨナテ・,胴
タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
2④ЭSD03②
中央 第2層

長石・石英粗
砂多量,雲母
粗砂多量

2.5YR5/6明赤
褐色

胴上半′サメ,下
半指ナテ・

口縁ヨコナテ・,胴
ハケメ

弥生土器 甕
2④⑥SD03②
南 第2層⑬

石
含

長
砂

石英粗 2.5YR4/6赤褐
色

t\t I

弥生土器 甕
2④⑤SD03②
南①層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/8剛 弓ラト
褐色

口縁ヨコナテ・,頸
1同ハケメ

口縁ヨヨナテ・,胴
タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
2④ЭSD03④
②層

長石・石英粗
砂多量

5YR6/4に レドし

橙色
口頸ヨヨナデ,胴
ヘラケス・リ

口頸ヨヨナテ・,胴
ハケメ

弥生土器 甕

2④ЭSD03②
南部分 第2層
(ヒ

゜
ットのまわり

の畦部分)

長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/8明赤
褐色

口縁ヨコナデ ,月同
ヘラケス・リ

口頸ヨコナテ
゛
,胴

ハケメ
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弥生土器 甕
2④⑥SD03①
北②層

長石・石英粗
砂含

5YR4/2灰 褐色 指ナデ

弥生土器 甕
2④ЭSD03①
南 第2層

長石・石英粗
砂含

2.5YR5/6明 赤
褐色

口縁′サメ,胴指
頭痕後ヘラケス・リ

口縁ヨヨナデ,1同
ハケメ

弥生土器 甕
2④⑤SD03(① )

②層
長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/8明 赤
褐色

1同ヘラケス・リ

弥生土器 甕

2④⑤SD03②
南部分②層(ヒ

゜
ッ

トのまわりに残
した畦部分)

長石・石英粗
砂含

10YR7/4に ぶい
黄橙色

胴上半指ナテ・

下半板ナテ
゛ :同ハケメ

弥生土器 甕
2④⑥SD03①
北②層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/6明 赤
褐色 指頭痕 板ナテ・後ヘラミがキ

弥生土器 甕
2④ЭSD03①
南 第2層

・
量

石
多

長
砂

石英中
2.5YR6/8橙色 口縁′サメ

弥生土器 甕
2(X)SD03(① )

2層
石
含

長
砂

・石英粗
5YR7/6橙色 指頭痕 不 明

弥生土器 甕

2④⑤SD03③
と④の間 第2

層

・
量

石
多

長
砂

石英粗
2.5YR7/6橙色 口縁′サメ 月同ハケメ

弥生土器 鉢
2④⑥SD03②
中央 第2層

長石・石英粗
砂含

2.5YR4/8赤褐
色

弥生土器 鉢
2④ЭSD03②
南 第2層⑫

長石・石英粗
砂含

2.5YR5/6明赤
褐色

口縁ヨヨナデ,1同
ハケメ

口縁ヨコナテ・,胴
ハケメ

弥生土器 鉢
2④⑤SD03①
北②層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/6明 赤
褐色

口縁ヨヨナデ,胴
ハケメ

口縁ヨヨナテ・,胴
ハケメ

弥生土器 鉢
200SD03②
南 第2層⑬

長石・石英粗
砂多量

2.5Y8/1灰 白色
口縁ヨコナテ

゛
, 月同

ハケメ
口縁ヨコナテ・, 月同
ハケメ

689 弥生土器 鉢
2④⑥SD03③
北側部分第2層

長石・石英細
礫多量

2.5YR7/8橙 色

弥生土器 鉢
2④⑥SD03①
南 第2層

石
含

長
砂

石英粗
2.5Y3/2黒 褐色

口縁ヨヨナテ
゛
,胴

ハケメ 口縁 ヨコナテ
゛

弥生土器 鉢
2④ЭSD03③
2層

石
含
含

長
砂
砂

・石英粗
雲母細

2.5YR5/8明 赤
褐色

ヘラミがキ

弥生土器 鉢
2④ЭSD03②
南側 第2層

長石・石英粗
砂含

2.5YR5/8明赤
褐色

弥生土器 鉢

2④⑥SD03
(SD07と 分岐
部分)第 2層

・
量

石
多

長
砂

石英粗 7.5YR3/2黒褐
色 不 明

弥生土器 鉢
2∞ SD03(① )

2層
長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/8明 赤
褐色 不明

695 弥生土器 鉢

2④⑤SD03③
と④の間 第 2

層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/8橙色 不明

696 弥生土器 鉢
2④ЭSD03③
②層

石
含

長
砂

石英粗
10R5/6赤 色

弥生土器 一亜
2④ЭSD03②
中央 第2層

長石・石英粗
砂多量

10YR6/6明 黄褐
色～2.5YR7/6
橙色

不 明

弥生土器 青亜

2④⑤SD03③
と④の間 第2

層

石
含

長
砂

石英中 7.5YR6/41こ ″ぶ
い橙色

弥生土器 一亜
2CЮ SD03①
Jヒ ②層

長石・石英中
砂多量,雲母
細砂含

2.5YR5/6明 赤
褐色

口縁ヨヨナテ
゛ 口縁ハケメ,頸ヨコ

ナテ',底ヘラケス・リ
後ミがキ

弥生土器 一亜
①ＤＯ

層ｍ蒔
長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/8明 赤
褐色

不明 ヘラミカ
゛
キ

弥生土器 高杯
①ＤＯ

層櫛耐
長石・石英粗
砂含

5YR5/6明赤褐
色

t\l I ,\tr i
２
組

孔
１
孔

透
孔
６

弥生土器 高杯
2④⑤SD03②
南 第2層①

・
量

石
多

長
砂

石英粗 7.5YR7/4に ぶ
い橙色

″メ後ヘラミがキ

第29表 土器観察表 (15)

-295-



番号 挿図 図版 種 類 器 種 遺 構 名 残存率 胎  土 色 調 内面調整 外面調整 備考

弥生土器 高杯
2④⑥SD03②
南側 第2層

長石・石英粗
砂多量

2.5Y8/3淡 黄色 板ナデ ヘラミカ
゛
キ

弥生土器 一亜
2④⑤SD03③
北部 第3層

3/8
長石・石英粗
砂多量

5YR7/6橙色
口縁ハケメ後ヨヨナ口縁ヨヨナテ・,頸

ハケメ

弥生土器 〓亜
2④⑤SD03②
南②層

長石・

砂合,

砂多量

粗
中

英

母
石
雲 5YR6/6橙色 指頭痕後ヨコナテ・ ′サメ後ヨヨナテ

゛

弥生土器 一亜

2④⑤SD03②
中央 (ヒ

゜
ット周

囲)第 3層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR7/8橙色 指頭痕 不 明

弥生土器 甕
2④⑥SD03①
Jヒ 第3層

長石・石英粗
砂多量

7.5YR7/4に ′ぶ
い橙色

タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
2④ЭSD03①
南 第3層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR7/8橙色 タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
2④⑥SD03①
南 第3層

長石・石英粗
砂多量

10R5/8赤 色
口縁ヨヨナデ,胴
ヘラタス・リ

口縁ヨヨナテ・,1同
ハケメ

弥生土器 甕
2④ЭSD03②
中央 第2層

石
含

長
砂

石英粗
5YR7/6橙色 不明 タタキメ, ハケメ

弥生土器 甕
2④⑥SD03④
3層

長石・石英粗
砂多量

10YR8/4浅黄橙
色

口縁′サメ,胴ヘラ
ケス・リ

タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
３②
層

〕̈
長石・石英粗
砂多量

5YR8/4淡 橙色 不明

弥生土器 甕
2④ЭSD03②
中央 第2層

長石・石英粗
砂少量

2.5YR6/8橙色
～5YR5/3に ぶ
い赤褐色

口縁ヨコナデ,胴
上半′サメ,1同 下
半板ナテ・

口縁ヨヨナテ・,1同
ハケメ後ヘラミカ

゛
キ

'大ナテ・

弥生土器 甕
2④ЭSD03②
南倶1第 3層

長石・石英粗
砂多量,雲母
粗砂多量,角
閃石粗砂多量

7.5YR5/4に ぶ
い褐色

口頸ハケメ後ヨコナ口縁ヨコナテ・,1同
ハケメ

弥生土器 甕
2④ЭSD03②
Jヒ 第3層

長石・石英中
砂含

2.5Ⅶ6/8橙色

弥生土器 甑
2④⑥SD03④
3層 溝底

長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/6橙色 板ナテ 不明

弥生土器 鉢
2CЮ SD03④
第3層

長石・石英粗
砂多量

2.5Y8/4淡黄色 タタキメ後′サメ

弥生土器 鉢
2④⑥SD03④
3層 溝底

長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/6明 赤
褐色

板ナデ 不明

弥生土器 鉢
2④⑥SD03②
Jヒ 第3層

雲母細砂含 5YR6/6橙色 不明

弥生土器 鉢
20⑥ SD03④
第3層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/8橙色 不 明

弥生土器 高杯
2④ЭSD03②
南①層

長石・石英粗
砂多量

10YR8/4浅 黄橙
色

壕 ラミカ
゛
キ

口縁ヘラミがキ
,

底ヘラケス・り後ヘラミ
がキ,脚ハケメ後ヘ
ラミカ・キ

紡錘車
2④⑥SD03④
第3層

粗砂含 5YR6/6橙色 不明 不明
土器片
転用

弥生土器 甕 2④⑥SD03①
長石・石英粗
砂多量,雲母
細砂少量

2.5YR5/8月月う棒
褐色

口縁ヨヨナデ,1同

板ナデ
口縁ヨコナテ

゛
,胴

タタキメ後′サメ

弥生土器 甕 2④⑥SD03①
長石・石英粗
砂含

2.5Y7/3浅黄色
口縁ハケメ後ヨヨナ
テ
゛
,胴板ナデ後

ヘラケス・リ

弥生土器 鉢

2④⑤SD03③
(ヒ

゜
ット周囲の畦

部分)

長石・石英粗
砂多量

10YR8/4浅 黄橙
色

不 明

弥生土器 高杯
2④⑥SD03①
北側(畦下)

石
含

長
砂

石英粗 5YR3/3暗赤褐
色

不 明
口縁ヨヨナデ ,月同
ヘラミがキ

弥生土器 士亜
2(D()SD08
第1層

長石・石英粗
砂含

2.5YR5/8明赤
褐色

口縁ハケメ

弥生土器 鉢
2④ЭSD08

第1層
長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/8明 赤
褐色

指頭痕
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弥生土器 一亜
2④ЭSD08
畦 第2層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/8橙色 不 明 不明

弥生土器 一亜 ｍ囃
長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/811Bう 林
褐色

口縁ヨヨナデ,頸
ハケメ

口縁ヨヨナテ
゛
,頸

′サメ後ヨコナデ

弥生土器 甕

2(D()SD08
第2層 と第3層
の境

・
量

石
多

長
砂

石英粗 2.5YR5/6明 赤
褐色

口頸ヨヨナテ
゛
,胴

指ナテ
゛ 口頸ヨコナテ・,胴

ハケメ

弥生土器 鉢
2(D()SD08
畦 第2層

石
含

長
砂

石英細
2.5YR7/6橙色 不明 指頭痕

弥生土器 鉢
2(D()SD08
第2層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/6橙色 不 明 不 明

弥生土器 甕 2④⑥SD08 長石・石英粗
砂多量

5YR5/6明 赤褐
色

ヘラケス・リ タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
2④ЭSDo8
SB04⑦周辺

長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/8明 赤
褐色

口頸ヨコナデ,胴
ヘラケス

゛
リ

口頸ヨヨナテ
゛
,胴

タタキメ後′サメ

弥生土器 鉢 2④⑤SD08
長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/8明 赤
褐色

ヘラミがキ
赤
料

面
顔

内
色

弥生土器 鉢
2④⑥SB04⑦
C21 SP254

長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/8橙色

弥生土器 一亜
2④⑤SD12①
No.2第 1層

長石・石英粗
砂多量

5YR6/6橙色
口縁ヨヨナデ,頸
ヘラミがキ

口縁タタキメ後ヨヨナ
テ・,頸ヨヨナデ

,

1同ハケメ

弥生土器 一里

2∞ SD12①
Tr.黒 色土中
`し
、

長石・石英粗
砂少量

2.5YR6/8橙色 ヨヨナテ・

弥生土器 一霊
2④⑥SD12①
No.4第 1層

長石・石英粗
砂多量

5YR5/6明 赤褐
色

口縁ヨコナテ・,頸
′サメ後ヘラミがキ

口縁ヨヨナデ,頸
″メ後ヘラミがキ

775 弥生土器 一亜
2④ЭSD12①
黒色土

石
含

長
砂

石英粗 5YR5/6明 赤褐
色

口縁ヨコナデ後ヘラ
ミがキ,頸′サメ後
ヘラミがキ

口縁ヨコナテ・,頸
′サメ後ヘラミがキ

弥生土器 一亜

2④⑤拡張区
SD12Tr.黒 色
土中心

・
量

石
多

長
砂

石英粗 2.5YR5/6明 赤
褐色

口縁ヨコナテ
口縁ヨコナテ

゛
,頸

ヘラミがキ,1同ハケメ

777 弥生土器 一笠
2④⑥SD12①
層

石
含

長
砂

・石英粗
2.5YR6/8橙 色

口縁ヨヨナテ・,頸
ハケメ

弥生土器 一里
2CЮ SD12①
No.1第 1層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/6橙色

口頸′サメ,胴上
半ハケメ後ナテ

゛
,

胴下半ハケメ後ヘラ
ケス・リ

口頸ヨヨナテ・,胴
ハケメ

779 弥生土器 一亜
2④ЭSD12①
l層

・
量

石
多

長
砂

石英粗
5YR6/8橙色

口縁ヨコナデ,頸
′サメ,胴′サメ後ナ
テ・

口縁ヨヨナテ
゛
,頸

月同ハケメ

弥生土器 士亜
2④⑥SD12①
No.3第 1層

長石・石英粗
砂多量,雲母
粗砂多量,角
閃石粗砂含

5YR5/6明 赤褐
色

タタキメ後′サメ

弥生土器 一亜
2④⑤SD12①
黒色土

長石・石英粗
砂多量

5YR6/8橙色

弥生土器 一霊
2∞ SD12①
層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/6明赤
褐色

口頸ヨコナテ 口頸タタキメ

弥生土器 一亜
2④ЭSD12②
SD13よ り南

長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/6剛 弓ラト
褐色

′サメ後ナテ
゛ ハケメ後口縁ヨコナ

弥生土器 甕
2∞ SD12①
層

長石・石英細
礫多量

7.5YR8/4浅黄
橙色

1同ヘラケス
゛
リ

口縁ヨヨナテ
゛
,1同

タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
2④⑥SD12①
黒色土

石
含

長
砂

石英粗
10YR7/4に ぶい

黄橙色～5YR
3/3暗赤褐色

口縁ハケメ後ヨヨナ
テ
゛
, 1同ハケメ4たヘラ

ケス・リ

口頸ヨヨナテ
゛
,胴

タタキメ

弥生土器 鉢
2∞ SD12①
南 第1層

長石・石英粗
砂多量

10YR7/4に メドい
黄橙色

ヘラミがキ 口縁ヨコナデ

弥生土器 鉢
2④⑥SD12①
南 第1層

・
量

石
多

長
砂

石英粗
2.5Y7/4浅黄色 口縁ヨヨナデ 口縁ヨコナテ

゛
,底

ヘラケス・リ

第 31表 土器観察表 (17)

-297-



番号 挿図 図版 種 類 器 種 遺 構 名 残存率 胎  土 色 調 内面調整 外面調整 備考

弥生土器 鉢
2④⑥SD12①
No.2第 1層

石
含

長
砂

石英粗 2.5YR5/6明 赤
褐色

′サメ後指ナデ

弥生土器 鉢
2④⑥SD12①
黒色土

石
含

長
砂

・石英粗 5YR5/6明赤褐
色

弥生土器 高杯
2CeSD12①
黒色土

長石・石英粗
砂多量

5YR6/8橙色 ヨコナテ
゛

ヨコナテ
゛

弥生土器 高杯
２①
層ｍｏ・３第‐

長石・石英粗
砂多量

10R8/1灰 白色 透7し 4

弥生土器 士亜
2④⑥SD12①
層

長石・石英粗
砂多量,雲母
細砂含

7.5YR6/4に ぶ
い橙色

指ナテ・ 頸′サメ,底ミがキ

弥生土器 一亜
2④⑥SD12①
層

長石・石英粗
砂多量,雲母
細砂多量,角
閃石粗砂多量

5YR6/6橙色 不 明 壷底ヘラミがキ

弥生土器 一亜
2④⑥SD12①
No.2第 1層

粗
粗

石

英
母
閃

石
雲
角
量

・

，
，多

石
含
含
砂

長
砂
砂
粗

5YR6/6橙色 体ヨコナテ・
口縁ヨヨナデ,頸
′サメ後ヘラミがキ,

脚ヘラミがキ

飯蛤壺
2④⑥SD12①
層

粗砂多量
2.5YR5/8明赤
褐色

指ナテ
゛

指頭痕

弥生土器 〓亜
2④⑥SD12②
2層

石
含

長
砂

・石英粗
2.5YR6/8橙 色

口縁ヨヨナテ
゛
,頸

ヘラミがキ
ヨコナテ

゛

弥生土器 一亜
2④⑤SD12④
⑤間畦 第2層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/8橙 色
頸ハケメ,1同 下半
ヘラケス

゛
リ

胴上半ヘラミがキ

弥生土器 士笠
2④⑥SD12①
2層

長石・石英粗
砂多量,結晶
片岩含

10R5/6赤 色 不明 ′サメ後ヘラミがキ

799 弥生土器 甕
2④ЭSD12③
④間畦 2層

長石・石英粗
砂含

2.5Y6/3に
'ド

い

黄色

′サメ後胴下半ヘラ
ケス・リ

弥生土器 甕
2④⑥SD12③
2層

長石・石英細
礫多量

2.5YR6/8橙 色
口頸ヨコナデ,胴
上半指頭痕 ,

下半ヘラケス
゛
リ

口頸ヨヨナデ,胴
上半′サメ,下半
ヘラミがキ

弥生土器 鉢
2④ЭSD12③
2層

長石・石英粗
砂含

5YR6/6橙色 板ナデ 不 明

弥生土器 鉢
2∞ SD12②
2層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/6明 赤
褐色

ハケメ

弥生土器 鉢
2∞ SD12①
2層

石
量

長
多

石英粗
2.5YR6/8橙 色

口縁ヨヨナテ
゛
,胴

ハケメ後ヘラミがキ
口縁ヨコナテ

゛
,1同

ヘラケス・り後′サメ

弥生土器 鉢
2④③SD12③
2層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/8橙色 ハケメ タタキメ

弥生土器 士亜
2∞ SD12①
2層

石
含

長
砂

・石英粗 10YR8/4浅 黄橙
色

不 明 不明

806 弥 生土器 一霊
20Э SD12③
④間畦 2層

石
含

長
砂

・石英粗 10YR7/4に 』ドい

黄橙色
口縁ヨコナデ ,月同
ハケメ

口縁ヨコナテ
゛
,胴

ヘラミカ
゛
キ

807 弥生土器 士亜

2④⑥SD12③
(SH03中 央 よ
り南)

長石・石英細
礫多量

10YR7/4に ぶい

黄橙色
口縁ヨヨナデ,頸
ハケメ

口縁ヨヨナデ,頸
ハケメ

弥生土器 一里

2④⑤ SD12③
(SH03中 央 よ
り南)

長石・石英粗
砂多量

2.5YR7/8橙色 ヨヨナテ
゛ 口縁ヨコナテ

゛
,頸

ハケメ

弥生土器 鉢
2④⑤SD12
(Tr.)

長石・石英粗
砂含

2.5YR5/8明 赤
褐色

不明

紡錘車
2④ЭSD12④
l,2層混

粗砂含 2.5YR6/6橙 色 ヘラミがキ ラミカ
゛
キ

土器片
転用

弥生土器 一亜
3① (2)SD01
弥生後期 中層

石
含

長
砂

石英粗
5Y8/2灰 白色 口縁ヨコナテ

ハケメ後口縁ヨコナ

弥生土器 士笠

3① (2)SD01
灰黒色粘質層
(土器溜り)

長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/3,支 課iイL 口縁ヨヨナテ
゛
,頸

ハケメ
口縁ヨヨナデ,頸
ハケメ後ヘラミがキ
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弥生土器 一亜
3①O)SD01
弥生後期の溝

長石・石英粗
砂多量,雲母
中砂多量,角
閃石粗砂含

7.5YR5/41こ ぶ
い褐色

弥生土器 士亜

3①O)SD01
灰黒色粘質層
(土器溜り)

石
含

長
砂

石英粗
2.5Y7/2灰 黄色

口縁ヨコナテ
゛
,胴

ハケメ

口頸ヨヨナテ
゛
,1同

上半′サメ,下半
ヘラタス・リ

弥生土器 甕

3① (2)SD01
灰黒色粘質層
(土器溜り)

長石・石英粗
砂多量

10YR7/3に ノドい

黄橙色～10YR

3/1黒褐色

口縁′サメ,胴上
半指頭痕,下
半ヘラケス・リ

タタキメ後1同 上半ハ

ケメ,下半ヘラナテ・

弥生土器 甕 3① (2)SD01
長石・石英粗
砂多量

2.5YR7/8橙 色 口縁ノサメ ハケメ

弥生土器 甕 3① (2)SD01 ・
量

石
多

長
砂

石英粗
5YR8/4淡 橙色 月同ヘラケス・リ 1同 ハケメ

828 弥生土器 甕
3① (2)SD01
灰黒色粘質層

石
含

長
砂

石英粗
2.5Y7/3,支 課i(L

口縁′サメ,胴板
ナテ・

タタキメ後″メ

弥生土器 甕

3① (2)SD01
灰黒色粘質層
(土器溜り)

長石・石英粗
砂多量

5YR7/8橙色 不明 ハケメ

830 弥生土器 甕

3① (2)SD01
灰黒色粘質層
(土器溜り)

長石・石英細
礫多量

10YR6/3に ぶい

黄橙色
不明 t\l I

弥生土器 甕
3① (2)SD01
灰黒色粘質層

石
含

長
砂

石英粗
2.5Y7/2灰 黄色

口縁ヨコナテ
゛
,胴

ヘラケス・リ
口縁ヨヨナデ,胴
ハケメ

弥生土器 甑
3① (2)SD01
灰 黒色 粘 質層

長石・石英粗
砂多量

10YR8/1灰 白色 ′サメ.指頭痕 )\, I

弥生土器 鉢
3① (2)SD01
弥生後期 下層

長石・石英粗
砂多量

5Y7/2灰白色 口頸ヨヨナテ

弥生土器 鉢
3① (2)SD01
弥生後期 下層

石
含

長
砂

石英粗
2.5Y7/2灰 黄色 不明 ヨコナテ

‐

弥生土器 鉢
3① (2)SD01
灰黒色粘質層

長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/3に メドい
黄色

口縁′サメ,胴板
ナテ
゛ 1同ハケメ

弥生土器 鉢 3① (2)SD01
石
含

長
砂

石英中
N7/0灰白色

口縁ヨコナテ・,胴
板ナテ・

口縁ヨヨナテ
゛

弥生土器 鉢

3① (2)SD01
灰黒色粘質層
(土器溜り)

長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/3i支 聟ilL

弥生土器 鉢
3①9)SD01
灰黒色粘質層

長石・石英粗
砂含

2.5Y7/3浅黄色 板ナテ・後′サメ

弥生土器 鉢
3① (2)SD01
灰黒色粘質層

長石・石英粗
砂多量,雲母
粗砂多量

10YR6/3に
'ド

い

黄橙色
不 明 xjtT/,'t)lftti7l

弥生土器 鉢 3① (2)SD01
長石・石英粗
砂合,雲母中
砂多量

10YR6/3に ぶし

黄橙色
′サメ後ナデ 不 明

弥生土器 高杯

3① (2)SD01
灰黒色粘質層
(土器溜り)

長石・石英粗
砂合,雲母中
砂多量,角 閃
石粗砂多量

7.5YR4/4褐 色
口縁ヨコナテ

゛
,底

ヘラミカ
゛
キ

口瓶調ヨナテ
゛

弥生土器 高杯
3① (2)SD01
弥生後期の溝

長石・石英粗
砂合,雲母粗
砂多量,角閃
石粗砂多量

7.5YR6/41こ ′ド
い橙色

ヨコナテ・ 口縁ヨヨナテ
゛

弥生土器 一亜
3① (2)弥生後
期の落ち第1層

長石・石英粗
砂多量,雲母
粗砂多量

10YR6/4に メドい

黄橙色
不 明

口頸ハケメ後ヨコナ

弥生土器 甕

3① (2)弥生後
期の落ち 第 1

層

長石・石英粗
砂含

2.5Y7/1灰 白色
口紡kヨヨナデ , 月同
ヘラタス・リ

月同ハケメ

弥生土器 甕 蜂
知

弥
ち

の
落０

胸層
長石・石英粗
砂含

10YR6/2灰 黄褐
色

不 明 胴下半ヘラケス
゛
リ
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弥生土器 鉢
3① (2)SD04
第2層

粗
粗
閃

英

母
角

石
雲

，含

。

，量
砂

石
含
多
粗

長
砂
砂
石

2.5Y6/3に
'ド

い

黄色
口縁ヨヨナデ,胴
けメ後指ナテ・

口縁ヨコナデ

弥生土器 一亜
3①O)SD02
灰黒色粘質層

長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/2灰 黄色
口縁ヨヨナテ・,頸
ハケメ

口縁ヨコナテ
゛
,頸

ハケメ

弥生土器 一亜 3① (2)SD02 ・
量

石
多

長
砂

石英粗
10YR8/2灰 白色 不明 t\l I

弥生土器 一亜
3①9)SD02
No.61

長石・石英細
礫多量

5YR6/4に メドし

橙色
ハケメ

弥生土器 一亜
3① (2)SD02
No.27

長石・石英細
礫多量

2.5Y7/2灰 黄色 口頸ヨコナデ
口頸ヨコナデ ,月同
ハケメ

弥生土器 一亜
3① (2)SD
02No.28

長石・石英粗
砂多量,雲母
粗砂多量

10YR7/4に メドい

黄橙色
口縁ヨヨナデ 口頸ヨヨナテ・ 径は不

確実

弥生土器 一亜
3① (2)SD02
No.03

長石・石英細
礫多量

10YR7/2に プドい

黄橙色
口頸ヨヨナデ 口頸ヨヨナデ

弥生土器 甕
3① (2)SD02
No.53

長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/3浅黄色
口縁ヨヨナデ,1同
ラヽケス・リ

口縁ヨコナテ
゛
,胴

ハケメ

弥生土器 甕
3① (2)SD02
灰黒色粘質層

長石・石英粗
砂多量,雲母
粗砂多量

2.5Y7/2灰黄色 月同ヘラケス・リ タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
3① (2)SD02
No.03

長石・石英粗
砂多量

2.5Y8/2灰白色 胴下半ヘラケス・リ
口縁ヨヨナデ,胴
ハケメ

弥生土器 甕
3① (2)SD02
No.11

・
量

石
多

長
礫

石英細
2.5Y6/2灰 黄色

口頸ヨコナテ',胴

上半指頭痕 ,

下半ヘラケス・リ

口頸ヨヨナテ・,胴
ハケメ

弥生土器 甕
3① (2)SD02
No.30

石
含

長
砂

石英粗 10YR5/2灰 黄褐
色

口縁ヨヨナデ,1同
ヘラケス・リ

タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
3① (2)SD02
No.40

長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/31こ
'ド

い

黄色
1同ヘラケス

・リ
口縁ヨコナデ ,月同
ハケメ

865 弥生土器 甕
3① (2)SD02
灰黒色粘質層

石
含

長
砂

・石英中
2.5Y7/2灰 黄色 月同ヘラケス

・リ
口縁ヨコナテ・,1同
タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
3① (2)SD02
No.18

長石・石英細
礫多量

10YR7/3に
'ド

い

黄橙色
月同ヘラケス

・リ タタキメ後底′サメ

弥生土器 甕
3① (2)SD02
No.49

長石・石英粗
砂多量

7.5YR6/4に ぶ
い橙色

月同ヘラケス・リ
口頸ヨヨナテ・,胴
タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
3① (2)SD02
No.16

・
量

石
多

長
砂

石英粗 10YR6/2灰 黄褐
色

胴上半′サメ,下
半板ナテ・

弥生土器 甕
3① (2)SD02
No.59

長石・石英細
礫多量

10YR7/4に ぶい

黄橙色
月同ヘラケス

・リ 月同ハケメ

弥生土器 甕
3① (2)SD02
No.32

長石・石英細
礫多量

10YR6/2灰 黄褐
色

口縁ヨヨナテ
゛
,月同

ヘラケス
゛
リ

口縁ヨコナテ
゛
,1同

ハケメ

弥 生土 器 甕
3(D(2)SD02
灰黒色粘質層

長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/31こ 」ドい
黄色

月同ヘラケス
・リ

弥生土器 甕
3① (2)SD02
灰黒色粘質層

1/8
長石・石英粗
砂多量

7.5YR5/4に ぶ
い褐色

1同ヘラケス
・リ

口縁ヨヨナテ
゛
,1同

タタキ後′サメ

弥生土器 甕 3① (2)SD02
長石・石英粗
砂含

2.5Y7/2灰 黄色 胴下半ヘラケス・リ 1同 タタキメ

弥生土器 甕
3① (2)SD02
灰黒色粘質層

長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/2灰黄色
口縁板ナテ

゛
,胴

ヘラケス・リ
ハケメ

弥生土器 甕
3① (2)SD02
灰黒色粘質層

長石 。石英細
礫多量

2.5YR6/6橙 色 1同ヘラケス・リ 月同ハケメ

弥生土器 甕
3① (2)SD02
No.32

長石・石英粗
砂多量

10YR8/2灰 白色 指ナデ 不明

弥生土器 甕
3① (2)SD02
No.30

長石・石英粗
砂多量

5YR6/6橙色 不 明 タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
3① (2)SD02
No.55

長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/2灰黄色 胴下半ヘラケス・リ タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
3① (2)SD02
No.59

・
量

石
多

長
砂

石英粗 5YR7/4に おミυ

橙色
ヘラケス・リ 頸1同 タタキメ後ハケメ
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弥生土器 甕
3① (2)SD02
No.40

長石・石英粗
砂多量

7.5Y7/2灰 白色 1同ヘラケス
゛
リ

弥生土器 甕
3① (2)SD02
No.58

長石・石英細
礫多量

5YR2/2黒 褐色
口縁ヨコナデ ,月同
ヘラケス・リ

弥生土器 甕
3① (2)SD02
No.33

長石・石英細
礫多量

2.5Y6/3に メドい

黄色
1同ヘラケス・リ

弥生土器 鉢
3① (2)SD02
No.06

長石・石英粗
砂多量

10YR7/2に メドい

黄橙色
ヨヨナテ・

弥生土器 鉢 3① (2)SD02
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/2灰 黄色 ハケメ 下半ヘラケス
゛
リ

弥生土器 鉢
3① (2)SD02
No.10

長石・石英粗
砂多量,雲母
粗砂多量,角
閃石粗砂含

2.5Y6/3
にぶい黄色

不明

弥生土器 鉢 3① (2)SD02
長石・石英細
礫多量

5YR6/6橙色 不 明

弥生土器 鉢
3① (2)SD02
灰黒色質層

長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/3浅黄色
口縁ヨコナデ,底
ヘラケス・リ

弥生土器 鉢
3① (2)SD02
No.23

長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/31こ
'ド

い

黄色
不明

弥生土器 鉢
3① (2)SD02
No.57

長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/6橙 色 不 明

弥生土器 鉢
3① (2)SD02
No.48

長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/3に ンドい

黄色
不明

弥 生土 器 鉢
3① (2)SD02
No.02

・
量

石
多

長
礫

石英細 2.5Y6/31こ フドい

黄色
不 明 不 明

弥生土器 鉢
3① (2)SD02
No.40

・
量

石
多

長

砂
石英粗 2.5Y6/3に ンドい

黄色
不 明 不明

弥生土器 鉢
3① (2)SD02
No.33

長石・石英粗
砂多量,雲母
粗砂多量,角
閃石粗砂含

10YR6/4に ぶい

黄橙色
不 明 不明

弥生土器 鉢
3①9)SD02
No.33

長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/2灰 黄色 不明

895 弥生土器 鉢
3① (2)SD02
灰黒色粘質層

・
量

石
多

長
砂

石英粗 10YR7/2に ぶい

黄橙色
ヘラケス・リ

896 弥生土器 鉢
3① (2)SD02
No.02

長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/3に
'ド

い

黄色
不 明

897 弥生土器 鉢
3① (2)SD02
No.37

・
量

石
多

長
砂

石英粗 7.5YR6/3に ンぶ
い褐色

口縁 ヨコナテ
゛

頸タタキメ

弥生土器 鉢
3① (2)SD02
灰黒色粘質層

長石・石英粗
砂多量,雲母
中砂多量,角
F/5石粗砂多量

2.5Y6/31こ
'ド

い

黄色
底ヘラケス・リ

899 弥生土器 高杯
3① (2)SD02
灰黒色粘質層

長石・石英粗
砂合,雲母中
砂多量,角 閃
石粗砂多量

10YR5/3に ぶい

黄褐色
不 明

□縁ヨヨナデ,底
ヘラケス・リ

弥生土器 高杯
3① (2)SD02
No.06

長石・石英粗
砂合,雲母中
砂合,角 閃石
粗砂含

10YR7/2に ぶい
黄橙色

口縁ヨコナデ,底
ヘラミカ

゛
キ 不 明

弥生土器 高杯
3① (2)SD02
灰黒色粘質層

長石・石英粗
砂多量,雲母
中砂多量,角
閃石粗砂少量

10YR5/4に ぶし

黄褐色
口縁ヨヨナデ,底
ヘラミがキ

口縁ヨコナデ,底
ヘラケス・リ

902 弥生土器 高杯
3①O)SD02
No.43

長石・石英粗
砂多量,雲母
粗砂多量

2.5Y6/3に ンドい

黄色
ヨヨナテ

゛ 口縁ヨヨナテ
゛
,底

ヘラケス
゛
リ

第 35表 土器観察表 (21)

-301-



番号 挿図 図版 種 類 器 種 遺 構 名 残存率 胎 土 色 調 内面調整 外面調整 備考

弥生土器 高杯
3① (2)SD02
No.51

長石・石英粗
砂多量,雲母
細砂少量,角
閃石粗砂多量
(B類土器)

5YR7/41こ ′ドし
橙色

不明

口縁ヨヨナテ・,底
ヘラケス・り

`炎

ヘラミカ
゛

キ

弥生土器 高杯
3①O)SD02
No.01

長石・石英粗
砂多量,角 閃
石粗砂多量

2.5Y6/31こ ンドい

黄色
口縁ヨコナデ,底
ヘラミがキ

不 明

弥生土器 高杯
3① (2)SD02
No.15

長石・石英粗
砂多量,角 閃
石粗砂多量

5YR6/4に 坊ミい

橙色
不明,脚ヘラケス・

リ 底′サメ

弥生土器 高杯
3① (2)SD02
No.34

長石・石英粗
砂多量,雲母
粗砂多量,角
閃石粗砂多量

10YR6/31こ
'ド

い

黄橙色
口縁ヨヨナテ・,底
ヘラミカ

゛
キ 口縁ヨコナテ・

弥生土器 高杯
3① (2)SD02
No.36

長石・石英粗
砂合,雲母細
砂多量,角 閃
石中砂多量

7.5YR6/4に ぶ
い橙色

杯ヘラミがキ 不 明

上
孔
不

孔
３
段

透
段
下
明

弥生土器 高杯
3① (2)SD02
No.07

長石・石英粗
砂多量,雲母
中砂多量,角
閃石粗砂多量

2.5Y7/2灰 黄色
底ヘラミがキ,脚ヘ

ラケス・リ 不 明

透孔下
段 2,
上段 1

残在

弥生土器 高杯
3① (2)SD02
No.09

長石・石英粗
砂多量,雲母
粗砂合,角 閃
石粗砂多量

7.5YR6/4に ぶ
い橙色

ヘラケス・リ 不明

上

，
２

穴

２
段

透
段

下

弥生土器 高杯
3① (2)SD02
No.08

長石・石英粗
砂多量,角 閃
石粗砂多量

5YR5/6明 赤褐
色

不明 不 明

透孔下
段3,
上段推
定 3

弥生土器 高杯
3① (2)SD02
No.34

長石・石英粗
砂含,雲母粗
砂多量,角 閃
石粗砂含

10YR6/3に ぶい

黄橙色
不明 不明

弥生土器 器台
3① (2)SD02
No.19

長石・石英粗
砂多量

10YR8/3浅 黄橙
色

不 明 不明
透孔 4

穴

弥生土器 高杯
3① (2)SD02
No.04

長石・石英細
礫多量

10YR6/3に
'ド

い

黄橙色
′サメ後底ヘラミがキ

口縁ハケメ後ヨコナ

弥生土器 高杯
3① (2)SD02
No.54

長石・石英粗
砂多量

5YR6/3に ″ぶし

橙色
不明

弥生土器 一亜 l ②SR02 g'層
長石・石英粗
砂多量

10YR5/2灰 黄褐
色

口縁ヨヨナテ・,頸
ハケメ

口縁ヨヨナテ
゛
,頸

ハケメ

弥生土器 一亜 l② SR02 g'層
石
含
含

長
砂
砂

・石英粗
雲母細

2.5Y6/3に ぶい

黄色
ヨコナテ・ ノサメ後ヨコナテ

弥生土器 一亜 l ②SR02 g'層
石
含

長
砂

石 英粗
2.5Y7/2灰 黄色 ヨヨナテ・

弥生土器 士霊 l ②SR02 g'層 ・
量

石
多

長
砂

石英粗
2.5Y7/3,支 奏i4L ′サメ後ヨコナデ

弥生土器 一亜 l② SR02 g'層
長石・石英粗
砂含

7.5YR7/4に ぶ
い橙色

月同ヘラケス・リ 璽頁′サメ

弥生土器 一霊 l② SR02 g'層
石
含

長
砂

石英粗 10YR7/3に ぶい
黄橙色

口頸ヨコナデ
口頸ハケメ後ヨコナ
テ
゛
,胴タタキメ後ハ

ケメ

弥生土器 一亜 l② SR02 g'層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/31こ ンドい

黄色
口頸ヨヨナテ

゛
,胴

′サメ後ナデ

′サメ後胴下半ヘラ
ミカ
゛
キ

弥生土器 〓霊 l② SR02 g'層 長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/41こ ンド
い赤褐色

タタキメ後′サメ

弥生土器 一亜 l ②SR02 g'層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/2灰黄色 指頭痕後′サメ
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弥生土器 長頸壺 l ②SR02 g層

長石・石英粗
砂合,雲母中
砂多量,角閃
石粗砂含

10YR6/3に
'ド

い

黄橙色
口縁ヨヨナテ

゛
,1同

ヘラケス・リ 1同ハケメ

弥生土器 甕 l② SR02 g'層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/2灰 黄色 板ナテ

弥生土器 甕 l② SR02 g'層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/2灰 黄色 指ナテ・ 胴上半タタキメ

弥生土器 甕 l② SR02 g'層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/2灰 黄色
口縁ヨヨナテ・,胴
板ナテ

゛ 口縁ヨヨナデ,1同
タタキメ後′サメ

弥生土器 甕 l② SR02 g'層
長石・石英粗
砂含

2.5Y7/3,支 聟そlL
口縁ハケメ後ヨヨナ
テ
゛
, 1同ハケメ4負ヘラ

ケス・リ

口頸ヨヨナデ ,月同
ハケメ

弥生土器 甕 l② SR02 g'層
長石・石英粗
砂含

2.5Y6/2灰 黄色
口縁ヨコナテ・,胴
ハケメ

回頸ヨヨナデ,胴
ハケメ

弥生土器 甕 l ②SR02 g'層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/2灰 黄色
口縁ハケメ,胴ヘラ
ケス

゛
リ

口縁ヨコナテ
゛
,1同

ハケメ

弥生土器 甕 l ②SR02 g'層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y5/3黄褐色
口縁ヨコナテ・,胴
ハケメ

口頸ヨコナデ

弥生土器 甕 l ②SR02 g'層
長石・石英粗
砂含

2.5Y7/3i曳 聟i(L
口縁ヨヨナデ,1同
指頭痕

口縁ヨヨナテ・

弥生土器 甕 l② SR02 g'層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/2灰 黄色
口縁′サメ,胴ヘラ
ケス・り後′サメ

タタキメ後′サメ

弥生土器 甕 l② SR02 g'層
長石・石英粗
砂多量

10YR4/2灰 黄褐
色

1同 ヘラケス・り後板ナ
1同ヘラミカ

゛
キ

弥生土器 甕 l ②SR02 g'層
石
含

長
砂

石英粗 10YR6/3に ぶい

黄橙色
口縁ヨコナデ , 月同
ヘラケス・リ

口縁ヨコナテ
゛
, 月同

ハケメ

弥生土器 甕 l ②SR02 g'層 長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/2灰 黄色
口頸′サメ,胴ヘラ
ケス

゛
リ

口頸ヨコナテ
゛
,月同

タタキメ

弥生土器 甕 l② SR02 g'層
長石・石英粗
砂含

2.5Y7/3,支 奏i4L 頸′サメ
口頸ヨコナテ

゛
,胴

ハケメ

弥生土器 甕 l ②SR02 g'層
長石・石英細
礫多量

7.5YR6/4に ぶ
い橙色

月同ヘラケス
゛
リ 不 明

弥生土器 甕 l ②SR02 g'層
長石・石英粗
砂多量

5YR6/6橙色

弥生土器 甕 l ②SR02 g'層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/3に ンドい

黄色
不 明

弥生土器 底部 l ②SR02 g'層
長石・石英粗
砂多量

10YR5/2灰 黄褐
色

ヘラケスリ

弥生土器 底部 l② SR02 g'層
長石・石英粗
砂多量

7.5YR4/2灰褐
色

タタキメ後′サメ

弥生土器 甕 l ②SR02 g'層
長石・石英粗
砂多量

7.5YR6/4に ぶ
い橙色

弥生土器 甑 l ②SR02 g'層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/2灰 黄色
ハケメ後 1同 下半ナハケメ後口縁ヨヨナ

弥生土器 鉢 l ②SR02 g'層
長石・石英粗
砂含

5YR6/41こ 坊ミ0

橙色

弥生土器 鉢 l ②SR02 g'層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/3に ンドい

黄色
不明

弥生土器 鉢 l ②SR02 g'層
石
含

長
砂

石英粗
2.5Y6/2灰 黄色 ハケメ ,\,T J

弥生土器 底部 l ②SR02 g'層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y8/2灰 白色 ′サメ,指ナテ
゛ ハケメ

弥生土器 底部 l ②SR02 g'層
長石・石英粗
砂含

2.5Y7/3i支 奏i(L 亀裂多

弥生土器 鉢 l ②SR02 g'層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/31こ ンドい

黄色
板ナテ・ 不明

弥生土器 鉢 l② SR02 g'層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/3,支 聟:(L 板ナデ 不明

弥生土器 甕 l② SR02 g'層
長石・石英細
礫含

2.5Y7/2灰黄色 指ナテ・
口縁ヨコナテ・,1同

板ナテ・
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弥生土器 鉢 l ②SR02 g'層
長石・石英粗
砂多量

10YR6/3に ぶい

黄橙色
指ナデ 指頭痕

弥生土器 鉢 l ②SR02 g'層
長石・石英粗
砂多量

7.5YR7/41こ ぶ
い橙色

口頸ヨコナテ
゛
,胴

ハケメ
口縁ヨコナデ,胴
ハケメ

弥生土器 高杯 l ②SR02 g'層
長石・石英粗
砂多量

10YR3/3浅 黄橙
色

ヘラミがキ ヘラミがキ

弥生土器 一亜 l ②SR02 g'層
長石・石英粗
砂合,雲母中
砂多量

2.5Y7/2灰黄色 ヨコナテ・
口縁ヨヨナデ,胴
ハケメ

弥生土器 士亜 l ②SR02 g'層
長石・石英粗
砂多量

2.5YR7/3淡赤
橙色

頸ヨヨナテ
゛
,脚ヘラ

ミカ
゛
キ

弥生土器 蓋 l ②SR02 g'層
長石・石英粗
砂多量

2.5YR7/3浅黄
色

引旨ナテ

弥生土器 鉢 l ②SR02 g'層
石
含

長
砂

・石英粗 2.5Y6/3に ンドい

黄色
指頭痕 指頭痕

紡錘車 l ②SR02 g'層
長石・石英粗
砂多量

10YR6/3に
'ド

い

黄橙色
不 明 不 明

弥生土器 一亜
l②西Gr.SR01
下層

石
含

長
砂

・石英粗 5YR7/4に ′ドし

橙色
板ナデ 胴上半ハケメ,下

半板ナテ
゛

弥生土器 士霊 l ②SR01下層 長石・石英粗
砂多量

10YR7/3に ぶい

黄橙色
口縁ヨヨナテ・ 口縁ヨヨナテ・

弥生土器 士里
l ②SR01 ③
下層

長石・石英細
礫多量

2.5Y8/2灰白色 口縁ノサメ
口縁ヨヨナテ

゛
,頸

′サメ後ヘラミがキ

弥生土器 一亜 l ②SR02 g層
長石・石英粗
砂多量

5Y6/2灰オリーフ
゛

色
頸ヘラミがキ 不明

弥生土器 一亜
l②東西畦 ④
層

長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/2灰 黄色 不 明

弥生土器 一亜
l②北端Tr.

白砂層(地 山)

長石・石英粗
砂多量,雲母
細砂合,角 閃
石細砂含

7.5YR5/4に ぶ
い褐色

胴上半′サメ,下
半ヘラミがキ

弥生土器 士亜 l ②SR02 g層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/3,支 奏i4L ′サメ後ヘラミがキ

弥生土器 底部 l ②SR02 g層
長石・石英粗
砂多量

10YR7/2に ぶい

黄橙色
不 明

弥生土器 底部 l ②SR02 g層
長石・石英粗
砂多量

10YR7/2に ぶい

黄橙色
不 明 不 明

底部焼
成後穿
了し

弥生土器 高杯 l② SR02 g層 2/8
長石・石英細
礫多量

10YR3/1黒 褐色 杯音6ヘラミカ
゛
キ ヘラミがキ

弥生土器 一亜
l②西Gr.SR01
下層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR4/4に ぶ
い赤褐色

ヘラケス

弥生土器 士亜
l② SR01 ③
下層

長石・石英粗
砂多量

10YR7/3に ぶい

黄橙色

ハケメ後口縁ヨコナハケメ後口縁ヨヨナ

弥生土器 一亜
l②西Gr.SR01

下層
長石・石英粗
砂多量

10YR7/4に ぶい

黄橙色

口頸タタキメ後ヨコナ
デ,胴タタキメ後ヘ

ラミカ
゛
キ

弥生土器 一亜
l②南東Gr.f
層

長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/2灰 黄色
頸指頭痕 ,日
縁ヨコナテ・

弥生土器 一亜 l ②SR02 g層
石
含

長
砂

石英粗
5Y7/2灰 白色 ハケメ

弥生土器 一亜 l ②SR02 g層
石
含

長
砂

石英中
5Y7/2灰 白色

口頸ヨコナデ,胴
ハケメ

口縁ヨヨナテ・,1同
ハケメ

977 弥生土器 奎亜
l② SR01③
下層

長石・石英粗
砂多量,雲母
粗砂多量

10YR5/4に ぶい

黄褐色
不 明 頸′サメ

弥生土器 士亜
l② SR01 ③
下層

長石・石英粗
砂多量

5YR5/6明赤褐
色

口縁ヨコナテ・ 口頸ヨヨナテ・

979 弥生土器 士亜
l ②SR01 ③
下層

長石・石英粗
砂多量

10YR7/3に ぶい

黄橙色
口縁ヨヨナデ,胴
指頭痕

不明
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弥生土器 一亜
l②西Gr.SR01
下層

長石・石英粗
砂多量,雲母
細砂含

10YR7/3に リドい

黄橙色
口頸ヨヨナテ・

口縁ヨコナテ・,頸
′サメ後ヨヨナテ・

弥生土器 一里
l②南東Gr.f
層

長石・石英粗
砂多量

5YR6/4に ′ぶV

橙色
口縁ヨヨナデ,1同

指頭痕
ヨコナテ・

982 弥生土器 一亜
l②東西畦 ⑮
層

長石・石英細
礫多量

2.5Y7/2灰 黄色
口縁ヨコナテ・,頸
ハケメ

口縁ヨコナテ
゛
,頸

'ヽ
ケメ

弥生土器 一霊 l ②SR02 g層 6/8
長石・石英粗
砂多量,雲母
中砂含

10YR6/3に ぶい

黄橙色
口縁ヨコナテ・,胴
指頭痕

口頸ヨコナテ・,胴
ヘラミがキ

弥生土器 一亜
l②北東Gr.

SR01Tr.

長石・石英粗
砂多量,雲母
粗砂多量,角
閃石粗砂含

2.5Y6/31こ ンドい

黄色
胴指頭痕

口縁ヨコナテ・,頸
月同ハケメ

弥生土器 甕 l② SR02 g層
石
含

長
砂

・石英粗
2.5Y6/2灰 黄色

弥生土器 一亜
l②北Tr.流路
灰黒粘土層

長石・石英細
礫多量

7.5YR7/4に ″メ
い橙色

胴下半指ナテ・ 不明

弥生土器 一亜
l②西Gr.SR01
下層

長石・石英粗
砂多量,雲母
粗砂多量

7.5YR5/4に ぶ
い褐色

胴上半指頭痕 ,

下半ヘラケス・リ
′サメ後ミがキ

弥生土器 責亜
l②南東Gr.f
層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/8橙色 ヘラミがキ 外底に
ヘラ描文

弥生土器 士霊 l ②SR01 9層
長石・石英粗
砂合,雲母中
砂含

2.5Y7/3i支 澤iイL 線刻

弥生土器 士亜 l② SR02 g層
長石・石英粗
砂含

2.5Y6/2灰黄色 ′サメ後指ナテ
゛

弥生土 器 士霊 l ②SR02 g層 長石・石英粗
砂含

10YR6/31こ ぶい

黄橙色
口縁ハケメ後ヨコナ
デ,頸指頭痕

ハケメ後 口縁ヨコナ

弥生土器 士亜 l ②SR02 g層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/2灰 黄色
ハケメ後口頸ヨコナ

弥生土器 一亜
l② SR01 ③
上層

長石・石英粗
砂合,雲母中
砂多量,角 閃
石粗砂多量

2.5Y6/31こ
'ド

い

黄色

胴下半ヘラケス・り,

他指頭痕,日
縁ヨヨナテ・

口縁ヨコナテ
゛
,頸

′サメ,底ヘラミがキ

弥生土器 二f・アヨ巨
l② SR01③
下層

長石・石英粗
砂多量

10YR6/3に ぶい

黄橙色
口縁ハケメ後ナテ
胴下半ヘラミがキ

弥生土器 甕
l ② SR02サ |1底

粗砂
長石・石英粗
砂含

2.5Y7/3浅黄色
′サメ後ヘラケス・リ
ロ縁ヨコナテ・

ハケメ後口縁ヨヨナ

弥生土器 甕
l ② SR01 ③
下層

石
含

長
砂

石英粗
2.5Y8/2灰 白色

口縁′サメ,胴′サ
メ後ヘラケス・リ

タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
l ② SR01 ②
下層

長石・石英細
礫多量

10YR8/2灰 白色
～5YR6/6橙色

胴下半ヘラケス・リ 不 明

弥生土器 甕
l②西Gr.SR01

下層
長石・石英粗
砂多量

10YR8/4浅 黄橙
色

口縁ヨヨナテ・,1同
上半指頭痕 ,

下半ヘラケス・リ

口縁ヨコナテ・,1同
タタキ後′サメ

弥生土器 蔓 l② SR02 g層
長石・石英粗
砂多量

5Y6/3オリーフ・デ責
色

ヘラケス

弥生土器 甕
l②南東Gr.7
層

長石・石英粗
砂多量

5YR4/6赤褐色
口縁′サメ,胴 ″

ケメ後ヘラケス・リ

ハケメ後口縁ヨヨナ

弥生土器 甕 l ②SR02 g層
長石・石英粗
砂含

2.5Y8/2灰 白色
頸～胴上半′サメ
胴下半ヘラケス・リ

口頸ハケメ後ヨヨナ
デ,胴タタキメ後ハ
ケメ

弥生土器 甕
l② SR01②
下層

長石・石英粗
砂多量

5YR5/6明赤褐
色

口縁ヨヨナテ
゛
,胴

ハケメ
口縁ヨコナテ

゛
,胴

タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
l②南東Gr.f
層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/6明 赤
褐色

口縁ヨヨナデ,胴
′サメ後ヘラケス・リ

タタキメ

弥生土器 鉢 l ②SR02 g層 4/8
長石・石英粗
砂多量,雲母
中砂含

2.5Y7/2灰 黄色 板ナテ・
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1005 弥生土器 鉢
l②南東Gr.f
層

・
量

石
多

長
砂

石英粗
5YR6/6橙色

口縁ヨヨナテ・, 月同
ハケメ

口縁ヨコナテ
゛
,胴

タタキメ

弥生土器 鉢 l② SR02 g層
石
含

長
砂

石英粗 2.5Y7/2灰黄色 ハケメ タタキメ

弥生土器 鉢
l② SR01②
下層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR7/8橙 色 t\r I ヨヨナテ
゛

弥生土器 鉢 l ②SR02 g層
長石・石英粗
砂含

2.5Y7/2灰黄色 指頭痕 不 明

弥生土器 鉢 l② SR02 g層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/3に
'ド

い

黄色
口縁ヨコナテ

゛
,1同

ハケメ
口頸ヨヨナテ

゛
,胴

ヘラケス・リ

弥生土器 高杯 l ②SR02 g層 ・
量

石
多

長
砂

石英粗 5YR7/4に あミυ

橙色
杯ヘラミがキ,脚ハ

ケメ
口縁ヨヨナテ

゛
,底

～脚″メ

弥生土器 高杯
l ②SR01 ③
下層

長石・石英粗
砂多量

5YR6/6橙色 杯部ヘラミがキ

口縁ヨコナテ
゛
,底

上半ヘラケス・り,

下半′サメ,脚板
ナテ

゛

弥生土器 高杯 l ②SR02 g層
長石・石英粗
砂多量,雲母
粗砂少量

5Y7/2灰 白色 杯部ヘラミがキ 杯底～脚上部ヘ

ラタス・リ

弥生土器 高杯 l② SR02 g層

長石・石英粗
砂含,雲母細
砂含,角 閃石
粗砂含

10YR5/31こ メドい

黄褐色
ヘラミがキ ヘラミがキ

内外面
赤彩

弥生土器 高杯 l ②SR02 g層

長石・石英細
砂少量,雲母
細砂少量,角
閃石粗砂含

2.5Y6/2灰 黄色 ヘラケス・リ 脚端ヨヨナデ,脚
ヘラミがキ

弥生土器 一亜
l②南東Gr.南
西隅Tr.

長石・石英粗
砂含

5YR6/41こ ″ぶし

橙色
口頸ヨコナデ,胴
ナテ

゛

弥生土器 一亜
③‐②Ｓ

驀
石
含

長
砂

石英粗 2.5Y6/31こ ンドい

黄色
杯ヨコナデ,脚ヘラ
ケス・リ

ヘラミがキ
透孔上
段4,
下段 4

弥生土器 一亜
l②南東Gr.f
層

長石・石英粗
砂含,雲母中
砂含,角 閃石
粗砂多量

7.5YR6/4に ぶ
い橙色

ヨヨナテ
゛

頸ヨヨナデ

弥生土器 支脚
l ②SR01 ③
上層

石
含

長
砂

石英粗 7.5YR5/4に ンぶ
い褐色

不 明

弥生土器 一亜
l③畦南
9層 11層多

長石・石英粗
砂多量

7.5YR8/4浅黄
橙色

指頭痕

弥生土器 一里 l③畦南H層

長石・石英粗
砂合,雲母中
砂多量,角 閃
石中砂含

7.5YR5/4に ぶ
い褐色

口縁ヨコナデ,頸
～胴上半指頭
痕,胴下半ヘラケ
ス・リ

口縁ヨコナデ,頸
ハケメ後ヨヨナテ

゛
,

1同ハケメ4資ヘラミカ
゛
キ

弥生土 器 l③畦 11層 ・
量

石
多

長
砂

石英 粗
10YR6/4に ぶい
黄橙色～10YR

3/1黒褐色
月同ヘラケス

・リ 不 明

弥生土器 士亜 l③畦南 11層 長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/2灰 黄色 ヨコナテ・ ヨコナテ・

弥生土器 一亜
l③畦南
9層 11層多

長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/3浅黄色 頸ヘラミがキ 頸′サメ

1065 弥生土器 一霊 l③畦 11層
長石・石英粗
砂多量

10YR8/4浅 黄橙
色～2.5YR6/6
橙色

口縁ヨヨナテ・, 月同
上半′サメ

口縁ヨヨナテ・,頸
～胴上半ヘラミが
キ,胴下半′サメ

弥生土器 一亜 l③畦 11層
長石・石英粗
砂多量

5YR4/2灰 褐色 ヘラタス・リ ヘラミがキ

弥生土器 一亜 l③畦 11層 長石・石英細
礫少量

10YR7/4に メドい

黄橙色
ハケメ ヘラミがキ

弥生土器 一霊 l③畦 ll層
長石・石英粗
砂含

10YR8/4浅 黄橙
色

ケス
゛
り

'大

ハケメ

1069 弥生土器 一亜
l③ハウス横東壁
黒茶シルト

石
含

長
砂

石英粗 5YR7/4に メドし

橙色
胴ハケメ後指ナテ

゛ 頸ヨコナテ
゛
,胴ノサ

メ
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弥生土器 士霊
l③東部拡区
黒茶シルト層

長石・石英粗
砂少量

2.5YR5/6明 赤
褐色

口縁ヨコナテ・,頸
ハケメ

口縁ヨコナデ,頸
ハケメ

弥生土器 一亜
l③東部拡区
黒茶シルト層

長石・石英粗
砂少量

5Y8/1灰 白色
口頸ハケメ後ヨヨナ
テ
゛
,胴ナテ・後下

半ヘラケス・リ

口頸ヨコナテ・,胴
タタキメ後′サメ

弥生土器 底部 l③畦南 11層
長石・石英粗
砂多量

10YR7/4に ぶい

黄橙色
不 明 指頭痕

木葉圧
痕

弥生土器 甕 l③畦 11層
長石・石英粗
砂多量

10YR7/3に
'ド

い

黄橙色
不 明 口縁ヨヨナテ

゛

弥生土器 甕 l③畦 11層

長石・石英粗
砂多量,雲母
細砂合,角閃
石粗砂多量 ,

B類

5YR5/6明 赤褐
色

口頸ヨコナテ
゛
,胴

上半指頭痕 ,

下半ヘラケス
゛
リ

口頸ヨコナデ,胴
上半ハケメ,下半
ヘラミがキ

弥生土器 甕 l③畦南 11層

長石・石英中
砂合,雲母中
砂合,角 閃石
中砂含

7.5YR6/41こ ぶ
い橙色

口頸ヨコナデ,胴
上半指頭痕 ,

下半ヘラケス・リ

口頸ヨヨナテ・,1同
ハケメ後下半ヘラミ
カ
゛
キ

1076 弥生土器 甕 l③畦南 11層
長石・石英粗
砂含

2.5YR6/6橙色 ′サメ後指ナデ タタキメ後′サメ

弥生土器 甕 l③畦 11層
長石・石英粗
砂多量

10YR6/3に ぶい

黄橙色
1同ヘラケス

゛
リ 月同タタキメ

弥生土器 甕 l③畦南 11層
長石・石英粗
砂多量

10R5/8赤 色
口縁′サメ,胴ヘラ
ケス・リ

口縁ヨコナテ
゛
,月同

ハケメ

弥生土器 甕 l③畦南 11層 石
含

長
砂

・石英 粗 7.5YR7/6橙 色

口縁ヨヨナデ ,月同
上半ハケメ後指ナ
デ,下半ヘラケス

゛

リ

口紡けタキメ, 月同ハ

ケメ

弥生土器 甕 l③畦南 11層
石
含

長
砂

石英粗 10YR8/4浅 黄橙
色

口縁～胴上半ハ

ケメ,胴下半指ナ
テ
゛

口頸ハケメ, 月同タタ
キメ,底′サメ

弥生土器 甕 l③畦 11層
石
含

長
砂

石英粗 5YR7/6橙色 月同ヘラケス
・

リ タタキメ後板ナテ・

弥生土器 甕 l③畦 11層
石
含

長
砂

・石英中
5YR4/2灰 褐色

口縁ヨヨナテ
゛
,胴

ハケメ後下半ヘラケ
ス・リ

ハケメ後口縁ヨコす

弥生土器 甕 l③畦南 11層
長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/8明 赤
褐色～ 10YR

8/4浅黄橙色

口縁ヨヨナテ
゛
,胴

ハケメ

口縁ヨヨナデ
上半タタキメ
半′サメ

胴

下

1084 弥生土器 甕
l③東部拡区
黒茶シルト

長石・石英粗
砂合,雲母細
砂合,角 閃石
粗砂含

5YR6/6橙 色
口縁ヨヨナデ,頸
板ナテ・, 月同ヘラケ
ス・リ

口厖kヨコナデ , 月同
ハケメ

1085 弥生土器 甕 l③畦南 11層
長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/8橙 色
口縁ハケメ,1同ヘラ
ケス

゛
リ

口縁ヨコナテ
゛
,1同

ハケメ

弥生土器 甕 l③畦 11層
長石・石英粗
砂多量

10YR6/2灰 黄褐
色

弥生土器 甕 l③畦南 11層
石
含

長
砂

石英粗
2.5YR6/6橙色
～2.5YR3/1暗
赤灰色

口縁′サメ,胴ヘラ
ケス・り後′サメ

タタキメ後胴上半ハ

ケメ,胴下半ヘラナ

弥生土器 甕
l③東部拡区
黒茶シルト

長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/81月 う林
褐色

口縁′サメ,胴ヘラ
ケス

゛
り後ハケメ

口縁タタキメ後ナテ・,

胴上半タタキメ後ハ

ケメ,下半タタキメ

後ヘラミがキ

弥生土器 甕 l③畦南 11層
石
含

長
砂

石英粗 10YR7/3に ノドい

黄橙色
口縁ヨコナテ

゛
,月同

′サメ後板ナテ・
口縁ヨヨナデ ,1同
板ナデ

弥生土器 甕 l③畦南 11層
石
含

長
砂

石英粗
5YR7/6橙色

口縁ヨヨナデ,1同
板ナテ・

口縁ヨヨナテ
゛
,月同

ハケメ

1091 弥生土器 甕 l③畦南 11層
長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/6橙 色
口縁ハケメ後ヨコナ
テ
゛
, 月同ヘラケス・リ

口頸ハケメ後ヨコナ
テ
゛
, 月同ハケメ

弥生土器 甕 l③畦 11層
長石・石英粗
砂含

5Y7/2灰 白色
口縁′サメ,胴ヘラ
ケス

゛
リ

タタキメ後胴下半ハ

ケメ

第41表 土器観察表 (27)

-307-



番号 挿図 図版 種 類 器 種 遺 構 名 残存率 胎 土 色 調 内面調整 外面調整 備考

弥生土器 甕
l③東部拡区
黒茶シルト

長石・石英粗
砂含

5YR7/6橙色～
7.5YR4/1褐灰
色

弥生土器 甕
l③東部拡区
黒茶シルト

長石・石英粗
砂含

2.5YR6/6橙 色
口縁ハケメ, 1同ヘラ
ケス・リ

ハケメ後口縁ヨヨナ

弥生土器 甕 l③畦南 11層
長石・石英粗
砂多量

7.5YR7/4に ″ぶ
い橙色

胴ナデ後上半′サ
メ 胴上半′サメ

弥生土器 甕
l③東部拡区
黒茶シルト

4/8
長石・石英粗
砂含

5YR6/6橙色
口縁ヨヨナテ

゛
,1同

ハケメ後下半ヘラケ
ス・リ

ハケメ後口縁ヨコナ

弥生土器 甕
l③東部拡区
黒茶シルト

長石・石英粗
砂多量

7.5YR4/2灰褐
色～5YR7/6橙
色

ハケメ後口縁ヨヨナ
日縁タタキメ後ヨヨナ
テ・,胴タタキメ後ハ

ケメ

弥生土器 妻 l③畦南 11層
長石・石英粗
砂多量

10R5/8赤 色
口縁ハケメ,1同 上
半板ナテ

゛
,下半

ヘラケス・リ

1099 弥生土器 裂
l③東部拡区
黒茶シルト

1/8
石
含

長
砂

石英粗 2.5YR4/6赤褐
色

口縁′サメ,胴板
ナテ・

口縁ヨコナテ
゛
,胴

ハケメ

弥生土器 甕 l③畦 11層 長石・石英粗
砂多量

5YR6/6橙色 月同ヘラケス・り参|ハケメタタキメ

弥生土器 甕
l③東部拡区
黒茶シルト

長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/6明 赤
褐色

口縁板ナテ・,月同
芍ケス・リ 利更ナテ

弥生土器 甕 l③畦 11層 長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/8橙色
口縁ヨヨナデ,頸
指ナテ・, 1同 ヘラケ
ス・リ

口頸ヨヨナテ・,胴
ハケメ

弥生土器 甕 l③畦 11層
長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/6明赤
褐色

口縁ヨヨナデ,胴
ハケメ

口頸ハケメ後ヨヨナ
テ・, 1同ヘラケス・リ

1104 弥生土器 甕 l③畦南 11層 6/8
長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/6明赤
褐色～2.5Y
3/3暗赤褐色

指頭痕後ヘラケス・

リ
タタキメ後ヘラミがキ

弥生土器 甕 l③畦 11層 ・
量

石
多

長
砂

石英粗
5YR5/4に ンぶい

赤褐色～7.5YR
3/2黒褐色

ヘラケス・り後′サメ ハケメ

弥生土器 甑 l③畦 11層 ・
量

石
多

長
砂

石英粗 5YR5/6明赤褐
色

板ナテ・ 板ナテ・

弥生土器 鉢 l③畦南 11層 ・
量

石
多

長
礫

石英細
2.5Y7/3i曳 聟:4L 不 明

弥生土器 鉢
l③東部拡区
黒茶シルト

長石・石英粗
砂少量

2.5YR5/6明赤
褐色

板ナデ 不 明

弥生土器 鉢 l③畦南 11層 長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/8明 赤
褐色

ハケメ ハケメ

弥生土器 鉢 l③畦南 11層 長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/6橙色 板ナテ・ 板ナテ・

弥生土 器 鉢 l③畦南 11層 長石・石英粗
砂多量

10R5/8赤 色 口縁 ′サメ
口縁ヨコナテ・,底
ヘラケス・リ

弥生土器 鉢 l③畦南 11層
長石・石英粗
砂多量

5YR6/6橙色 ′サメ後板ナデ

弥生土器 鉢 l③畦南 11層 長石・石英粗
砂多量

10YR7/31こ ンドい

黄橙色
′サメ後ナテ・

弥生土器 鉢
l③東部拡区
黒茶シルト層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/8同月う林
褐色

口縁ヨコナデ , 月同
ヘラミカ

゛
キ

口縁 ヨヨナテ・, 胴
ハケメ

弥生土器 鉢 l③畦南 11層
長石・石英粗
砂多量

5YR6/6橙色 板ナテ

弥生土器 鉢 l③畦南 11層
石
含

長
砂

石英粗 2.5YR4/8赤褐
色

′サメ後板ナデ タタキメ

弥生土器 鉢 l③畦南 11層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/3i支 聟皐4色 ハケメ ハケメ

弥生土器 鉢
l③東部拡区
黒茶シルト

長石・石英粗
砂多量

7.5YR6/6橙色 利更ナテ・ タタキメ後′サメ

弥生土器 鉢 l③畦南 11層
長石・石英粗
砂多量

10YR7/4に メドい

黄橙色
板ナデ 下半ヘラケス・リ
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弥生土器 鉢 l③畦南 11層

長石・石英中
砂合,雲母中
砂合,角 閃石
中砂合,B類
土器

2.5Y6/2灰 黄色
ハケメ後口縁ヨヨナハケメ後口縁ヨヨナ

弥生土器 高杯 l③畦南 11層
石
含

長
砂

・石英粗
2.5Y8/3淡 黄色

杯ヘラミがキ,脚
端ヨヨナデ

杯ヘラミがキ,脚ヘ

ラミカ
゛
キ

弥生土器 高杯 l③畦南 11層
長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/8橙 色 底ヘラミがキ 底ヘラミがキ

弥生土器 高杯
l③畦南
9層 11層多

長石・石英粗
砂多量,雲母
中砂多量,角
閃石粗砂多量|
B類

2.5YR5/6明赤
褐色

杯口縁ヨヨナデ ,

杯底ヘラミがキ
,

脚ヘラケス・リ

杯目縁ヨコナデ
杯底ヘラミがキ

透孔上
段 2,
下段 2

7し 1文寸
3組

弥生土器 一亜
l③東部拡区
黒茶シルト

長石・石英粗
砂含

5YR6/6橙色
口縁ヨヨナデ,底
指ナテ

゛
,脚′サメ

胴′サメ,脚端′サ
メ後ヨヨナテ・

弥生土器 鉢
l③東部拡区
黒茶シルト層

長石・石英粗
砂多量

10R4/4赤 褐色 不 明

製塩土器 l③畦 11層
長石・石英粗
砂含

10YR7/3に
'ド

い

黄橙色

弥生土器 一亜 ‐③
媚

H層下部 長石・石英粗
砂多量

7.5YR6/41こ ぶ
い橙色

口頸ハケメ,胴上
半ヘラケス・り,下
半ハケメ

′サメ後胴下半ヘラ
ミカ
゛
キ

弥生土器 一亜 ‐③
明

H層下部 長石・石英粗
砂多量

10YR6/31こ ンドい

黄橙色
胴上半指頭痕 ,

下半ヘラケス・リ
月同ハケメ

1129 弥生土器 一亜 ‐③帽
11層 下部 長石・石英細

礫多量
10YR8/2灰 自色 不 明 胴 タタキメ後ハケメ

弥生土器 一亜 ‐③
媚

H層下部 長石・石英粗
砂多量

2.5Y8/1灰 白色 不 明
口頸ヨヨナテ・,胴
ラヽミカ

゛
キ

弥生土器 一亜 ‐③
帽

H層下部 長石・石英粗
砂多量

7.5YR7/6橙 色
口縁ヨヨナテ・,頸
ハケメ

弥生土器 一亜 ‐③
明

11層下部 長石・石英粗
砂多量

10YR5/4に メドい

黄褐色
口縁ヨコナデ後ヘラ
ミカ・キ

ヘラミカ
゛
キ

弥生土器 一霊
l③ ll層 下部
砂層

長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/2灰 黄色
口縁ヨコナテ

゛
,頸

ハケメ
口縁ヨコナテ

゛
,頸

ハケメ

弥生土器 一亜 ‐③
瞬

H層下部 石
含

長
砂

石英粗
2.5YR6/6橙 色 胴指頭痕

頸ハケメ後ヨコナテ
月同ハケメ

n35 弥生土器 一亜 ‐③
帽

H層下部 長石・石英粗
砂含

10YR7/31こ ンドυヽ

黄橙色
不明

弥生土器 底部 ‐③
媚

H層 下部 長石・石英粗
砂含

2.5YR5/6明 赤
褐色

′サメ後ナテ タタキメ後′サメ

弥生土器 士亜 ‐③
暖

H層下部 長石・石英粗
砂含

5Y8/2灰 白色
底部指頭痕 ,

月同ハケメ
胴′サメ後底部ヘラ
ミカ
゛
キ

弥生土器 一霊 ‐③
帽

H層下部
長石・石英粗
砂合,雲母中
砂多量,角閃
石粗砂多量

10YR6/3に ぶい

黄橙色
指頭痕 ′サメ後ヘラミがキ

1139 弥生土器 甕 ‐③
暖

11層 下部 ・
量

石
多

長
砂

石英粗 7.5YR7/4に ぶ
い橙色

胴指ナテ
゛

不 明

弥生土器 甕 ‐③
帽

H層下部 ・
量

石
多

長
砂

石英粗 10YR7/31こ
'ド

い

黄橙色

口頸ヨヨナテ
゛
,胴

上半指頭痕後 ,

胴下半ヘラケス
゛
リ

口頸ヨヨナデ,胴
上半′サメ,下半
′サメ後ヘラミがキ

弥生土器 甕 ‐③
明

11層 下部
6/8

長石・石英細
礫多量

2.5YR6/8橙 色 不 明 不 明

弥生土器 甕 ‐③
媚

H層下部 石
含

長
砂

・石英粗
2.5Y8/2灰 白色

口縁′サメ,胴板
ナデ後′ヽラケス・リ

口縁ヨヨナテ・,月同
ハケメ

弥生土器 甕 ‐③
媚

H層下部 長石・石英粗
砂多量

2.5YR4/6赤褐
色

口頸胴上半ノサメ,

胴下半ヘラケス・リ
口縁ヨヨナデ,1同
タタキメ

弥生土器 甕 ‐③
媚

H層下部 長石・石英粗
砂多量

2.5Y8/2灰 白色
口縁ハケメ, 1同ヘラ
ケス・り後ハケメ

タタキメ後′サメ

弥生土器 甕 ‐③
帽

H層下部 長石・石英粗
砂多量

5YR3/4淡橙色
胴上半指頭痕 ,

下半ヘラケス
゛
リ

口頸ヨコナデ ,月同
ハケメ
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弥生土器 甕 ‐③
媚

H層下部
2/8

長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/2灰黄色
口縁′サメ,胴ヘラ
ケス

゛
リ

口縁ヨヨナテ
゛
,1同

タタキメ後′サメ

弥生土器 甕 ‐③
媚

11層 下部 長石・石英粗
砂多量

7.5YR6/41こ ぶ
い橙色

口縁ヨコナデ,胴
ハケメ

口縁ヨヨナテ・,胴
ハケメ

弥生土器 甕 ‐③
暖

H層下部 長石・石英粗
砂多量

5YR6/4に ″ぶυ

橙色
′サメ後指ナテ・

弥生土器 甕 ‐③
媚

11層 下部 ・
量

石
多

長
砂

石英粗
5YR7/6橙色

胴上半指頭痕 ,

下半ヘラケス・リ
胴上半ハケメ,下
半ヘラミがキ

弥生土器 鉢 ‐③
媚

H層下部 ・
量

石
多

長
砂

石英粗 5YR6/4に 坊ミし

橙色
板ナテ

゛
不 明

弥生土器 鉢 ‐③
媚

H層下部 長石・石英粗
砂多量

2.5Y4/2暗灰黄
色

板ナデ後ヘラミがキ
口縁ヨヨナテ

゛
,胴

板ナテ
゛

弥生土器 鉢 ‐③
明

H層下部 長石・石英粗
砂多量

2.5YR7/6橙色
～ 10YR8/3浅
黄橙色

弥生土器 鉢 ‐③
明

H層下部 長石・石英粗
砂含

2.5YR6/6橙色 ハケメ 口縁ヨコナテ
゛
,胴

ハケメ

弥生土器 鉢 ‐③
媚

H層下部 長石・石英粗
砂多量

10YR7/3に ぶい

黄橙色

ハケメ後口縁ヨコナハケメ後口縁ヨコナ

弥生土器 鉢
l③ ll層 下部
砂層

長石・石英粗
砂含

7.5YR8/4浅黄
橙色

′サメ後指ナデ 瑚更ナテ
゛

弥生土器 鉢 ‐③
明

H層下部 石
含

長
砂

石英粗 10YR7/4に ぶい

黄橙色
′サメ後ナテ・ ヘラケス・リ

1157 弥生土器 鉢 ‐③
媚

H層下部 長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/3i支 聟皐lL 不 明 不 明

弥生土器 鉢
l③ ll層 下部
砂層

石
含

長
砂

石英粗
2.5YR6/6橙 色

弥生土器 鉢 ‐③
媚

11層下部 長石・石英粗
砂多量

7.5YR7/4に ぶ
い橙色

弥生土器 鉢 ‐③
帽

H層下部 長石・石英粗
砂含

5YR6/4に 謁:し

橙色

弥生土器 鉢 ‐③
媚

H層下部 長石・石英粗
砂多量

5YR6/4に メミυ

橙色
不明 不明

弥生土器 鉢 ‐③
帽

H層下部 長石・石英粗
砂多量

10YR8/4浅 黄橙
色

′サメ後板ナテ 不 明

弥生土器 鉢 ‐③
媚

H層下部 長石・石英粗
砂多量

10YR7/2に ぶい

黄橙色
不 明

弥生土器 鉢 ‐③
明

H層下部 長石・石英粗
砂多量

7.5YR6/4に ぶ
い橙色

口縁ヨヨナテ
゛
後ノサ

メ,1同ハケメ

弥生土器 鉢 ‐③
暖

H層下部 長石・石英粗
砂含

10YR4/2灰 黄褐
色

口縁ヨコナ
ハケメ後ヘラ

:゛

, 月同
力
°
キ

口縁ヨコナテ
゛
,月同

ハケメ

弥生土器 鉢 ‐③
帽

11層下部 長石・石英粗
砂含

5m7/6橙色
日縁ヨコナ
ハケメ後ヘラ

:・

, 月同
力
゛
キ

口縁ヨコナデ,1同
ハケメ

弥生土器 鉢 ‐③帽
H層 下部

8/8
石
含

長
砂

石英粗 10YR6/31こ ぶい

黄橙色
板ナテ・後指ナテ・ 指ナテ・

弥生土器 鉢 ‐③
媚

H層下部 長石・石英粗
砂多量

10YR6/6明 黄褐
色

指頭痕 指頭痕

弥生土器 鉢 ‐③
帽

H層下部
5/8

石
含

長
砂

・石英粗
2.5Y7/2灰 黄色

弥生土器 鉢 ‐③
帽

H層下部 ・
量

石
多

長
砂

石英粗
2.5Y7/3i支 聟皐lL 不 明 台部指頭痕

弥生土器 底部 ‐③
明

11層下部 長石・石英粗
砂多量

7.5YR3/11理 ネ局
色

指頭痕

弥生土器 高杯 ‐③
媚

H層下部 長石・石英粗
砂多量

10YR6/3に ぶい

黄橙色
ハケメ後ヘラミがキ ′サメ後ヘラミがキ

弥生土器 高杯 ‐③
明

H層下部 長石・石英粗
砂多量

10YR7/3に プドい

黄橙色
不 明

日縁ハケメ,底ヘラ
ミカ
゛
キ

弥生土器 高郊 ‐③
帽

H層下部 長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/3,支 課iイL 板ナテ
゛

板ナデ 透子L4

第44表 土器観察表 (30)

-310-



番号 挿図 図版 種 類 器 種 遺 構 名 残存率 胎  土 色  調 内面調整 外面調整 備考

弥生土器 高杯 ‐③
媚

H層下部 長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/3i支 聟i4五

２
組
組

孔
１
２
上

透
孔
が
以

製塩土器 ‐③
帽

H層下部
粗砂含 2.5Y7/2灰 黄色 力更ナテ

胴タタキメ,脚指
頭痕

弥生土器 一亜 l③ Tr.
石
含

長
砂

石英粗
5YR7/6橙色

口頸ヨヨナデ,胴
上半指頭痕 ,

下半ヘラケス
゛
リ

胴上半ヨヨナテ・

弥生土器 甕 l ③Tr.
長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/31こ ンドい

黄色 指ナテ・,板ナデ タタキメ後ノサメ

弥生土器 〓亜 l ③Tr.

長石・石英粗
砂多量,雲母
粗砂多量

5YR4/41こ ンドυ
赤褐色

不明 不 明

製塩土器 l ③Tr. 粗砂多量
10R5/6赤 色～
5YR6/8橙色

板ナデ タタキメ

製塩土器 l ③Tr. 粗砂含 5YR6/6橙色 不 明

土錘 l ③Tr. 粗砂多量
2.5Y7/1灰白色

不 明 不明

弥生土器 甕

2① C17第 4面
掘削(北西田)

覆土洪水砂

石
含

長
砂

・石英粗 10YR8/3浅 黄橙
色

不 明

弥生土器 一亜

2① C17南領1側
溝拡張掘 り下
げ

長石・石英細
礫少量

2.5YR6/8橙色 不明

弥生土器 一璽

面
機
水

の２①Ｃ‐７第４̈̈
携̈

長石・石英粗
砂多量

5YR7/4に 坊ミV

橙色
不明 不 明

弥生土器 一亜

2① C17第 5面
SR01中区 黒色
粘土

長石・石英粗
砂少量

10YR5/2灰 黄褐
色

ルメ後ナテ・ ハケメ

弥生土器 甕

2① B16,B17,
C16,C17西側
Tr.灰 褐色粘
質シルト

長石・石英粗
砂多量

5YR3/3暗赤褐
色

不 明 ハケメ

弥生土器 一霊

2① C17第 5面
SR01南 Tr.黄
灰色粗砂層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/6橙 色
口縁ヨコナデ , 月同
ハケメ

口縁ヨコナテ
゛
,月同

ハケメ

弥生土器 一霊

2① C16第 5面
SR01北 区 28
～30層 黒粘

長石・石英粗
砂多量

10YR7/31こ
'ド

い

黄橙色
口縁ヨコナテ

゛
,1同

ヘラケス
゛
リ

口縁ヨヨナデ,Л同
ヘラタス

゛
リ

1198 弥生土器 一亜

2① C16第 5面
SR01 Jヒ Tr.1野

部 黒色粘土層

長石・石英粗
砂多量

5Y8/2灰 白色 指頭痕,ヨコナデ )\'|r Jlklrli'

弥生土器 一亜

2① C16第 5面
SR01北 区 28
～30層 黒色粘
土層他

長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/1灰 白色 ハケメ
タタキメ後ハケメ後ヘラ
ナテ

゛

弥生土器 士霊

2① C17第 5面
SR01南 Tr.黄
灰色粗砂層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/6橙 色
胴上半指頭痕 ,

下半′サメ
タタキメ後′サメ

弥生土器 一亜
2① C17SR01南
中 黒色粘土

8/8
長石・石英粗
砂多量

2.5Y8/2灰 白色
頸胴ハケメ,底指
ナテ

゛

1202 弥生土器 甕

2① C16第 5面
SR01 Jヒ Tr. 2ヨ

部 黒色粘土混
じり粗砂

長石・石英粗
砂多量

10YR7/31こ ぶい
黄橙色

口頸 ヨコナテ
゛
,胴

ヘラケス・リ

口頸ヨコナテ
゛
,胴

ハケメ

弥生土器 一霊

2① C17第 5面
SR01中区 黒色
粘土

長石・石英粗
砂多量

10YR7/3に メドい
黄橙色

指頭痕
口頸ヨヨナテ・,胴
ハケメ
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弥生土器 鉢

2① C17第 5面
SR01中区 黒色
粘土

長石・石英粗
砂多量

10YR4/1褐 灰色
～ 2.5Y7/2灰
黄色

ヨヨナテ
゛ ′サメ後口縁部ヨコ

ナテ
゛

弥生土器 鉢

2① C17第 5面
SR01南 Tr. 黒
褐色粘土層

長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/3,支 澤:4L 不明

弥生土器 高杯
2③南Gr。 東
Tr.

長石・石英粗
砂多量

5YR6/6橙色
杯ヘラミカ・キ,脚
上半ケス・り,下
半′サメ後ヨヨナデ

ヘラミがキ,脚端ヨ
ヨナテ・

透孔 4

弥生土器 高杯
2① S17南壁
SR01

長石・石英細
礫合,雲母中
砂合,角 閃石
粗砂多量 (B
類)

5YR5/6明 赤褐
色

不明 不明

弥生土器 士亜
2③北Gr.Tr.

中
石
含

長
砂

石英粗 7.5YR3/1黒褐
色

ヨヨナテ
゛ ′サメ後ヨヨナテ・

1232 弥生土器 一亜 2③北Tr.5
長石・石英粗
砂多量,雲母
粗砂少量

7.5YR7/4に ぶ
い橙色

口縁ハケメ後ヨコナ
テ
゛
,頸ヨヨナテ

゛
,

胴指頭痕

口縁タタキメ後ヨヨナ
テ
゛
,頸胴′サメ

1233 紡錘車
2③北Gr.SR02

① 上層
粗砂含

7.5YR3/2黒褐
色 ～ 2.5Y8/2
灰白色

不 明 不明
土器片
転用

弥生土器 一亜
2③北SR02①
下層

石
含

長
砂

・石英粗
2.5Y7/3,支 課iイL 不 明

1235 弥生土器 士亜
2③北SR02①
下層

長石・石英粗
砂含

7.5YR7/41こ ンド
い橙色

月同ヘラケス
・リ 不明

弥生土器 一亜
2③北SR02②
下層

長石・石英粗
砂多量,角 閃
石粗砂多量

5YR6/6橙色 不明 不 明

1237 弥生土器 翠
2③北Gr.SR02
下層

長石・石英細
礫多量

2.5Y7/4浅黄色
胴上半ハケメ,下
半ヘラケス・リ

不 明

1238 弥生土器 甕
2③北SR02①
下層

長石・石英粗
砂多量

5YR7/6橙色
口縁ヨヨナデ,1同
下半ヘラケス・リ

口頸タタキメ後ヨヨナ
テ
゛
,胴タタキメ後

一部板ナデ

1239 弥生土器 甕 2③北SR02③
長石・石英粗
砂多量

7.5YR7/4に ぶ
い橙色

口縁ハケメ, 月同ヘラ
ケス

゛
リ

胴タタキメ後ハケメ

弥生土器 甕
2③北Gr.SR02
下層

長石・石英粗
砂多量,雲母
細砂多量,角
閃石細砂多量,

B類土器

7.5YR5/6明 褐
色

胴下半ヘラケス・り,

胴上半′サメ後指
頭痕,日縁ヨヨナ
テ
゛

ハケメ後口縁ヨコナ
テ
゛
,胴下半ヘラミ

カ
゛
キ

弥生土器 一亜
2③北Gr.SR01

① 上層

長石・石英粗
砂多量,雲母
細砂多量,角
閃石粗砂少量

5YR6/6橙色 口縁ヨコナデ 不明

弥生土器 一笠
2③北Gr.SR01

①②上層

長石・石英粗
砂含,雲母中

砂多量,角 閃
石粗砂含

5YR6/6橙色 口縁ヨコナテ
゛

口頸ヨヨナデ

弥生土器 一亜
2③北SR01①
下層

長石・石英粗
砂含,雲母中
砂多量,角 閃
石 粗 砂 多量
(B類土器)

7.5YR5/41こ ぶ
い褐色

口縁ヨコナデ
口縁ヨコナデ,′サ
メ後ヨコナテ・

弥生土器 甕
2③北SR01 ①
下層

長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/3浅黄色
口縁ヨコナテ

゛
,1同

ヘラケス・リ
口縁ヨコナテ

゛
,胴

ハケメ

1245 弥生土器 甕
2③北SR01 ①
上層

・
量

石
多

長
砂

石英粗 2.5YR5/6明 赤
褐色

口縁ヨコナテ
口頸ハケメ後ヨヨナ
テ
゛
, 月同ハケメイ麦ヘラ

ケス・リ

弥生土器 甕
2③北SR01 ①
下層

長石・石英粗
砂合,雲母粗
砂多量,角 閃
石粗砂少量 ,

B類

2.5Y5/2暗灰黄
色

口縁ヨヨナテ・,月同
′サメ後ヘラケス・リ

口縁ヨコナテ
゛
, 月同

タタキ後′サメ
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弥生土器 鉢
2③北SR01 ①
下層

長石・石英粗
砂多量,雲母
細砂多量

2.5Y6/2灰 黄色

弥生土器 鉢
2③北Gr.SR01

② 上層
長石・石英細
礫多量

2.5Y7/2灰 黄色 不 明 不明

弥生土器 底部
2③北Gr.SR01

② 下層
長石・石英粗
砂多量

10YR5/1褐 灰色 ヘラミがキ 炭化物
付着

朝鮮系無
文土器

甕
2③北Gr.SR01

① 下層 粗砂含
5YR7/41こ ぶし
橙色

不 明 不明

弥生土器 ミニチュア壺 2②西Tr.
長石・石英粗
砂含

2.5Y6/31こ
'ド

い

黄色
指ナデ

1252 弥生土器 甕 2②北入力8層 1/8
長石・石英粗
砂含

2.5Y7/3浅 黄色 不明 ヨヨナテ・

弥生土器 一霊
2②北 東Tr.

⑮層以下 5/8
長石・石英細
礫多量

2.5Y6/31こ ンドい

黄色
口縁ヨヨナデ,月同
指頭痕

弥生土器 甕
2②北 東Tr.

⑮層以下
長石・石英粗
砂多量

5YR8/4淡橙色
～ 2.5Y8/2灰
白色

月同ヘラケス
゛
リ タタキメ後′サメ

1255 弥生土器 甕
2②北 西Tr.

⑮層以下
長石・石英粗
砂多量

5YR7/6橙色
口頸ヨヨナテ

゛
,胴

ヘラケス・リ 口縁 ヨコナテ
・

1256 弥生土器 甕
2②北
入力10層

長石・石英細
礫少量

5Y8/2灰 白色
口縁ハケメ,胴板
ナテ

゛ 胴上・下端′サメ
,

胴中央タタキメ

弥生土器 甕
2②北 東Tr.

⑮層以下
石
含

長
砂

石英粗
2.5Y7/4浅黄色

口縁′サメ,胴ヘラ
ケス・リ

弥生土器 鉢
2②北 東Tr.

⑮層以下
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/2灰 黄色 タタキメ

1259 弥生土器 鉢
2②北
入力10層

長石・石英粗
砂多量

5YR6/4に 』ミV

橙色
ハケメ 不 明

1260 弥生土器 鉢
2②北 西Tr.

⑮層以下
長石・石英粗
砂含

5YR6/41こ ′ぶい

橙色
タタキメ後′サメ

弥生土器 鉢
2②北 西Tr.

⑮層以下
・
量

石
多

長
砂

石英粗 2.5Y6/31こ ンドい

黄色
板ナテ

゛
不 明

1262 弥生土器 鉢
2②北 東Tr.

⑬層以下
長石・石英粗
砂多量

7.5YR6/4に ぶ
い橙色

板ナテ・

1263 弥生土器 一亜
2②南 東Tr.

⑮層以下
長石・石英粗
砂多量

5YR8/4淡 橙色 不明 不 明

弥生土器 一亜
2②南 東Tr.

⑮層以下

長石・石英粗
砂多量,雲母
中砂含

2.5Y7/2灰 黄色
頸ヨコナデ,胴′サ
メ

口縁ヨコナデ,頸
ヘラミがキ

1265 弥生土器 一亜
2②南 東Tr.

⑮層以下
長石・石英細
礫多量

2.5Y7/2灰黄色
口縁ヨコナテ・,1同
指頭痕

口頸ヨコナテ
゛
,胴

ヘラミがキ

弥生土器 一霊
2②南 東Tr.

⑮層以下

長石・石英粗
砂多量,雲母
細砂含

10YR5/31こ ノドい
黄褐色

□縁ヨヨナデ後ヘラ
ミがキ,胴指頭
痕後′サメ

口縁ヨコナテ・,月同
′サメ後ヘラミがキ

弥生土器 一亜
2②南 東Tr.

⑮層以下
長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/31こ
'ド

い
黄色

ヨコナテ
゛
後ヘラミがキヨコナテ

゛ 口径不
確実

弥生土器 一亜

2②南 西Tr.

黒色土⑮層以
下

長石・石英粗
砂含

2.5Y6/31こ ンドい

黄色
頸′サメ後ヘラミがキ頸胴ハケメ後ヘラミ

カ
゛
キ

1269 弥生土器 士里
2②南 東Tr.

⑮層以下
長石・石英細
礫多量

2.5Y6/2灰 黄色
口縁ヨヨナテ・,1同
指ナテ

゛ 口縁ヨコナテ
゛
,月同

ハケメ

1270 弥生土器 士亜
2②南 東Tr.

⑮層以下
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/2灰 黄色
口縁ヨコナテ・後ヘラ
ミがキ,頸′サメ,

胴指頭痕

口縁ヘラミがキ,

頸ハケメ後ヨヨナテ・

月同ヨコナテ
・

弥生土器 一霊
2②南 西Tr.

⑮層以下
長石・石英粗
砂多量

2.5Y8/1灰 白色
口縁ヨヨナテ

゛
,胴

ヘラケス・リ
口縁ヨヨナテ

゛
,胴

ハケメ

弥生土器 一亜
2②畦部分
入力10層

長石・石英中
砂多量

2.5Y7/2灰 黄色 不 明 不 明

弥生土器 一霊
2②南 西Tr.

⑮層以下
長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/8橙 色

弥生土器 奎
2②南 西Tr.

⑮層以下
長石・石英粗
砂多量

10YR8/4浅 黄橙
色

口縁ヨコナテ
゛
,胴

下半ヘラケス
゛
リ

口縁ヨヨナテ
゛
,胴

ハケメ
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1275 弥生土器 甕
2②畦部分
人力10層

長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/2灰 黄色
口縁′サメ,胴′サ
メ後ヘラケス・リ

口縁ハケメ後ヨコナ
テ
゛
,胴タタキメ後ハ

ケメ

弥生土器 甕
2②畦部分
人力10層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR7/8橙 色 ヘラタス・り後′サメ タタキメ後′サメ

1277 弥生土器 甕
2②南 東Tr.

⑮層以下
長石・石英細
礫多量

5Y7/2灰 白色 胴指ナデ 不明

弥生土器 甕
2②南 西Tr.

⑮層以下
長石・石英粗
砂多量

10YR6/3に ぶい

黄橙色
口縁ハケメ,胴ケ
ス
゛
り状ハケメ 頸胴′サメ

1279 弥生土器 璽
2②畦部分
人力10層

長石・石英細
礫多量

2.5YR6/6橙 色
口縁ヨヨナテ・,1同
′サメ後ヘラタス

゛
リ

口縁ヨコナテ・,1同
タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
2②南 東Tr.

⑮層以下
長石・石英粗
砂含

2.5Y7/2灰 黄色
口頸ハケメ,胴ヘラ
ケス・リ

口頸ヨコナテ・,胴
タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
2②南 西Tr.

⑮層以下
長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/2灰 黄色
口縁ヨコナテ

゛
,胴

ハケメ
口頸ヨコナデ,胴
ハケメ

1282 弥生土器 甕
2②南 東Tr.

⑮層以下
長石・石英細
礫含

2.5YR6/6橙色 ,

2.5Y7/2灰 黄色
指頭痕後′サメ タタキメ後ノサメ

弥生土器 甕
2②南 東Tr.

⑮層以下
長石・石英粗
砂含

2.5Y6/2灰 黄色
口頸ハケメ後ヨヨナ
テ
゛
, 1同ヘラケス

゛
リ

口頸ヨコナテ
゛
,胴

タタキメ後′サメ

1284 弥生土器 甕
2②南 東Tr.

⑮層以下
長石・石英粗
砂多量

7.5YR6/3に ,ド

い褐色
口頸ヨヨナテ・,1同
ヘラケス

゛
り後ナテ

゛ 口頸ヨコナデ,胴
ハケメ

1285 弥生土器 甕
2②南 人力第
8層 (最下層)

長石・石英粗
砂多量

10YR7/3に
'ド

い

黄橙色

口縁ヨヨナデ,頸
′サメ,胴指頭痕
後′サメ

ハケメ後口頸ヨヨナ

弥生土器 甕
2②南 西Tr.

⑮層以下
・
量

石
多

長
砂

石英粗
2.5YR6/6橙 色

口縁ヨコナテ
゛
,1同

タタキメ

弥生土器 鉢

2②南 西Tr.

黒色土⑮層以
下

長石・石英細
礫含

2.5Y6/3に ンドい

黄色
口頸′サメ,胴ヘラ
ミカ
゛
キ

弥生土器 鉢
2②南 東Tr.

⑮層以下
長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/6明赤
褐色

口縁ヨコナデ,月同
ノサメ後指ナテ

゛
口縁ヨヨナテ・,月同
上半ハケメ,下半
ヘラケス・り後′サメ

弥生土器 鉢
2②南 西Tr.

⑮層以下
長石・石英粗
砂多量

10YR8/4浅 黄橙
色～2.5YR4/6
赤褐色

不 明

口縁ヨヨナテ・,胴
上半′サメ,下半
ヘラケス・リ

弥生土器 鉢
2②南 西Tr.

大部分人力8層
長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/6明赤
褐色

ハケメ後口縁ヨヨナ
テ
゛

胴下半ヘラケ
スl゙'

弥生土器 鉢
2②南 東Tr.

⑮層以下
石
含

長
砂

石英粗 2.5Y7/3浅黄色 底′サメ

弥生土器 鉢
2②南 西Tr.

⑮層以下
長石・石英粗
砂含

2.5Y7/3淡黄色
口縁ヨヨナテ

゛
,胴

′サメ後ヘラミがキ
口縁ヨヨナテ・,胴
下半ヘラケス・リ

1293 弥生土器 鉢
2②南 東Tr.

⑮層以下
長石・石英粗
砂含

2.5Y6/31こ ンドい

黄色
口縁′サメ

弥生土器 鉢
2②南 人力第
8層 (最下層)

長石・石英粗
砂含

7.5YR6/4に ぶ
い橙色

底指頭痕

弥生土器 鉢
2②畦部分
入力 10層

長石・石英粗
砂含

7.5YR7/31こ ′ド
い橙色

弥生土器 鉢
2②南 入力第
8層 (最下層)

長石・石英粗
砂多量

10YR6/3に
'ド

レ

黄橙色
板ナテ

゛
不明

弥生土器 鉢
2②南 西Tr.

⑮層以下
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/4i支 妻記lL 板ナテ・ 不 明

弥生土器 鉢
2②南 東Tr.

⑮層以下
石
含

長
砂

・石英粗 10YR8/4浅 黄橙
色

不 明 不 明

弥生土器 高杯

2②南 西Tr.

黒色土⑮層以
下

長石・石英粗
砂合,雲母細
砂含,角 閃石
中砂含

7.5YR6/4に ぶ
い橙色

杯底格子ヘラミが

キ,日縁ヨコナデ

脚ヘラケス
゛
リ

口縁ヨヨナデ,杯
底ヘラケス・り後格
子ヘラミがキ,脚ヘ

ラミカ
゛
キ

赤色顔
料杯部
内面残
存

弥生土器 高杯
2②南 東Tr.

⑮層以下

長石・石英粗
砂多量,雲母
粗砂含

10YR7/3に ぶい

黄橙色
□縁ヨコナテ

゛
後′サ

メ

口縁ヨヨナデ後′サ
メ,杯底ヘラケス・り

,

脚′サメ
透孔 5
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弥生土器 士亜
2②南 東Tr.

⑮層以下

長石・石英粗
砂合,雲母中
砂多量,角 閃
石 粗 砂 多量
(B類土器)

2.5Y6/2灰 黄色 ヨコナテ
゛

製塩土器
2②南 西Tr.

⑮層以下 粗砂多量 2.5Y7/2灰 黄色

弥生土器 一亜
2③南Gr.

東Tr.

長石・石英細
礫多量

7.5YR6/4に ぶ
い橙色

不明
口頸ヨヨナデ,胴
ハケメ

弥生土器 一亜 2()日 西側 Tr. ・
量

石
多

長
砂

石英粗
10R6/8赤 橙色 不 明 不 明

擬口縁
の可能
性

弥生土器 一笠
2③南 洪水砂
中

長石・石英粗
砂多量

2.5Y5/3黄 褐色 ヨコナテ
゛

弥生土器 一笠 2③南 西側Tr.
長石・石英粗
砂多量

5YR5/4に ′ぶい

赤褐色
不明

口縁ヨヨナテ
゛
,頸

ハケメ

弥生土器 一亜 2③南Tr.
長石・石英粗
砂多量

2.5釈6/8橙色 ヨヨナテ
゛

1308 弥生土器 甕 2③南Tr.
長石・石英粗
砂多量

10R5/8赤 色
口縁ハケメ,胴ヘラ
ケス・リ

月同ハケメ

弥生土器 甕 2③南Tr. ・
量

石
多

長
砂

石英粗 2.5YR6/6橙色
口縁ハケメ,胴ヘラ
ケス・リ

タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
2③南Gr.

東Tr.

長石・石英粗
砂含

10YR7/31こ ンドい

黄橙色

口縁′サメ,指頭
痕後ナテ・後ヘラケ
ス
゛
リ

タタキメ後′サメ

弥生土器 甕 2C南 西側 Tr. ・
量

石
多

長
砂

石英 粗 2.5YR6/40こ ぶ
い橙色

口 頸 ヨコナテ
・ E]勁罠ヨコナテ

゛
, 月同

ハケメ

弥生土器 甕 2③南Tr.

石．石英中
含
，

角閃石
¨

淵

長
砂
粗
類

10YR7/31こ ぶい

黄橙色～ 10YR

2/2黒褐色

口頸ヨコナテ・,胴
上半指頭痕 ,

下半ヘラケス・リ

回頸ヨコナデ , 月同
ハケメ後下半ヘラミ
がキ

弥生土器 甑 2③南Tr.
長石・石英細
礫多量

7.5YR6/6橙 色 ′サメ後ヘラケス・リ 不明

弥生土器 鉢 2③南Tr.
長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/6橙色 ハケメ 不 明

弥生土器 鉢 2③南カベキリ 長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/31こ ンドい

黄色
ヘラミがキ ヘラケス・り後′サメ

弥生土器 鉢 2③南Tr.

長石・石英粗
砂多量,雲母
粗砂含

5YR6/6橙色 指頭痕 指頭痕

弥生土器 鉢
2③南Gr.西壁
清掃

石
含

長
砂

石英粗 10YR7/3に ぶい
黄橙色

不 明

弥生土器 鉢 2③南Tr.
長石・石英粗
砂多量

5YR6/6橙色 指頭痕,指ナデ ′サメ,脚指頭痕

弥生土器 鉢 2③南Tr.
長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/8橙色 脚指頭痕

弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02
2層

長石・石英粗
砂多量

7.5YR6/4に ぶ
い橙色

胴下半ヘラケス
゛
リ 不 明

1321 弥生土器 一里
2③南Gr.SR01
1層

長石・石英粗
砂多量

10YR6/4に ぶい

黄橙色
口縁ヨコナテ

゛
,頸

けメ後ヨヨナテ
゛ 口縁ヨコナテ・,頸

′サメ後ヨヨナテ・

1322 弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

② 2層
長石・石英粗
砂多量

5YR6/6橙色

弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

② l層
長石・石英粗
砂多量

5YR4/6赤 褐色 ヨコナテ
゛

1324 弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

② 2層

石
含

長
砂

石英粗 7.5YR6/4に ぶ
い橙色

不 明 ヘラミがキ

弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

② l層
長石・石英粗
砂含

10YR7/4に ぶい

黄橙色
指頭痕

擬口縁
の可能
性

弥生土器 甕
2③南Gr.西壁
断面SR最下層

長石・石英粗
砂多量

5YR7/41こ ″ぶυ

橙色
口縁ヨコナテ・,1同
下半ヘラケス・リ

口績調ヨナテ・, 1同
ハケメ
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1327 弥生土器 甕

2③南Gr.SR埋
土西壁断面 黒
色シルト層

長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/2灰黄色
胴下半ヘラタス・リ
ロ縁ヨヨナデ

タタキメ後胴下半ヘ

ラケス・り,日縁ヨコ
ナテ・

弥生土器 甕
2③東西Tr.

黒色土一括
長石・石英粗
砂含

10YR7/4に メドい

黄橙色
頸胴′サメ

口縁ヨヨナテ・,月同
ハケメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

②
長石・石英粗
砂多量

10YR7/2に ぶい

黄橙色

口縁ヨヨナテ・,胴
上半指頭痕 ,

下半ヘラケス・リ

口縁ヨコナデ,1同
タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

②
石
含

長
砂

石英粗
2.5Y8/3淡 黄色

口縁′サメ,胴ヘラ
ケス

゛
リ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② l層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y8/3淡 黄色
口～胴上半′サメ

,

胴下半′サメ後指
ナテ

゛
タタキメ後′サメ

1332 弥生土器 甕
2③南Gr.SR01
1層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/6明赤
褐色

口縁ハケメ, 1同ヘラ
ケス・リ

月同ハケメ

1333 弥生土器 甕
2③南Gr.

畦 2層
長石・石英粗
砂多量

5YR6/6橙色
口縁ハケメ後ヨコナ
テ・, 1同 ヘラケス・リ
後上半′サメ

口頸ヨコナデ,胴
ハケメ

弥生土器 甕
2③南Cr.SR02
② l層

長石・石英粗
砂多量

10YR5/4に ぶい

黄褐色
口縁ヨコナテ

゛
,胴

ヘラタス・リ
口縁ヨヨナデ,胴
タタキメ

1335 弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

② l層
石
含

長
砂

石英粗 2.5YR5/81月 う林
褐色

不明

弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

② 2層
長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/8明赤
褐色

指頭痕後′サメ 不明

弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

② l層
石
含

長
砂

石英粗 2.5YR5/8明 赤
褐色

口縁ハケメ,胴ナハケメ

弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

①南端 1層
長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/6橙色 不明

弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

② 3層
長石・石英粗
砂多量

5YR6/6橙色 脚部けメ

弥生土器 一亜
2③東西Tr.

黒色土一括
長石・石英粗
砂多量

5YR7/4に 方ミυ

橙色
不 明 不 明

製塩土器
2③南Gr.SR02

③ l層
細礫多量

10YR8/3浅 黄橙
色

不 明

製塩土器
2③南Cr.sR02

③ 2層
粗砂多量 2.5Y7/3,表 聟i4L 板ナデ

弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

③ 4層
長石・石英細
砂含

2.5Y6/3に プドい

黄色

口頸ヨヨナテ・,胴
上半指頭痕 ,

下半ヘラケス
゛
り後ハ

ケメ

口頸ヨヨナデ,胴
ハケメ

弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

① 4層
長石・石英粗
砂多量

5Y7/2灰 白色
口頸ヨヨナテ

゛
,胴

ナテ・後ハケメ

口縁ヨヨナテ
゛
,頸

胴″メ後下半ヘラ
ミがキ

弥生土器
2③南Gr.SR02
② 4層

・
量

石
多

長
砂

石英 粗 5YR7/6橙色

口縁ハケメ,頸指
頭痕,胴ヘラケス・

リ

弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

② 4層
6/8 長石・石英粗

砂少量
5Y8/2灰 白色

口縁ハケメ後ヨヨナ
テ
゛
,胴上半′サメ

,

胴下半′サメ後ヘラ
ケス・リ

口縁ハケメ後ヨコナ
テ・, 月同タタキメイ麦ハ

ケメ

弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

① 4層
長石
量

・石英多 10YR8/3浅 黄橙
色

口縁ヨヨナテ・,胴
ナテ・後′サメ

口縁ヨヨナデ, 月同
タタキ後ハケメ後胴
下半ヘラミがキ

弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

5YR6/4に ′ドセ
橙色

口縁ヨヨナデ,月同
′サメ,板ナテ

゛ 口縁ヨコナデ,胴
ヘラミがキ

弥生土器 士亜
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英細
礫多量

2.5Y7/4浅黄色
1同 上半指頭痕 ,

下半′サメ
1同ハケメ

弥生土器 士亜
2③南Gr.SR02

① 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/3,支 課i(L 胴下半ヘラケス・リ 1同 タタキメ

弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

③ 4層
長石・石英粗
砂多量

5Y6/2灰オリーフ・

色 ～ 2.5Y3/2
黒褐色

口縁ヨヨナテ・,胴
上端指頭痕 ,

以下′サメ

口頸ヨコナテ
゛
,胴

ハケメ

第50表 土器観察表 (36)

-316-



番号 挿図 図版 種 類 器 種 遺 構 名 残存率 胎  土 色 調 内面調整 外面調整 備考

1352 弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

② 4層
・
量

石
多

長
砂

石英粗
2.5Y6/2灰 黄色

口縁ヨヨナテ
゛
,胴

指頭痕後ヘラケス
゛

リ

口頸ヨヨナテ
゛
,1同

ハケメ

1353 弥生土器 士亜
2③南Gr.SR02

② 4層
石
含

長
砂

石英粗
2.5Y7/3,支 聟そlL

口縁ハケメ後ヨコナ
テ・,頸ナデ,胴
ヘラケス・リ

口縁ヨヨナデ,頸
月同ハケメ

弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02
② 4層

長石・石英細
礫多量

2.5Y8/3淡 黄色 指頭痕後′サメ
口縁ヨヨナテ

゛
,胴

′サメ,底ヘラミがキ

弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

③ 4層
石
含

長
砂

石英粗 2.5Y6/3に ンドい

黄色

口縁ヨヨナデ,頸
板ナデ,胴指頭
痕

口縁ヨコナテ
゛
,頸

タタキメ後ヨヨナデ

1356 弥生土器 一亜
2③南Cr.sR02
② 4層

長石・石英粗
砂多量

10YR8/2灰 白色 月同ヘラケス
゛
リ 月同ヘラミカ

゛
キ

弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

③ 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/31こ
'ド

い

黄色
口縁′サメ,頸ヨコ
ナテ

゛
,胴指頭痕

ハケメ後口頸ヨコナ

弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

① 4層
長石・石英細
礫多量

2.5Y7/3浅黄色

口縁ヨヨナデ,頸
′サメ,胴上半′サ
メ後ナテ

゛
,下半ヘ

ラケス・リ

口縁ヨコナテ
゛
,胴

ハケメ

弥生土器 士亜
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

5YR6/4に ぶし

橙色

口頸～胴上半ハ

ケメ,胴下半ヘラケ
ス・リ

弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

① 4層
・
む

石
含

長
砂

石英粗
2.5Y7/2灰 黄色

口縁ヨヨナテ
゛
,頸

ハケメ, 月同ヘラケス
・リ

後′サメ

口縁ヨヨナテ
゛
,胴

上半ハケメ,下半
ヘラミがキ

弥生土器
2③南Gr.SR02
② 4層

7/8 ・
量

石
多

長
砂

石 英 粗
5YR6/6程 】(■ 里頁力更ナテ

・ ヨコナテ・

弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02
② 4層

石
含

長
砂

石英粗 7.5YR7/4に ぶ
い橙色

口縁ヨヨナテ
゛
後ミ

がキ,頸ハケメ後ヘ
ラミカ

゛
キ

口縁ヨコナテ
゛
,頸

ハケメ

弥生土器 士霊
2③南Gr.SR02

① 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/2灰 黄色
口縁ヨヨナテ・,胴
上半指頭痕 ,

下半′サメ

口頸ヨコナテ
゛
,頸

′サメ,胴タタキメ後
ハケメ後下半ヘラミ
カ
゛
キ

弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

5Y8/2灰白色
口縁ヨヨナデ,頸
胴ハケメ,胴下半
ヘラケス・り後′サメ

口縁ヨコナテ・,頸
胴′サメ後胴下半
ヘラミがキ

弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02
② 4層

長石・石英粗
砂多量

10YR7/4に ぶい
黄橙色

口縁ヘラミがキ
璽頁ハケメ

口縁ハケメ後ヨコナ
デ,頸′サメ

弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02
① 4層

長石・石英粗
砂多量

2.5Y8/2灰 白色 ヨヨナテ
゛

ヨヨナテ・

弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02
① 4層

長石・石英細
礫多量

2.5Y6/3に ンドい

黄色
不明 不明

弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

5Y7/1灰 白色

弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

③ 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/31こ ノドい

黄色
口縁ヨコナテ・,頸
板ナデ,1同′サメ

口縁ヨヨナテ
゛
,頸

ハケメ, 1同ヨヨナテ
゛

弥生土器 士亜
2③南Gr.SR02
③ 4層

長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/2灰 黄色
口縁ヨコナテ・,頸
ハケメ

弥生土器 士亜
2③南Gr.SR02

① 4層
長石・石英粗
砂多量

5YR8/4淡 橙色 ヨヨナテ
゛

ヨヨナテ・

1372 弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

7.5YR7/6橙 色 不明 不 明

弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英細
礫多量

2.5Y8/2灰 白色 ハケメ後ヨコナテ t\tr l1k17li"

弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

② 4層

長石・石英粗
砂多量,雲母
細砂含

10YR7/4に ぶい

黄橙色
ヨコナテ

゛
ヨコナテ

1375 弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

② 4層

長石・石英粗
砂多量,雲母
中砂含

2.5Y8/2灰 白色 口縁ヨコナデ 不 明

弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

10YR7/3に ぶい

黄橙色
不明 頸′サメ
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1377 弥生土器 士亜
2③南Gr.SR02

③ 4層
長石・石英粗
砂多量

7.5YR8/3浅黄
橙色

不 明

1378 弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英細
礫多量

2.5YR6/8橙 色
ノサメ後胴下半ヘラ
ケス

゛
リ

弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

① 4層
石
含

長
砂

石英粗
5Y7/2灰 白色 ′サメ後ナテ

゛

弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

① 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/3に ノドい

黄色
ハケメ タタキメ後′サメ

弥生土器 士亜
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英細
礫多量

2.5YR5/6明 赤
褐色

胴上半指頭痕 ,

下半′サメ
頸ハケメ, 月同ヘラミ
カ
゛
キ

弥生土器 一笠
2③南Gr.SR02

③ 4層
長石・石英粗
砂多量

5Y7/2灰白色
胴指頭痕後ヘラケ
ス・り,底指頭痕

′サメ後ヘラミがキ

弥生土器 一笠
2③南Gr.SR02

③ 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/2灰 黄色
底指ナデ,胴ヘラ
ケス

゛
リ

′サメ後ヘラミがキ

弥生土器 士亜
2③南Gr.SR02

② 4層

石
含
含

長
砂
砂

・石英粗
雲母細

5YR6/4に あミし

橙色
口縁ヨコナデ ,1同
ハケメ

′サメ後ヘラミがキ

1385 弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

② 4層
・
量

石
多

長
砂

石英粗 7.5YR6/4に ぶ
い橙色

胴上半ハケメ,下
半板ナデ

弥生土器 士亜
2③南Gr.SR02

③ 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/2灰 黄色 板ナテ・

弥生土器 士亜
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/2灰 黄色 指頭痕
口頸指頭痕 ,

1同ヘラナテ
゛

弥生土器 甑
2③南Gr.SR02

① 4層
長石・石英細
礫多量

2.5Y7/3,支 聟そ4L 不 明
焼成後
穿孔

弥生土器 一霊
2③南Gr.SR02

① 4層
石
含

長
礫

石英細
2.5Y7/3,支 聟呈4L 不 明

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

7.5YR7/4に ぶ
い橙色

口縁′サメ,胴指
頭痕後ヘラタス・リ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂含

5YR4/2灰 褐色
口縁ヨヨナテ

゛
,1同

ヘラケス・リ
口縁ヨコナテ

゛
,月同

ハケメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02
① 4層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/8明 赤
褐色

板ナテ
゛

口縁ヨコナテ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

① 4層
石
含

長
砂

石英粗 2.5YR4/41こ ぶ
い赤褐色

口縁ハケメ後ヨコナ
テ・,1同 ′サメ後ヘラ
タス・リ

口縁ヨコナテ
゛
,1同

ハケメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/3に
'ド

い

黄色～ 10YR

6/3に ぶい黄橙
色

タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

③ 4層
長石・石英細
礫多量

10YR5/3に
'ド

い

黄褐色

口頸ヨコナデ,胴
上半けメ,下半
ヘラケス・リ

口頸ヨヨナテ・,胴
タタキメ後′サメ

1396 弥生土器 甕
2③南Gr.SR02
② 4層 8/8

長石・石英細
礫多量

10YR7/2に ′ドい
黄橙色

口瓶鮨ヨナテ
゛
, 月同

力更ナテ・
口わたヨコナデ , 月同
ハケメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5YR3/6暗赤
褐色

口縁ハケメ後ヨヨナ
テ・, 月同ハケメ

口縁ヨヨナデ,1同

'ヽケメ

1398 弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

5Y7/2灰 白色
口績kヨヨナデ , 1同
ヘラケス・リ

口頸ヨコナテ
゛
, 月同

ハケメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

③ 4層
長石・石英粗
砂含

2.5Y7/3,支 澤:4L

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

②③間畦 4層
長石・石英粗
砂多量

10YR7/4に ぶい

黄橙色
口頸指頭痕 ,

月同ヘラケス・リ
胴タタキメ後ハケメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂含

2.5Y8/2灰 白色 板ナデ後指ナテ
゛

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/31こ
'ド

い

黄色
ハケメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

②③間畦 4層
長石・石英粗
砂多量

7.5YR8/4浅黄
橙色

頸′サメ 口頸ヨコナテ・

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
石
含

長
砂

石英粗 5YR6/41こ ′ぶし

橙色
月同ヘラケス

・リ 不 明
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弥生土器 饗
2③南Gr.SR02
③ 4層

長石・石英粗
砂多量

5Y8/2灰 白色 1同ヘラケス・リ タタキメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

③ 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/3に
'ド

い

黄色
口縁ハケメ,胴指
頭痕後ヘラケス・リ

タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

③ 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/2灰 黄色

口縁ヨヨナテ・,1同
上半′サメ後ナテ・

,

胴下半′サメ後ヘラ
ケス・リ

ハケメ後口縁ヨコナ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

③ 4層
石
含

長
砂

石英粗
2.5Y6/2灰 黄色

口頸′サメ後端部
ヨヨナテ

゛
, 1同 ヘラケ

ス・り後′サメ

ハケメ後口縁ヨコナ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

① 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/2灰黄色
口頸ハケメ,胴ノサ
メ後ヘラケス・リ

口縁ヨヨナテ・,タタ
キメ後′サメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

① 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/3浅 黄色
口縁ハケメ,胴ヘラ
ケス・リ 月同ハケメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

① 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/6明 赤
褐色

月同ヘラタス
゛
リ

口縁ヨコナデ,1同
タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/6明 赤
褐色

口縁′サメ,胴上
半板ナデ,下半
ヘラケス・リ

′サメ後胴下半ヘラ
ケス・リ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y8/3淡 黄色 月同ヘラケス・リ
口縁ヨコナデ,1同
タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

10YR7/4に ぶい

黄橙色～2.5Y
5/2暗灰黄色

口縁ヨコナテ・,胴
ヘラケス・リ

口縁ヨコナテ・,胴
ハケメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長 石 ・石英 粗

砂多量
2.5YR6/6橙色

口縁′サメ,胴ヘラ
ケス・リ

口厖鮨コナテ
゛
, 1同

ハケメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/3,曳 聟i4L
口縁′サメ,胴ヘラ
ケス

゛
リ Л同ハケメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂含

10YR7/3に ぶい

黄橙色
口縁ハケメ後ヨコナ
テ・, 1同ヘラケス・リ

口頸ヨコナテ・,胴
ハケメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

10YR6/2灰 黄褐
色

口縁 ヨヨナテ
゛
,胴

ヘラケス
・

リ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02
② 4層

長石・石英粗
砂含

5YR7/4に メドし

橙色
口縁ヨヨナテ

゛
,1同

ヘラケス・リ
口頸ヨヨナデ,胴
タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英細
礫多量

7.5YR8/3浅黄
橙色

月同ヘラタス・リ 月同ハケメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/2灰 黄色
ハケメ,日 縁ヨヨナハケメ,日 縁ヨコナ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/2灰 黄色
～7.5YR6/3
にぶい褐色

口縁ハケメ後ヨヨナ
テ
゛
, 1同 ヘラケス・リ

後′サメ

ハケメ後口縁ヨコナ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

5YR7/4に 坊:い

橙色～7.5YR
4/2灰褐色

口縁ヨヨナデ, 月同
′サメ後ヘラケス・リ

口縁ヨコナテ・,胴
ハケメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

5YR6/6橙色
口縁ヨコナデ,1同
′サメ後ヘラケス・リ

口縁ヨヨナテ・,胴
タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/2灰 黄色 ′サメ後胴ヘラケス・リ
ハケメ後口縁ヨコナ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂含

10YR7/3に ぶい

黄橙色
口縁ヨヨナデ ,1同
ヘラタス・リ

口頸ヨヨナデ,胴
ハケメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英細
礫多量

2.5YR6/6橙 色 指頭痕後′サメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

5YR6/6橙色～
2.5Y3/2黒 褐色

′サメ,底指ナテ・

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02
② 4層

長石・石英細
礫多量

7.5YR7/4に ぶ
い橙色

利更ナテ 板ナテ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

②③間畦 4層
長石・石英粗
砂含

10YR5/2灰 黄褐
色～7.5YR6/4
にぶい橙色

口縁ハケメ, 1同ヘラ
ケス・リ
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弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

③ 4層
長石・石英粗
砂含

2.5Y6/31こ ッドし

黄色

口縁ヨコナテ・,胴
′サメ後ヘラケス・り後
力更ナテ

゛
口頸ヨヨナテ・,胴
ハケメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

5YR5/4に ′ドし

赤褐色
口縁ヨヨナテ・

口頸ヨヨナデ,胴
タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

③ 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/2灰黄色

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

③ 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/3に ンドし

黄色～7.5YR
2/2黒褐色

口縁ヨヨナテ・,胴
′サメ後ヘラケス

゛
リ

口縁ヨヨナテ・,胴
タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

③ 4層
長石・石英細
礫含

2.5Y7/3,支 奏:(L
口縁ハケメ,胴ヘラ
タスl゙リ

ハケメ後口縁ヨヨナ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

① 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/2灰 黄色
口縁ハケメ,胴上
半指頭痕,下
半ヘラケス・リ

口縁ヨヨナテ・,胴
タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

① 4層
長石・石英粗
砂少量

5Y8/2灰 白色
′サメ後1同 下半ヘラ
ケス・リ

タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5YR7/8橙 色 胴板ナテ
口縁ヨヨナテ

゛
,胴

ハケメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

③ 4層
長石・石英粗
砂含

2.5Y6/2灰 黄色
口縁ヨヨナデ,胴
ヘラケス・リ

ハケメ後口頸ヨコナ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

10YR5/3に ンドい

黄褐色～7.5YR
2/2黒褐色

口縁ヨヨナテ
゛
,胴

ヘラケス・リ
口縁ヨヨナテ

゛
,1同

板ナテ
゛

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英細
礫多量

10YR8/3浅 黄橙
色

1同ヘラケス・リ 不 明

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

① 4層
長石・石英粗
砂少量

2.5Y7/2灰 黄色
口縁ヨヨナデ ,月同
ヘラケス・リ

口縁ヨヨナデ胴′サ
メ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

5YR6/4に ぶ́し

橙色
口縁ハケメ, 月同ヘラ
ケス・リ

口縁ヨヨナテ・,月同
ハケメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

③ 4層
長石・石英粗
砂多量

10YR5/2灰 黄褐
色 ～ 10YR3/1
黒褐色

胴指ナテ 不明

縁
能

口
可

擬
の
性

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5YR7/6橙 色
口縁ノサメ,胴′サ
メ後ヘラケス

゛
リ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂含

2.5Y5/2日音灰黄
色

口縁ヨヨナテ
゛
,胴

板ナテ・,後下半
ヘラケス・リ

口頸ヨヨナテ
゛
,胴

板ナテ・

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英細
砂含

2.5Y8/3淡 黄色
口縁′サメ,胴板
ナテ・後ヘラケス・り後
才旨ナテ・

タタキメ後けメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

10YR7/4に ぶい

黄橙色

口縁′サメ,胴上
半ミがキ,下半ヘ

ラタス
゛
リ

口縁ヨコナテ・,1同
ハケメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

① 4層
・
量

石
少

長
砂

石英 粗 2.5Y7/1灰白色
ハケメ後胴下半ヘラ
ケス

゛
リ

口率示ヨコナテ・, 月同
タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

① 4層
・
量

石
多

長

砂
石英粗 2.5Y6/3に ンドい

黄色
口縁′サメ,胴ヘラ
ケス・リ 胴タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

③ 4層
・
量

石
多

長
砂

石英粗
5Y8/2灰 白色

口縁ヨヨナテ・,1同
ヘラケス

゛
リ

口縁ヨヨナテ
゛
,胴

タタキメ後′サメ

1452 弥生土器 甕 鰤呻
長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/8橙色
～ 2.5YR4/3に
ぶい赤褐色

口縁ヨコナテ・, 胴
ヘラケス

゛
リ

口縁タタキメ後ヨコナ
テ
゛
,胴タタキメ後ハ

ケメ

1453 弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/31こ ンドし

黄色
口縁ハケメ, 胴ヘラ
ケス・リ

口頸ヨコナテ
゛
,胴

ハケメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02
① 4層

長石・石英粗
砂多量

2.5Y5/2暗灰黄
色

口縁ヨコナテ
゛
,1同

ヘラケス・リ
口縁ヨヨナテ・,胴
ハケメ

1455 弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

③ 4層
・
量

石
多

長
砂

石英粗 10YR6/3に ぶし

黄橙色
口縁タタキメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

③ 4層
長石・石英細
礫多量

7.5YR5/3に ンぶ
い褐色

口縁ヨヨナテ・,1同
ヘラケス・り後下半ナ
テ
゛

ハケメ後口縁ヨコナ
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弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

③ 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/2灰 黄色 1同ノサメ後ヘラケス・リ胴タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
石
含

長
砂

・石英粗
2.5YR6/6橙 色

口縁ハケメ後ヨヨナ
テ
゛
, 1同 ヘラケス・リ

口縁ヨヨナデ,胴
タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

5YR3/3暗赤褐
色～10R5/8赤
色

口縁′サメ,胴ヘラ
ケス・リ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

③ 4層 粗砂多量
2.5Y4/2暗灰黄
色

口頸′サメ,胴下
半指ナテ・後′サメ

口頸ヨコナデ,胴
ハケメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

① 4層
長石・石英粗
砂多量

7.5YR7/3に ンぶ
い橙色

口縁′サメ,胴ヘラ
ケス・リ 月同ハケメ

1462 弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

③ 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/3,麦 聟そ4色 不明

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

5R8/3淡橙色
口縁ハケメ,胴ナ

タタキメ後ハケメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
石
含

長
砂

石英粗
2.5Y7/2灰 黄色

口縁ヨヨナデ,月同
ヘラケス・リ

口縁ヨコナテ・,月同
ハケメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/6橙 色 胴下半ヘラケス・リ 不 明

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/8明 赤
褐色

ヘラタス・り後板ナデ 胴下半板ナテ・

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

5Y7/2灰 白色
口縁ヨヨナデ,1同
ヘラケス・リ

口縁ヨコナテ
゛
,1同

板ナテ・

弥 生土 器 甕
2③南Gr.SR02
② 4層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/6橙 色
口縁ノサメ,胴ノサ
メ後ヘラケス・リ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

③ 4層
長石・石英細
礫多量

10YR8/3浅 黄橙
色

口縁ヨコナデ,月同
ヘラケス・り後′サメ

口縁ヨコナデ,1同
ハケメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英細
礫多量

2.5Y7/3,支 澤をlL
口頸′サメ,胴′サ
メ後ヘラケス・リ

口縁ヨコナテ・, 月同
タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

10YR7/4に
'ド

い

黄橙色
口縁ヨコナデ,月同
指ナテ・

口縁ヨコナテ
゛
,1同

ハケメ

弥生土器 裂
2③南Gr.SR02

② 4層
石
含

長
砂

石英粗 10YR7/3に ぶい

黄橙色
口縁ノサメ,胴板
ナテ

゛
ハケメ後口縁ヨヨナ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02
① 4層

・
量

石
多

長
礫

石英細 5YR5/8明 赤褐
色

口頸′サメ,胴ヘラ
ケス・リ 頸′サメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02
② 4層

長石・石英粗
砂含

5YR7/4に 坊
=セ

橙色
口縁ハケメ, 1同ヘラ
ケス

゛
リ

口頸ヨヨナデ,胴
ハケメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

②③間畦 4層
・
自璽

石
多

長
砂

石英粗 10YR7/3に ぶい

黄橙色
口縁ヨヨナデ ,Л同
ヘラケス・リ

口縁ヨコナテ・

上半板ナテ・

半′サメ

胴

下

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂含

10YR7/2に ンドい

黄橙色

口縁′サメ,頸指
頭痕,胴ヘラケス・

り後′サメ

口縁ハケメ後ヨヨナ
テ・,胴タタキメ後ハ
ケメ

弥生土器 甕
2③南Cr.sR02

② 4層
石
含

長
砂

・石英粗 10YR7/3に ぶい
黄橙色

胴ハケメ後ヘラケス・リ
後板ナデ

タタキメ後底部′サメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02
① 4層

石
含

長
砂

・石英粗 10YR6/3に ンドい

黄橙色
口縁′サメ後端ヨコ
ナテ

゛
, 1同ヘラケス

゛
リ

ハケメ後口縁端ヨコ

ナテ
゛

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

③ 4層
長石・石英細
礫多量

2.5Y8/2灰 白色
口縁ハケメ, 胴ヘラ
ケス・リ 月同ハケメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

③ 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/2灰 黄色

口縁ハケメ,胴上
半ハケメ後ナテ・,

下半ヘラタス・り後ハ

ケメ

タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/2灰 黄色
頸指頭痕,胴ヘ
ラケス・リ

口頸ヨヨナデ,胴
ハケメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

③ 4層
長石・石英粗
砂多量

10YR6/2灰 黄褐
色

口頸′サメ,胴ヘラ
ケス・リ 1同ハケメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂含

10YR6/3に ぶい

黄橙色
口頸′サメ,胴ヘラ
ケス

゛
リ

タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
石
含

長
砂

・石英粗 2.5YR5/6明 赤
褐色

口縁′サメ,胴上
半指頭痕,下
半ヘラケス

゛
リ

口頸指頭痕 ,

月同ハケメ
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弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

③ 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/2灰 黄色 1同ヘラケス
゛
リ 胴′サメ後ヘラミがキ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英細
礫多量

10YR7/31こ ぶい

黄橙色
口縁ヨヨナデ,胴
ヘラケス

゛
リ

口縁ヨコナテ
゛
,胴

ヘラミがキ状ナデ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/4赤褐
色

口縁′サメ,胴ヘラ
ケス・リ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

③ 4層
長石・石英粗
砂多量

5Y7/2灰 白色
口縁′サメ,胴下
半ノサメ後ヘラケス

゛
リ

口縁ヨヨナテ・,胴
タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

③ 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/8橙色
胴上半′サメ,下
半ヘラケス・リ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

① 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/2灰 黄色
口糸及ヨヨナテ

゛
, 1同

下半ヘラタス
゛
リ

口縁ヨヨナテ
゛
,胴

下半板ナテ・

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

③ 4層
長石・石英粗
砂含

2.5Y5/2暗灰黄
色

口頸ヨヨナテ・,胴
上半指頭痕 ,

下半ヘラケス・リ

口縁ヨコナテ
゛
,1同

上半板ナデ後ヘラ
ミがキ,胴下半ハ

ケメ後ヘラミがキ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/6明 赤
褐色

口頸ヨヨナデ,胴
上半指頭痕 ,

胴下半ヘラケス・リ

口頸ヨコナテ
゛
,胴

上半タタキメ後′サメ
,

胴下半タタキメ後ヘ

ラミカ
゛
キ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

10YR6/3に ぶし

黄橙色
指ナテ・後ヘラタス・リ板ナデ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂含

10YR4/1褐 灰色
胴上半指頭痕 ,

下半ヘラケス・リ
′サメ後ヘラミがキ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

① 4層
長石・石英粗
砂含

2.5Y7/2灰黄色 不 明 ヨヨナテ
゛

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

① 4層
長石・石英中
砂含

5Y7/2灰 白色 板ナデ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

②Э間畦 4層
・
量

石
多

長
砂

石英粗 7.5YR7/31こ ぶ́
い橙色

胴上半指頭痕 ,

下半′サメ 胴下半ヘラミがキ 焼成後
穿孔

弥生土器 甑
2③南Gr.SR02

② 4層
・
量

石
多

長
砂

石英粗
2.5Y7/3i曳 聟ilL

タタキメ後胴上半ハ

ケメ

1499 弥生土器 甑 卸い
長石・石英粗
砂含

2.5YR6/8橙色
口頸指頭痕後ヘ

ラケス・り, 1同 ヘラケ
ス・リ

タタキメ後′サメ
焼
穿

部
前

底
成
孔

弥生土器 甑
2③南Gr.SR02

① 4層
石
含

長
砂

石英粗 2.5Y7/3浅黄色 不 明 不 明

弥生土器 甑
2③南Gr.SR02

② 4層
石
含

長
砂

石英粗 5YR6/4に ″ボυ

橙色
タタキメ後ノサメ

弥生土器 甑
2③南Gr.SR02

② 4層
・
量

石
多

長
砂

石英粗 2.5YR6/4に ぶ
い橙色

′サメ後ナテ タタキメ後′サメ

弥生土器 甑
2③南Gr.SR02

① 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/3浅黄色
口縁指頭痕 ,

1同ヘラケス
゛
リ

弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02
③ 4層

粗砂多量 25Y8/2灰 自色 不 明

弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02
② 4層

長石・石英細
礫多量

5YR5/4に ンドし

赤褐色
不明 不明

弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

7.5YR6/4に ぶ
い橙色

口縁ヨコナテ・, 胴
板ナデ

口縁ヨヨナテ
゛
,胴

ハケメ

弥生土器 鉢
2③南Cr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/3i支 聟暑4色
口縁ヨヨナテ・,胴
ハケメ

口縁ヨヨナデ , 月同
ハケメ

弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

②③間畦 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/3,支 聟i(五
口縁ヨヨナデ,1同
′サメ後ナテ

゛ 口頸ヨヨナデ,胴
ハケメ

1509 弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

② 4層
石
含

長
砂

石英粗
2.5YR6/6橙 色

口頸ヘラミカ
゛
キ

胴板ナデ

口縁から胴上
斗iヘラミカ

゛
キ, 1同

下半ヘラケス
゛
り後ヘ

ラミカ
゛
キ

弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂含

2.5YR5/8明赤
褐色

口頸ヨヨナデ,胴
′サメ後ナテ・

口頸ヨヨナデ,胴
上半タタキメ後′サメ

後ヘラミがキ,下
半ヘラケス・り後′サメ

後ヘラミがキ
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弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

7.5YR7/4に ぶ
い橙色

′サメ後指ナテ
゛

指頭痕

1512 弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/8橙 色 t\r I 不 明

弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02
② 4層

長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/2灰 黄色 不 明

弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

5YR7/3に ′ぶし

橙色
力兄ナテ 底指ナテ

゛

弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

③ 4層
粗砂含

2.5Y5/2暗灰黄
色

底′サメ 不明

弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

5YR7/6橙色 ′サメ後指ナテ・

弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

① 4層
長石・石英粗
砂多量

10YR7/3に プドい

黄橙色
不明 底ヘラケス・リ

弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

10YR4/1褐 灰色 不 明

弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

③ 4層

長石・石英粗
砂含,雲母中
砂多量,角閃
石粗砂多量

2.5Y6/2灰 黄色 板ナデ 不明

1520 弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

③ 4層

石
含

長
砂

・石英粗
2.5Y7/3,支 奏i(L 底ナデ,胴′サメ ハケメ,底ヘラケス・リ

1521 弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

7.5YR7/4に ぶ
い橙色

口縁ヨヨナテ・

1522 弥生土器 鉢
2()南 Gr.SR02
② 4層

長石・石英粗
砂含

2.5YR6/6橙 色 ハケメ

弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

5YR6/6橙色 不明

弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/3に ンドい

黄色
利更ナテ 底タタキメ

1525 弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

③ 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/2灰 黄色 ′サメ後ナテ・ 口縁ヨコナテ・

1526 弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

② 4層 長石・石英含 5YR6/6橙色
口縁ヨヨナデ,月同
板ナテ・ 口縁ヨヨナデ

1527 弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂含

10YR7/41こ ンドい

黄橙色
口綱トラミがキ 利更ナテ

弥生土器 甑
2③南Gr.SR02

② 4層

イ
κ 長石・石英粗

砂多量
7.5YR7/3に ″ぶ
い橙色

板ナデ 底タタキメ 焼成後
穿7し

弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂含

2.5YR5/8明 赤
褐色

ヨコナデ後ヘラミがキ
口縁ヨヨナデ,胴
ヘラケス・り後ヘラミが
キ

弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英細
礫多量

10YR8/3浅 黄橙
色

才旨ナテ
゛

不 明

弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/3に ンドい

黄色～2.5YR
5/6明 赤褐色

′サメ後ヘラミがキ ′サメ後ヘラミがキ

弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

③ 4層
・
量

石
多

長
砂

石英粗
2.5Y6/2灰 黄色 t\l I 口縁ヨヨナデ ,月同

ハケメ

弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英細
礫多量

2.5Y8/2灰 白色 不 明

弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

10R5/8赤 色 不 明 底タタキメ

1535 弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/6橙 色 ′サメ後ヘラミがキ 不 明

弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

② 4層

石
含

長
砂

・石英粗
2.5Y8/2灰 白色 口縁′サメ 胴下半ヘラケス・リ

1537 弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

7.5YR7/41こ ンド
い橙色

口縁ヨヨナデ,胴
板ナデ

リ

1538 弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量 

｀ 2.5Y6/4に ンドい

黄色
ヨヨナデ後ヘラミがキ

ヨヨナデ後′サメ状ケ
ス
゛
リ
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1539 弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

③ 4層
・
量

石
多

長
砂

石英粗
2.5Y7/2灰黄色

口縁ヨヨナデ,胴
ハケメ

口縁ヨヨナデ,胴
下半ヘラケス・リ

弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/4浅黄色 不明 不明

弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

③ 4層
・
量

石
多

長
砂

石英粗 2.5Y5/2暗灰黄
色

口縁指頭痕 ,

1同ヘラケス・リ
タタキメ後′サメ

1542 弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/6明 赤
褐色

ヘラケス
゛
リ 不明

弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂含

2.5Y8/2灰 白色 不明

弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

① 4層
長石・石英粗
砂含

2.5Y6/2灰 黄色 指頭痕

弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

③ 4層
長石・石英粗
砂含

2.5Y6/3に ンドい

黄色
口縁ヨコナテ・,底
部ヘラケス・リ

口縁ヨヨナデ,胴
下半ヘラケス・リ

1546 弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

① 4層
長石・石英粗
砂含

10YR5/2灰 黄褐
色

口縁ヨヨナデ,底
′サメ後ヘラミがキ

口縁ヨコナテ・,底
ヘラケス・リ

1547 弥生土器 高杯
2③南Gr.SR02

③ 4層
長石・石英少
量

2.5Y8/2灰白色
杯ヘラミがキ,脚ハ

ケメ 不 明 透子L4

弥生土器 高杯
2③南Gr.SR02

③ 4層
長石・石英粗
砂多量

5YR6/6橙色
杯ヘラミがキ,脚ナヘラミがキ

弥生土器 高不
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英中
砂含

7.5YR6/4に ぶ
い橙色

弥生土器 高杯
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英粗
砂多量

5YR6/6橙色
杯ヘラミがキ,脚
上半ヘラケス・り

,

下半′サメ

杯底ヘラミがキ
,

脚′サメ,脚端ヨコ
ナテ

゛ 透孔 6

弥生土器 高不
2③南Gr.SR02

① 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/3,曳 聟皐4L 脚′サメ ″メ後ヘラミがキ 透孔 4

1552 弥生土器 高不
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英細
礫多量

5YR7/6橙色 不明 ヘラミがキ 透7L4

1553 弥生土器 高杯
2③南Gr.SR02

② 4層
長石・石英細
礫多量

5YR7/8橙色 不明

弥生土器 高杯
2③南Gr.SR02

③ 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/3に
'ド

い

黄色
脚上半ヘラケス・リ
下半ハケメ

ハケメ 透孔 6

1555 弥生土器 高杯
2③南Gr.SR02

③ 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/31こ
'ド

い

黄色

板

青
脚端ヨコヘラミがキ,脚端ヨ

コナテ・ 透7L4

弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

① 4層
長石・石英粗
砂少量

2.5Y8/4淡 黄色
口縁ヨヨナデ,頸
′サメ,胴指ナテ

゛ 口縁ヨヨナテ・,頸
月同ハケメ

1557 製塩土器
2③南Gr.SR02

② 4層 粗砂多量
10R6/41こ ′ぶい

赤橙色～ 10YR

8/3浅黄橙色
不明 不 明

製塩土器
2③南Gr.SR02

② 4層 粗砂多量 2.5Y7/3浅黄色 不明 不 明

1559 製塩土器
2③南Gr.SR02
②③間畦 4層 粗砂多量 2.5Y7/3浅黄色 タタキメ

製塩土器
2③南Gr.SR02

③ 4層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/2灰 黄色
上半板ナテ・,下
半指ナテ・

弥生土器 士里
2③南Gr.SR02

② 4層
8/8

長石・石英粗
砂合,雲母中
砂多量,角 閃
石中砂含

10YR6/4に ぶい

黄橙色
口縁ヨコナデ ,1同
ヘラケス・リ

口頸ヨコナテ・,胴
上半′サメ,胴下
半ヘラミがキ

焼成前
亀裂補
修痕

弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

① 4層

長石・石英粗
砂多量,雲母
中砂多量,角
閃石中砂多量|
B類土器

10YR6/2灰 黄褐
色

口縁ヨヨナテ
゛
,1同

ハケメ
口縁ヨヨナテ

゛
,胴

ハケメ

弥生土器 一亜
2③南Cr.SR02

② 4層

長石・石英粗
砂多量,雲母
粗砂多量,角
閃石 中砂 含
(B類土器)

7.5YR6/4に ぶ
い橙色

口縁ヨコナデ,頸
指頭痕

口縁ヨヨナデ,頸
′サメ後ヨヨナテ・
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弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

② 4層

長石・石英粗
砂多量,雲母
粗砂多量

10YR6/3に ぶい

黄橙色
口縁ヨコナテ

゛
,頸

胴指頭痕後′サメ
口縁ヨコナデ,胴
ヘラミカ

゛
キ, 1同ハケメ

1565 弥生土器 士亜
2③南Gr.SR02

③ 4層

長石・石英粗
砂多量,雲母
中砂多量

7.5YR8/4浅黄
橙色

口縁ヨヨナテ・
口縁ヨコナデ,頸
ハケメ

1566 弥生土器 一霊
2③南Gr.SR02

② 4層

長石・石英粗
砂多量,雲母
中砂少量

5YR6/6橙色 口縁ヨヨナテ・
口縁ヨヨナテ・,′サ
メ後ヨコナテ・

弥生土器 一笠
2③南Gr.SR02

③ 4層

長石・石英粗
砂多量,角閃
石粗砂多量

10YR4/2灰 黄褐
色

1同ヘラケス
・リ 1同ハケメ

弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

① 4層

粗
粗
閃

英
母
角
量

石
雲

，多

・

，量
砂

石
含
多
粗

長
砂
砂
石

7.5YR8/4浅黄
橙色

不 明

1569 弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

② 4層

長石・石英細
砂合,角閃石
中砂含

2.5YR6/6橙 色
口縁ヨコナデ,頸
ヘラタス・リ

口頸ハケメ後ヨコナ
ア・, 1同ヘラミカ

゛
キ

弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

② 4層

長石・石英粗
砂合,雲母中
砂合,角 閃石
粗砂多量 (B
類土器)

7.5YR6/4に ぶ
い橙色

1同 ヘラケス・り, 底
指頭痕

不 明

1571 弥生土 器 甕
2③南Gr.SR02
② 4層

長石・石英粗
砂合,雲母粗
砂多量,角閃
石粗砂多量

5YR6/6橙色
口頸ヨコナデ,胴
ヘラケス・リ

口頸ヨヨナテ・,胴
ハケメ

1572 弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層

長石・石英粗
砂多量,雲母
細砂含,角 閃
石粗砂合,B
類土器

5YR5/6明 赤褐
色

口縁ヨコナデ,頸
指頭痕,胴ヘラケ
ス・リ

口縁ヨコナテ
゛
, 月同

下半ヘラミがキ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

②③間畦 4層

長石・石英粗
砂多量,雲母
粗砂少量,角
閃石粗砂多量

5YR6/6橙色
口頸ヨコナデ,胴
指頭痕

回頸ヨヨナテ
゛
,胴

ハケメ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

③ 2層

長石・石英粗
砂多量,金雲
母細砂少量 ,

角閃石粗砂多
量

7.5YR6/3に ″ぶ
い褐色

口縁ヨコナデ ,1同
上半指頭痕 ,

胴下半ヘラケス・リ

口縁ヨヨナテ
゛
,頸

ハケメ, 月同ヘラミカ・キ

1575 弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

① 4層

長石・石英細
砂合,雲母細
砂少量,角 閃
石細 砂 少量
(B類土器)

2.5Y6/2灰 黄色
口頸ヨコナテ・,胴
上半指頭痕 ,

下半ヘラケス・リ

口頸ヨコナデ,胴
ハケメ後下半ヘラミ
カ・キ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層

長石・石英粗
砂合,雲母中
砂含,角 閃石
粗砂含 (B類
土器)

7.5YR3/2黒褐
色

口頸ヨコナデ,胴
上半指頭痕 ,

下半ヘラケス・リ

口頸ヨコナデ,胴
ハケメ後下半ヘラミ
カ
゛
キ

1577 弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

② 4層

長石・石英粗
砂合,雲母中
砂少量,角閃
石粗砂多量

7.5YR4/115ラ【
色～5YR5/6明
赤褐色

口縁ヨコナテ・,頸
ヨコナテ

゛
, 1同 ヘラケ

ス・リ
胴下半ヘラミがキ

弥生土器 甕
2③南Gr.SR02

②③間畦 4層

長石・石英粗
砂多量,雲母
粗砂少量,角
閃石粗砂多量
(B類土器)

7.5YR5/4に ぶ
い褐色

頸指頭痕
口頸ヨヨナテ

゛
,胴

ハケメ後下半ヘラミ
カ・キ

弥生土器 甕 鰤い

長石・石英粗
砂多量,雲母
細砂含,角 閃
石粗砂含 (B
類土器)

5YR6/6橙色
口縁ヨコナテ

゛
,胴

指頭痕
口縁ヨヨナテ・,月同
ハケメ
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弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

② 4層

長石・石英粗
砂多量,雲母
中砂多量

7.5YR3/2黒褐
色～7.5YR6/4
にぶい橙色

口縁ハケメ後ヨヨナ口縁ヨヨナテ
゛
,月同

ハケメ

弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

② 4層

長石・石英粗
砂含,雲母中
砂多量,角 閃
石粗砂多量

7.5R4/4褐 色
口縁ヨコナテ
三分割ヘラ

底

キ
口縁ヨヨナテ

゛
,底

ヘラケス・リ

弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

② 4層

長石・石英粗
砂多量,雲母
粗砂多量

7.5YR5/2灰褐
色

ハケメ

弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

② 4層

長石・石英粗
砂多量,雲母
粗砂多量

7.5YR5/4に ぶ
い褐色

弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

② 4層

長石・石英粗
砂含,角 閃石
粗砂多量

2.5Y5/2暗灰黄
色

不明 不 明

1585 弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

② 4層

長石・石英細
礫合,雲母粗
砂多量

7.5YR5/4に ぶ
い褐色

板ナテ・ 板ナテ

1586 弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

② 4層

長石・石英粗
砂多量,雲母
粗砂含

2.5Y6/31こ ノドい

黄色
板ナデ 不明

弥生土器 高杯
2③南Gr.SR02

② 4層

長石・石英粗
砂含,雲母粗
砂多量,角 閃
石 粗 砂 多量
(B類土器)

7.5YR6/4に ぶ
い橙色

口縁ヨコナデ
口縁ヨコナテ

゛
,底

ヘラケス・り後ヘラミカ・

キ

弥生土器 高杯
2③南Gr.SR02

② 4層

長石・石英粗
砂多量,雲母
細砂含

2.5Y7/2灰 黄色
杯口縁ヨヨナテ

゛
,

底 4分割ヘラミカ
キ,脚ヘラケス

゛
リ

杯口縁ヨコナテ・
,

底 4分割ヘラミカ
キ,脚端ヨコナテ・

透孔数
上段不
明,下
段 2孔
1組で
3組

1589 弥生土器 高杯
2③南Gr.SR02

③ 4層

長石・石英粗
砂多量,雲母
中砂多量,角
閃 石粗 砂 含
(B類土器)

2.5Y6/31こ ンドい

黄色
口縁ヨコナテ

゛
,底

ヘラミがキ

口縁ヨヨナデ,底
ヘラケス・り後ヘラミカ

゛

キ

1590 弥生土器 高杯
2③南Gr.SR02

② 4層

長石・石英粗
砂多量,角 閃
石粗砂多量

5YR6/6橙色 不 明 不 明

５
貫
位
不

凱
い
嗣
醜
捌

弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

② 4層

長石・石英粗
砂多量,雲母
細砂含

7.5YR5/4に ぶ
い褐色

ヘラミがキ ヘラミがキ

1592 弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

② 4層

長石・

砂含 ,

砂多量

粗
中

英
母

石
雲 5YR7/6橙色 ヘラミがキ

口頸ハケメ後ナデ ,

胴上半ヨコナテ
゛
後

ヘラミカ
゛
キ, 1同 下

半′サメ後ナデ

弥生土器 士亜
2③南Gr.SR02

② 4層

長石・石英粗
砂多量,雲母
粗砂多量,角
閃石粗砂多量
(B類土器)

2.5Y6/31こ
'ド

い

黄色
杯指ナテ・,脚ヘラ
ケス

゛
リ

頸ヨヨナテ・,胴～

脚ヘラミがキ

弥生土器 士亜
2③南Gr.SR02

① 4層

長石・石英粗
砂多量,角 閃
石粗砂多量

2.5Y6/3に
'ド

い

黄色
ヨコナテ・

頸ハケメ後ヨヨナテ・
,

底ヘラケス
゛
り,脚ヘ

ラミカ・キ

1595 弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

① 4層

長石・石英粗
砂合,雲母中
砂多量,角 閃
石粗砂多量

5YR5/6明 赤褐
色

′サメ後ヨヨナテ・ 頸胴ヨヨナテ・
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1596 弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

①
~5,6層

石． 石英細
含
，

雲母粗
『
鑢

岬

長
砂
砂
石
＜

10YR4/1褐 灰色
頸′サメ,胴上半
指頭痕,下半ヘ

ラケス・リ "メ

後ヘラミがキ

弥生土器 一亜
2③南Gr.SR02

① 5,6層
長石・石英粗
砂多量

7.5YR4/2灰褐
色

板ナテ
゛
後指ナテ・ 胴′サメ後ミがキ

月同音5夕|

面に縄
状の痕
跡

弥生土器 鉢
2③南Gr.SR02

① 5,6層
長石・石英粗
砂多量,雲母
細砂含

10YR5/3に ぶい

黄褐色
圧(音5ヘラケス・リ

弥生土器 一亜

3② C28 SR01
溜りl⑦暗黒
色粘土プロッ
ク層 (黒 色シ
ルト中に③の
暗灰黒色粘土
プロックが多
量に混入)

長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/3,支 奏:(L 不明 不明

弥生土器 一亜
3② C28 SR01
溜り1東肩⑨

石
含

長
砂

石英粗 10YR4/2灰 黄褐
色

′サメ後ヨコナテ
゛

ヨコナテ
゛

1655 弥生土器 底部
混

シ

ｓＲｏ‐ｍ
難

２８
‐
淡

３②
酌
］
外

長石・石英粗
砂多量

2.5Y5/1黄 灰色 不明

1656 弥生土器 一亜
3② SR01i留 り
l Ⅶ2(4Tr.)

3/8 長石・石英粗
砂多量

5Y7/2灰 白色 不 明 不 明

弥生土器 一亜

3② B28 SR01
溜りl⑨砂混
じり淡黒色シルト

がラス状細砂含 2.5Y8/2灰 白色
口縁ヨコナデ,頸
ハケメ

口縁ヨコナテ・,頸
ハケメ

1658 弥生土器 一亜

3② B28 SR01
溜 りl Ⅶ l

(4Tr. )

長石・石英粗
砂多量

10YR6/31こ ノドい
黄橙色

不 明 不 明

1659 弥生土器 ”亜 Ｂ２８ＳＲＯ‐ｍ̈
３②
脚
］

長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/31こ ンドい

黄色
ヨコナテ

゛ 口縁端ヨコナテ・

頸′サメ

弥生土器 一霊

3② B28 SR01
溜りl Ⅶ l

(4Tr.)

長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/3に ンドい
黄色

胴板ナデ 不 明

1661 弥生土器 甕

３②Ｃ２８ＳＲＯ‐
¨

色粘土プロッ
¨

′レト中‐こ③の
¨
”

帥

長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/1灰 白色 月同ヘラケス・リ 胴タタキメ

1662 弥生土器 甕
3② SR01溜 り
l Ⅶ2(4Tr.)

長石・石英粗
砂多量

5Y6/2万反オリーフ
゛

色
月同ヘラケス・リ 胴タタキメ

弥生土器 甑

3② B28 SR01

溜りl Ⅶ l

(4Tr. )

長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/3i支 課i(L ヘラケス

弥生土器 甑
混
シ

ｓＲｏ‐ｍ
恥

２８
‐
淡

３②
渤
帥
ノレト

石
含

長
砂

石英粗
2.5Y7/2灰 黄色 ラケス

゛
リ タタキメ

1665 弥生土器 鉢

3② B28 SR01
i留 りl Ⅶ l

(4Tr. )

長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/3に
'ド

し

黄色
不 明 不 明

弥生土器 鉢

3② B28 SR01
溜りl Ⅶ l

(4Tr. )

・
量

石
多

長
砂

石英粗 10YR6/3に ぶい
黄橙色

板ナデ 底部ヘラケス・リ

1667 弥生土器 鉢

3② B28 SR01
溜りl⑨砂混
じり淡黒色シルト

長石・石英粗
砂多量

10YR6/31こ
'ド

い

黄橙色
ヘラケス・リ
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1668 弥生土器 鉢
混

シ

ｓＲｏ‐ｍ
艶

２８
‐
淡

３②Ｃ
酌
］
外

長石・石英粗
砂含,雲母粗
砂多量,角閃
石 粗 砂 多量
(B類土器)

10YR7/31こ ンドい

黄橙色
ヨヨナテ・ ヨヨナテ・

弥生土器 高杯

3② B28 SR01

i留 りl Ⅶ l

(4Tr.)

・　
三塁

石
多

長
砂

石英粗 5YR6/4に ″ドし

橙色
底ヘラミがキ,脚ハ

ケメ

弥生土器 高杯
3② SR01溜 り1

-括
長石・石英粗
砂多量

7.5YR6/4に ぶ
い橙色

不明 不明

弥生土器 士亜

3② B28 SR01

溜り2黒色デ
ロック(黒 粘+暗
灰茶シルト)

長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/2灰 黄色 不明 不 明

1672 弥生土器 一亜３②Ｂ２８ＳＲＯ‐̈̈０
長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/3に ンドい

黄色
頸部ヘラミがキ

口縁ヨヨナデ,頸
ハケメ

1673 弥生土器 士亜 ＳＲＯ‐時睡

２８

２

＜

３②Ｂ酌世詢

長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/2灰 黄色 口縁ヨコナデ
口頸ヨコナテ

゛
,胴

タタキメ後′サメ

弥生土器 甕
3② SR011ヨ リ
2-括

・
量

石
多

長
砂

石英粗 2.5Y6/3に
'ド

い

黄色
ラケス・リ

弥生土器 甕

3② B28 SR01

溜り2灰色シルト
フ・ロック層 (暗灰
粘十青灰シルト+
黄灰砂)

長石・石英粗
砂含

2.5Y6/31こ
'ド

い

黄色
口縁ハケメ後ヨコナ
テ・. 月同ヘラケス・リ

口縁ヨコナデ,胴
ハケメ

1676 弥生土器 甕

3② B28 SR01

i留 り2淡黒色
粘土(粗砂を含
む)

長石・石英粗
砂含

10YR6/3に ぶい

黄橙色
口縁′サメ,胴ヘラ
ケス

゛
リ

月同ハケメ

弥生土器 甕

3② B28 SR01

溜り2淡黒色
粘土(粗砂を含
む)

石
含

長
砂

・石英粗
2.5Y6/2灰 黄色 胴下半ヘラケス・リ 不 明

弥生土器 甕

3② B28 SR01
溜り2淡黒色
粘土(粗砂を含
む)

長石・石英粗
砂多量

10YR5/3に ンドい

黄褐色
口縁ヨコナテ

゛
,1同

ヘラケス
゛
リ

口縁ヨヨナテ・,胴
ハケメ

弥生土器 甕

3② B28 SR01

溜り2黒色フ・

ロック(黒 粘+暗
灰茶シルト)

長石・石英粗
砂多量,雲母
粗砂合,角閃
石粗砂多量
(B類土器)

7.5YR5/3に ″ぶ
い褐色

口頸ヨヨナデ,胴
上半指頭痕 ,

下半ヘラケス
゛
リ

口頸ヨヨナテ・,1同
上半′サメ,下半
′サメ後ヘラミがキ

弥生土器 一亜
3C)C28 SR01
溜り⑨

石

含
長
砂

石 英 粗
5Y7/1灰白色

ハケメ後口縁ヨコナ
テ・,棒状浮文
7つ

弥生土器 〓亜
3② C28 SR01
溜り⑨

3/8 ・
量

石
多

長
礫

石英細 10YR8/3浅 黄橙
色

不 明

弥生土器 高杯
3② C28 SR01
黒褐色粘質土

長石・石英粗
砂多量

2.5Y8/2灰 白色 不明 脚ヘラミがキ 透7L2

弥生土器 士亜
3② C28 SR01

溜り⑨
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/2灰 黄色 ヨヨナテ・ ヨヨナテ
゛

弥生土器 士亜 3② SD01

長石・石英粗
砂多量,角閃
石粗砂含

10YR6/3に ンドい

黄橙色

口頸ヨコナテ・, 月同
上半指頭痕 ,

下半′サメ

口頸ヨコナテ・,胴
ハケメ

弥生土器 甕
3②第3微高地
Ⅳ16

長石・石英粗
砂多量

10YR6/3に
'ド

い

黄橙色～ 10R

5/6赤色

口縁板ナデ,胴
ヘラケス

゛
リ

1同 タタキメ
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1686 弥生土器 甕
3② C28 SR01
黒褐色粘質土

長石・石英細
砂少量,雲母
中砂合,角閃
石 中砂含 (B
類土器)

5YR6/31こ ″ぶし
橙色

日頸ヨコナデ,胴
上半指頭痕 ,

胴下半ヘラケス
゛
リ

口頸ヨヨナデ,胴
ハケメ後下半ヘラミ
カ
゛
キ

1687 弥生土器 甕 3② C28 Ⅲl
長石・石英粗
砂多量

2.5Y6/3に ンドい

黄色
ヘラミがキ ヘラミカ

゛
キ

弥生土器 一亜 3② C28 Ⅲl
長石・石英粗
砂多量

7.5YR2/3ホ墨日音
褐色

板ナデ 胴ノサメ後ヘラミがキ

弥生土器 一亜 3② C28 Ⅲl ・
量

石
多

長
砂

石英粗
2.5Y7/2灰 黄色 口縁ヨコナテ

゛
口縁ヨコナデ

弥生土器 一霊
3 ② C28(大 き
いカメ)Ⅲ l

・
量

石
多

長
礫

石英細
2.5Y6/2灰 黄色

口縁ヨコナデ,胴
板ナテ

゛ 口縁ヨコナデ ,1同
タタキメ

弥生土器 甕 3② C28 Ⅲl
長石・石英粗
砂多量

10YR6/3に
'ド

υ
黄橙色

口縁ヨコナテ・,月同
ヘラケス・り後上部ナ
テ・

口縁ヨヨナテ
゛
,1同

ラヽナテ
゛

1692 弥生土器 甕 3② C28 Ⅲl
長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/3i支 聟そ4色 月同ヘラケス
・リ 口頸ヨコナテ・

1693 弥生土器 甕
3 ② C28(3個
分)Ⅲ l

石
含

長
砂

石英粗
5Y7/2灰 白色 月同ヘラケス

・リ
口縁ヨヨナテ・,胴
ハケメ

弥生土器 甕 3② C28 Ⅲl
長石・石英細
礫多量

2.5Y6/2灰 黄色
口縁ヨヨナテ・,月同
下半ヘラケス・リ

口縁ヨコナデ,胴
タタキメ後下半′サメ

弥生土器 甕
3② C28,D28
Ⅲl

・
量

石
多

長
砂

石英粗
2.5Y7/3浅黄色

胴上半指頭痕 ,

下半ヘラケス
゛
リ

口縁ヨヨナテ
゛
,頸

月同ハケメ

1696 弥生土 器 甕
3② C28
(3個分)Ⅲ l

長石・石英粗
砂多量

5Y6/3オリーフ・デ責
色

月同ヘラケス
゛
リ

弥生土器 甕
3② C28,D28
Ⅲl

長石・石英粗
砂多量,雲母
中砂多量,角
閃石粗砂含

2.5Y6/31こ
'ド

い

黄色

口頸ヨヨナデ,胴
上半指頭痕 ,

下半ヘラケス・リ

口頸ヨコナテ
゛
,胴

上半ハケメ,下半
ヘラミカ

゛
キ

弥生土器 鉢
3② C28
(3イ固分)Ⅲ l

長石・石英粗
砂含

2.5Y6/31こ
'ド

い

黄色
不明 下半ヘラタス・リ

1699 弥生土器 士亜 3②排土中 長石・石英粗
砂多量

10YR3/2黒 褐色 ヘラミがキ ヨコナテ
゛

弥生土器 鉢

3②試掘Tr.

4Tr.間エンホ
゛
掘

肖1

長石・石英粗
砂多量

10YR5/2灰 黄褐
色

指ナテ 不 明

弥生土器 士亜 2④⑥SH03③ 長石・石英粗
砂多量

5YR8/4淡 橙色 不 明 不 明

弥生土器 甕
2④⑥SH03③
2層

長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/8橙 色 ヨヨナテ・

弥生土器 高杯

2④ЭSH03③
l,2層地山混
土

長石・石英粗
砂多量

10R5/8赤 色 脚端ヨヨナテ・ t\lllklrti'

1717 土師器 甕
2④⑥SD13

(SH04内 )

・
量

石
多

長
砂

石英粗
10R5/6赤 色 ヨヨナテ

゛
ヨヨナテ・

土師器 甕 2④ЭSD13① 長石・石英粗
砂多量

2.5Y7/4浅黄色 胴ケス・り状′サメ 口頸ヨコナテ・,胴
ハケメ

土師器 甑 2④⑥SD13④ 長石・石英粗
砂多量

10YR7/4に ぶい
黄橙色 指ナテ

゛
板ナテ

土師器 甑
2④⑥SD13⑥
SH04内 粗砂多量 2.5Y7/3浅黄色

ハケメ後下半ヘラケ
ス・リ

1725 土師器 甕
2④⑤SH09
第1層

・
量

石
多

長
砂

石英粗
5YR6/6橙色 指頭痕 指頭痕

須恵器 杯
2∞ SH08
拡区SH09

粗砂少量 5B6/1青灰色 回転ナデ 回転ナテ

1727 須恵器 杯 蓋
2④ЭSH08
拡区SH09

粗砂少量 5P7/1明 紫灰色 回転ナテ・ 回転ナテ・,天丼
回転ヘラキリ後ナテ

゛

須恵器 高杯
2④ЭSH08
付近がリカケ 粗砂少量 7.5Y7/1灰 白色 回転ナデ

回転ナテ・,杯底
回転ヘラケス・り後
回転ナテ

゛
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製塩土器
2④⑥SH08

拡区SH09
粗砂多量 5YR4/6赤褐色 不明

製塩土器
2④ЭSH08

拡区SH09
粗砂多量

7.5Y3/1オ リー

プ黒色
不 明

製塩土器
2④⑤SH08

拡区SH09
中砂含

2.5YR5/6明 赤
褐色

指頭痕

土師器 杯
2④⑤SB02⑪
C21 SP030

細砂含 2.5YR6/8橙 色 回転ナデ
回転ナデ,底回
転ヘラキリ後板ナテ・

須恵器 杯
2④⑤SB02⑤
C21 SP068

粗砂含 5B3/1暗青灰色 回転ナテ・ 回転ナテ・

土師器 羽釜
2④⑥SB02③
C21 SP051

中砂多量
10YR5/2灰 黄褐
色

口縁ハケメ,胴板
ナテ

゛ 口縁ヨヨナテ・,1同
ハケメ

1737 瓦器 椀
2CЮ SB10⑥
C21 SP005

中砂含 5YR7/6橙色 ナデ後ヘラミがキ ヘラミがキ

土師器 杯蓋
2④⑥SBH④
D20 SP256

粗砂少量 10R5/8赤 色 不明 ヘラミがキ

弥生土器 甕
2④ЭB21

SP005
長石・石英粗
砂多量

2.5YR5/6明 赤
褐色

′サメ,底ヘラケス
゛
リ

弥生土器 甕 2④⑥SB14③
石
含

長
礫

石英細 2.5YR6/8橙色
口縁ハケメ, 1同ヘラ
ケス・リ

口縁ヨヨナテ・,月同
タタキメ後′サメ

須恵器 杯蓋
2④ЭSB16⑦
D19 SP019

粗砂含 N8/0灰白色 回転ナテ 回転ナデ

須恵器 杯
2② SB16⑥
(D19 SP017)

粗砂含 5PB5/1青 灰色 回転ナテ・
回転ナテ・,底回
転ヘラキリ後ナテ・

土師器 甕 2② SK01
長石・石英粗
砂多量

5YR4/2灰 褐色 指頭痕
口縁ヨヨナテ

゛
,1同

ハケメ

土師器 甕

2②東Tr.

黄灰色細砂混
粘質シルト

長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/6橙色
～ 2.5Y8/3淡
黄色

口縁′サメ,胴指
頭痕

口頸ヨヨナデ,胴
ハケメ

土師器 甕

2②東Tr.

黄灰色細砂混
粘質シルト

長石・石英粗
砂多量

5YR3/2暗赤褐
色～7.5YR5/4
にぶい褐色

口縁′サメ,胴指
頭痕後ナテ・

ハケメ後口縁ヨヨナ

土師器 甕

2②東Tr.

黄灰色細砂混
粘質シルト

長石・石英粗
砂多量

10YR6/3に ぶい

黄橙色～7.5YR
3/1黒褐色

口縁ヨヨナテ・,頸
′サメ,胴指頭痕

口縁ヨヨナテ
゛
,1同

ハケメ

須恵器 杯蓋
2②北東部
土坑SK

細砂含 5PB6/1青 灰色
回転ナテ

゛
,中央

ナテ
゛

口縁回転ナテ・
,

天丼回転ヘラケス・

り後ナテ
゛

土師器 郊蓋 2④ЭSK07① 砂粒含まず 10R5/8赤 色 ヨヨナテ
゛

赤彩

土師器 杯蓋 2④ЭSK07① 砂粒含まず 10R4/8赤 色 ヘラミカ ヘラミがキ 赤彩

須恵器 杯 2∞ SX02 粗砂含 5PB5/1青 灰色 回転ナデ
回転ナテ・,底回
転ヘラケス・り後回
転ヘラキリ後ナデ

須恵器 高杯 2④⑥SX02 粗砂含 N5/0灰色
回転ナテ・,杯部
輪状圧痕

回転ナテ
゛
,底回

転ヘラケス・リ

土師器 杯 2④⑤SD10 中砂含 5YR7/6橙色 ヘラミがキ ヘラミがキ

203 須恵器 不 2④ЭSD10Tr. 砂粒含まず
5PB7/1明青灰
色

回車民ナテ 回転ナデ

須恵器 高杯 2(D()SD10Tr. 中砂少量 N5/0灰色 回転ナデ 回転ナテ

1757 飯蛤壺
2④ЭSD10

(SH05内 )

粗砂多量 2.5YR6/6橙 色 指頭痕 指頭痕

土師器 甕

2④ЭSD07

(SH05 ① を切
る音6分 )

粗砂多量 10R6/8赤 橙色 利更ナテ
口頸ヨコナテ・,月同
ハケメ

土師器 甕

2∞ SD07

(SH05を 切 る

部分)

粗砂含 5YR6/6橙色
口縁′サメ,胴指
頭痕

口頸ヨヨナテ
゛
,胴

ハケメ

土師器 皿

2④⑥SD07

(SH05 ① を切
る部分)

粗砂含 2.5YR6/8橙 色
皿部暗文,脚
回転ナテ・

回転ナデ
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須恵器 杯蓋 2④⑤SD07③ 粗砂少量 N8/0灰白色 回転ナテ・
回転ナテ

゛
,天丼

回転ヘラケス・り後ナ
テ
゛

須恵器 杯蓋 2④⑤SD07 砂粒含まず
5PB7/1明 青灰
色

回転ナデ
回転ナデ,天丼
回転ヘラケス・リ

外面白
然釉

須恵器 杯蓋

2④⑥SD07

(SH05 ① を切
る部分)

砂粒含まず 5PB5/1青 灰色 回転ナテ 回転ナテ

1765 須恵器 高杯 2④⑥SD07① 粗砂含
5GY7/1り弓オリーフ

灰色
回転ナデ 回転ナテ・

須恵器 高杯
20Э SD07

(SH05内 )アセ
゛ 粗砂多量 N8/0灰白色 回動1ナテ・

回転ナテ
゛
,不底

ヘラケス・り後回転ナ
テ・

須恵器 高杯

2④⑥SD07

(SH05 ① を切
る部分)

砂粒含まず N3/0日音灰色
回転ナテ・,杯底
ナテ・

回転ナテ・,杯底
回転ヘラケス・り後ナ
テ
゛

須恵器 甕 2④⑥SD07 粗砂含 5P6/1紫灰色
口縁ヨコナテ

゛
,胴

同心円タタキ

土師器 杯
l① D15SR01

北肩 6・ 7
中砂含 5YR7/8橙色 不明 下半ヘラケス・リ

土師器 椀 I oSROl 7 細砂含 2.5m6/8橙色 ナデ後ヘラミがキ
口縁ヨヨナテ

゛
,胴

ヘラミがキ

1775 土師器 杯
l ①D15SR01

北肩 6・ 7

長石・石英粗
砂多量

2.5Y8/2灰 白色 ヘラミがキ
上半ヘラミがキ,

下半ヘラケス・リ

1776 209 土師器 杯 l① C15SR01 6
石
含

長
砂

石英粗 5YR6/6橙色

1777 土師器 鉢 l ①C15SR01 6 粗砂多量
7.5YR8/4浅黄
橙色

板ナテ
゛ 口縁ヨコナデ,1同

指頭痕

土師器 椀 l ①SR01 6・ 7 中砂含 2.5YR7/8橙 色 ヘラミがキ 底ヘラケス・リ

1779 土師器 杯 l ①SR01 6・ 7 粗砂多量 5YR6/8橙色 ヘラミカ
゛
キ 底ヘラケス・リ

土師器 杯
l ①D15SR01
北肩 6・ 7

石
含

長
砂

石英粗
5YR7/6橙色 ヘラミカ

口縁ヨコナデ,1同
ヘラタス・リ

1781 土師器 鉢 l ①SR01 7 粗砂多量 2.5YR7/6橙色 不明 不 明

土師器 鉢 l① SR01 7 粗砂多量 10YR8/2灰 白色 庭【音5ヘラケス・リ

土師器 鉢 l① SR01 7層 粗砂多量 5YR8/4淡橙色
口縁ヨヨナテ・,1同
ハケメ

口縁ヨコナテ・,1同
ハケメ

土師器 鉢 l ①SR01 6・ 7 中砂多量
2.5YR7/8橙色
～7.5YR8/4i支

黄橙色

口頸ヨヨナテ
゛
,胴

ハケメ

土師器 鉢 l ①SR01 6・ 7
長石・石英粗
砂多量

5YR7/8橙色
口縁ハケメ,胴 ナ
デ後下半ヘラケス・

リ

口縁ヨヨナテ・,胴
ハケメ

土師器 鉢 l ②SR01 7
長石・石英粗
砂多量,雲母
中砂少量

10YR8/2灰 白色
ハケメ後下半ハケメ
オ大ヘラケス・リ

ハケメ後口縁ヨヨナ

土師器 甕 rosR0l 6.7
長石・石英粗
砂多量,雲母
細砂含

2.5Y8/3淡黄色 ′サメ後胴指ナテ
゛ 口縁ヨヨナテ・,胴

ハケメ

1788 土師器 甕 l① SR01 6・ 7 粗砂含 5YR6/6橙色 ′サメ後ヨコナテ

土師器 甕 l ①C15SR01 6 粗砂含
2.5YR5/8明 赤
褐色

口頸′サメ,胴板
ナテ
゛ 口頸ヨコナテ・,胴

ハケメ

209 土師器 甕
l ①D15SR01
北肩 6・ 7

石
含

長
砂

・石英粗
5YR6/6橙色

口頸ヨヨナテ・,胴
ハケメ

土師器 甕 l① SR01 6・ 7 粗砂含 5YR7/6橙色
口縁′サメ,頸ヨコ
ナテ

゛
, 月同ハケメ

口頸ハケメ後ヨヨナ
テ
゛
,1同ハケメ

土師器 甕 l ①SR01 7層 粗砂少量
7.5YR7/4に ぶ
い橙色

ハケメ後口頸ヨヨナ

土師器 甕 l ①SR01 7層 粗砂多量
10YR7/3に ぶい

黄橙色
口縁ヨコナデ,1同
板ナテ・

口縁ヨヨナデ ,1同
ハケメ

土師器 甕 l ①SR01 6・ 7 粗砂多量 5YR7/8橙色 1同ハケメ 月同ハケメ
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土師器 甕 rosR0l 6.7 粗砂含 5YR6/6橙色
口縁′サメ,胴板
ナテ

゛ 口頸ヨコナテ・,1同
ハケメ

1796 土師器 甕 l ①SR01 6・ 7 粗砂含 5釈7/8橙色 ′サメ後ヨヨナテ・
口頸ヨコナテ・,胴
ハケメ

1797 土師器 甕 l① SR01 6
長石・石英細
砂含

5Y7/3浅黄色

1798 土師器 甕 l ①SR01 7 粗砂含 2.5YR6/8橙色
口縁′サメ,胴ヘラ
ケス・リ

口頸ヨヨナデ ,月同
ハケメ

土師器 甕
l ①C15SR01

機械掘削 7
粗砂多量 5YR7/8橙色 指ナテ

゛
後ヘラケス・リ

土師器 甑 l ①C15SR01 6 粗砂多量 10YR8/2灰 白色′ヽヶ
痕

下半指頭

土師器 甑 l ①C15SR01 6 粗砂含
10YR7/4に ンドし

黄橙色

ハケメ後下半ヘラケ
ス・l,

土師器 竃 l① SR01 6・ 7 粗砂多量
7.5YR8/3浅黄
橙色

指ナデ ′サメ後指ナテ・

須恵器 杯蓋 losRol 7 粗砂多量 5B4/1暗青灰色 回転ナテ・ 回転ナデ,天丼
回転ヘラキリ後ナテ・

須恵器 杯蓋
l ①D15SR01

Jヒ肩 6・ 7
粗砂多量

5PB4/1暗青灰
色

回菊1ナテ
回転ナデ,天丼
回転ヘラキリ

須恵器 杯蓋
l ①D15SR01
7b

粗砂含 N8/0灰白色 回転ナテ・
回転ナデ,天丼
回転ヘラケス・リ

須恵器 杯蓋 l① SR01 7 砂粒含まず N8/0灰白色
回転ナテ

゛
,天丼

ナテ
゛ 回転ナテ

゛
,天丼

回転ヘラケス・リ

須恵器 杯蓋
l ①D15SR01
北肩 6・ 7

粗砂含 5P6/1紫灰色
回転ナテ・,天丼
ナテ・

回転ナデ,天丼
回転ヘラケス・り後
回転ナテ

゛

須恵器 杯蓋 l ①SR01 6・ 7 粗砂含
5PB7/1明 青灰
色

回転ナデ
回転ナデ,天丼
回転ヘラケス・り後ナ

須恵器 杯蓋 l ①SR01 6・ 7 粗砂少量 5B6/1青灰色
口縁回転ナテ・

天丼ナデ

口縁回転ナテ・
,

天丼回転ヘラケス・

り後回転ナテ・

須恵器 杯 resR0l 6'7 粗砂含 5PB6/1青灰色 回転ナテ
゛
底ナテ・ 回転ナテ

゛
,底回

転ヘラキリ

須恵器 杯 lesR0l 7 粗砂少量 5PB6/1青灰色 回転ナデ
回転ナテ

゛
,底回

転ヘラキリ

須恵器 杯 l ①SR01 6・ 7 中砂少量 5PB6/1青灰色 回転ナテ・ 回転ナテ・ 外面自
然釉

須恵器 杯 losRor 6.7 粗砂少量
5PB6/1青灰色
～ 5B2/1青 黒
色

回転ナデ 回転ナテ・

須恵器 杯
l ①D15SR01
7b

粗砂多量 5PB5/1青 灰色 回転ナデ
回転ナデ,天丼
回転ヘラキリ後ナテ・

須恵器 杯蓋
l ①C15SR01

機械掘削 7
粗砂少量

5PB7/1明 青灰
色

回転ナテ
゛
,底ナ回転ナテ

゛
,胴下

半回転ヘラケス・リ

須恵器 杯
l ①D15SR01
7b

粗砂含
5PB4/1暗青灰
色

回転ナテ
゛
,底ナ回転ナテ・,底回

転ヘラケス・リ

須恵器 杯 l ①SR01 7 粗砂少量
5PB4/1暗青灰
色

回転ナテ・,底ナ回転ナテ・,底回
転ヘラケス・リ

須恵器 蓋 l ①SR01 7 細砂含 N7/0灰白色 回転ナテ
゛ 回転ナテ・,天丼

回転ヘラケス・り後
回転ナテ

゛

須恵器 蓋 l ①SR01 7 粗砂多量 7.5Y7/1灰白色
回転ナテ

゛
,天丼

ナテ・
口縁回転ナテ

゛
,

天丼回転ヘラケス
リ後回転ナテ

゛

高杯の
可能性
もある

1820 須恵器 壼蓋 l ①SR01 7 粗砂含 10Y6/1灰 色 自然釉
回転ナデ,底回
転ヘラタス・リ

須恵器 壺蓋 l ①SR01 6・ 7 中砂多量
5PB7/1明青灰
色

回転ナテ
回転ナデ,底回
転ヘラキリ

1822 須恵器 鉢 l ①C15SR01 7 粗砂少量
7.5YR6/3に ′ぶ
い褐色

回転ナデ
上半回転ナテ・

下半カキメ
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1823 須恵器 一亜
l① C15SR01
7c

粗砂少量 5PB6/1青 灰色 回転ナデ 回転ナテ・

須恵器 ｝亜 l ①SR01 7 中砂多量 5B6/1青 灰色 回転ナテ
゛ 回転ナテ

゛
,底回

転ヘラケス・リ

1825 須恵器 姜亜 l ①SR01 6・ 7 粗砂含 5B3/1暗青灰色 回転ナテ' 回転ナテ・

須恵器 平瓶 l ①SR01 6・ 7 粗砂含 5PB6/1青灰色 回転ナテ
゛

回転ナデ

須恵器 甕 losR0l 6.7 中砂含 5PB6/1青 灰色
口頸ヨヨナテ

゛
,胴

同`心 円タタキ
口頸ヨコナテ

゛
,胴

平行タタキ

須恵器 甕
l ①C15SR01
機械掘削 7

粗砂少量
5PB7/1明 青灰
色

青海波タタキ 不明

1829 弥生土器 鉢
l ①C15SR01
7c

長石・石英粗
砂多量

10YR7/4に ぶい

黄橙色
′サメ後ヘラミがキ

紡錘車 l① SR01 7 粗砂多量 2.5YR6/6橙 色 不 明 不 明
片器

用
上
転

弥生土器 士亜 losRol r'rrt 長石・石英粗
砂少量

2.5YR6/6橙 色 不明 ヘラミがキ

1832 212 土師器 鉢
l ①C15SR01
精査

粗砂少量 5YR7/6橙色
口縁ハケメ後ヨヨナ口頸ヨヨナデ,胴

ハケメ

須恵器 蓋 t esnot l''tll 粗砂含 5P6/1紫灰色 回転ナデ 回転ナテ・

土師器 一亜 l ②SR02 e層
長石・石英粗
砂多量

2.5YR7/6橙 色 胴指ナデ
口縁ヨヨナテ・ ,胴
ハケメ

1857 土師器 甕
l②北東Gr.

入力7層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y8/3淡黄色
～ 2.5Y4/1黄
灰色

口縁ヨヨナテ
゛
,1同

′サメ後板ナデ

口縁ハケメ後ヨコナ
テ
゛
,胴ハケメ後板

ナテ
゛

土師器 甕
lC)北東Gr.

入力7層
粗砂多量

10YR7/31こ ンドい

黄橙色
板ナテ 利更ナテ

土師器 甕
l②東西畦
⑮層 粗砂多量 2.5Y7/3浅黄色 胴上半指ナデ 板ナテ

土師器 甕
l②北東Gr.

入力7層
粗砂多量 10YR8/2灰 白色

口縁ヨヨナテ
゛
,胴

ハケメ

土師器 甕
l②北東Gr.

人力7層
粗砂多量 2.5YR6/8橙 色

口縁ヨヨナテ・,月同
けメ後ナデ

不明

1862 土師器 甕 l ②SR02 e層 粗砂多量 2.5Y7/37支 メilL
口縁ヨヨナテ・,1同
ハケメ

口縁ヨヨナデ ,月同
ハケメ

土師器 甕 l ②SR02 g層
長石・石英粗
砂多量

2.5Y4/1黄灰色
～2.5YR6/6橙
色

口縁ヨコナテ・ 不 明

土師器 甕 l ② SR02 g層 粗砂含 2.5Y7/2灰 黄色
口縁ハケメ後ヨヨナ
テ
゛
,胴ハケメ後板

ナテ
゛

ハケメ後口縁ヨヨナ

土師器 皿
l②東西畦
Э層

中砂多量 7.5YR7/6橙 色 回転ナテ 回転ナテ

土師器 把手
l②東西畦
D層 粗砂多量

10YR8/3浅 黄橙
色

′サメ後ヨコナデ

須恵器 杯蓋 l③ 10層 粗砂含
5PB7/1明 青灰
色

回転ナテ・
回転ナテ・,天丼
回転ヘラキリ
未調整

須恵器 杯 蓋 l ②SR02 g層 粗砂含 7.5Y7/1灰 白色 回転ナデ
回転ナテ・,天丼
回転ヘラケス

゛
リ

1869 須恵器 杯蓋
l② SR02
川底粗砂

粗砂含 10Y7/1灰 白色 回転ナデ
回転ナテ

゛
,天丼

ヘラケス
゛
リ

須恵器 杯蓋

l②北東Gr.

SR01検出面がリ
カケ

中砂含
7.5GY6/1緑灰
色

回転ナデ,天丼
ナテ

゛ 回転ナデ,天丼
回転ヘラケス・リ

須恵器 杯蓋
層
層

Ｈ
砂

‐③
椰 粗砂含

5PB4/1暗青灰
色

回転ナテ・
口縁回転ナテ

゛
,

天丼回転
～

ケス
゛
リ

須恵器 不 蓋
l②東西畦
Э層 粗砂含 N8/0灰白色 回転ナテ・

回転ナデ,天丼
回転ヘラキリ後ナデ

須恵器 杯蓋 l③ 9層 粗砂少量 N4/0灰色
回転ナテ

゛
,天丼

ナテ
゛

回転ナテ・,天丼
回転ヘラケス・り

,

回転ヘラキリ後ナテ・
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須恵器 杯蓋
l②西Gr.SR01
上層

粗砂多量 5PB6/1青灰色 回転ナデ 回転ナテ・,天丼
回転ヘラキリ後ナテ

゛

須恵器 杯蓋
l ② SR01 ②
下層

粗砂含 5PB6/1青灰色 回菊1ナテ・
回転ナテ・,天丼
回転ヘラタス・リ

1876 須恵器 杯蓋
l② SR01②
下層

粗砂多量 N7/0灰白色 回転ナデ 回転ナテ
゛
後天丼

回転ヘラケス・リ

1877 須恵器 杯蓋
l②西Gr.SR01
上層

4/8 粗砂含 5B6/1青灰色
回転ナテ

゛
,天丼

ナテ・
回転ナテ・,天丼
回転

～
キリ後ナテ・

須恵器 杯蓋
l②北東Gr.

入力7層 粗砂多量
5PB7/1明青灰
色

回転ナテ・ 回転ナテ
゛
,天丼

回転ヘラケス・リ
外面白
然釉

須恵器 杯蓋
l②北東Gr.

人力7層 粗砂含 5B6/1青灰色
回転ナデ,天丼
ナテ

゛ 回転ナテ
゛
,天丼

回転ヘラケス・リ

須恵器 杯蓋
l②北東Gr.

入力7層 粗砂含
5PB7/1明青灰
色

回転ナテ・ 回転ナテ・,天丼
回転ヘラキリ後ナテ・

須恵器 杯
1()SR02
川底粗砂

粗砂多量 5PB6/1青灰色 回転ナデ
回転ナテ・,底回
転ヘラキリ

1882 須恵器 郊 l② SR02 g層 粗砂含
N7/0灰 白色～

2.5GY4/1暗オリー

デ灰色
回転ナテ

゛
回転ナテ・

須恵器 杯 l② SR01下層 中砂含
10Y4/1灰 色～
7.5Y8/1灰 白色

回転ナテ
゛
,底ナ

回転ナテ
゛
,底回

転ヘラケス・り,回
転ヘラキリ後ナテ・

須恵器 杯 l ②SR02 g層 粗砂含 N5/0灰色
回転ナテ・,底ナ回転ナデ,底回

転ヘラケス・リ

須恵器 杯 l ②SR02 g層 粗砂多量 5B4/1暗青灰色 回転ナテ
回転ナデ,底回
転ヘラケス・リ

須恵器 杯 l③ 9層 粗砂少量 N6/0灰色
回転ナテ

゛
,底ナ回転ナテ

゛
,胴下

半ヘラケス・り,底
回転ヘラキリ後ナテ・

外面墨

須恵器 杯 l③ 9層 粗砂多量
5PB7/1明青灰
色

回転ナテ
゛ 回転ナテ・,底ヘラ

キリ後ナテ・

須恵器 杯 l③ 10'層 粗砂多量 7.5Y7/1灰 白色 回転ナテ
゛ 回転ナテ・,底回

転ヘラキリ

215 須恵器 杯 l③ 10層 粗砂含 N7/0灰白色 回転ナテ
゛ 回転ナデ,下半

回転ヘラケス・リ

須恵器 杯
l③ H層
下部砂層

粗砂多量 10BG5/1青 灰色 回転ナデ 回転ナテ・,底ヘラ
ケス・リ

須恵器 不
l③ H層
下部砂層

粗砂少量
5PB7/1明 青灰
色

回転ナテ・ 回転ナテ・,底回
林 ラケス・リ

須恵器 不
l②東西畦
④層 粗砂含

5PB7/1明 青灰
色

回転ナデ
回転ナデ,底回
輛 ラケス・リ

須恵器 杯
l②東西畦
⑮層 粗砂少量 5PB6/1青灰色 回転ナテ・ 回転ナテ

゛
,底回

転ヘラキリ後ナテ・ 緋欅

須恵器 不
l②東西畦
⑮ 層

粗砂少量 N2/0興員(L 回転ナテ・
回転ナテ

゛
,底ヘ

ラキリ後ナデ

須恵器 郊
l②西Gr.SR01
上層

粗砂含 N7/0灰白色 回転ナデ 回転ナテ・,底回
転ヘラケス・リ

須恵器 杯
l②南東Gr.

SR02 b,c,d層
粗砂多量 5PB5/1青灰色 回転ナテ・

回転ナテ
゛
,底ヘラ

ケス・リ

須恵器 杯
l ② SR01 ③
下層

粗砂多量 5Y7/1灰 白色 回転ナテ・
回転ナテ・,底回
転ヘラケス・リ

須恵器 郊
l② SR01③
下層

粗砂少量 N7/0灰白色 回転ナテ・ 回転ナデ,底回
転ヘラケス・リ

1899 須恵器 杯
l②北東Gr.

入力7層
粗砂多量

5GY6/1オリーフ・う【
色

回転ナデ 回転ナテ・,底回
転ヘラキリ後ナテ・

須恵器 杯
l②北東Gr.

入力7層
粗砂多量 10Y8/1灰 白色 回転ナデ,ナテ

゛ 回転ナテ
゛
,底回

転ヘラキリ後ナテ・

須恵器 杯
l②北東Gr.

入力7層 粗砂含 5PB5/1青灰色 回転ナテ
回転ナテ・,天丼
回転ヘラケス・り後
回転ヘラキリ後ナテ

゛
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1902 須恵器 杯
l②東西畦
D層 粗砂多量

2.5GY4/1暗オリー

プ灰色
回転ナテ・ 回転ナデ,底回

転ヘラキリ

1903 須恵器 高杯蓋
l②北東Gr.

SR01Tr.
粗砂多量 7.5Y6/1灰 色

回転ナデ,天丼
ナテ・

回転ナテ・,天丼
回転ヘラケス・リ

須恵器 杯蓋
l ②SR02
川底粗砂

粗砂少量 N7/0灰白色 回転ナテ・

口縁回転ナデ ,

天丼部回転ヘラケ
ス・り後下半回転
ナテ・

須恵器 高杯 l ②SR01上層 粗砂含 5PB6/1青 灰色 回転ナデ
回転ナデ,杯底
回転ヘラケス・り後
回転ナデ

須恵器 高杯
l ② SR01 ③ 下
層

粗砂多量 7.5Y8/1灰 白色 回転ナデ
回転ナデ,杯底
回転ヘラケス・り後
回転ナテ・

1907 須恵器 高杯
l②北東Gr.

SR01Tr:
粗砂多量 5Y8/1灰 白色 回転ナテ・

回転ナデ,杯底
回転ヘラキリ後ナデ

215 須恵器 高杯 l② SR02 g層 粗砂含 N7/0灰白色 回転ナデ 回転ナテ・

1909 須恵器 高杯
l②東西畦
Э層 粗砂含 N3/0暗灰色 回転ナデ

回転ナテ・,底回
転ヘラケス・リ

須恵器 高杯
l②北東Gr.

入力7層 粗砂含 7.5Y8/1灰 白色
回転ナテ',底ナ回転ナテ

゛
,底回

転ヘラキリ後回転ナ
テ・

須恵器 高杯
l②北東Gr.

入力7層
粗砂少量 5PB6/1青灰色 回転ナテ

゛
回転ナテ・

須恵器 高 杯
l②南東
Gr.Tr.壁清掃

粗砂多量
N8/0灰 白色 ～
N6/0灰色

[]車云ナテ・
回転ナテ・,杯底
回転ヘラケス・リ

須恵器 高不
l ②SR01 ②
上層 粗砂多量 7.5Y7/1灰 白色 回転ナテ

゛ 回転ナテ・,杯底
回転ヘラケス・り後
回転ナテ・

透7L4

須恵器 高杯
l②南東Gr.

SR02 b,c,d層
粗砂含 10Y7/1灰 白色 回転ナテ

゛
回転ナデ

215 須恵器 高杯
l②北東Gr.

Tr.へ
・タトリ 粗砂少量

5PB7/1明青灰
色

回転ナテ・ 回転ナデ
全面に
自然釉

須恵器 播鉢 l ②SR02 g層 粗砂少量 5PB6/1青灰色
回転ナデ,底ヘラ
ケス・リ

回転ナテ・,底ヘラ
ケス・リ

焼成前
穿孔

須恵器 椀
l②東西畦
Э層 砂粒含まず N2/0黒色 回転ナテ

゛ 回転ナテ
゛
,底部

回転ヘラケス
゛
リ

須恵器 鉢
l②北東Gr.

人力7層
粗砂多量 N7/0灰白色 回転ナデ

回転ナテ・,底回
転ヘラケス・り後回
魯 ラキリ

須恵器 壺蓋
l②東西畦
Э層 粗砂少量

2.5GY3/1日音オリー

デ灰色
回転ナテ・

回転ナテ
゛
,天丼

回転ヘラケス・リ

須恵器 士亜
l②南東
Gr.Tr.

粗砂少量
5PB6/1青灰色
～ 2.5Y7/1灰
白色

回転ナテ
゛ 回転ナテ・,底回

転ヘラケス・り後ナテ・

須恵器 一亜 l ②SR02 g層 粗砂少量 10YR7/1灰 白色 ヨヨナテ
゛

ヨコナテ
゛

須恵器 士亜 l ②SR02 g層 粗砂少量 10Y6/1灰 色 回転ナテ・
回転ナテ・,底回
軽 ラケス・リ

1923 須恵器 魅
l②東西畦
Э層 粗砂含 N8/0灰白色 回転ナテ

゛ 回転ナテ・,底静
止ヘラケス・リ

須恵器 醒
l ②SR02
川底粗砂

粗砂含 5G4/1暗 緑灰色 回転ナテ・ 回転ナテ・

1925 須恵器 L l ② SR02 g層 粗砂多量 5PB5/1青 灰色 回転ナテ・
回転ナテ

゛
,底部

静止ヘラケス・リ

須恵器 平瓶 l ②SR02 g層 粗砂含
5GY3/1暗オリーフ
灰色

不明

胴上半回転ナデ
:

下半ヘラケス・り後カ
キメ

須恵器 一霊
l③畦南
9層 11層 多

粗砂少量
5PB4/1暗青灰
色

回転ナデ 口頸回転ナテ・

胴平行タタキ

須恵器 甕
l②北東Gr.

人力7層
粗砂含 2.5Y3/2黒 褐色

口頸ヨコナテ
゛
,胴

同心円タタキ
口縁ヨヨナデ,月同
平行タタキ後カキメ
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1929 須恵器 甕
l②東西畦
⑮層 粗砂多量

5Y3/1オ リープ
黒色 ～ 5Y7/1
灰白色

胴同′しヽ円タタキ
口頸ヨヨナテ

゛
,胴

平行タタキ後カキメ

須恵器 横 瓶
l③東部拡区
黒茶シルト層

粗砂含 5PB5/1青灰色
口頸ヨコナテ

゛
,胴

同`し 円ヽタタキ
口頸ヨヨナテ

゛
,胴

平行タタキ後カキメ

須恵器 甕 l ②SR02 g層 粗砂少量 5PB6/1青灰色
同心円タタキ後ヨコ
ナテ・

須恵器 奎 l ②SR02 g層
長石・石英粗
砂含

N8/0灰白色
口縁ヨコナテ

゛
,1同

同`し 円ヽタタキ
口頸ヨヨナデ,月同
平行タタキ

須恵器 一亜 l ②SR02 g層 粗砂含 N7/0灰 色
口頸ヨヨナテ・,胴
同心円タタキ

口頸ヨヨナデ,胴
平行タタキ後カキメ

須恵器 甕 l ②SR02 g層 粗砂多量
5P6/1紫 灰色
～5PB3/1暗 青
灰色

口頸ヨヨナデ,胴
同心円タタキ

口頸ヨヨナテ・,胴
格子タタキメ後カキメ

飯蛤壺
l③畦南
9層 11層 多

粗砂多量 2.5Y7/3,支 聟:(L 不明 指頭痕

飯蛤壺
l②東西畦
⑮層

粗砂多量 2.5YR6/8橙 色 指ナデ 指頭痕

1937 飯蛤壺
l②東西畦
⑮層

粗砂多量 2.5Y8/2灰 白色 ヨコナテ
゛

不明

土錘
l③がリカケ及び
機械掘削

中砂含
10YR8/3浅 黄橙
色

不 明 不 明

不明
l③東部拡区
黒茶シルト 粗砂多量

10YR7/3に ぶい

黄橙色

須恵器 杯蓋 l②南北Tr. 粗砂含 7.5Y6/1灰 色 回転ナテ・ 回転ナデ,天丼
ヘラケス

゛
リ

須恵器 杯 l②南北Tr. 粗砂多量 5B3/1暗青灰色 回転ナテ・ 回転ナテ
゛
,底回

転ヘラキリ

須恵器 一亜 l②南北Tr. 粗砂少量 7.5Y7/1灰 自色 回転ナテ・ 回転ナテ・
夕||こ 2

本の線
亥J

灰釉陶器 皿 l②南北Tr. 砂粒含まず 2.5Y8/1灰 白色 ヨヨナテ・ ヨヨナテ・

中国産
白 磁

椀
l③がリカケ及び
機械掘削

砂粒含まず 10Y8/1灰 白色 施釉,貫入 施釉,貫入 Ⅱ類

土師器 皿

2 ① C16第 5面
SR01北区 灰色
シルト～淡灰黄シル
ト

砂粒含まず 10R5/8赤 色 ヘラミがキ ヘラミがキ

土師器 皿

2① C16

第5面 SR01北
区 ⑭灰色シルト
～⑩淡灰黄シルト

粗砂多量 5YR7/6橙色 回転ナデ
口縁回転ナテ

底ヘラケス・リ

1956 221 土師器 皿

2① C16

第 5面 SR01 Jヒ

区 灰色シルト～

淡灰黄シルト

細砂 含
2.5YR5/8F月 ラト
褐色

ヘラミカ
゛
キ ヘラミカ・キ 赤 彩

1957 102 土 師器 高杯

2① C17

第5面 SR01中
区 黒色粘土

粗砂多量 2.5YR6/8橙 色
ハケメ後外部ヘラミ
カ・キ

土師器 鉢

2① C16

第5面 SR01北
区 灰色シルト～

淡灰黄シルト

長石・石英粗
砂含

2.5YR5/4に ぶ
い赤褐色

口縁ハケメ,胴ヨコ
ナテ・

口縁ヨヨナテ
゛
,月同

ハケメ

土師器 甕

2① C16
第 5面 SR01北
区 28～ 30層

粗砂多量 5YR6/8橙色
口縁ハケメ, 胴ヘラ
ケス

゛
リ

口縁ヨコナテ
゛
, 胴

ハケメ

土師器 甕

2① C17
第 5面 SR01中
区 黒色粘土

粗砂多量 5YR8/4淡橙色
口縁′サメ,胴板
ナテ・ 月同ハケメ

土師器 甕

2① C16第 5面
SR01 Jヒ Tr. 2ヨ

部 黒色粘土層
粗砂多量 2.5Y7/2灰 黄色

口縁ヨヨナデ,1同

板ナデ,ヘラタス・リ
口縁ヨコナテ・
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1962 土師器 甕

2① C16

第5面 SR01北
Tr.北壁 28層

・
量

石
多

長
砂

石英粗
2.5Y8/2灰 自色

口頸′サメ,胴ヘラ
ケス

゛
リ

土師器 甕

2① C17

第5面 SR01中
区 黒色粘土

粗砂多量
7.5YR6/4に ぶ
い橙色

口縁ヨヨナテ
゛
,胴

ナテ
゛ 月同ハケメ

土師器 甕

2① C17

第5面 SR01中
区 黒色粘土

・
日亘

石
多

長
砂

石英粗
5YR6/2灰 褐色

口縁′サメ,胴板
ナテ

゛ 口縁ハケメ後ヨヨナ
テ
゛
, 1同ハケメ

1965 土師器 甑

2① C16第 5面
SR01 Jヒ Tr. 1ヨ

部 黒色粘土層
細礫含 5Y8/1灰 白色 ハケメ ハケメ

1966 土師器 甑

2① C16第 5面
SR01 Jヒ Tr.1ヨ

部 黒色粘土層
粗砂多量 2.5Y8/2灰 白色

透穴 1

つは貫
通せず

須恵器 杯蓋

2① C17

第5面 SR01中
区 黒色粘土

粗砂含
5PB7/1明 青灰
色

回転ナテ
゛ 回転ナテ

゛
,天丼

回転ヘラケス・リ

須恵器 杯蓋

2① C16

第5面 SR01北
区 灰色シルト～
淡灰黄シルト

粗砂含 N4/0灰白色 回転ナデ 回転ナデ,天丼
回転ヘラキリ

1969 222 須恵器 杯蓋

2① C16第 5面
SR01 Jヒ [二   28

層～30層 黒色
粘土層他

粗砂含 5PB5/1青灰色 回転ナテ・
回転ナデ,天丼
回転ヘラケス

゛
り

,

日縁ハケメ

須恵器 杯蓋

2① C16第 5面
SR01 1ヒ Tr. 2ヨ

部 黒色粘土層
粗砂少量 N7/0灰白色 回転ナテ・

回転ナテ
゛
,天丼

回転ヘラキリ後回
転ヘラケス・リ

222 須恵器 杯蓋

2① C17

第 5面 SR01中
区 黒色粘土

粗砂含 N8/0灰白色 回転ナデ 回転ナテ
゛
,天丼

回転ヘラケス・リ

須恵器 杯蓋

2① C17

第5面 SR01中
区 黒色粘土

粗砂含 5PB6/1青灰色 回転ナテ・
回転ナテ・,天丼
回転ヘラケス・リ

須恵器 杯蓋

2① C17

第5面 SR01中
区 黒色粘土

粗砂多量 N5/0灰色 回転ナデ
天丼回転ヘラケス・

り後回転ナテ・

1974 須恵器 杯蓋

2① C17

第 5面 SR01中
区 黒色粘土

粗砂含
5PB4/1暗青灰
色

回転ナテ・
回転ナテ

゛
,天丼

回転ヘラケス・リ

1975 須恵器 杯蓋

2① C16

第 5面 SR01北
区 灰色シルト～
淡灰黄シルト

粗砂含 2.5Y8/1灰 白色 回転ナデ
回転ナテ

゛
,天丼

回転ヘラタス・り後
回転ナデ

須恵器 杯蓋

2① C16

第 5面 SR01北
区 灰色シルト～
淡灰黄シルト

粗砂多量
2.5GY7/1明 オリー

プ灰色
回転ナデ,天丼
ナテ・

回転ナテ
゛
,天丼

回転ヘラケス・リ

1977 須恵器 杯蓋

2① C16
第5面 SR01北
区 灰色シルト～

淡灰黄シルト

粗砂含 N5/0灰色 回転ナデ
回転ナテ・,天丼
回転ヘラケス

゛
リ

須恵器 杯蓋

2① C16
第 5面 SR01北
区 灰色シルト～

淡灰黄シルト

粗砂含 N8/0灰白色 回転ナテ・ 回転ナテ
゛
,天丼

回転ヘラケス・リ

1979 須恵器 杯蓋

2① C16
第5面 SR01北
区 灰色シルト～
淡灰黄シルト

粗砂少量
5PB5/1青灰色
～ 5B3/1暗 青
灰色

回転ナテ・
回転ナデ,天丼
回転ヘラケス

゛
り後

回転ナテ・

須恵器 杯

2① C17SR01

南端 黒色粘土
(写 )

粗砂含
5PB6/1青灰色
～5PB3/1暗 青
灰色

回転ナテ・
回転ナテ・,底ヘ

ラキリ
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須恵器 杯

2① C17SR01
南端 黒色粘土
(写 )

粗砂含 5PB5/1青 灰色 回転ナテ
゛ 回転ナテ・後底部

回転ヘラケス・リ

1982 須恵器 杯

2① C17SR01

南端 黒色粘土
(写 )

粗砂多量 5PB6/1青灰色 回転ナデ
回転ナテ

゛
,底静

止ヘラケス・リ

内面に
円柱状
木材の
圧痕

須恵器 杯

2① C17SR01
南端 黒色粘土
(写 )

細砂含
10YR8/4浅 黄橙
色～10Y7/1灰
白色

回転ナデ
回転ナデ,底部
未調整

須恵器 杯

2① C17

第5面 SR01中
区 黒色粘土

粗砂含
5PB4/1暗青灰
色

回転ナデ 回転ナデ,天丼
回転ヘラケス・リ

1985 須恵器 杯

2① C17SR01
南端 黒色粘土
(写 )

粗砂少量 5PB5/1青灰色 回転ナテ・
回転ナデ後底部
ヘラケス

゛
リ

1986 須恵器 杯

2① C17

第 5面 SR01中
区 黒色粘土

粗砂少量 5PB6/1青 灰色 回転ナテ・ 回転ナテ・,底部
ヘラケス・リ

須恵器 杯

2① C17

第5面 SR01中
区 黒色粘土

粗砂含 10Y8/1灰 白色 回転ナテ・ 回転ナテ・,天丼
回転ヘラケス・リ

須恵器 杯

2① SR01

(本流)北 ⑭灰
色シルト～⑩黄灰
色シルト(洪水砂)

石
含

長
砂

・石英粗
5PB6/1青灰色 回転ナテ

回転ナテ・,底回
転ヘラケス・リ

須恵器 杯

2① C16

第 5面 SR01北
Tr.

中砂多量
5PB7/1明 青灰
色～5RP4/1暗
紫灰色

回転ナデ
回転ナテ・,底回
転ヘラケス

゛
リ

須恵器 杯

2① C16第 5面
SR01 1ヒ Tr.2ヨ

部 黒色粘土層
粗砂含 5PB5/1青灰色 回転ナテ

゛ 回転ナテ
゛
,底静

止ヘラケス・リ

須恵器 杯

2① C16

第5面 SR01北
区 28～ 30層

粗砂多量 5PB5/1青灰色 回転ナテ・ 回転ナデ,底回
転ヘラキリ後ナデ

須恵器 杯

2① C16第 5面
SR01 Jヒ 区  28
層～30層 黒色
粘土層他

粗砂少量 5PB5/1青灰色
回転ナテ・,底ナ回転ナデ,底回

転ヘラケス・リ 緋欅

須恵器 杯

2① C16
第5面 SR01北
区 ⑭灰色シルト
⑩淡灰黄シルト

粗砂多量 10Y7/1灰 白色 回転ナデ
回転ナテ

゛
,底回

転ヘラキリ後ナテ・

須恵器 杯

2① C17

第 5面 SR01南
区 黒色粘土層

粗砂含 N8/0灰白色 回転ナテ・
回転ナテ

゛
,底回

転ヘラケス
゛
リ

須恵器 椀

2① C16

第 5面 SR01北
Tr.西部 黒色
粘土層

粗砂含 5PB6/1青灰色 回転ナテ・
回転ナテ・,底静
止ヘラケス

゛
リ

須恵器 椀

2① C16
第5面 SR01北
区 灰色シルト～

淡灰黄シルト

粗砂多量 N5/0灰色 回転ナテ・
回転ナデ,底静
止ヘラケス

゛
リ

須恵器 高台付杯

2① C16

第5面 SR01北
区 ⑩茶灰色粘
質シルト 21茶灰
色粘質シルト

粗砂含 5P6/1紫灰色 回転ナテ・
回転ナデ,底回
転ヘラキリ後ナテ・

須恵器 高台付杯

2① C16

第5面 SR01北
区 ⑭灰色シルト
⑩淡灰黄シルト

粗砂含 5B5/1青 灰色 回転ナテ・ 回転ナテ
゛
,底回

転ヘラキリ後ナテ・
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須恵器 高台付杯

2① C16

第5面 SR01北
区 ⑭灰色シルト
～⑮淡灰黄シルト

粗砂含 N8/0灰白色 回転ナテ
゛ 回転ナデ,底回

転ヘラキリ

須恵器 高杯

2① C17SR01

(本流)南 黒色
粘土層(エンホ

゛
)

粗砂少量 N7/0灰白色 回転ナデ
回転ナテ

゛
,底回

転ヘラケス
゛
り後回

転ナデ

2001 223 須恵器 高郊
2① C17 SR01
南壁 黒色粘土

粗砂含
5PB6/1青灰色
～5PB3/1暗 青
灰色

回転ナデ
回転ナテ

゛
,杯底

回転ヘラケス・り後ナ
テ
゛

2002 223 須恵器 高杯

2① C16第 5面
SR01北 Tr。 東
部 黒色粘土層

粗砂少量 N7/0灰白色 回転ナテ・ 回転ナテ・

2003 須恵器 高杯

2① C17

第5面 SR01中
区 黒色粘土

砂粒含まず
5PB7/1明 青灰
色

回転ナデ 回転ナテ
゛
,杯底

回転ヘラケス・リ

須恵器 高杯

2① C16

第5面 SR01北
区28～ 30層

粗砂含 5Y8/1灰 白色
回転ナテ

゛
,杯底

ナテ
゛

回転ナデ,杯底
回転ヘラキリ後回
転ナテ・

須恵器 高杯

2① C16第 5面
SR01地 区28層
黒色粘土層他
28層 ～30層

粗砂多量 5B4/1暗青灰色 回転ナデ
回転ナデ,杯底
回転ヘラケス・り後
回転ナテ

゛

2006 須恵器 高不

2① C16
第5面 SR01北
区 28～ 30層

粗砂含 N8/0灰白色 回転ナテ・
回転ナテ

゛
,杯底

回転ヘラキリ後回
転ナテ・

2007 須恵器 杯

2① C16

第 5面 SR01北
区 28～ 30層

粗砂少量
10G4/1日 音糸永う尺
色～N7/0灰 白
色

回転ナデ
カキメ,底回転ヘラ
ケス

゛
り後ナデ

2008 須恵器 鉢

2① C17

第5面 SR01中
区 黒色粘土

砂粒含まず N8/0灰白色 回転ナテ・
回転ナデ,底静
止ヘラケス・リ

須恵器 甑

2① C17
第5面 SR01中
区 黒色粘土

粗砂多量 N8/0灰白色 ヨコナテ・
カキメ後ヨヨナテ・

底ヘラケス
゛
リ

須恵器 甑

2① C16

第5面 SR01北
区 灰色シルト～
淡灰黄シルト

粗砂少量 2.5Y7/1灰 白色 回転ナテ 回転ナテ

須恵器 魅

2① C16

第5面 SR01北
区28～ 30層

粗砂含
5GY6/1オリーフ・ル反
色

回転ナテ 回転ナテ
゛

2012 須恵器 題

2① C17

第5面 SR01南
区 黒色粘土層

粗砂含 10Y6/1灰 色 回転ナデ 回転ナテ
゛
,底ヘラ

ケス・リ

須恵器 建

2① C16SR01
北Tr.西部 黒
色粘土層

中砂含 N7/0灰白色 回転ナデ 回転ナテ
゛
,底部

回転ヘラケス
゛
リ

須恵器 醒

2① C16

第5面 SR01北
区 灰色シルト～
淡灰黄シルト

砂粒含まず
N7/0灰 白色 ～

2.5GY5/1オ
リープ灰色

回転ナデ

回転ナテ
゛
,胴下

半ヘラケス
゛
り後回

転ナテ
゛
,底静止

ヘラケス・リ

須恵器 壺蓋

2① C16

第5面 SR01北
区 28～ 30層

粗砂少量
5PB7/1明 青灰
色

回転ナデ 回転ナデ,底回
転ヘラケス

゛
リ

須恵器 一亜

2① C16

第5面 SR01北
区 ⑭灰色シルト
⑩淡灰黄シルト

砂粒含まず 5B4/1暗青灰色 回転ナデ 回転ナテ

2017 須恵器 一亜

2① C16

第 5面 SR01地
区28層  黒色
粘土層他 28層
～30層

粗砂多量 5PB5/1青灰色 回転ナデ 回転ナテ・,頸カキ
メ,底ヘラケス・リ
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2018 須恵器 一霊

2① C17SR01

南端 黒色粘土
(写 )

石
含

長
砂

・石英粗
5PB6/1青灰色 回転ナテ

゛ 胴上半回転ナテ・
,

下半カキメ後ヘ

ラタス・リ

須恵器 甕

2① C16

第5面 SR01北
区 ⑩茶灰色粘
質シルト 21茶灰
色粘質シルト

粗砂多量
7.5Y7/1灰白色
～5PB2/1青 黒
色

口頸ヨコナテ
゛
,胴

同心円タタキ
口頸ヨヨナテ・,胴
平行タタキメ

2020 須恵器 甕

2① C16

第5面 SR01北
区 ⑭灰色シルト
～⑩淡灰黄シルト

粗砂含
5PB3/1暗青灰
色

口頸ヨヨナテ
゛
,胴

同`し 円ヽタタキ
口頸ヨコナテ

゛
,胴

平行タタキ後カキメ

製塩土器
2① C17

第5面 SR01南
区 黒色粘土層

粗砂多量
10YR5/2灰 黄褐
色 ～ 2.5Y6/3
にぶい黄色

月同ヘラケス
・リ 口縁タタキメ

2025 土師器 杯

2① B16,B17,

C16,C17第 1面
上面精査中 橙
色シルト

砂粒含まず 2.5YR6/8橙色 回転ナデ 回転ナテ・,底回
転ヘラキリ

2026 須恵器 一霊

2① C16,C17の
境界付近第 1

面上面精査 灰
褐色粘質シルト層

粗砂少量
5PB3/1暗青灰
色

回転ナテ
゛ 胴下半ヘラケス・リ

後回転ナデ

緑釉陶器 皿

2① B16,B17,

C16,C17第 1面
上面精査 灰褐
色粘質シルト

細砂少量
10Y6/2オ リー
プ灰色

施釉 施釉 硬陶

2028 緑釉陶器 皿

2① B16,B17,

C16,C17第 1面
上面精査 灰褐
色粘質シルト

細砂少量 7.5Y7/2灰 白色 施釉 施釉 硬陶

中国産
白 磁

椀

2① C16第 1面
上面精査 灰褐
色粘質シルト～橙
色シルト

砂粒含まず 5Y7/1灰白色 施釉 施釉

中国産
白 磁

椀

2① B16,B17,

C16,C17第 1面
上面精査 灰褐
色粘質シルト

砂粒含まず 5Y8/2灰 白色 施釉,貫入 施釉,貫入

土錘
2① C17第 2面
上面精査

中砂多量
5YR4/4に レドい

赤褐色
不明

緑釉陶器 皿
2① C17第 3面
上面精査

中砂少量 10Y7/2灰 白色 施釉 施釉 軟陶

2033 緑釉陶器 底部
2① C17第 3面
上面精査

中砂少量 7.5Y7/2灰白色 不 明 施釉 軟陶

褐釉陶器 鉢

2① C17
第 4面 覆土洪
水砂層及びそ
の上層

砂粒含まず
7.5YR2/2黒褐
色

施釉 施釉

須恵器 蓋
2① C16,C17
東側側溝

細砂含 5PB6/1青灰色 ラミカ
゛
キ

口縁ヘラケス・リ
天丼ナデ

須恵器 鉢

2① B17

西か
゛
ぎわ 黒

色粘質シルト直上
粗砂少量 5PB6/1青灰色 ヨコナテ

゛
ヨヨナテ・

2037 緑釉陶器 皿
2① C17
側溝掘り下げ 粗砂少量

7.5Y5/3灰 オ
リープ色

施釉 高台内面無釉

出
台
陶

り
高
硬

削

し

・

灰釉陶器 椀

2① B16,B17,

C16,C17西 側
Tr.灰褐色粘
質シルト

砂粒含まず 5Y8/1灰白色

灰釉陶器 皿

2① C17
南側側溝拡張
掘り下げ

砂粒含まず 5Y8/1灰 白色 ヨコナテ・ ヨコナテ
゛
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2040 灰釉陶器 皿

２①Ｃ‐７南半分一̈
砂粒含まず 2.5Y7/3,支 聟ilL ヨヨナテ・

褐釉陶器 士亜

2① C17
南側側溝拡張
掘り下げ

粗砂含
2.5Y3/3暗 オ
リープ褐色

口頸施釉 施釉

土師器 士空
2③南Gr.SR02

② l層
長石・石英粗
砂多量

10R5/6赤 色
口縁ヨコナテ・,胴
上半指ナデ ,下
半板ナテ

゛
口縁ヨヨナデ ,胴
タタキメ後′サメ

土師器 甑

2③南Gr.SR02

1層
粗砂多量 10R5/6赤 色 指頭痕 指頭痕

土師器 甕

2③南Gr.SR02

① l層直上の
層

粗砂多量
10YR5/4に メドい

黄褐色
口頸′サメ,胴ヘラ
ケス・リ

口縁ヨヨナテ
゛
,1同

ハケメ

2047 227 須恵器 平瓶
2③南Gr.が リカ
ケ流路検出面

粗砂含
5PB7/1明 青灰
色

回転ナテ・ 回転ナデ

227
舟 形
土製品

2③南Gr.SR02

① l層直上の
層

粗砂多量
7.5YR6/3に ンド
い褐色

不明 不明

2050 227 須恵器 杯
2③南畦畔検出
面 粗砂多量 N7/0灰白色 回転ナテ

゛
回転ナテ

゛

2051 227 須恵器 平瓶
2③南畦畔検出
面

粗砂含 N8/0灰白色 回転ナテ・ 回転ナテ・

2052 227 土錘
2③南畦畔検出
予定面がリカケ 粗砂多量

10YR7/4に ぶい

黄橙色 不 明 不 明

2053 227 須恵器 杯
2③北
洪水砂中

粗砂少量
7.5GY3/1暗緑
灰色

回転ナテ・ 回転ナデ

須恵器 壺蓋
2②北
入力4層 粗砂含 N7/0灰 白色 回転ナテ・

口縁回転ナテ・

天丼回転ナデ

土錘
2③北
洪水砂中

粗砂多量
10YR6/4に ぶい

黄橙色
不明

2056 土馬
2②南
人力4層

中砂多量 5Y7/1灰白色 指頭痕

2058 土錘 2② 入力3層 細砂少量
10YR7/4に ぶい

黄橙色
不 明 不 明

2059 土錘
2②南
入力3層

細砂含 10YR2/1黒 色 不明 不明

土錘
2②南
人力3層

細砂含 10YR2/2黒 褐色 不 明 不 明

須恵器 一亜

2④Э北部落込
灰シルト最下層
(8.5m)Fe沈

粗砂少量 5P7/1明 紫灰色 回転ナデ 回転ナテ
゛

2062
中国産
白 磁

椀
2④Э北部落込
灰色シルト層8.6m

砂粒含まず 10Y7/2灰 白色 施釉 施釉

2063
中国産
白 磁

皿
2④⑤北部落込
8.6m灰シルト 砂粒含まず 7.5Y7/2灰 白色 施釉,貫入 底無釉,貫入 V類

青白磁 椀
2④⑤北部落込
8.6m灰シルト 砂粒含まず

10BG7/1り弓旱争万反
色

施釉 底無釉

土錘
2④⑤北部落込
灰色シルト層8.6m

粗砂少量
2.5Y6/31こ

'ド

い

黄色
不明 不明

土馬
2④⑤北部落込
灰色シルト層8.6m

中砂多量 N7/0灰白色 指頭痕

灰釉陶器 椀
2②北Gr.

入力2層
砂粒含まず 5Y6/1灰 色 ヨヨナテ・

褐釉陶器 椀
2③北
人力1層

粗砂少量 10YR2/2黒 褐色 施釉 施釉

中国産
青 磁

椀
2②北 入力 1

層Fe集積層
砂粒含まず

7.5Y4/3暗 オ
リープ色

施釉 施釉

2070
産
磁

国中
青 椀

2③南Gr.

入力2層 c
砂粒含まず

5GY5/1オ リー
プ灰色

施釉 施釉
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産
磁

国中
青 椀

2②南 入力 1

層鉄分集積層
細砂含

10Y5/2オ リー
プ灰色

施釉 施釉
割れ面
に漆

中国産
青 磁

椀
2②北
入力1層 砂粒含まず

10Y5/2オ リー
プ灰色

施釉 施釉

中国産
青 磁

椀
2③北
入力1層 砂粒含まず

10Y4/2オ リー

プ灰色
施釉 高台内面無釉

中国産
青 磁

皿
2③南
人力1層 砂粒含まず

10Y6/2オ リー
プ灰色

施釉 底無釉

2075 228
産
磁

国中

白 皿
2②北
入力1層

砂粒含まず 10Y8/1灰 白色 施釉 畳付無釉

2076
産
磁

国中

白 椀
2②
人力Fe集積層

砂粒含まず 10Y7/1灰 白色 施釉 施釉

中国産
白 磁

椀
2③北
人力1層 砂粒含まず

2.5GY7/1明 オ
リープ灰色

施釉 無釉

中国産
白 磁

椀

2④⑥北部落込
8.75m鉄分集積
層

砂粒含まず 7.5Y7/2灰白色 施釉 無釉

2079
中国産
白 磁

士亜
2③南Gr.

入力1層 砂粒含まず 7.5Y7/1灰 白色 施釉 施釉

2080 土錘
2③南Gr.

入力2層 c
中砂含

7.5YR6/4に ″ぶ
い橙色

不明 不明

土錘
2③北
人力2層

粗砂合
2.5YR6/4に ぶ
い橙色

不明 不明

緑釉陶器 皿
2③北Gr.

機械1層 砂粒含まず
10Y5/2オ リー

プ灰色
施釉 施釉

2085 緑釉陶器 椀 2②西Tr. 細砂含
10Y4/2オ リー
プ灰色

施釉 施釉 硬陶

灰釉陶器 皿
2③北Tr.

壁清掃
砂粒含まず N8/0灰白色

褐釉陶器 椀 2②西壁清掃 砂粒含まず 10YR2/3黒 褐色 施釉 施釉

産
磁

国中

白 椀 2②がリカケ 砂粒含まず 7.5Y8/1灰 白色 施釉 施釉

2089 228
産
磁

国中
白 椀

2③東西Tr.

カベカキ 砂粒含まず 7.5Y7/2灰 白色 施釉 口縁施釉

須恵器 高台付杯
3② B28 SR01

溜りl Ⅲ2
粗砂少量 N8/0灰白色 回転ナテ

回転ナテ・,底平
行タタキ

須恵器 甦

3② B28 SR01

溜り2 淡黒色
粘土(粗砂を含
む)

粗砂含 N4/0灰色 回転ナテ
回転ナテ・,底回
転ヘラケス・リ

土師器 不明
3② C28 SR01

溜り⑨
粗砂多量 5Y7/2灰 白色 ヘラケス・リ 不 明 墨書 ?

2093 弥生土器 甕 C・ D26区 SX02
長石・石英粗
砂含,角 閃石
粗砂多量

10YR6/3に ぶい

黄橙色
不 明 不 明

弥生土器 甕 C・ D26区 SX02
長石・石英粗
砂多量

10YR6/4に ぶい

黄橙色
不 明 不 明

2095 須恵器 杯蓋 C・ D26区 SX02 粗砂少量 5B6/1青灰色 回転ナデ
回転ナテ・,底回
転ヘラキリ後ナテ・

2096 須恵器 甕 C・ D26区 SX03 粗砂少量
5PB7/1明 青灰
色

口頸ヨコナテ・,胴
同心円タタキ後ナ
テ
゛

口頸ヨコナテ
゛
,胴

カキメ

須恵器 杯
3②畦畔 1東
Ⅱ7

中砂含 10Y6/1灰 色 回転ナテ・ 回転ナテ・ 墨書

2098 須恵器 杯
3②畦畔1東
Ⅱ7

中砂含 N7/0灰白色 不 明 平行タタキ 墨書

2099 須恵器 甕
3②畦畔1東
Ⅱ7

粗砂少量
5PB7/1明 青灰
色

回転ナテ・ 回転ナデ

土錘 3② B28 Ⅱ⑥ 粗砂少量
2.5YR7/4淡赤
橙色

不 明 不 明
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232 土錘 3② B28 Ⅱ⑥ 細砂少量
7.5YR8/1灰 白
色

不 明 不明

須恵器 高台付杯

3②Ⅲ2の上層
の灰色がかっ
た粘土 (大アセ・

東ワキ北端)水口

粗砂少量
5P7/1明 紫灰色
～5PB3/1暗 青
灰色

回転ナテ 回転ナテ・

須恵器 杯
3②木樋のみぞ
(粘土)水口 粗砂多量 5PB6/1青灰色

回転ナテ・,底ナ回転ナテ
゛
,底回

転ヘラキリ後ナデ

須恵器 高台付杯
3②木樋の溝
(上層砂)水口 細砂少量 5PB5/1青灰色

胴ヨヨナテ
゛
,底ナ

須恵器 高台付杯
3②木樋のみそ
(粘土)水口 粗砂少量 5PB6/1青 灰色 回転ナテ・ 回転ナテ・

土師器 皿

3② B28 SR02
流路 l Ⅱ4

(4Tr.)

長石・石英粗
砂多量

7.5YR7/6橙 色 不 明 ヘラミがキ

土錘

3②中央畦より
東C28Ⅱ
l,2,6

粗砂含 2.5Y7/1灰 白色 不 明

須恵器 杯蓋
C・ D26区
第 3・ 4・ 5層 細砂含 5B6/1青灰色 回転ナデ 回転ナテ・,天丼

回転ヘラケス・リ

須恵器 高台付杯
C・ D26区
第4・ 5層 中砂含 5B6/1青灰色 回転ナテ・

回転ナテ・,胴下
半回転ヘラケス・リ
後回転ナテ・,底
回転ヘラキリ後ナテ

゛

232 須恵器
3・ D26区
第 3・ 4・ 5層 粗砂含 N8/0灰白色 回転ナテ・

胴上半回転ナデ
下半回転ヘラケス・

り後ナテ・

須恵器 一亜
C・ D26区
第4層 砂粒含まず

5PB7/1明青灰
色

回転ナデ 回転ナデ

須恵器 平瓶
C・ D26区

第4層 粗砂少量
5PB7/1明 青灰
色

ヘラケス・リ

吹子の

羽 口
C・ D26区
第 3・ 4・ 5層

粗砂多量
5P6/1紫 灰色
～ 2.5Y7/4,支
黄色

不明 不 明
部分溶
融

須恵器 高台付杯

3②がリカケ
(4Tr.東 )黒 色
粘土 (最上層 )

上

粗砂含
5PB4/1暗青灰
色

回転ナテ
゛

回転ナテ
゛

須恵器 甕
3② C28⑨
(機械掘削)

粗砂含 5PB6/1青 灰色
口頸ヨヨナテ・,胴
同心円タタキ後ヨコ
ナテ・

口頸ヨコナテ・,胴
平行タタキ後カキメ

232
産
磁

国中

白 椀
3① (2)
機械掘削 砂粒含まず 5GY8/1灰白色 施釉 施釉

産

磁

国中

白 3②不明 砂粒含まず 7.5Y7/1灰 白色 施釉 底無釉

中国産
青 磁

椀 3②不明 砂粒含まず 5G7/1明 緑灰色 施釉 施釉

の
回

子吹

羽
3②仮設道除去

粗砂多量
5PB5/1青灰色
～2.5YR5/6明
赤褐色

不 明 不 明

2126 土師器 杯 l ③ SP025 5/8 細砂含
10YR7/2に ぶい
黄橙色

回転ナテ 回転ナテ
゛
,底ヘラ

キリ

2127 弥生土器 甕
2④⑤ B21

SP062 粗砂多量 2.5Y7/3i表 課iイL 不明 不 明

弥生土器 高杯
2∞ B20
SP017

・
量

石
多

長
砂

石英粗
10R5/8赤 色 不 明

紡錘車
2④ЭC21

SP468 細砂含
7.5YR3/2:黒 ネ局
色～ 2.5Y7/3
浅黄色

ヘラミカ
゛
キ ヘラミカ・キ 土器転

用

土師器 杯
2∞ C20
SP015 細砂多量 5YR6/6橙色 回転ナデ 回転ナテ・
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土師器 皿

2④⑤ D21

SP023 SP024
SP025

中砂含 2.5YR7/8橙色 回転ナデ
回転ナテ

゛
,底回

転ヘラキリ

土師器 皿
2④ЭC21

SP377
粗砂多量

5YR7/4に 坊ミυ

橙色
回転ナテ

゛ 回転ナテ・,底回
転ヘラキリ

土師器 皿
2∞ D20

SP023
中砂含

7.5YR8/3浅黄
橙色

回転ナテ・
回転ナデ,底回
転ヘラキリ

土師器 皿
2④⑤ C21

SP166
粗砂多量 2.5Y8/2灰 白色

回転ナテ・,底ナ回転ナデ,底回
転ヘラキリ

2135 土師器 皿
2④⑥C20
SP120

中砂多量
10R6/6赤 橙色
～5YR8/3淡 橙
色

ヨヨナテ
゛
,底ヘラキ

リ

土師器 皿
2∞ C21

SP432
粗砂含

10YR7/3に
'ド

い

黄橙色
回転ナテ

回転ナテ
゛
,底回

転ヘラキリ後ナテ・

土師器 皿
2④ЭC21

SP432
粗砂多量

7.5YR8/4浅黄
橙色

回転ナデ
回転ナデ,底回
転ヘラキリ

土師器 杯
2∞ C21

SP347 SP349
細砂含 5YR8/4淡橙色 回転ナデ

回転ナテ
゛
,底板

ナテ・

土師器 皿
2④⑤D20
SP174

中砂含
10YR5/2灰 黄褐
色

回転ナテ・,底回
転ヘラキリ後ナテ・

土師器 皿

2∞ C21

SP003 SP004 7昆 砂粒含まず
7.5YR8/4浅黄
橙色

回輛iナデ
回転ナテ

゛
,底回

転ヘラキリ

土師器 皿
2∞ C21

SP003
粗砂含

7.5YR8/4浅黄
橙色

回転ナテ・
回転ナテ・,底回
転ヘラキリ

土師器 鍋
2∞ C21

SP003
粗砂多量 10YR6/1褐 灰色

口縁ヨコナデ,胴
板ナデ

口縁ヨコナデ,胴
ハケメ

土師器 鉢
2④⑥C21

SP451
粗砂多量

10YR8/4浅 黄橙
色

ヨヨナテ・
口縁ヨヨナデ,胴
指頭痕

瓦器 椀
2∞ D20

SP174
中砂含

5YR6/31こ レドい

橙色～N4/0灰
色

指頭痕

土師器 鍋
2④⑥D20
SP182

粗砂多量 2.5Y3/1黒 褐色 指頭痕 不明 押印

土師器 皿 ‐③ＳＫ０３時
粗砂多量 10YR8/2灰 白色 回転ナテ・ 回転ナデ

土師器 鍋
1()SK03
南 上層

中砂多量
7.5YR3/2黒褐
色

口縁ヨヨナテ
゛
,1同

ハケメ
口縁ヨヨナテ

゛
,胴

タタキメ

土師器 釜
l ③SK03

南 上層
粗砂多量

7.5YR3/2黒褐
色

口縁指頭痕後ヨ
コナテ

゛

土師器 鍋
1()SK03
Jヒ 上層

粗砂含
10YR4/2灰 黄褐
色

口縁ヨヨナテ
゛
,胴

指頭痕

土師器 鍋
l ③SK03
南 上層

粗砂含 10YR2/2黒 褐色 ′サメ後ヨヨナテ
゛ t\trllkfili

土師器 鍋 ‐③ＳＫ０３ｍ
粗砂多量 5YR2/2黒 褐色 ヨヨナテ・

土師器 鍋 ‐③ＳＫ０３』
粗砂多量

7.5YR4/2灰褐
色

口縁ハケメ後ヨヨナ
テ
゛
, 1同ハケメ

口縁ヨヨナテ・,月同
ハケメ

2157 土錘
1()SK03
Jヒ 上層

粗砂含 7.5YR2/1黒 色 不明 不 明

2158 土師器 皿 l ③ SK04 粗砂多量 7.5YR7/6橙色 不 明 底ヘラキリ

2159 土師器 杯 l ③SK04 粗砂含 2.5Y8/2灰白色 回転ナテ
゛

回転ナテ・

土師器 不 l ③SK04 粗砂多量 2.5Y8/2灰 白色 回転ナテ
゛ 回転ナテ・,底回

転ヘラキリ,ハ
ケ状圧痕

土師器 杯 l ③SK04 粗砂多量
10YR7/31こ

'ド

い

黄橙色
回転ナテ・ 回転ナテ・

瓦質土器 椀 l ③SK04 粗砂少量 N7/0灰白色
板ナテ

゛
,底指頭

痕

口縁～胴上半ヨ
ヨナテ

゛
,底回転ヘ

ラキリ後ナデ

2163 瓦質土器 鉢 l ③ SK04 中砂含 N6/0灰色 格子タタキ後ナテ・
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土師器 釜 l③ SK04 粗砂多量
7.5YR7/3に ″ぶ
い橙色

口縁ヨコナテ・,1同

指頭痕

2165 土師器 皿
2④⑥SK01

畦除去
中砂多量 5YR7/6橙色 回転ナテ

゛ 回転ナテ
゛
,底回

転ヘラキリ

2166 土師器 皿
2④⑤ SK01Tr.

粗砂多量
7.5YR8/4浅黄
橙色

回転ナテ
回転ナテ

゛
,底回

転ヘラキリ後板目
痕

2167 須恵器 杯
2∞ SK01

畦除去
粗砂含

7.5YR8/4浅黄
橙色

不明 不明

須恵器 椀
2∞ SK01

畦除去
粗砂少量 N8/0灰白色 ヘラミがキ 回転ナデ

2169 土師器 橘 鉢 2④⑥SK01 ② 粗砂多量 7.5YR4/6褐 色 不明 不明

土師器 甕
2④⑤ SK01Tr.

粗砂多量
5YR6/4に メドい
橙色

不明 不 明

土師器 釜
2④⑤ SK01Tr.

粗砂多量 7.5YR6/6橙 色 ヨコナテ・

土師器 釜 2④⑤SK01 ② 粗砂多量
10YR6/4に ぶい

黄橙色
板ナテ・ 指頭痕

2173
産

磁

国中

白 椀 2④⑥SK01① 砂粒含まず 7.5Y6/1灰 色 施釉 施釉

土師器 皿
2④⑤SK03

畦除去時
粗砂多量

7.5YR8/4浅黄
橙色

回転ナテ
゛ 回転ナテ

゛
,底回

転ヘラキリ

2175 土師器 皿
2∞ SK03
畦除去時

粗砂多量 2.5Y8/2灰 白色 回転ナデ
回転ナデ,底回
転ヘラキリ後板圧
痕

土師器 杯
2 ④ ⑤ SK03
No.1

粗砂多量
5YR7/4に レドυ
橙色

回転ナデ 回転ナテ・,底回
転ヘラキリ

土師器 杯
2④⑤ SK03Tr.

粗砂多量 10YR8/2灰 白色 回転ナテ・ 回転ナテ
゛
,底回

転ヘラキリ後ナテ・

土師器 杯 2④ЭSK03③ 中砂少量
10YR8/3浅 黄橙
色

回転ナテ・ 回転ナデ,底回
転ヘラキリ

土師器 杯
2 ④ ⑤ SK03
No.3

粗砂含 5YR7/6橙色 回転ナテ・
回転板ナテ

゛
,底

回戦トラキリ

土師器 杯
2④OSK03
畦除去時

2/8 粗砂含 2.5Y8/2灰 白色 回転ナテ
゛

回転ナテ・

土師器 橘 鉢
2④⑤ SK01Tr.

細礫含 10YR8/2灰 白色 板ナテ
゛

不 明

土師器 鍋
2④⑤ SK03
No.2 粗砂含 10YR2/2黒 褐色

口～胴ヨヨナテ
゛

底′サメ

口縁ヨヨナテ・,胴
指頭痕,底格
子タタキ

土師器 釜 2④⑥SK03② 粗砂含 2.5Y8/2灰 白色 不 明
口縁ヨコナデ,月同
指頭痕後ナデ

弥生土器 鉢
2∞ C20
SP057

長石・石英粗
砂多量

2.5YR6/6橙色 不明

土師器 杯

2④ЭC20
SP057
No.2(S)

中砂多量
10YR8/4浅 黄橙
色

回転ナデ 回転ナテ・,底板
目圧痕

土師器 杯

2∞ C20
SP057
No.1(N)

細砂含 2.5Y8/2灰 白色 回転ナデ 回転ナテ
゛
,底ヘラ

キリ

土師器 鍋
2④⑥C20
SP057

8/8 粗砂多量
5釈8/3淡 橙色
～7.5YR3/2黒

褐色

ヨヨナテ
゛
,ハケメ ′サメ,格子タタキ

2190 ±1市器 不 明 l ①D15SD03 粗砂多量
7.5YR8/3浅黄
橙色

不 明 不 明

土師器 椀 l ①D15SD03 中砂少量 2.5YR6/6橙 色 回転ナテ・ 回転ナテ・

2192
黒色土器
A類 椀 l① D15SD03 細砂多量

2.5YR7/4淡赤
橙色

ヘラミがキ 回転ナテ・

陶器 灰釉皿 l ①D15SD03 細砂含
7.5Y4/3暗 オ
リープ色

施釉 底無釉
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弥生土器 一亜

2① C16

第5面 SR01

北区 32層

長石・石英粗
砂多量

10YR8/3浅 黄橙
色

ヨヨナテ
゛ 口縁ヨヨナテ・,頸

ハケメ

土師器 皿
2① C16 SD01

最上層
粗砂多量 2.5Y8/3淡 黄色 回転ナテ 底回転ヘラキリ

土師器 皿
2① C16 SD01
灰褐色シルト層

粗砂少量 7.5YR7/6橙 色 回転ナテ 回転ナテ・,底回
転ヘラキリ

土師器 甑
2① C16 SD01

最上層
粗砂含

2.5YR5/8明 赤
褐色

指頭痕 不明

須恵器 杯
2① C16 SD01

灰褐色シルト層
粗砂多量 5PB5/1青灰色

回転ナデ,下半
ナテ

゛ 回転ナデ,底回
転ヘラキリ後ナデ

2199 須恵器 杯
2① C16 SD01

灰褐色シルト層
粗砂含

2.5GY6/1オ リーフ
゛

灰色
回転ナテ・

回転ナデ,底回
転ヘラケス・リ

2200 須恵器 杯
2① C16 SD01

灰褐色シルト層
砂粒含まず N4/0灰色 回転ナテ・ 回転ナデ

須恵器 高台付杯
2① C16 SD01
灰褐色シルト層

粗砂少量 5PB6/1青 灰色 回転ナテ・ 回転ナテ・

2202
黒色土器
A類 椀

l② SD01 ③
l層

粗砂少量 2.5Y8/2灰 白色 不 明 不明

瓦器 椀

2① SD01西 半
部90～ HOcm
木杭のそば同レ
ベル 青灰色粘
質シルト

砂粒含まず N4/0灰色 ヘラミカ・キ, ヨコナテ・ 指頭痕 ,ヨヨナテ
゛

2204 瓦器 椀
l② SD01 ②
上層

細砂含 N4/0灰色 ヨヨナデ後ヘラミがキ
口縁ヨヨナテ

゛
,胴

指頭痕

緑釉陶器 皿
2① C16 SD01
最上層

細砂少量
7.5Y5/3灰 オ
リープ色

施釉 施釉 硬陶

2206 緑釉陶器
2① C16 SD01
最上層

細砂含
7.5Y2/2オ リー
プ黒色

施釉 施釉 硬陶

灰釉陶器 皿
2① C16 SD01

灰褐色シルト層
砂粒含まず 7.5Y8/1灰 白色 ヨヨナテ

゛
ヨヨナテ

゛

2208 灰釉陶器 皿
2① C16 SD01

最上層
砂粒含まず 7.5Y7/1灰白色 ヨヨナテ・ 1r+i'

2207
と同一

1固 体か

中国産
白 磁

椀
2① C16 SD01

最上層
砂粒含まず 7.5Y7/1灰 白色 施釉 底無釉

土錘
2① C16 SD01
最上層

細砂含
7.5YR7/3に ンド
い橙色

不 明 不 明

2220 土師器 揺鉢 2④⑤SD01 粗砂多量 2.5Y7/3,曳 聟そ4L 口縁ヨヨナテ・ 不 明

2221 瓦質土器 橘鉢 2④⑥SD01 粗砂合 N6/0灰色 ヨヨナテ・
口縁ヨコナテ・,胴
指頭痕

2222 土 師器 橘 鉢 2(D()SD01 粗砂多量
10YR6/4に ぶい

黄 橙 色 ～
2.5Y8/1灰 白色

不 明 指頭痕

2223 土師器 揺鉢 2∞ SD01 粗砂多量
2.5Y4/3オ リーフ
褐色

不明 不明

土師器 IHT鉢 2④ЭSD01 粗砂含 2.5Y7/2灰 黄色 不明

2225 土師器 鍋
2④⑤SD01

畦西
粗砂多量 2.5Y8/2灰 白色 不明 不明

2226 252 土師器 甕
2④⑤ SD01

畦東
粗砂多量 2.5Y7/3,曳 奏ilL 不 明

2227 252
産
磁

国中
青 椀 2∞ SD01 砂粒含まず

2.5GY4/1日音オ
リープ灰色

施釉 施釉

2230 253 弥生土器 一亜
2∞ SD14
西 (畦 より)

長石・石英粗
砂多量

5YR6/6橙色
口縁ヨヨナデ ,頸
ハケメ

□縁タタキメ,頸ハ
ケメ

2231 土師器 焙烙 2④⑥SD02 中砂含 2.5Y7/3浅黄色
口縁ヨヨナデ,胴
指頭痕

中国産
白 磁

椀 2④ЭD21 SK13 砂粒含まず
2.5GY7/1明 オ
リープ灰色

施釉 施釉
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2235 土師器 甕 2④⑤SK18 粗砂多量
7.5YR8/4浅黄
橙色

ヨヨナテ
゛

タタキメ後ナテ
゛

2236 弥生土器 ミニチュア鉢
2④⑤
遺構検出時

長石・石英粗
砂多量

10YR7/6明 黄褐
色

不明 不明

弥生土器 鉢 2④⑤不明 長石・石英粗
砂多量

10R5/8赤 色 板ナデ 不 明

須恵器 杯 2⑤表土剥ぎ 粗砂含 N5/0灰色 回転ナデ 回転ナテ
゛
,底回

転ヘラキリ後ナテ
゛

2239
中国産
青 磁

椀
2④⑤駐車場下

砂粒含まず
10Y5/2オ リー

プ灰色
施釉 施釉

中国産
青 磁

盤
2④⑥駐車場下

砂粒含まず
7.5Y4/3暗 オ
リープ色

施釉 施釉

中国産
白 磁

椀 2④⑤SH08③ 砂粒含まず 10Y7/1灰 白色 施 釉
底回転ヘラケス・リ
底無釉

中国産
青 磁

香炉

2④⑥C20
北側拡張部分
がリカケ

砂粒含まず
10GY7/1明 緑灰
色

施釉 施釉

2243
中国産
青 磁

一亜

2④③C20
北側拡張部分
がリカケ

砂粒含まず
10Y5/2オ リー
プ灰色

一部施釉 施釉

2250 弥生土器 鉢 不 明
石
含

長
砂

石英粗 2.5YR5/8明 赤
褐色

不明
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】 打製石器 翼状剥片 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 43.7 サヌカイト

打製石器 翼状剥片 3② B28,C28 SR02流 路3機械掘削 サヌカイ ト

打製石器 二次加工ある石器 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 サヌカイト

打製石器 横長剥片 3① (2)南端2次 SD01灰 黒色粘質層 34.6 サヌカイト

打製石器 二次加工ある石器 3① (1)SK03 71.9 サヌカイト

打製石器 二次加工ある石器 3② B28 Ⅱ6(水田耕作土) サヌカイト

打製石器 スクレイパー 3② B29 Ⅲ l サヌカイト

打製石器 スクレイパー 3① (2)南端2次 SD01弥生後期下層,3① (2)南 端
2次 SD01弥生中期の溝

37.5 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 3① (1)SK03 29.7 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 20.2 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 3② SR01溜 り1(畦畔l ηr.②対応) サヌカイ ト

打製石器 スクレイパー 3① (1)が リカケ壁落とし 27.4 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 3② SX 72.4 サヌカイ ト

打製石器 スクレイパー 3②一括 Ⅲl 31.6 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 3②畦畔lⅢ 4 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 3②畦畔1-括 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 3② C28 SR02流 路3⑪ 39。 7 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 3② lTr.深掘Tr.Ⅳ l砂層 38.6 サヌカイト
ローリンタ・を受
けている

打製石器 楔形石器 3② B28(大畦付近)Ⅱ 6(水田耕作土)Ⅲ l サヌカイト

打製石器 楔形石器 3② B28畦畔1西水田面がリカケⅡ⑥ 13.8 サヌカイト

打製石器 楔形石器 3②畦畔2② 11.7 サヌカイト

打製石器 楔形石器か 3②畦畔2(西半) サヌカイト

打製石器 楔形石器 3②畦畔1(⑦上面対応) 17.3 サヌカイ ト

打製石器 楔形石器 3②畦畔1(⑦上面対応) サヌカイト

打製石器 二次加工ある石器 3① (3)C・ D26区 第4層 サヌカイト

打製石器 楔形石器 3(D(3)C・ D26区 第4・ 5層 21.1 サヌカイト

打製石器 楔形石器 3② C28 Ⅱ 2 23.6 サヌカイト

打製石器 楔形石器 3②仮設道除去 35.1 サヌカイト

打製石器 楔形石器 3① (2)南端2次 SD01灰 黒色粘質層 87.3 サヌカイト

打製石器 横長剥片 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 サヌカイト

打製石器 二次加工ある石器
3① (2)南端2次 SD01弥生中期後半の溝 第1層粘
質土

サヌカイト

打製石器 二次加工ある石器 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 サヌカイト

打製石器 二次加工ある石器 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 40.8 サヌカイト

打製石器 翼状剥片 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 サヌカイト

打製石器 翼状剥片 3① (1)SK02 南端二次 I―① 63.4 サヌカイ ト

打製石器 翼状剥片 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 サヌカイト

打製石器 横長剥片 3① (2)南端2次 SD02灰 黒色粘質層 サヌカイト

打製石器 横 長剥 片 3② C28 SR02流 路 3砂混 り淡黒色シルト サヌカイト

打製石器 横長剥片 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 43.8 サヌカイ ト

打製石器 横長lll片 3② SR01溜 り1-括 21.3 サヌカイト

打製石器 横長剥片 3② SR011留 りlⅢ 4(4Tr.) 23.2 サヌカイト

打製石器 横長tll片 3② B28 Ⅱ5 サヌカイト

打製石器 横長lll片 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 53.2 サヌカイト

打製石器 横長剥片 3① (2)SD01弥生中期の溝 39.5 サヌカイト

打製石器 横長剥片 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 67.5 サヌカイ ト

打製石器 横長剥片 3① (2)SD01弥生中期の溝 サヌカイト

打製石器 横長lll片 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 サヌカイト

打製石器 打面調整剥片 3① (2)SD01弥生中期の溝 サヌカイト

打製石器 横長剥片 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 サヌカイト

打製石器 横長剥片 3① (3)C・ D26区 SX03 15.8 サヌカイト

打製石器 横長剥片 3② B28 SR01溜 りlⅢ 2 サヌカイト

打製石器 横長景1片 3① (3)C・ D26区 第3・ 4・ 5層 サヌカイト

打製石器 横長景1片 3②一括 サヌカイト

打製石器 横長剥片 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 サヌカイト
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打製石器 横長剥片 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 サヌカイト

打製石器 横長景1片 3① O)C・ D26区 第4層 サヌカイ ト

打製石器 横長剥片 3① (3)C・ D26区 第4層 12.5 サヌカイト

打製石器 横長剥片 3②畦畔2② サヌカイト

打製石器 横長剥片 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 サヌカイト

打製石器 横長剥片 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 サヌカイト

打製石器 横長剥片 3② B28 SR01iFdり 2淡黒色粘土 サヌカイト

打製石器 横長景1片 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 26.2 サヌカイ ト

打製石器 作業面再生剥片 3② B28 Ⅱ⑥ 29.4 サヌカイ ト

打製石器 横長剥片 3① (2)南端2次 SD01弥生後期の溝 (中層) H4.8 サヌカイト

打製石器 横長剥片
3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝,3① (2)が リカケ
(家の北側)

21.8 サヌカイト

打製石器 縦長剥片 3② B28が リカケー括 38.8 サヌカイト

打製石器 縦長剥片 3② B28 Ⅱ6(水田耕作土) サヌカイト

打製石器 縦長景1片 3① (3)C・ D26区 第3・ 4・ 5層 サヌカイ ト

打製石器 縦長景1片 3② C28 Ⅲ-1-括 サヌカイト

打製石器 縦長景1片 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 サヌカイト

打製石器 縦長景1片 3① (2)南端2次 SD01弥 生中期の溝 20.0 サヌカイト

打製石器 横長景1片 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 92.5 サヌカイ ト

打製石器 横長石核 3②一括 サヌカイト

打製石器 横長剥片石核 3① (3)C・ D26区 第3・ 4・ 5層 56.6 サヌカイト

打製石器 横長剥片石核 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 126.2 サヌカイ ト

打製石器 横長剥片石核
3① (2)南端2次 SD01弥生中期後半の溝 第1層粘
質土,3② C28 SR02流 路3砂混り淡黒色シルト 142.5 サヌカイト

打製石器 並列多方向剥離石核 3① (2)南端2次弥生の落ち中期 サヌカイト

打製石器 横長剥片石核 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 96.9 サヌカイト

打製石器 横長剥片石核 3CDB28 Ⅱ《⊃ 88.8 サヌカイ ト

打製石器 円盤状石核 3② C28 SR02流 路3⑪ 147.3 サヌカイト

打製石器 円盤状石核 3② C28 SR02流 路3⑪ 255.8 サヌカイト

打製石器 縦長剥片石核 3② C28-括 Шl 22.0 サヌカイト

打製石器 石核 3① O)C・ D26区 第3・ 4・ 5層 サヌカイト

打製石器 石核 3② B28(大畦付近)Ⅱ 6(水田耕作土)Ⅲ l 80.3 サヌカイ ト

打製石器 細石刃核 3②畦畔2(西半) サヌカイト

打製石器 使用痕ある石器 3② SR02流路2上面2Tr. 58.6 サヌカイト

打製石器 敲打痕ある石器 3② C28 Ⅲ l 62.9 サヌカイト

打製石器 敲打痕ある石器 3② B28畦畔1西水田面がリカケⅡ⑥ 106.0 サヌカイト

打製石器 楔形石器 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 497.0 サヌカイ ト

打製石器 スクレイパー 2③南Gr.SR02② 3層 サヌカイ ト

打製石器 スクレイパー 2① C16第 5面 SR01北区⑩茶灰色粘質シルト21茶灰
色粘質シルト

9。 7 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 2(D⑥ SH08畦 (南北)はずし サヌカイ ト

打製石器 スクレイパー 2②南東Tr.⑮層以下 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 2① C17南側側溝拡張掘り下げ サヌカイト

打製石器 スクレイパー 2① C17 SD01東 側側溝 青灰色粘土 37.2 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 2③南Gr.SR02③ 2層 92.6 サヌカイト

打製石器 楔形石器 l② SD01 ② 下層 サヌカイト

打製石器 楔形石器 l ①D15SR01 7b サヌカイト

打製石器 二次加工ある石器 l②南北Tr. サヌカイト

打製石器 フ・ランテインク・チッフ
゜

2①出土地不明 サヌカイ ト

打製石器 翼状剥片
2① C17第 4面掘り下げ(機械)覆土洪水砂層及び
その上層

サヌカイ ト

打製石器 翼状剥片 l ②SD01 ② 上層 36.6 サヌカイト
ローリンク・を受
けている

打製石器 横長景1片 2④⑤SH04畦 2⑦層(断面図) サヌカイト

打製石器 打面調整景」片 2②北入力4層 サヌカイト

打製石器 横長剥片 2②北人力6層 サヌカイ ト

打製石器 横長剥片 2① C17第 5面 SR01中区底面付近粗砂層 サヌカイ ト
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打製石器 横長剥片 2④⑤地山 サヌカイト

打製石器 横長剥片 l ①SR016・ 7 サヌカイ ト

打製石器 縦長剥片 l②東西畦①～③層 サヌカイト

打製石器 縦長剥片 2③南機械がリカケ1層 サヌカイト
ややローリンク

゛

を受けてい

る

打製石器 縦長景1片
2④Э北壁清掃 ,2④⑤北部落込 灰シルト(最下層)

8.5oLFe沈
66.8 サヌカイト

打製石器 縦長景1片石核 l ③Tr. 23.8 サヌカイト

打製石器 縦長剥片石核 l②南北Tr. 226.7 サヌカイ ト

打製石器 石鏃 3① (2)南端2次 SD0 弥生中期の溝 サヌカイト

打製石器 石錐 3① (2)南端2次 SD0 弥生中期の溝 サヌカイト

打製石器 楔形石器 3① (2)南端2次 SD0 弥生中期の溝 25.0 サヌカイ ト

打製石器 楔形石器 3① (2)南端2次 SD0 弥生中期の溝 サヌカイト

打製石器 楔形石器 3① (2)南端2次 SD0 弥生中期の溝 サヌカイト

打製石器 楔形石器 3① (2)南端2次 SD0 弥生中期の溝 41.8 サヌカイト

打製石器 石匙 3① (2)南端2次 SD0 弥生中期の溝 サヌカイト

打製石器 石庖丁 3① (2)南端2次 SD0 弥生中期の溝 59.3 サヌカイト

打製石器 石庖丁 3① (2)南端2次 SD0 弥生中期の溝 サヌカイト

打製石器 石庖丁
3① (2)南端2次 SD01弥生中期後半の溝 第1層粘
質土

43.6 サヌカイト

打製石器 石庖丁 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 サヌカイト

打製石器 石庖丁 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 サヌカイト

打製石器 石庖丁 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 53.5 サヌカイ ト

打製石器 石庖丁 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 サヌカイト使用痕

打製石器 スクレイパー 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 サヌカイ ト

打製石器 スクレイパー 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 サヌカイ ト

打製石器 スクレイパー 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 3① (2)南端2次 SD01弥生中期後半の溝 第1層粘
質土

20.2 サヌカイ ト

打製石器 スクレイパー 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 24.2 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 3① (2)南端2次 SD01弥生中期後半の溝 第1層粘
質土

26.3 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 27.7 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 3① (2)南端2次 SD01弥生中期後半の溝 第1層粘
質土

サヌカイト

打製石器 スクレイパー 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 36.9 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 17.6 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 28.4 サヌカイ ト

打製石器 スクレイパー 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 58.5 サヌカイ ト

打製石器 スクレイパー 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 50.6 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 46.9 サヌカイ ト

打製石器 スクレイパー 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 45.0 サヌカイ ト

打製石器 スクレイパー 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 24.7 サヌカイ ト

打製石器 スクレイパー 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 46.6 サヌカイ ト

打製石器 スクレイパー 3① (2)南端2次弥生の落ち中期 84.0 サヌカイ ト

打製石器 石斧 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 20.4 サヌカイト

打製石器 石斧 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 39.5 サヌカイ ト

打製石器 石斧 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 57.8 サヌカイト

打製石器 石斧 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 46.4 サヌカイト

打製石器 石斧 3① (2)南端2次 SD01弥生中期上層 109.4 サヌカイ ト

打製石器 石斧 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 H9.4 サヌカイト

打製石器 石斧 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 サヌカイト

打製石器 石斧 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 179.7 サヌカイト
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打製石器 石斧
3① (2)南端2次 SD01弥生中期後半の溝 第1層粘
質土

266.8 サヌカイ ト

打製石器 石核 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 174.4 サヌカイト

打製石器 調製痕ある剥片 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 サヌカイト

打製石器 調整痕ある剥片 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 サヌカイト

打製石器 二次加工ある石器 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 58.5 サヌカイト

打製石器 敲打痕ある石器 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 222.9 サヌカイト

磨製石器 大型蛤刃石斧 3① (2)南端2次 SD01弥生中期の溝 231.0 安山岩系の

脈岩

磨製石器 砥石
3① (2)南端2次 SD01弥生中期後半の溝 第1層粘
質土

197.2 安山岩

磨製石器 不明 3① (2)南端2次 SD01弥生中期砂層 94.4 安山岩

打製石器 石鏃 l①西壁トレンチ9d層 サヌカイ ト

打製石器 石鏃 l① 9層 サヌカイト

打製石器 石鏃 l①弥生中期流路 9層 サヌカイト

打製石器 石庖丁 l①西壁トレンチ9d層 サヌカイ ト

打製石器 石庖丁 l ①C15SR01北肩9層 サヌカイ ト

打製石器 石庖丁 l①弥生中期流路 9層 サヌカイト

打製石器 石庖丁 l①西壁トレンチ9d層 35.5 サヌカイト

打製石器 石庖丁 l①東壁トレンチ(機械)9層 44.8 サヌカイト
使用痕,古
い剥離面

打製石器 スクレイパー l① 9層 36.2 サヌカイト

打製石器 スクレイパー l①東壁トレンチ(機械)9層 20.4 サヌカイト

打製石器 スクレイパー l① 9層 88.3 サヌカイ ト

打製石器 スクレイパー l①弥生中期流路 9層 サヌカイト

打製石器 スクレイパー l①弥生中期流路 9層 サヌカイト

打製石器 スクレイパー l①西壁トレンチ9d層 サヌカイ ト

打製石器 スクレイパー l① 9層 サヌカイ ト

打製石器 スクレイパー l①西壁トレンチ9b層 サヌカイト

打製石器 スクレイパー l① 9層 サヌカイト

打製石器 スクレイパー l① 9層 55.0 サヌカイト

打製石器 スクレイパー l① 9層 31.8 サヌカイ ト

打製石器 スクレイパー l①西壁トレンチ9d層 56.3 サヌカイ ト

打製石器 スクレイパー l①弥生中期流路 9層 サヌカイト

打製石器 スクレイパー l①西壁トレンチ9b層 122.7 サヌカイ ト

打製石器 スクレイパー l① 9層 167.7 サヌカイト

打製石器 スクレイパー l① 9層 80.8 サヌカイト

打製石器 石斧 l①西壁トレンチ9b層 95。 8 サヌカイト

打製石器 使用痕ある石器 l① 9層 55.6 サヌカイト 刃部摩減痕

打製石器 原石 l①西壁トレンチ9c層 1367.6 サヌカイ ト

磨製石器 勾玉状石製品 l①弥生中期流路 9層 滑石

打製石器 石鏃 2① C17第 5面 SR01南区粗砂層 サヌカイト

打製石器 石鏃 2① C17第 5面 SR01南区粗砂層 サヌカイト

打製石器 石鏃 2① C17第 5面 SR01南区粗砂層 サヌカイト

打製石器 石鏃 2① C17第 5面 SR01中区底面付近粗砂層 サヌカイト

打製石器 石槍 2① B17 SK02茶 褐色粘土 71.5 サヌカイ ト

打製石器 石錐 2① C17第 5面 SR01南 区粗砂層 サヌカイト

打製石器 石庖丁 2① C17第 5面 SR01中区粗砂層(手掘り) 22.6 サヌカイト

打製石器 石庖丁 2① C16西側Tr.西壁壁切り中(SR02) サヌカイ ト

打製石器 石庖丁 2① C17第 5面 SR01中区底面付近粗砂層 25.7 サヌカイ ト

打製石器 石庖丁 2① C17第 5面 SR01中区底面付近粗砂層 33.5 サヌカイ ト古い剥離面

打製石器 石庖丁 2① C17第 5面 SR01南区粗砂層 42.7 サヌカイ ト

打製石器 石庖丁 2① B17 SK02茶 褐色粘土 45.0 サヌカイト

打製石器 石庖丁 2① C17西側Tr.西壁壁切り中(SR02) 34.0 サヌカイ ト

打製石器 石庖丁
2① C16第 5面 SR01 Jヒ区 39層 灰白色細礫混じ
り粗砂層

73.6 サヌカイト使用痕

打製石器 石庖丁 2① C17第 5面 SR01南区粗砂層 35.9 サヌカイト
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打製石器 スクレイパー 2① C 7第 5面 SR0 南区粗砂層 72.7 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 2① C 7第 5面 SR0 南区粗砂層 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 2① C 7第 5面 SR0 南区粗砂層 28.4 サヌカイ ト

打製石器 スクレイパー 2① C 7第 5面 SR0 南区粗砂層 57.9 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 2① C 7第 5面 SR0 南区粗砂層 36.0 サヌカイト

打製石器 石斧 2① C 7第 5面 SR0 中区粗砂層 (手掘り) 66.8 サヌカイト

打製石器 摩減痕ある石器 2① C 7第 5面 SR0 中区底面付近粗砂層 15.7 サヌカイト

打製石器 ナイフ形石器 3② C28 SR02流 路3⑪ 25。 7 サヌカイト

打製石器 石庖丁 3② C28 SR02流 路3⑪ 40.5 サヌカイト

打製石器 石庖丁 3② C28 SR02流 路3⑪ 42.0 サヌカイト 全体に摩・in

398 打製石器 石庖丁
3② B28,C28 SR02流 路3⑩粗砂混じり暗灰褐色シ
ルト

26.3 サヌカイト
風化の程度
に違い

打製石器 石庖丁 3② C28 SR02流 路3⑩ 51.7 サヌカイト

打製石器 石庖丁 3② C28 SR02流 路3⑩ 43.5 サヌカイト

打製石器 石槍 3② C28 SR02流 路3⑪ 64.9 サヌカイト

打製石器 石核 3② C28 SR02流 路3⑨ 189.6 サヌカイト

打製石器 摩減痕ある石器 3② C28 SR02流 路3⑪ 200.5 サヌカイト

磨製石器 大型蛤刃石斧 3② C28 SR02流 路3⑩ 341.6
安山岩系の

脈岩

405 磨製石器 扁平片刃石斧
3② B28,C28 SR02流 路3⑩粗砂混じり暗灰褐色シ
ルト

91.5 流紋岩

打製石器 摩減痕ある石器 3② C28 SR02流 路3⑩ 砂岩

磨製石器 砥石 3② C28 SR02流 路3⑪ 591.3 砂岩

打製石器 石鏃 2④⑥SH01Tr.北 サヌカイ ト

打製石器 石鏃 2④⑥SH01Tr.北 サヌカイ ト

打製石器 石鏃 2④〔)SH01が リカケ サヌカイ ト

422 打製石器 石錐 2④〔)SH01が リカケ サヌカイト

打製石器 横長景1片 2④⑥SH01Tr.北 サヌカイト

6 打製石器 石鏃 2④⑤SH02④壁溝 サヌカイト

6 打製石器 石鏃 2∞ SH02 サヌカイト

6 打製石器 石鏃 2④⑤SH02④  l層 サヌカイト

打製石器 石鏃 2④⑥SH02(Tr.1) サヌカイト未製品

6 打製石器 石鏃 2④⑤SH02②中央落2層 サヌカイト

6 打製石器 石鏃 2(以ЭSH02畦 12層 サヌカイト

6 打製石器 石鏃 2 ④⑤ SH02畦 32層 サヌカイト

6 打製石器 石槍 2④⑤SH02 0) サヌカイ ト

6 打製石器 石錐 2∞ SH02 0) サヌカイ ト

6 打製石器 スクレイパー 2④ЭSH02 0) 29。 9 サヌカイト

6 打製石器 スクレイパー 2CCttH02②壁溝 60.0 サヌカイト

6 打製石器 横長剥片 2④ЭSH02(Tr.1 サヌカイト

磨 製石器 大型蛤 刃石 斧 2④Э SH02② l層
安山岩系の
脈岩

敲き石 2④⑤SH02 No.2第 1層 725.6 砂岩

打製石器 石鏃 2④⑥SH04Tr.4 サヌカイト

打製石器 石鏃 2④⑥SH04④ 3層 サヌカイ ト

打製石器 石鏃 2αDSH04① 3層 サヌカイト

打製石器 石鏃 2④⑤SH04①  l層 サヌカイト

打製石器 石鏃 2④ЭSH04Tr.4 サヌカイト

打製石器 石鏃 2④⑤SH04④ 3層 サヌカイト

打製石器 石鏃 2④ЭSH04② 2層 1.1 サヌカイト

打製石器 石鏃 20Э SH04② サヌカイト

打製石器 石鏃 2④ЭSH04③ 3層 1.1 サヌカイト

打製石器 石鏃 2④ЭSH04③ 3層 サヌカイト

打製石器 石鏃 2④⑥SH04① 3層 1.4 サヌカイト

打製石器 石庖丁 2④⑤SH04③ 2層 茶灰土 34.5 サヌカイト

打製石器 石庖丁 2④⑥SH04 SD13Tr. サヌカイト

打製石器 石庖丁 2CЮ SH04④ 3層 サヌカイト
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打製石器 スクレイパー 2④⑥SH04 24.0 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 20Э SH04① 2層 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 2④⑤SH04④ 2層 茶灰土 21.8 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 2④⑤SH04 ③ l層黒色土 27.0 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 2COSH04 ④ ②層 26.2 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 2④⑥SH04が リカケ 21.3 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 2C(ハH04畦 l②層 42.2 サヌカイト

打製石器 石斧 2④〔)SH04①力・リカケ 45.6 サヌカイト

打製石器 石斧 2CЮ SH04④ No.283層 67.9 サヌカイト

磨製石器 石皿 2④⑤ SH04 No.24第 2層 1138.6 安山岩

打製石器 石鏃 2④⑥SH05③ 2層 サヌカイ ト

打製石器 石鏃 2∞ SH05④ 2層 サヌカイ ト

打製石器 石鏃 2④⑥SH05① 2層 サヌカイト

打製石器 石鏃 2④ЭSH05③床面がリカケ サヌカイト

打製石器 石鏃 2④⑤SH052層 サヌカイト

打製石器 石鏃 2④ЭSH05③ 2層 サヌカイト

打製石器 石鏃 2④ЭSH05④ 2層 サヌカイト

打製石器 石錐 2④⑥SH05 0)第 1層 サヌカイト使用痕

555 打製石器 石錐 2∞ SH05② 2層 サヌカイ ト

打製石器 石庖丁 2④③SH05畦 2②層 サヌカイト

557 打製石器 石庖丁 2④⑤SH05畦 2②層 サヌカイト

打製石器 石庖丁 2④ЭSH05 ③ l層黒色 52.7 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 2(D()SH05()2層 サヌカイ ト

560 打製石器 スクレイパー 2④ЭSH05③ 2層 20.3 サヌカイト使用痕

打製石器 スクレイパー 2C(ハH05畦 3壁溝 サヌカイト

562 打製石器 スクレイパー 2④⑤SH05畦 2②層 22.3 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 2④⑥SH05畦 2②層 18.9 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 2∞ SH05③ 2層 57.2 サヌカイト

磨製石器 柱状片刃石斧 2④⑤SH05① 2層 84.0 片岩

打製石器 石鏃 2④⑤SH06 Ⅲ区 D-6 サヌカイト

打製石器 石錐 2④⑤SH06 1区 サヌカイト

打製石器 石鏃 2(DDSH06 Ⅲ区 サヌカイト

打製石器 石錐 2C嘔澪H06Ⅱ 区(側溝) サヌカイト

打製石器 石庖丁 2④⑤ SH07内 D101区 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 2④⑤SH06 P7埋 土 サヌカイト

打製石器 石鏃 2④⑤SH08③ サヌカイ ト

打製石器 石鏃 2④⑤SH08拡 区SH08(SH09外 ) サヌカイト

打製石器 石鏃 2④ЭSH08③ サヌカイ ト

打製石器 石鏃 2④⑤SH08炉 跡 サヌカイ ト

打製石器 石槍 ? 2④⑥SH08貼床 サヌカイト

打製石器 石庖丁 2④⑥SH08 SD02① 22.7 サヌカイト

打製石器 石錐 2④ЭSH10② サヌカイト

打製石器 石庖丁 2④ЭSH10炉③ 25.9 サヌカイト

打製石器 石庖丁 2∞ SH10① (Tr.内 ) 24.2 サヌカイト

砥石 2∞ SH10 SP008 HO.6 片岩

打製石器 石鏃 2④⑥SB05③ C21 SP414 サヌカイト

磨製石器 扁平片刃石斧 2④⑤SK26 流紋岩

打製石器 石庖丁 2④⑤SK24 サヌカイ ト使用痕

磨製石器 大型蛤刃石斧 2④ЭSK24② 721.9 安山岩系の
脈岩

敲打痕

打製石器 二次加工ある剥片 3② SK02 369.8 サヌカイト

磨製石器 扁平片刃石斧 3()SK01 緑泥片岩

打製石器 石鏃 2④ЭSD03④ ②層 サヌカイト

打製石器 石鏃 2④⑥SD03④  ②層 サヌカイト

打製石器 石鏃 2④⑤SD03(SD07と 分岐部分)第 2層 サヌカイト

打製石器 石鏃 2④ЭSD03Tr.52層 サヌカイト
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打製石器 石鏃 2C(鴻D03②南部分第2層 サヌカイ ト

打製石器 石鏃 2COSD03④ ②層 サヌカイト

打製石器 石鏃 2(DЭ SD03畦 33層 サヌカイト

打製石器 石鏃 2CЮ SD03① 第2層 サヌカイト

打製石器 石鏃 2④⑥SD03②中央①層 サヌカイト

打製石器 石鏃 2C(ハD03②南部分第2層 サヌカイト

打製石器 石鏃 2C(ハD03①南②層 サヌカイト

打製石器 石鏃 X〕ЭSD03畦 11層 サヌカイト

打製石器 石鏃 2④⑤SD03(SD07と 分岐部分)第 2層 サヌカイト

打製石器 石鏃 2④⑤SD03(SD07と の分岐部分)第 2層 サヌカイト

打製石器 有舌尖頭器 2④⑥SD03① サヌカイト

打製石器 石錐 2C〔鴻D03①南①②層 サヌカイト

打製石器 石錐 2C(ハD03②北部分第3層 サヌカイト

打製石器 石錐 2④ЭSD03③ ②層 サヌカイ ト

打製石器 石錐 2④ЭSD03② ①層 サヌカイト

打製石器 石庖丁 2④⑤SD03②南側第2,3層 サヌカイト

打製石器 石庖丁 2④⑤SD03② サヌカイト

打製石器 石庖丁 2④⑤SD03①北②層 サヌカイト

打製石器 石庖丁 2④③SD03④ ②層 サヌカイ ト

打製石器 石庖丁 2④ЭSD03④ ②層 28.0 サヌカイト使用痕

打製石器 スクレイパー 2C(ハD03(SD07と の分岐部分)第 2層 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 2④ЭSD03(① )②層 15.2 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 2④ЭSD03②南部分第2層 サヌカイト

打製石器 楔形石器 2④⑤SD03③の南②層 サヌカイト

打製石器 楔形石器 2④⑤SD03④ 26.6 サヌカイト

打製石器 横長剥片 2④⑥SD03Tr.2 23.0 サヌカイト

石錘 2④⑥SD03②南部分第2層 125.4 安山岩

磨製石器 不 明 2C(ハD03② 中央第2層 砂岩 被熱

打製石器 敲打痕ある石器 2④ЭSD03P5第 1層 56.5 安山岩

打製石器 楔形石器 2(DЭ SD08西 Tr. サヌカイト

打製石器 石鏃 2④ЭSD12①第2層 サヌカイ ト

打製石器 石鏃 2CЮ SD12⑥ 1.1 サヌカイ ト

打製石器 石鏃 2④⑤SD12①  l層 サヌカイ ト

打製石器 石鏃 2④⑥SD12⑤ 第1層 サヌカイト

打製石器 石庖丁 2④⑥SD12① 黒色土 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 2④⑥SD12③ (SH03中 央より南) サヌカイト

打製石器 スクレイパー 2C(鴻D12① 黒色土 23.2 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 2④ЭSD12④ 2層 lH.3 サヌカイ ト

打製石器 石斧 2④Э拡張区 SD12Tr.黒 色土中心 92.3 サヌカイ ト

820 打製石器 楔形石器 2④⑤ SD12畦 22層 サヌカイ ト

打製石器 石鏃 3① (2)南端2次弥生後期の落ち第1層 サヌカイ ト

打製石器 石庖丁 ①(2)南端2次 SD0 弥生後期上層 サヌカイト

打製石器 スクレイパー ①(2)南端2次 SD0 サヌカイト

打製石器 スクレイパー ①(2)南端2次 SD0 灰黒色粘質層 62.0 サヌカイ ト

847 打製石器 スクレイパー ①(2)南端2次 SD0 灰黒色粘質層 H9.5 サヌカイト

打製石器 縦長剥片 ①(2)南端2次 SDO 弥生後期の溝 (中層 ) 27.5 サヌカイト

打製石器 石鏃 l② SR01③上層 サヌカイ ト

打製石器 石鏃 l②南北Tr. サヌカイト

打製石器 石 鏃 l ②SR01 ③下層 サヌカイ ト

打製石器 石槍 l ②SR02 g層 サヌカイト

打製石器 石槍 l ②SR02 g'層 40.2 サヌカイト

打製石器 石槍 l②東西畦⑮層 サヌカイト

打製石器 石槍 l ②SR02 g'層 35.0 サヌカイト

打製石器 石錐 l② SR01② 下層 サヌカイト

打製石器 石錐 l③ 8層 サヌカイト

打製石器 石錐 l② SR01③ 上層 サヌカイト
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1 打製石器 石庖丁 lC)Jヒ ラ巨Gr.SR01Tr. サヌカイト

1 打製石器 石庖丁 l②南東Gr.南西隅Tr. サヌカイト

1 2 打製石器 石庖丁 l ②SR02り |1底粗砂 サヌカイト

1 2 打製石器 石庖丁 l③ CO層 21.5 サヌカイ ト使用痕

1 打製石器 石庖丁 l②南東Gr.南西隅Tr. サヌカイ ト

1 打製石器 石庖丁 l② Jヒ東Gr。 入力7層 40.9 サヌカイト

1 2 打製石器 石庖丁 l②北東Gr。 人力7層 サヌカイト

1 2 打製石器 石庖丁 l②南東Gr.Tr.壁清掃 39.4 サヌカイト

1 2 打製石器 石庖丁 l②北東Gr.入力7層 43.4 サヌカイ ト

1 打製石器 石庖丁 l②北Tr. 73.0 サヌカイ ト

1 打製石器 石庖丁 l ②SR02 g層 66.0 サヌカイ ト

1 打製石器 石庖丁 l②北Tr. 65.5 サヌカイ ト

1 打製石器 石鎌 l ②SR02 g'層 31.9 サヌカイ ト

1 打製石器 スクレイパー l②東西畦⑮層 33.3 サヌカイト

1 打製石器 スクレイパー l ②SR02川 底粗砂 42.9 サヌカイト

l 打製石器 スクレイパー l ②SR02り |1底粗砂 24.8 サヌカイ ト

1 打製石器 スクレイパー l ②SR02サ |1底粗砂 86.4 サヌカイト

1 4 打製石器 スクレイパー l ②SR02り |1底粗砂 HO,7 サヌカイト

1 打製石器 スクレイパー l②東西畦⑮層 91.0 サヌカイ ト

1 5 打製石器 スクレイパー l ②SR02 g層 88.4 サヌカイ ト

1 5 打製石器 スクレイパー l②東西畦⑮層 99.3 サヌカイ ト

1050 1 5 打製石器 石斧 l②北東Gr.入力7層 188.0 サヌカイ ト

1 5 打製石器 石斧 l②北東Gr.人力7層 156.6 サヌカイ ト

1 打製石器 楔形石器 l ② SR02り |1底粗砂 サヌカイト

1 打製石器 楔形石器 l ②SR01③ 上層 サヌカイ ト

1 打製石器 楔形石器 1'C)SR02 g'層 サヌカイ ト

1 打製石器 使用痕 l ② SR02 g'層 100.2 サヌカイト

1056 1 石錘 l ② SR02 g層 流紋岩

1 摩減痕のある石器 l②西Gr.SR01下 層 83.4 緑泥片岩

1 砥石 l②東西畦∞ 層 163.8 頁石

1 砥 石 l②北東Gr.人力7層 350.8 砂岩

1 打製石器 石槍 l③東部拡区黒茶シルト 60.4 サヌカイ ト

1 打製石器 石匙 l③ H層下部砂層 サヌカイ ト

1 打製石器 石庖丁 l③ ll層下部砂層 22.2 サヌカイ ト

1 打製石器 石庖丁 l③畦南 11層 サヌカイト

1 打製石器 スクレイパー l③東部拡区黒茶シルト 106.6 サヌカイ ト

打製石器 楔形石器 l③ ll層下部砂層 サヌカイト

打製石器 摩減痕 l③ ll層下部砂層 394.2 サヌカイト

砥 石 l③ H層下部砂層 48.7 砂岩

打製石器 石槍
2① C16 SR01 Jヒ区 ⑭灰色シルト～⑩淡灰黄シルト(洪
水砂)

サヌカイト

打製石器 石斧 2① C16第 5面 SR01北区 22～ 26'層 黒褐色粘土層 36.5 サヌカイ ト

打製石器 石槍 2① B16,B17,C16,C17西側Tr.灰褐色粘質シルト 47.4 サヌカイト

打製石器 石錐 2① C17南側側溝拡張掘り下げ サヌカイト

打製石器 石庖丁
2① C17第 4面掘り下げ(機械)覆土洪水砂層及び
その上層

サヌカイト

打製石器 石庖丁 2① C17第 3面上面精査 サヌカイト

打製石器 石庖丁 2① C17側溝掘り下げ サヌカイト

打製石器 石庖丁 2① B16,B17,C16,C17西側Tr.(SR02)濁 黄色シルト サヌカイト

打製石器 石庖丁
2① C16・ 17第 1面上面精査中橙色シルト～灰褐色粘
質シルト 30.7 サヌカイ ト

打製石器 石庖丁
2① C16第 5面 SR01北区 28層 ～30層 黒色粘土層
他

サヌカイト

打製石器 石庖丁 2① B 7,C17南側溝 26.3 サヌカイト

打製石器 石庖丁 2① C 7第 5面 SR01中区黒色粘土 32.2 サヌカイト

打製石器 石庖丁 2① C 7第 5面 SR01中区黒色粘土 64.6 サヌカイト

打製石器 石庖丁 2① B 6,B17,C16,C17西側Tr.灰褐色粘質シルト サヌカイト
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1222 打製石器 石鎌 2③北SR01 ②下層 サヌカイ ト

打製石器 スクレイパー 2① C16第 5面 SR01北 Tr.西部黒色粘土層 サヌカイ ト使用痕

打製石器 スクレイパー 2① C16第 5面 SR01北区⑭灰色シルト～⑩淡灰黄シル
(洪水砂)

122.6 サヌカイト

1225 打製石器 スクレイパー 2① C16第 5面 SR01北区 22～ 26'層 黒褐色粘土層 49.6 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 2③北SR01 ③最下層 H4.1 サヌカイト使用痕

打製石器 石斧
2① C16 SR01 1ヒ区 ⑭灰色シルト～⑩淡灰黄シルト(洪
水砂)

271.5 サヌカイ ト

1228 打製石器 石斧 2① C17第 2面上面精査 195.1 サヌカイト

1229 打製石器 横長剥片 2③北SR01 ②下層 サヌカイト

打製石器 摩減痕ある石器 2① C16第 5面 SR01北 Tr.東部 49.6 サヌカイ ト

1599 打製石器 石鏃 2③南Gr.SR02② 4層 サヌカイ ト

打製石器 石鏃 2③南Gr.SR02② 4層 サヌカイ ト

打製石器 石鏃 2③南Gr.SR02③ 4層 サヌカイ ト

打製石器 石鏃 2③南Gr.SR02② 4層 サヌカイ ト

打製石器 石鏃 2③南Gr.SR02② 4層 サヌカイト未製品

打製石器 石鏃 2③南Gr.SR02② 4層 サヌカイ ト

打製石器 石槍 2②南西Tr.黒色土⑮層以下 サヌカイ ト

打製石器 石槍 2②北西Tr.⑮層以下 27.5 サヌカイ ト

打製石器 石槍 2③南Gr.SR02②③間畦4層 42.0 サヌカイト

打製石器 石錐 2③南Gr.SR02② 2層 サヌカイト

打製石器 石錐 2②南Gr.2層 サヌカイ ト

0 打製石器 石庖丁 2③南Gr.SR02② 4層 サヌカイ ト

1 打製石器 石庖丁 2③南Gr.SR02① 4層 21.3 サヌカイ ト

2 打製石器 石庖丁 2③北SR02① 上層 サヌカイ ト

打製石器 石庖丁 2③南Gr.SR02③ 4層 20.9 サヌカイ ト

4 打製石器 石庖丁 2③南Gr.SR02② 4層 32.4 サヌカイ ト使用痕

打製石器 石庖丁 2③南Gr.SR02② 4層 30.0 サヌカイ ト
一部に風化
景1離面

6 打製石器 石庖丁 2③南Gr.SR02② 2層 22.0 サヌカイ ト

打製石器 石庖丁 2③南Gr.SR02② 3層 25.8 サヌカイ ト

打製石器 石庖丁 2③南Gr.SR02② 2層 37.0 サヌカイト

打製石器 石庖丁 2③南Gr.SR02② 4層 31.2 サヌカイト

1620 打製石器 石庖丁 2③南Gr.SR02① 4層 サヌカイト

打製石器 石庖丁 2③南Gr.SR02③ 4層 37.3 サヌカイ ト

1622 打製石器 石庖丁 2③南Gr.SR02① 2層 65.4 サヌカイ ト使用痕

1623 打製石器 スクレイパー 2③北Gr.SR02① 下層 サヌカイ ト

打製石器 スクレイパー 2③南Gr.SR02② 4層 サヌカイ ト

打製石器 スクレイパー 2③南Gr.SR02③ 3層 サヌカイト

打製石器 石斧 2③南Gr.SR02② 4層 97.7 サヌカイト

打製石器 敲打痕ある石器 2③南Gr.SR02② 4層 25.6 サヌカイト

1628 打製石器 敲打痕ある石器 2③南Gr.SR02① 4層 166.8 サヌカイ ト

1629 敲き石 2③南Gr.SR02① 4層 402.5 アフ
゜
ライト

1630 石錘 2(Dtt Gr.SR02②  4層 223.7 安山岩

打製石器 石錐 2②南入力2層 サヌカイト

打製石器 石錐 2②掘削入力1層 サヌカイ ト

打製石器 石槍 2②北人力1層 サヌカイ ト

打製石器 石槍 2②東西畦人力1層 サヌカイ ト

打製石器 石槍 2③南旧河道検出面がリカケ 59.6 サヌカイ ト

打製石器 石庖丁 2③北旧河道検出面がリカケ サヌカイ ト

打製石器 石庖丁 2③南Gr.流路検出面がリカケ サヌカイト

打製石器 石庖丁 2③北Gr.機械1層 サヌカイト

打製石器 石庖丁 2④⑥北部落込 8.6m灰シルト層 22.6 サヌカイト

打製石器 石庖丁 2②北人力1層 24 6 サヌカイト

打製石器 石庖丁 2③北Gr.西 Tr.清掃 35.8 サヌカイト

打製石器 石庖丁 2③ C18西領lTr. 53.8 サヌカイト

打製石器 石庖丁 2③南Tr. 31.0 サヌカイ ト
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150・

161
打製石器 石庖丁 2② 耕作土直下包含層 81.7 サヌカイ ト摩滅痕

打製石器 石庖丁 2③南Gr.流路検出面がリカケ サヌカイ ト使用痕

打製石器 石庖丁 2②南人力4層 49.6 サヌカイ ト

打製石器 石庖丁 2②北人力2層 サヌカイ ト

打製石器 研磨痕ある石器 2②南人力2層 42.1 サヌカイ ト

打製石器 摩減痕ある石器 2②南人力3層 389.3 サヌカイ ト

磨製石器 紡錘車 2③南東側Tr. 安山岩

石錘 2③北SR01 ①下層 249.2 流紋岩

打製石器 石鏃 3② C28 SR01溜 りl⑨砂混じり淡黒色シルト サヌカイ ト

1702 打製石器 石鏃 3② B28第 2微高地 サヌカイ ト

打製石器 石鏃 3② C28 SR01溜 り1 サヌカイ ト

打製石器 石庖丁 3② C28 SR01黒 褐色粘質土 34.6 サヌカイ ト刃部摩減

打製石器 石庖丁 3② B28第 2微高地暗灰黒色砂質土 40,9 サヌカイ ト

打製石器 スクレイパー 3② C28 SR01溜 りl Ⅶl(4Tr.) 53.2 サヌカイト

打製石器 スクレイパー 3② B28 SR01溜 り2淡黒色粘土 77.2 サヌカイ ト

1708 打製石器 スクレイパー 3②D28(lTr.内 )砂層(Ⅳ l層 ) 542.9 サヌカイ ト

打製石器 石斧 ・D26区 第3・ 4・ 5層 145.2 サヌカイ ト

打製石器 石斧 3② B28 SR01溜 り2-括 H8.8 安山岩

打製石器 石鏃 2④⑤SH03② サヌカイ ト

打製石器 石鏃 2④⑥SH03Tr.(西 南) サヌカイ ト

打製石器 石鏃 2④⑤SD13④ サヌカイ ト

打製石器 石錐 2∞ SD13② サヌカイ ト

打製石器 石庖丁 2④ЭSB02① B21 SP012 サヌカイト

打製石器 石庖丁 2④⑤C20 SP022 SP023 20.8 サヌカイト

打製石器 石槍 l ①D15SX02 40.2 サヌカイ ト

203 打製石器 石庖丁 2④⑥SD10へ ル゚ト部分第2層 (下層) サヌカイ ト

打製石器 石鏃 2④⑤SD07(SH05内 及び近く) サヌカイト

1770 打製石器 石錐 2CD()C21 SD07 サヌカイ ト

打製石器 石庖丁 2④⑤SD07南 サヌカイト

打製石器 石鏃 l① C15,D15,C16,D16南側溝4a・ 4b サヌカイ ト

1835 212 打製石器 石槍 l① C15,C16,D15,D16南側溝3b・ 3c サヌカイ ト

1836 打製石器 石錐 l① C15SR01 7c サヌカイト

打製石器 石錐 l ①C15SR01 7C サヌカイ ト

打製石器 石錐 l① C15SR01 7c サヌカイ ト

打製石器 石錐 l① C15SR01 7 サヌカイト

打製石器 石錐 l① D15SR01北肩6・ 7層 サヌカイ ト

打製石器 石錐 l① 6・ 7層 サヌカイ ト

212 打製石器 石錐 l① C15,C16,D15,D16南側溝3b・ 3c サヌカイト

打製石器 石庖丁 l ①C15SR01 7層 サヌカイ ト

打製石器 石庖丁 l ① 3b層 (淡灰褐色砂層シルト) サヌカイ ト

212 打製石器 石庖丁 l ① 3b・ 5a 42.0 サヌカイト使用痕

打製石器 石庖丁 l① C15西側溝5層 (一部黄プロック含黒色粘土) サヌカイ ト

212 打製石器 石庖丁 l①排土中 サヌカイ ト

打製石器 石庖丁 l① 第7層 57.5 サヌカイ ト使用痕

打製石器 石鎌 l ①C15 6層 51.2 サヌカイ ト

打製石器 スクレイパー l①南肩(SR01深い部分)6・ 7層 51.3 サヌカイト
刃部使用に
よる摩減

打製石器 スクレイパー l① D15SR01北肩6・ 7 サヌカイ ト

打製石器 スクレイパー l ①D15SR01 7b 89.0 サヌカイ ト

1853 磨製石器 太型蛤刃石斧 l①排土中 640.8 ,

磨製石器 扁平片刃石斧 l ①D15SR01 7b 片岩

2042 打製石器 石庖丁 2① C17第 4面 SD05 63.7 サヌカイ ト

打製石器 石鏃 3① (2)南端2次 第3層 サヌカイ ト

打製石器 石錐 3① (2)南端2次 第3層 23.7 サヌカイ ト

2146 打製石器 石鏃 2④⑥D20 SP263 サヌカイ ト
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